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第８４図 FKJ０６‐４ 屋敷地④ 変遷１（Ｓ＝１／１００）
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第８５図 FKJ０６‐４ 屋敷地④ 変遷２（Ｓ＝１／１００）

第３章 中・近世の遺構

―１０６―



第８６図 FKJ０６‐４ 屋敷地④ 遺構１（Ｓ＝１／８０・１／１０・１／５０・１／４０）
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３ 屋敷地③（第９０～９４図）

主要な遺構は、砂利敷道路２、区画溝６４００８、井戸６４０６７・８２・９１・９８・１２８と多数の柱穴がある。

砂利敷道路２は、水路６４０１２の東側に沿って南北に延びる（第８８・８９図）。複数回の嵩上げが為された

ようであるが、不明瞭である。この直下に溝６４２２９と水路６４０１２の前身である溝６４０６９がある。溝６４２２９は、

埋土中に１７世紀初頭～前葉の遺物を含んでおり、築城当初に溝６４０６９と並存していたようである。

区画溝６４００８は、南北に直線的に延び、部分的に板材や杭による護岸の痕跡が確認される（第８１・９３・

９４図）。この溝には溜め桝状に構築された箇所があり、そこが深く掘り込まれるものの概ね南側へ緩や

かに下降する。溜め桝部分を含む区画溝６４００８の出土遺物は、１８世紀中葉～１９世紀中葉のものである。

井戸は、６４０６７が石組を備える以外はすべて素掘りの井戸である。井戸６４０６７の石組（第９０・９１図）は、

笏谷石製の細身の棟瓦４点を四角く並べて基礎とし、拳大～０．５ｍ大の笏谷石砕礫を不規則に組み上げ

ている。井戸６４０９８は、廃絶後に大きく広げられ廃棄土坑とされるが、材の撤去のために広げたものと

すると、もとは桶を伴う井戸であった可能性がある（第９４図）。埋土中の遺物から、井戸６４０８２・９１・１２８

は慶長期に存続するが、１７世紀中葉には廃絶するものと見られる。井戸６４０６７は、１７世紀後葉を中心に

機能したものと見られる。井戸６４０９８は１８世紀半ばに廃絶し、以降廃棄土坑として利用される。

柱穴は、礎石を伴うもの、埋土中に柱状痕跡の窺えるものなどが多数ある。重複するものも多いが、

これらの配置は概ね方位に即して並ぶ傾向が窺える（第９０図）。建物の詳細については不明であるが、

同時に複数の建物が存在したこと、何度か建て替えられたことが推測される。また、出土遺物がいずれ

も１７世紀代のものであることから、少なくとも１７世紀代には掘立柱の仮設的な建物が継続的に建てられ、

１８世紀以降は礎石建物に変化したことが推測される。なお、確実な礎石の配置は確認されなかったが、

最上層の遺構として、柱穴列と同様に方位に即して延びる石列などを検出した（第１０６図）。

その他、遺構６４０８７・１１６・１９６などの大型土坑がある（第９２・９４図）。埋土中の遺物によると、これら

第８７図 FKJ０６‐４ 屋敷地④ 遺構２（Ｓ＝１／５０）
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第８８図 FKJ０６‐４ 砂利敷道路２・水路６４０１２・溝６４０６９（Ｓ＝１／１００）
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は１７世紀後葉から１９世紀までのものが混在する。これらは、柱穴群が屋敷地の西側に偏在するのと対照

的な配置であり、建物の背後に継続的に穿たれた廃棄土坑などと捉えられる。また、その位置関係が変

化しないことは、建物が礎石化した後も同様な位置に建てられ続けたことを示す。

絵図によると屋敷地③は、屋敷地②とともに周囲を道路で囲まれ、一つの区画（街区）を成す。慶長

期にその区画は南北に分割されていたが、１７世紀半ばには東西に二分され南北に長い敷地となる。当初、

屋敷地③は南端が東に延びるＬ形であるが、後には直線的に二分割される。慶長期には同心屋敷との記

載が見え、１７世紀半ばには川越宇佐衛門 与（与力）、１７世紀後葉には１５軒と記されており、下級武士で

ある与力や同心などの屋敷地として継続的に使用されたようである。その後、１８世紀前葉や１９世紀初頭

頃には忍与（与力？）・忍組との表記があり、城代管轄の忍の者が集住したものかと見られる。

４ 屋敷地②（第９５～１００図）

主要な遺構は、砂利敷道路１、区画溝６４０６５、井戸６４０４０・４７・８６・１８２と、建物や区画施設を構成し

たと見られる柱穴がある。

砂利敷道路１は、屋敷地北辺を東西に延びる。砂利敷は疎らに確認されるに過ぎないが、道路と屋敷

地の境に区画溝６４０６５があり、道路北側に沿い水路６４０２７があるため、路盤幅が明瞭である（第１００図）。

なお、区画溝６４０６５は、１７世紀初頭から後葉まで存続し、１８世紀には埋められたようである。

井戸はいずれも素掘りである。井戸６４０４０は、方形に石を組んだ基壇状の施設を伴う（第９５・１０７図）。

使用される石材は、いずれも笏谷石であり、転用材が多く含まれる。この基壇状施設のほぼ中央に井戸

が穿たれており、本来は上屋を伴ったことが推測される。なお、基壇状施設の下層に前身の井戸がある。

出土遺物によると、井戸６４０４７・８６は１８世紀代に機能したようである。井戸６４１８２は、築城当初に埋めら

れたようであり、築城以前に機能した井戸である可能性がある。井戸６４０４０は、１９世紀半ばに改変され、

基壇状施設（上屋構造）を伴う状態は幕末期以降に降るものと見られる。

柱穴は、礎石を持つもの・埋土中に柱状の痕跡の窺えるものなどがあり、それらの配置は概ね方位に

第８９図 FKJ０６‐４ 水路６４０１２・溝６４０６９ 堆積状況（Ｓ＝１／５０）
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第９１図 FKJ０６‐４ 屋敷地③西側 遺構（Ｓ＝１／４０）
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第９２図 FKJ０６‐４ 屋敷地③東側（Ｓ＝１／８０・１／４０）
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即して整然と並ぶ。その中から、１棟の建物と２列の柱穴列が認識される。建物は、柱穴６４０５７・５９・

７３・１４８・１５２・１８３・１８９などにより構成される（第９５・９６図）。建物の東端が調査区外に出ることが考

えられるため、東西３間以上・南北３間となり、その規模は５ｍ以上×約３．８ｍである。確認された遺

物から、建物の造営は１７世紀半ばと見られる。柱穴列は、柱穴６４０６１・１１０・１５０などから成る南側の列

と、柱穴６４０５８・１３０などから成る北側の列がある（第９５・９７図）。両者とも砂利敷道路１・区画溝６４０６５

と平行に直線的に並んでおり、柵や塀などを構成したことが考えられる。遺構の重複状況や出土遺物か

ら、いずれも区画溝６４０６５を埋め立てた後に構築されたものであり、南側柱穴列は区画溝の埋め立てと

ほぼ同時期の１７世紀後葉から１８世紀に、北側柱穴列は１９世紀に構築されたものと捉えられる。

その他の遺構に、暗渠（木樋）６４１２１がある（第９９図）。これは、水路６４０２７から屋敷地②へ水を引き

込むものであり、砂利敷道路１を横断する。幅０．４ｍ前後の掘り方内に木樋を埋設する。木樋は、取水

口から二つの継ぎ手を経由し、さらに南東方向へ続く。樋本体は一辺９�程度の角材であり、長さ約１．７

ｍと１．８ｍのものを確認した。ともに内側をＵ字溝のように刳り貫き、一側面（上面）を蓋として釘で

固定している。取水口は、丸太材を半裁し、導水部分を抉ったものであり、蓋として薄い板材を釘で固

定する。この取水口の周囲は、板石が組まれて補強される（第９８図）。その石組の下層には、笏谷石砕

第９３図 FKJ０６‐４ 屋敷地③～② 区画溝６４００８（Ｓ＝１／８０）
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礫と歪な丸太材による基礎がある。遺物から１８世紀後葉以降に設置されたものと見られる。

水路６４０２７は、砂利敷道路１の北側に沿って東西に延びており、東側へ上水を通す役を担う（第９８・

１００図）。複数回の改修による掘削が窺えるが、土居と道路に位置が規定され、築城当初から廃城後近代

まで位置が変わらないため、重複の判別は困難である。水路北岸には胴木の上に石列が並んでおり、本

来は数石積み上げられたものと見られる。石材は、０．３×０．５×０．２ｍ程度の直方体に近いもので、表面

には鑿による調整痕が残る。南岸には、多くの杭が並べて打ち込まれており、その西端付近には板材に

よる護岸の痕跡も残る。しかし、石材は木樋６４１２１の取水口付近以外に残存しないものの、部分的に胴

木材が残存することから、以前には北岸同様の石組があったと見られる。北岸の石組背後から１８世紀後

葉から１９世紀に下る遺物が確認されているため、石組水路の状態は遅くとも１９世紀代の姿であり、それ

以前の護岸施設は不明である。石組の下層に当たる部分などからは、１７世紀後葉から１８世紀後葉の遺物

第９４図 FKJ０６‐４ 屋敷地③～② 区画溝およびその周辺の遺構（Ｓ＝１／５０）
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第９６図 FKJ０６‐４ 屋敷地② 遺構（Ｓ＝１／５０００）
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第９７図 FKJ０６‐４ 屋敷地② 北側区画溝およびその周辺の遺構（Ｓ＝１／４０）
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第９８図 FKJ０６‐４ 水路６４０２７（Ｓ＝１／８０・１／４０）

第９９図 FKJ０６‐４ 暗渠（木樋）６４１２１（Ｓ＝１／５０）
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第１００図 FKJ０６‐４ 砂利敷道路１・水路６４０２７・暗渠６４１２１・区画溝６４０６５（Ｓ＝１／１００）
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が確認されている。

絵図によると屋敷地②は、１７世紀半ばに屋敷地③とともに分割して形成される、南北に細長い屋敷地

である。１７世紀半ばから寛文年間の状況を示す絵図に下山五郎左衛門 与（与力）との記載が見え、１７

世紀後葉には１１軒、１８世紀前葉には地方と表記される。１９世紀前葉の絵図では、屋敷地が南北に大きく

三つに分けられており、その中央の区画が東西に二分され、中央西側の南北に長い敷地は矢場とされて

いる。慶応期には、北端の区画を除き町屋として表現される。１８世紀に表記される地方とは、町奉行の

管理のもとに城郭近隣の町人を住まわせたものとされる。そして、屋敷地②・③は築城当初より下級武

士の屋敷地区画として継続して利用されていたが、すべての福井藩士の知行を半減し大勢の浪人を生ん

だ貞享の大法（１６８６年）以降にできた、多くの空き屋をいわゆる町屋に当てたようである。

５ 屋敷地①（第１０１～１０３図）

屋敷地①の主要な遺構は、廃棄土坑６４０５３・６４０４９Ａ・Ｂである（第１０１・１０２図）。これらは、埋土の

断面観察によると６４０４９Ｂ→６４０４９Ａ→６４０５３と順次掘られたものであり、並存しない。平面形はいずれ

も東西に長い長方形であり、検出面での規模は１．８ｍ×１．４ｍ、深さは６４０４９Ａ・Ｂが０．４ｍ前後、６４０５３

が約１．６ｍである。これらの配置は、並存しないにも関わらず南北に直線的に並ぶことから、土居斜面

に規定されたものであり、さらには土居下端の位置の近辺を示すことが考えられる。これらの埋土中の

出土遺物は、いずれも１７世紀後葉から１８世紀後葉までのものである。

屋敷地①は、市センター報告の「横山」屋敷地に該当する。１７世紀前半は空白地であるが、１７世紀後

半から横山氏の屋敷地となり、以降江戸時代を通して存続する。屋敷地の正面（表門）は西側であり、

調査地は裏手の南東隅に当たる。そのため建物を構成すると見られる遺構は確認されなかった。

６ 土 居（第１０１～１０４図）

土居は、ほぼ南北方向に延びるが、調査区南端付近で東へほぼ直角に屈曲することを確認した。堀側

の下端は南北約３ｍ分・東西約１ｍ分を検出した。土居背後は、南北方向に延びる部分については後世

の改変により明瞭でない。東西に延びる部分は調査区外であるが水路６４０２７に接するようである。土居

の盛土は最大で厚さ０．６ｍ残存する。土居の高さは複数の城下の絵図に９尺（約２．７ｍ）と記載されてい

る。土居背後の砂利敷道路１の路面が標高約７．６ｍであり、土居盛土直下の地山面の高さもほぼ同じ値

であることから、９尺とされる高さのすべてが盛土による造成であることになる。土居上面（馬踏）の

幅は、青木元邦氏（２００４『福井城跡Ⅳ』福井市文化財保護センター）・国京克己氏（２００５『福井城舎人

門遺構復原整備事業報告書』福井市）により１間（約１．８ｍ）と復元されている。土居盛土部分の幅は、

北側の東西幅については廃棄土坑６４０５３・６４０４９Ａ・Ｂの存在から約８ｍであり、東側の南北幅について

は水路６４０２７の北側石組までで概ね８ｍとなる。土居全幅は、北側の東西幅については約９．５ｍ・東側の

南北幅については約９ｍとなる。

土居の盛土中にて確認される遺物は、１７世紀初頭～前葉のものと１７世紀後葉～１８世紀のものに分かれ

る。前者は、築城に関連する段階の遺物であり、後者は、土居の改修などにより混入した遺物であるこ

とが推測される。土居の西側斜面には６４０６８・８３などの土坑があり、埋土中に１７世紀後葉～１８世紀前葉

の遺物が含まれる。これらを覆うように、１７世紀後葉～１８世紀中葉の遺物を含む土壌による盛土が広範

囲に為されており、これが土居改修に伴うとすると、土居改修は１８世紀中葉頃かそれ以降となる。土居

第６節 FKJ０６‐４地区の調査
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西斜面の遺構に、溝状遺構の中に浅い落ち込みや土坑の並ぶ遺構６４１４７がある（第１０１図）。これは、土

居の補強や盛土の高さの目安などとして、土居に平行する溝の中に直径０．２～０．３ｍの丸太材を立て並べ

た土居改修作業の痕跡である可能性が考えられる。

土居の盛土直下にある溝６４２５４は、築城に関わる可能性があるものの、遺物を伴わず詳細は不明であ

る。なお、土居上面には鉄道に関わる撹乱が多数あり、いずれも調査区の延長方向に平行するか直交す

る。土坑６４２４１は、土居の延長方向に直交するが、土居上面（馬踏）を大きくはみ出し、土居直上から

掘削したとしたら深さ３ｍを超える規模である。このような土坑を土居に穿つことは城郭の防衛上考え

られない。そのため、土坑６４２４１は、土居削平後から鉄道開通までの撹乱と捉える。

７ 外 堀（第１０４・１０５図）

外堀は、現地表面から底面までの深さが３ｍを超える。最低限の調査区法面を確保すると、平面的な

底面の検出幅は１．５ｍ程度となった。規模は、狭長な範囲の検出であるため、直接的には計測し得ない

第１０３図 FKJ０６‐４ 屋敷地①・土居周辺 遺構２（Ｓ＝１／４０）
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第１０４図 FKJ０６‐４ 外堀（Ｓ＝１／１００）



が、検出面での幅約２１．５ｍ・底面幅１５ｍ前後と把握し得る。土居背後の砂利敷道路１の路面（標高約７．６

ｍ）からの深さは、約２．４ｍである。なお、調査時において、福井地震の影響で噴き上がった砂・砂質

土や大規模な撹乱のため、土居東斜面を誤認していた。調査終盤において、除去可能な埋土が残存する

ことを認識し、これを除去して、調査地が土居・外堀のほぼ直角に屈曲する部分であることを確認した

（第１０４図）。

外堀の堆積土は、堀内堆積土・土居などを直接削り落とした土・廃棄物堆積層・近代埋立土に大まか

に区別され、このうち堀内堆積土は、黒褐色粘質土や灰色粘質土などの状況から、さらに２つの段階に

分かれる。外堀のほぼ中央にて直立した状況で検出した大きな丸太は、堀内堆積土の下層段階の土層の

みに乱れを引き起こしている。外堀の機能する段階に落下し、直立した状態で徐々に埋没したとは考え

られないため、堀内堆積土の大半が近代以降の人為的な堆積と捉えられる。堆積状況から、土居の削平

時に、丸太がほぼ隠れるくらいまで埋め立てているようである。その後、開放したまま一定の期間を経

て（その間に両岸から廃棄物が投棄される。）、最終的にすべて埋め込まれて消滅する。なお、外堀東

第１０５図 FKJ０６‐４ 外堀東岸杭列（Ｓ＝１／６０）
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岸に確認された杭列は、市センターの調査により護岸のための土留めの痕跡であることが確認されてお

り、堆積状況から丸太を埋め込んだ段階とその後開放していた段階の、少なくとも２時期に亘って整備

されたもののようである（第１０５図）。

出土遺物は、下層堆積土から１８世紀代のものが確認されている。土居を削平して埋め込んだ土壌中に

は１７世紀に上る遺物が確認されるが、残存する土居の盛土中に１７世紀初頭～前葉・１７世紀後葉～１８世紀

の遺物が含まれることから、１７世紀代の遺物は混入であるものと判断される。そして、少なくとも１８世

紀までは、外堀といえども堆積物除去などの整備が為されていたものと思われる。

第１０７図 FKJ０６‐４ 最上層の遺構２ 井戸６４０４０（Ｓ＝１／８０・１／５０）
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第１０８図 FKJ０６‐４ 最上層の遺構３ 石組溝６４０４６・土坑６４００７（Ｓ＝１／５０）
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第１節 土器・陶磁器
中世から近世（福井城期）の出土遺物について紹介する。中世の遺物は、主に１５世紀後半～１６世紀の

朝倉氏北庄期から織豊北庄城期にかかる遺物が、FKJ０６‐２・３地区中心に多く出土している。FKJ０５‐４

地区では福井城創建以前の整地層（５４２７９）から纏まって出土している。今回の調査で特筆すべき遺物

群に遺構５３０３２に代表される北庄城（織豊期）から福井城（近世松平）創建期に当たる１６世紀末から１７

世紀初頭頃の良好な資料を得たことである。大橋Ⅰ期の唐津、志野、瀬戸美濃大窯製品を含み、土師質

皿も朝倉氏遺跡分類Ｃ・Ｄ類の系譜と考えられるもので占められる。FKJ０５‐４地区は寛文の大火（１６６９

年）以降武家屋敷は総て取り払われるため１６６９年までの廃棄土坑遺物群および大火直後の火事場整理に

伴う廃棄遺物群（遺構５４００１・５４００７等）が定点資料となる。FKJ０６‐３・４地区では幕末から廃藩置県直

後の整理に伴うと考えられる遺物群（遺構６３０２０・６３０２４・６４０９８・外堀等）がみられる。

本項では産地毎に概要を述べるが、挿図版では一括性を重視し遺構毎に編集した。

１）伊万里焼（肥前磁器）； 碗・皿等食器類が中心である。

碗類 大橋編年Ⅲ期以降増大する。一重網目紋の５４０２２‐３や６１１０６‐１、四方に窓を開ける５４０２１２‐１等量

産品が多くみられる。６１１０５‐１は口径１６�の碗形の鉢である。口縁部は釉剥ぎで本来蓋付きと考えられ

る。５３０６９‐１は白磁呉器手碗だが磁器では珍しい。口径１４�足らずと大振りで、高台の形状や体部の立

ち上がりなど李朝の呉器手碗をよく写す。６３０６４‐１は平碗形のいわゆるうがい茶碗である。器壁は薄く、

鉄釉と琉璃釉を掛け分ける。

皿 ５４０２２‐８・９・１０は口径８．４�前後の小振りな皿で組物と考えられる。５４００７‐３は一辺１３�の四方皿

である。形打ちとし、見込みに山水紋を描く。�台内にはハリ支え痕が一点残る。口径６寸以上の大皿

も全時期を通じ出土する。その割合は中・下級武士宅（FKJ９４‐１国際会館地点等）の調査地点に比べ高

い。７寸径の５４００１‐６、５４００７‐１・２は本来一具と考えられる。何れも口縁下で内側に折り曲げ、見込み

に山水紋を描く。被災し釉膚が荒れる。５４０２１‐１３は高台内まで琉璃釉を掛ける。５４０２２‐１１は口縁を輪花

とし、６４０５０‐３は大振りな９寸皿である。６４０４６‐７は青磁大皿である。見込みには型打ちで青海波紋を表

し、高台脇に脚を付ける。５３０３６‐１１は灰色のざっくりとした陶器風の胎土だが、体部・高台等をシャー

プに成形する。口径３６�、見込みいっぱいに螺旋を陰刻し、高台を除き青磁釉（灰釉）を掛ける。

鉢 ６９０９０‐５はやや深めの筒形の鉢である。上部に同図柄の蓋６３０９０‐４が付く。

瓶類 細片が多く、図示出来るものは少ない。６１１０５‐６は全面に染付で横縞を巡らせる。５３０４２‐６は白

磁短頸壺である。底部は高台を削り出す。

香炉 ６１ホ‐１２は中国青磁筒香炉の写しである。胴部に紐３条回す。煙返しは奥行きが浅い。６１ホ‐１３

も青磁ながら口縁は外側へ厚みを帯びる。底面に花押を２つ墨書する。６１ホ‐１６は菱型と考えられる小

香炉で、上絵付けは赤色を中心に緑色も用いる。底部に窯割れを起こす。６１ホ‐１７は１６の蓋である。６３１１９

‐１も一辺４．８�の方形小香炉の蓋である。上面には赤絵で緻密に模様を描き、つまみは緑釉を掛ける。

共伴遺物から大橋Ⅲ期と考えられる。

その他 文房具のうち水滴は１９世紀前後から大量に出土する。６４１６１‐１は長方形で上面に菊花を陽刻

する。人形６１ホ‐１５は前後合わせ型作りである。旅装した僧形像で笠を被る。衣および笠部には錆釉で
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着色するが、透明釉は掛けない。像容から西行法師像と思われる。

２）唐津焼（肥前陶器）； 碗・皿等食器類の他、鉢・瓶等多岐にわたる。

絵唐津 碗では５３０３２‐１・２、５４０１２‐１のような簡略な図柄を描くものが散見される。５３０３２‐７、６３５２３

‐２は轆轤成形後口縁部を折り曲げ、平面方形とし、見込みに鉄絵を描く皿（向付）は多く見られる。６３５２３

‐３の六角形は珍しい。６３１２３‐３は胎土目の段皿で、口縁部に簡略に描く。５３１０１‐１１は筒向付であろう。

無地唐津 ５３０７９‐２はオリーブ色を呈する灰釉を掛けた青唐津碗である。青唐津・絵唐津共に１６世紀末～

１７世紀初期の遺構で多く確認される。５４ホ‐１は天目形碗である。瀬戸同様鉄釉を掛ける。灰釉等のみ掛

ける胎土目（５３０３６‐３・５４０２１‐７・８）砂目（５３１４２‐２、５４００７‐７）の碗・皿類は１７世紀代の遺構を中心に

多数みられる。６４０２７‐７は高台３ヶ所を切り込む香炉（火入れ）である。見込みおよび高台脇に文字・

模様を墨書する。５４０２１‐９は片口鉢である。口縁が碗類より厚く、やや端反る。５４００７‐８は鶴首形の徳利

である。粘土紐を巻き上げ器壁は比較的薄く作る。透明性の高い飴釉を掛ける。５４００３‐６は３足を付け

た鉢である。胎土・装飾からみると次の叩き作り製品の範疇に入る。

叩き作り製品 体部は粘土紐を巻き上げ、内面に同心円紋当て具を用いて器壁を薄く仕上げる。底に

は貝目を残すものが多く、胎土は赤くきめ細かい。これらの特色を持つ一群は、これまでの調査でも多

く出土しているが細片が多い。しかし、今回調査では図化復元し得るものが多く確認された。鉢（甕）

６３２３３‐１は口縁を玉縁状にする。５３０３２‐３１は寸胴で口縁帯は外側へ伸びる。５４００３‐２は片口鉢である。６３５２３

‐１は瓶である。この器種は福井城跡各調査地点でも多く見かける。５４０２５‐６は水指である。内面に同心

円叩き紋を残し、器壁は薄い。口部は矢筈口とし、胴部に耳の付け根が残る。本来取手形の耳が付くと

思われる。桃山期の備前焼水指等に共通するデザインである。

呉器手・京焼風陶器 白色に近い胎土を用い、磁器のように薄く端正な作りの製品をその範疇とする。

いわゆる京風碗のうち、６４０５３‐４は外面に鉄絵山水紋を描き、高台内に「清水」印を捺す。６４０３０‐７は高

台内には印を捺すが、外面の絵付けは見られない。６１１０６‐４は見込みに大きく草花紋を線刻し、砂目跡

を５つ残す。呉器手碗では６３０６４‐１１は通常見られる量産形である。６３０６９‐５は一回り大きい。

３）瀬戸美濃焼； １７世紀初期までは主に食器・茶器を中心に一定量含まれる。１７世紀半ばから１８世

紀代には激減するが、１９世紀瀬戸磁器が量産化されると染付磁器が増加し、これに呼応し陶器類も増加

する。器種では食器類の他、片口等台所用具、水鉢・火鉢等生活具等多岐にわたる。

中世（大窯期） 天目茶碗５３０３２‐３、５４０２１‐４は口径に対し高さが低いことや釉調等より大窯後期と考

えられる。５３０３２‐２６、５３０３６‐２は１６世紀後期に多く見られる天目形の小坏である。碗５３０３２‐２７は灰釉を

掛け、体部外面には線刻蓮華紋を施す。高台作りなど中国青磁碗を克明に写す。鉄釉丸碗５４０２１‐５は高

台内の刳りが浅い。５４０２６‐１は口縁を外反させる。皿は直径１０�前後の小皿中心である。灰釉丸皿では

５３０３２‐４８、６２１１０‐１、６３２０６‐４、折縁皿では５３０４１‐１、５３１４２‐１等がある。６２５２１‐１は鉄釉丸皿で見込みに

圏線の陰刻を施す。５３０５６‐４は、口径１０�強、無釉で赤紫色の精緻な粘土を使い金属器風である。

織豊期（桃山陶器） 向付・鉢類等茶の湯道具を中心に出土している。黄瀬戸では、見込に大根葉？

を陰刻する兜鉢５３０４１‐３や、銅鑼鉢６３ホ‐６がみられる。志野は多様な器種がみられる。最も目につくの

は向付類である。５３０３２‐８・３０、５３０３２‐６は筒形で四面に草木を描く。６１２０４‐１も筒形だが小降りな為猪

口とすべきか。５４０１２‐２は碗形の小坏である。５４０３２‐４は口径９�で、坏としては大振りである。５４０２５

‐３は脚付き銅鑼鉢である。釉色は若干青色を帯び、灰志野と考えられる。５３０６３‐１は茶入蓋である。上

面に志野釉を掛ける。鼠志野も少数みられる。５３０６４‐１は口縁を輪花とした向付である。５３１９１‐１は脚を

第４章 中・近世の遺物

―１３２―



付けた額皿である。織部は志野に比べ少ない。黒織部沓茶碗５４０２１‐６や、青織部向付では多く見受けら

れる梅鉢紋を散らした６４００４‐１の他、図示できない程度の小片も出土している。６１ホ‐１９は燈明皿蓋であ

る。上面に鉄絵で籠目を描く。６４０６５‐３は赤土の胎土に白土で模様を描く、いわゆる赤織部である。５３１４１

‐１は志野織部碗である。器形は通有乍ら内外に圏線を回した大胆なデザインである。

近世（連房登窯期） 碗類では１７世紀後半まで天目茶碗がみられる。６３０５６‐１、６３０６４‐１０、６３１１８‐４・

６、６４０１２‐２３・２４、６４０８７‐１等は連房登窯期と考えられる。灰釉碗は５４０２６‐２、６３１６８‐５、６４ホ‐１６がある。

６４ホリ‐７は腰錆碗である。灰釉皿５４０５４‐２は高台部を除き施釉する。高台は鋭角な断面逆三角形で地下

駐車場地点（FKJ０２‐２～１０）でも出土している。片口鉢６４０９８‐７は灰釉を掛ける。６４０４６‐６は鬢水入であ

る。燈火具では土師質燈明皿に比べ小数ながら鉄釉を掛けたんころ（６３００２‐２）もみられる。茶入は細

片ながら少量出土している。５４００１‐４は大海形である。器壁は極めて薄く肩の丸みは優美である。６４０６５

‐２は肩衝で、器壁は薄く丁寧な作行きである。

瀬戸系磁器は特に１９世紀代半ば以降大量に出土する。筒茶碗６４００２‐３は、灰色の胎土で、外面の菊紋

は伊万里焼と共通したデザインだが、見込みは瀬戸独自の七曜紋である。

４）越前焼； 近世の擂鉢、甕、壷、鉢等の他、中世前期の甕・壷・鉢等がわずかにみられる。

中世 甕 ６２ホ‐８はなだらかな肩から外反し、口縁帯を摘み上げる。６２２００９‐４は壷の肩部である。

鉢 ６２６０１‐１、６２２００９‐５は付高台を有する鉢である。６２６０１‐１の高台は退化し小さくなる。

近世 甕 ５３１４４‐２は口縁が直立するものの肥厚し、内面の沈線はみられない。

擂鉢 １６世紀末から１９世紀に至る各時期のものがみられる。５３０３２‐９は口縁角部がやや丸く、口縁直

下に沈線が巡る。６１ホ‐２６は断面三角形だが口縁先端がやや上方へ突き出る。擂目は横方向のみである。

轆轤目鉢 １８世紀後半から１９世紀にかけ大量に出土する。外面に轆轤目を意識的に付け、錆釉を塗る

一連の鉢類も多く出土する。形態的に①逆台形（６３０２０‐１１、６４０９８‐１４～１６）と、肩が張り甕の器高を圧

縮したような②甕形（６３０２０‐１０、６４０９８‐８～１３）に大別される。球形の５３０１９‐１は火鉢の類であろう。

５）備前焼系； 遺物総量に占める割合は小さいが擂鉢、瓶類、鉢等一定量出土する。

擂鉢 細片が多く全体を復元し得るものは少ない。５３０３２‐４５は幅広の口縁帯を回す。５３０２１‐１は全体

に赤褐色を呈し、底部は高台とする。形態・胎土等から堺・明石焼と考えられる。

鉢 ５３０１６‐１は復元直径約４０�を測る。底面に粘土板を切り抜いた脚を貼り付ける。体部外面には重

ね焼きによる色差を上下につけ、見込みには火襷がみられる。５４０２５‐４、５４０９１‐１は大平鉢である。５４０９１

‐１は見込の平らな部分が広い。これに対し５４０２５‐４は見込みが小さい。

瓶類 細片は多く出土している。徳利と考えられるが、胴張り・底径から大小あることがわかる。６３１１８‐

は底部に窯印が見られる。６３１２３‐２は徳利の頚部である。６３０９０‐１１は錆釉を刷毛で塗る。

６）信楽焼； 伊万里等の碗・皿類に対し、湯飲み（小碗）類に一定のシェアを持つ。１８世紀代には

色絵や鉄絵の華やかなものが多い。１９世紀代に入ると伊万里・瀬戸磁器に混じり大量に出土する。

小碗 ６４０５０‐１は煎じ形で鉄絵草紋を描く。塩笥形小碗６４ホリ‐８は体部に細かい貫入がみられる。こ

の他小杉碗６４ホ‐２８や端反碗６４１６１‐２、６４ホ‐２７・２９・３３等がみられるが、端反小碗は１９世紀半ば頃の遺

構では必ず出土する。色絵の小碗は量的に少なかった。５４０４２‐７は半球型で赤・緑を使い菊紋、筒形碗

５４０４２‐８は青で花紋を上絵付けする。５３０４２‐９は木瓜形火入れ（香炉）である。青・緑を用い菖蒲紋を描く。

灯明皿 少量ながら１９世紀代の調査区では必ず確認される。磁器質に近い明灰色の胎土で轆轤成形し、

透明に近い灰釉を掛ける。６３０２０‐５は見込み片側に猫掻き状の細かい櫛目を入れ、対面には丸い粘土板
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を張り付ける。菊形が多いが本品は無地である。３箇所にハリ跡を残す。なお今回の調査では出土して

いないが、轆轤を使い信楽焼灯明皿そっくりに成形した無釉土師質の製品が城下で出土している。

焼締 ６１ホ‐２１は水指蓋である。胎土に長石粒を含み、白色系であることから伊賀焼と考えられる。

７）軟質施釉陶器； １７世紀初期の織部・楽系デザインの茶陶類と１８世紀以降の土師質土器に施釉し

たものがある。５３０３２‐２１は多く見受ける半筒形碗である。外面を白釉とし、緑釉を垂らす。内面は透明

釉である。５３０３２‐２５はいわゆる黒楽碗の写しである。６３０８４‐１と共に青織部を指向したデザインである。

６３０８４‐１は皿形で口縁部に緑釉を掛ける。６３０９０‐９は細く絞られた高い高台（脚）を持つ。口縁の一部に

緑釉を掛け、見込みには鉄絵で同心円を描く。６１１０６‐２は体部を捻り抜きとし、全面に透明釉を掛け、

部分的に緑・褐釉を垂らす。灰器に比べ器�が高い。箱庭用品にも施釉土器は多い。５４０１２‐３鳥形水滴

は体部は白土、羽根は赤土と使い分け、さらに３種の釉を用い丁寧な作りである。首は亡失する。

８）土師質土器； 大半が油煙の付いた灯明皿である。今回の調査では遺構５３０３２出土の皿が量的に

も多く纏まっている。口径では８．５�（５３０３２‐５０）９�（‐５１）から１�毎に最大１４�までみられるが、１０・

１１・１２�が中心である。いずれも手捏ねで口縁端を摘み上げ、大径のものは見込みに圏線がみられる（‐１６・

１７・１８・４４・５２）。また、体部外面、口縁下１�付近を強くナデ、段をつける（‐１６・３８・４３・５２・５３）

ものは、１６世紀末から１７世紀初頭にのみ見られる。

焼塩壷 ５３０３２‐１１は外面全体が剥離する。５３０７９‐３は無印である。５３０３２‐３５は蓋である。器壁は薄い。

焙烙 福井城下の調査では、細片も含め出土量が極めて少ない器種である。６４００２‐７は口径２４．４�。

外面に縦刷毛目、内面に横刷毛目を残す。底面には煤が大量に付着する。

９）貿易陶磁； 中国・朝鮮半島等の製品が見られる。器種は碗・皿・向付・小坏等である。

中国 景徳鎮系 大半が染付（青華）である。器種毎にみてゆくと、碗（鉢）では型作りで内面に模

様を浮かせる５３０３２‐１９や口縁を輪花に切る５３１３９‐１。５３０５６‐１は口径１２�に復元される。５３０７９‐１は口径

９．６�とやや小振りである。小坏では６３００２‐１が典型である。口縁は端反り、高台は蛇の目である。この

形態の小坏は他地点でも多くみられる。

�州窯系 ５４２７９‐１の染付皿はである。紋様は見込みにのみ見られ、高台内外は無釉である。大皿類

は復元口径が１５～２０�とおぼしき細片が数多く確認され、大量に輸入・使用されていたようである。６４００２

‐５は周縁部に青海波紋を巡らせ、部分的に窓を開け花紋を配する典型的デザインである。

朝鮮半島 ５３１０３‐１は蕎麦手碗高台である。見込みに１１か所の目跡を残す。高台径は５．６�を測る。

１０）瓦； 福井城跡出土瓦は、材質等により笏谷石・燻し瓦・施釉瓦（赤瓦）に大別される。さらに

施釉瓦も越前焼と胎土・施釉法が類似した江戸前期の一群と、江戸後期以降の全面施釉され達磨窯で焼

かれたいわゆる越前赤瓦に大別される。纏まって出土する箇所は、寛文の大火（１６６９）直後の整理に関

わる廃棄土坑（遺構６１１０５）や整地土層内が多い。軒丸瓦では、燻し（６１１０５‐１０）・施釉（６１ホ‐３７・３８）

とも三つ巴紋だが、燻しでは３つの巴が一つの正円を形成するのに対し、施釉は巴が各個に散漫である。

軒平瓦は紋様２種類に大別できる。①立体感のある五子葉紋と唐草紋（６１１０５‐８、６１ホ‐３２・３３・３５）と、

②線刻蓮弁（もみじ紋）と唐草紋である。②は模様の差異によりさらに細分できる。また、②は燻し（６１１０５

‐９・１２、６１ホ‐３１）・施釉瓦（６１１０５‐１１・６１ホ‐３４）とも見られるが、①は燻しのみである。①より古様

な紋様がないことからこれが福井城創建期のものと考えられる。６１ホ‐３６は燻しで、桐紋を刻出する。

施釉桐紋瓦は他調査地点も含め確認されず、施釉瓦の上限を考える上で重要である。 （河村）
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第１０９図 陶磁器 遺構 ５３０１１・５３０１２・５３０１４・５３０１６・５３０１９・５３０２１・５３０３２最上層（Ｓ＝１／４）
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第１１０図 陶磁器 遺構 ５３０３２最上層・５３０３２（Ｓ＝１／４）
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第１１１図 陶磁器 遺構 ５３０３２・５３０３２下層・５３０３６（Ｓ＝１／４）
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第１１２図 陶磁器 遺構 ５３０３６・５３０３７・５３０４１・５３０４２（Ｓ＝１／４）
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第１１３図 陶磁器 遺構 ５３０４２・５３０４６・５３０４７・５３０５３・５３０５６（Ｓ＝１／４）
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第１１４図 陶磁器 遺構 ５３０５６・５３０６４・５３０６９・５３０７０・５３０７２・５３０７９（Ｓ＝１／４）
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第１１５図 陶磁器 遺構 ５３１０１・５３１０３・５３１０７・５３１０９・５３１３９・５３１４１・５３１４２（Ｓ＝１／４）
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第１１６図 陶磁器 遺構 ５３１９１・５３１４４・５３１９１・整地層・５４００１（Ｓ＝１／４）

第４章 中・近世の遺物
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第１１７図 陶磁器 遺構 ５４００２・５４００３・５４００４（Ｓ＝１／４）

第１節 土器・陶磁器

―１４３―



第１１８図 陶磁器 遺構 ５４０１２・５４０２１・５４０２２（Ｓ＝１／４）
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第１１９図 陶磁器 遺構 ５４０２２・５４０２４・５４０２５（Ｓ＝１／４）
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第１２０図 陶磁器 遺構 ５４０２６・５４０３２・５４０４０・５４０４０（堀方）・５４０４９・５４０５４・５４０９１・５１０９９・５４２７９・５４２８０
包合層・６１１０２・６１１０５（Ｓ＝１／４）
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第１２１図 陶磁器・瓦 遺構 ６１１０５（Ｓ＝１／４・●瓦Ｓ＝１／５）
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第１２２図 陶磁器・瓦 遺構 ６１１０６・６１２０４ 包合層（Ｓ＝１／４・瓦のみＳ＝１／５）
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第１２３図 陶磁器 ０６‐１ 整地・包合層（Ｓ＝１／４）
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第１２４図 陶磁器・瓦 包合層（Ｓ＝１／４・●瓦Ｓ＝１／５）
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第１２５図 陶磁器・瓦 ０６‐１ 整地・包含層 遺構６２０１３・６２０３１・６２５２１・６２１１０９・６２１１１０・６２２００９・
０６‐２ 包含層（Ｓ＝１／４）
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第１２６図 陶磁器 遺構 ６２６０１・６２６０４・６２６２１・６２６３５・６２６５９・６２７９９・６３００２・６３００４・６３０２０・
０６‐２ 包含層（Ｓ＝１／４）
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第１２７図 陶磁器 遺構 ６３０２０・６３０２１・６３０２４・６３０２６・６３０５６・６３０６４（Ｓ＝１／４）
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第１２８図 陶磁器・瓦 遺構 ６３０６４・６３０６９・６３０７０・６３０７４・６３０８４・６３０８８（Ｓ＝１／４・●瓦Ｓ＝１／５）

第４章 中・近世の遺物
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第１２９図 陶磁器 遺構 ６３０８８・６３０９０・６３１１６・６３１１７・６３１１８・６３１１９（Ｓ＝１／４・●瓦Ｓ＝１／５）
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第１３０図 陶磁器 遺構 ６３１２３・６３１３４・６３１３５・６３１３６・６３１６８（Ｓ＝１／４）

第４章 中・近世の遺物
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第１３１図 陶磁器 遺構 ６３１６８・６３１８６・６３１９５・６３２０６・６３２１８・６３２３３・６３５２０・６３５２３
（Ｓ＝１／４・●瓦Ｓ＝１／５）
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第１３２図 陶磁器 遺構 ６３５２５・６３５２７ 包合層（Ｓ＝１／４）
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第１３３図 陶磁器 遺構 ６４００２・６４００４・６４００６・６４００８（Ｓ＝１／４）
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―１５９―



第１３４図 陶磁器 遺構 ６４０１２（Ｓ＝１／４）
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第１３５図 陶磁器 遺構 ６４０１３・６４０１９・６４０２７・６４０３０・６４０３３・６４０４３（Ｓ＝１／４）

第１節 土器・陶磁器
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第１３６図 陶磁器 遺構 ６４０４６・６４０４８・６４０５０・６４０５３（Ｓ＝１／４）

第４章 中・近世の遺物
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第１３７図 陶磁器 遺構 ６４０６５・６４０６８・６４０７０・６４０７２・６４０８２・６４０８３・６４０８７・６４０９１・６４０９５（Ｓ＝１／４）
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第１３８図 陶磁器 遺構 ６４０９８・６４１１６・６４１２５・６４１５３・６４１５６・６４１６１（Ｓ＝１／４）
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第１３９図 陶磁器 遺構 ６４２５６ 外堀 土居 包合層（Ｓ＝１／４）

第１節 土器・陶磁器

―１６５―



第１４０図 陶磁器・瓦 包合層 遺構（Ｓ＝１／４・●瓦１／５）
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図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０１１‐１ 土師質皿 × （８．０） ― ２．０ 浅黄橙 手捏ね B系 ５３‐１０６
５３０１１‐２ 土師質皿 〇 １１．２ ５．８ ２．５５ 灰白 見）回しナデ、圏線。口）つまむ。外）回しナデ。 C系 ５３‐１０４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０１２‐１ 土師質皿 ○ １１．５ ― ２．４ 灰白 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ口）つまむ。外）回しナデ。 ５３‐６６
５３０１２‐２ 土師質皿 ○ １１．５５ ６．２ ２．７５ にぶい黄橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ、回しナデ。 ５３‐６３
５３０１２‐３ 土師質皿 ○ １１．６ ― ２．６ 灰白 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ、回しナデ。 ５３‐６５
５３０１２‐４ 土師質皿 ○ １１．８ ― ２．３ 灰白 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。外）段回しナデ。 ５３‐６４
５３０１２‐５ 土師質皿 ○ １２．３ ６．８ ２．８ 灰白 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。外）段回しナデ。 C古系 ５３‐６８
５３０１２‐６ 土師質皿 × １３．０ ６．４ ３．０ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。外）回しナデ。 ５３‐６７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０１４‐１ 土師質皿 ○ ９．６５ ― ２．４５ 浅黄橙 内）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ。外）回しナデ。 ５３‐１０７
５３０１４‐２ 土師質皿 × １１．５ ― ２．６５ 浅黄橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。外）回しナデ。 ５３‐１０８
５３０１４‐３ 土師質皿 × １６．３ ― ２．５５ 淡黄橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。外）回しナデ。 C古系 ５３‐１０９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０１６‐１ 脚付鉢 備前 ３９．２ ２２．７ １３．３（脚含む） 見）火ダスキ。脚貼付。 ５３‐１９９
５３０１６‐２ 土師質皿 × （９．６） ― ２．１（残） 淡橙 内）回しナデ。口）つまむ。 ５３‐６２
５３０１６‐３ 土師質皿 × １５．０ ― ３．０ 灰白 内外）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。底）板状痕 ５３‐６０
５３０１６‐４ 土師質皿 × １５．９ ― ３．０ 浅黄橙 内外）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。底）板状痕 ５３‐６１
５３０１６‐５ 鉢？ 瀬戸？ （１６．２） ― ８．９（残） 鉄釉 ロクロ成形。別の壺が窯着？底部穿。体部上半も割り欠いたか？内底面）墨書 不良品を植木鉢としたか？ ５３‐１１１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０１９‐１ 鉢（火鉢？） 越前 （１４．９） （１５．３） １１．８ 錆釉 外）ロクロ目。底）脚部貼付。施釉）外面のみ ５３‐１９２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０２１‐１ 擂鉢 堺・明石 ３８．０ １９．３ １５．８ ― 高台削出し。片口 ５３‐１９１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０３２‐１ 碗 唐津 １０．６ ４．１ ７．２ 絵唐津 外）十字（花）紋 ５３‐１６
５３０３２‐２ 碗 唐津 １１．０ ４．６ ６．９ 絵唐津 外）３ツ葉紋 大橋Ⅰ ５３‐１７
５３０３２‐３ 天目茶碗 瀬戸美濃 １２．４ ３．８ ６．４５ 鉄釉（柿釉） 大窯 ５３‐１９
５３０３２‐４ 盃 美濃 ８．９ ４．５ ３．９５ 無地志野 碗形 ５３‐１１
５３０３２‐５ 丸皿 瀬戸美濃 １０．２ ５．６ １．９５ 灰釉 削出高台。見）全釉 ５３‐２０
５３０３２‐６ 筒向付 美濃 ７．３ ５．４ ９．５８ 絵志野 角入方形。外）柳紋・稲紋交互 ５３‐２１
５３０３２‐７ 方形段皿（向付） 唐津 １２．８５ ４．６ ５．３ 絵唐津 ロクロ成形、口縁部曲げ方形とする。 ５３‐１３
５３０３２‐８ 鉢（向付） 美濃 （１７．０） ― ３．６（残） 絵志野 脚部貼付 ５３‐１８
５３０３２‐９ 擂鉢 越前 ３０．０ ― ８．３（残） ― 口縁下沈線。 Ⅴ ５３‐１５
５３０３２‐１０ 火鉢（風炉？） 瓦質 ３４．０ ― １３．５（残） ― ５３‐１４
５３０３２‐１１ 焼塩壷 土師質 ４．８ ― ９．４５ 白橙色 表面剥離のため印不明 ５３‐２２
５３０３２‐１２ 土師質皿 ○ １０．３ ― ２．４ 灰白 内）回しナデ、指抜き。口）つまむ。 C系 ５３‐２８
５３０３２‐１３ 土師質皿 ○ １０．０ ― ２．６ 浅黄橙 内）回しナデ、指抜き。口）つまむ。 C系 ５３‐２６
５３０３２‐１４ 土師質皿 × １０．８ ― ２．８ にぶい橙 内）回しナデ。外）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。 C古系 ５３‐２４
５３０３２‐１５ 土師質皿 ○ １０．８ ― ２．９ 灰白 内）回しナデ。外）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。 ５３‐２９
５３０３２‐１６ 土師質皿 ○ １２．５ ― ２．８ 淡橙 内）回しナデ。外）上半回しナデ。口）つまむ。見）園線。 ５３‐３３
５３０３２‐１７ 土師質皿 ○ １２．８ ― ２．３ 灰白 内）回しナデ。見）園線 ５３‐２７
５３０３２‐１８ 土師質皿 ○ １３．５ ― ３．２ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。 朝 D系 ５３‐３０
５３０３２‐１９ 碗 中国（景徳鎮系） ４０．５ ４．２（残） 染付 内型陽刻。 ５３‐４４
５３０３２‐２０ 碗 中国（景徳鎮系） （１２） ― ４．９（残） 透明釉 内型陽刻。漆接ぎ ５３‐９３
５３０３２‐２１ 碗（軟質施釉陶器） 京都 ４．１ ２．７（残） 緑釉、透明釉 ロクロ成形。外）透明釉、緑釉垂らし。内）緑釉。 ５３‐９１
５３０３２‐２２ 碗（軟質施釉陶器） 京都 ― ４．３５ １．２（残） 白化粧、緑釉、透明釉 ロクロ成形。外）透明釉。内）白土地緑釉。 ５３‐７
５３０３２‐２３ 端反小皿 中国（景徳鎮系） （９） ５．２ ２．３ 染付 漆継ぎ ５３‐９０
５３０３２‐２４ 皿 中国（景徳鎮系） １０．８ ６．０ ２．５ 染付 見）菊紋。�台内款銘。断面）漆接痕 ５３‐２
５３０３２‐２５ 黒楽茶碗 京都 １２．０復元 ― ５．５（残） 黒釉 手捏ね。胴部絞る。 楽写し ５３‐８
５３０３２‐２６ 天目形盃 瀬戸美濃 ７．４ ３．０ ３．５５ 鉄釉 ５３‐１
５３０３２‐２７ 碗 瀬戸 １３．０ ５．１ ６．３ 灰釉 外）線刻蓮弁紋。高台畳付まで施釉 竜泉窯青磁碗写し ５３‐５
５３０３２‐２８ 碗 唐津 １０．６ ４．６ ６．９ 絵唐津 外）唐草繋ぎ紋 ５３‐４
５３０３２‐２９ 碗 唐津 １１．０ ４．４ ５．３ 灰釉（青唐津） 見）胎土目４ヶ ５３‐６
５３０３２‐３０ 向付 美濃 １７．０（残） ８．８ ５．８５（残） 絵志野 ロクロ成形。見・底）ピン痕。半環足３本貼付け 連房 ５３‐９２
５３０３２‐３１ 甕 唐津 （２２） ― ８．７（残） 錆釉 叩き成形。内）同心円あて具。口）無釉 ５３‐８８
５３０３２‐３２ 擂鉢 越前 （２３） ― ５．４５（残） ― 口縁内傾 ５３‐８９
５３０３２‐３３ 大平鉢 越前 ３３．４ １７．８ ７．９ 錆釉 内）刷毛塗り施釉。外）露胎 ５３‐５０
５３０３２‐３４ 擂鉢 越前 ３０．４ １４．２ １１．４ ― ロクロ成形、ナデ ５３‐４９
５３０３２‐３５ 焼塩壺蓋 土師質 ‐６．７ ― １．８５ 灰白 手捏ね ５３‐８７
５３０３２‐３６ 土師質皿 ○ １０．４ ― ２．３５ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線。外）段回しナデ。 C系古 ５３‐４１
５３０３２‐３７ 土師質皿 ○ １０．４ ― ２．４ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。外）回しナデ。底）押上げ C系中 ５３‐３６
５３０３２‐３８ 土師質皿 ○ １１．３ ― ２．８ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。外）回しナデ。 C系古 ５３‐２３
５３０３２‐３９ 土師質皿 ○ １１．８ ― ３．１ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線。外）段回しナデ。 C系古 ５３‐４２
５３０３２‐４０ 土師質皿 ○ １２．７ ６．１ ２．７ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線。外）段回しナデ。 C系古 ５３‐８６
５３０３２‐４１ 土師質皿 ○ １１．９ ― ２．６５ 浅黄 内）回しナデ、指抜き。口）つまむ。外）上半回しナデ 朝 D系 ５３‐３９
５３０３２‐４２ 土師質皿 ○ １２．８５ ― ３．０ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。外）回しナデ。 C系古 ５３‐３８
５３０３２‐４３ 土師質皿 ○ １２．４ ― ３．１ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線。外）段回しナデ。 C系古 ５３‐４３
５３０３２‐４４ 土師質皿 × １４．０ ６．２ ３．４５ にぶい黄橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。外）回しナデ ５３‐８５
５３０３２‐４５ 擂鉢 備前 （３４．４） ― １１．７（残） 内面磨滅。 ５３‐９
５３０３２‐４６ 壷 中国？ １６．４ ― ８．４（残） 灰釉 肩部）龍？陽刻貼付。胎土）白灰色緻密、白砂粒・鉄斑多く混じる ５３‐１０
５３０３２‐４７ ひだ皿 唐津 （１１．９） ４．６ ３．５ 灰釉（青唐津） ５３‐４８
５３０３２‐４８ 丸皿 瀬戸美濃 １０．６ ５．８ ２．１５ 灰釉 見）釉剥ぎ。碁笥底。 ５３‐３
５３０３２‐４９ 擂鉢 越前 ― ― ７．１（残） ― 口縁下沈線。 ⅩⅠ ５３‐１２
５３０３２‐５０ 土師質皿 × ８．４ ４．４ ２．３ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。底）押上げ C系（朝 D小） ５３‐２５
５３０３２‐５１ 土師質皿 ○ ９．０ ― ２．２ にぶい橙 内）回しナデ、指抜き。口）つまむ。 C系 ５３‐３５
５３０３２‐５２ 土師質皿 × ９．０ ― ２．１ 浅黄橙 内）回しナデ、指抜き、布目痕。口）回しナデ C系 ５３‐３４
５３０３２‐５３ 土師質皿 ○ ９．９５ ― ２．５ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。外）段回しナデ C系古 ５３‐３７
５３０３２‐５４ 土師質皿 ○ １２．５５ ― ３．０ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。 ５３‐４０

第５表 陶磁器観察表

遺構５３０１１（FKJ０５‐３）図１０９

遺構５３０１２（FKJ０５‐３）図１０９

遺構５３０１４（FKJ０５‐３）図１０９

遺構５３０１６（FKJ０５‐３）図１０９

遺構５３０１９（FKJ０５‐３）図１０９

遺構５３０２１（FKJ０５‐３）図１０９

遺構５３０３２（FKJ０５‐３）図１０９・１１０・１１１

第１節 土器・陶磁器
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図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０３６‐１ 天目茶碗 瀬戸美濃 （１１） （４） ６．５５ 鉄釉 連房 ５３‐１９３
５３０３６‐２ 天目形小坏 瀬戸美濃 ６．６ ３．４ ３．０ 鉄釉 ５３‐１１７
５３０３６‐３ 皿 唐津 １２．０５ ５．１５ ３．２ 灰釉 口）端反る。見）胎土目３ケ ５３‐１２０
５３０３６‐４ 擂鉢 越前 ― ― ５．６（残） ― ⅩⅡ ５３‐１１９
５３０３６‐５ 擂鉢 越前 ― ― ４．４（残） ― ⅩⅢ ５３‐１１８
５３０３６‐６ 土師質皿 ○ １０．８５ ― ２．３ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。外）段回しナデ C系古 ５３‐１９６
５３０３６‐７ 土師質皿 ○ １１．３ ― ２．７ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）横ナデ。外）段回しナデ C系古 ５３‐１９５
５３０３６‐８ 土師質皿 ○ １０．６ ― ２．８ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。外）回しナデ C系 ５３‐１９４
５３０３６‐９ 土師質皿 ○ （１１．０） ― ２．６（残） にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）横ナデ。外）回しナデ C系 ５３‐１１６
５３０３６‐１０ 土師質皿 × １１．４５ ― ２．３ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。見）横ナデ。外）回しナデ C系 ５３‐１１５
５３０３６‐１１ 大皿 伊万里 ３７．６ １１．２ ６．４５ 青磁 内）陰刻螺旋紋。高台無釉。胎土；暗灰色 大橋Ⅱ。陶器？ ５３‐１９７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０３７‐１ 土師質皿 × ９．５ ― ２．２ 淡橙 内）回しナデ指抜き。口）つまむ。 C系 ５３‐５６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０４１‐１ 折縁皿 瀬戸美濃 １０．４ ５．６ ２．２ 灰釉 削出高台。見）釉剥ぎ。内）ヘラ彫り ５３‐１４５
５３０４１‐２ 擂鉢 越前 ― ― ３．９（残） ― ⅩⅡ ５３‐１１２
５３０４１‐３ 兜鉢 美濃 ２６．０ ７．１ ７．３ 黄瀬戸 見・鍔部）線刻大根紋、タンパン、高台窯着痕。底）碁笥底 ５３‐１４９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０４２‐１ 碗 伊万里 ９．２ ３．２ ６．１５ 外）上絵、内）染付 外）花樹紋上絵付（緑、青、朱、紫？）。見）松竹梅 ５３‐９６
５３０４２‐２ 蓋 伊万里 １２．６ ３．９５ 染付 上）松竹梅紋。つまみ貼付。 ５３‐９７
５３０４２‐３ 鉢 中国（�洲窯系） ２１．６ １０．２ ９．４５ 染付 碗形。外）「寿」字散らし紋。高台畳付）砂熔着 ５３‐１５０
５３０４２‐４ 中皿 伊万里 １９．２ １１．４ ２．８ 染付 口）端部端反る。高台内）ハリ支え１点 大橋Ⅴ ５３‐１２９
５３０４２‐５ 中皿 伊万里 ２２．６ １４．４ ３．０ 染付 口）端部端反る。高台内）ハリ支え３点 大橋Ⅴ ５３‐１２８
５３０４２‐６ 短頸壺 伊万里 １６．０ １０．３ ２２．５５ 白磁 ロクロ成形。削出高台。�台内まで施釉。口縁端釉剥ぎ 大橋Ⅳ～Ⅴ ５３‐８４
５３０４２‐７ 半球碗 京・信楽 ９．３ ２．９ ５．７ 透明釉、上絵 外）菊紋上絵（縁・赤） ５３‐１８３
５３０４２‐８ 筒型碗 京・信楽 ８．５ ４．９ ６．１ 透明釉、上絵 外）花紋ちらし上絵（青） ５３‐１８４
５３０４２‐９ 火入 京都 １０．４ ６．５ ８．０５ 白土下地、灰釉、上絵 ロクロ成形、木瓜形。底）碁笥底、墨書「つ」？。菖蒲紋上絵付（縁、青） ５３‐９９
５３０４２‐１０ 土瓶蓋 信楽 ８．０ つまみの径２．２ ２．８８ 灰釉 ロクロ成形。つまみ貼付。 No.５３‐９４の蓋 ５３‐９５
５３０４２‐１１ 土瓶 信楽 ９．７ ６．５ １２．３ 灰釉、鉄絵 外）松樹紋。注口等貼付 ５３‐９４
５３０４２‐１２ 水注 唐津 ５．３ ５．３ １０．９ 錆釉 �台内施釉。内面無釉。 内部に灯明油付着 ５３‐１８２
５３０４２‐１３ 土師質皿 ○ １２．３ ― １．９８ 淡橙 型成形。内外）回しナデ。見）横ナデ。底）板状圧痕 U系 ５３‐１０１
５３０４２‐１４ 壺 越前 ５．２ ７．７ １２．９ 鉄釉 ねじ立て成形 お歯黒壺 ５３‐９８
５３０４２‐１５ 鉢Ａ 越前 ２２．５ １７．１ ６．７（脚含む） 錆釉 ロクロ成形。脚部貼付 ５３‐１００
５３０４２‐１６ 焙烙 土師質 ３３．０ ― ７．７ ― 底）煤付着 ５３‐２００

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０４６‐１ 向付 美濃 １４．６ １１．０ ４．９５ 鼠志野 内面見込芒紋、口縁輪花、３足（半環足）、ピン痕あり ５３‐１０２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０４７‐１ 碗 唐津 １０．０ ３．０ ５．７ 斑唐津 口）端反る。胎土）明褐色。 大橋Ⅰ。 ５３‐１２４
５３０４７‐２ 土師質皿 × １２．０ ― ２．６ 灰白 内）回しナデ。見）圏線。底）板状痕 朝 D系 ５３‐１２３
５３０４７‐３ 土師質皿 ○ １２．１ ― ２．７ 灰白 内）回しナデ。見）圏線。口）つまむ。外）上半回しナデ 朝 D系 ５３‐１２２
５３０４７‐４ 土師質皿 ○ １２．３ ― ２．９ 灰白 内）回しナデ。見）圏線。口）つまむ。外）上半回しナデ 朝 D系 ５３‐１２１
５３０４７‐５ 擂鉢 越前 （４０） ― １０（残） ― ロクロ成形、ナデ ⅩⅠ ５３‐１２７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０５３‐１ 小杯 伊万里 ５．３ １．９ ３．８ 白磁 削出高台、端反り型 ５３‐１０３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０５６‐１ 碗 中国（景徳鎮系） １２．２ ５．２ ５．６５ 染付 高台内飛カンナ痕。断面漆継ぎ痕 ５３‐１５６
５３０５６‐２ 碗 唐津 ― ― ３．５５（残） 灰釉（青唐津） 大橋Ⅰ ５３‐１５７
５３０５６‐３ 盃 瀬戸美濃 ６．４ ３．６ ２．８５ 鉄釉 碁笥底 ５３‐１５８
５３０５６‐４ 小坏 瀬戸 １０．６ ３．８５ ２．５５ ― 焼締。内）圏線３条削り出す。糸切底 ５３‐１６０
５３０５６‐５ 端反皿 瀬戸 １１．６ ５．７ ２．５ ― 貼付高台。口）沈線２条、口縁部のみ灰釉 古瀬戸～大窯前 ５３‐１６１
５３０５６‐６ 端反皿 瀬戸 １２．０ ― １．７（残） ― 口）沈線２条、口縁部のみ灰釉 古瀬戸～大窯前 ５３‐１５９
５３０５６‐７ 擂鉢 瀬戸美濃 ― １１．６ ４．５（残） 錆釉 ５３‐１６３
５３０５６‐８ 大平鉢 備前（？） （２９．０） ― ４．１ ― 胎土白色砂粒多く混じる。 ５３‐１６２
５３０５６‐９ 擂鉢 越前 ３０．０ ― ６．８５（残） ― Ⅴ ５３‐１６４
５３０５６‐１０ 擂鉢 越前 ３０．０ １２．９ １０．９ 無釉 Ⅴ ５３‐１６５
５３０５６‐１１ 土師質皿 × ７．６５ ― ２．０ 浅黄橙 手捏ね B系 ５３‐１７８
５３０５６‐１２ 土師質皿 × （９．０） ― ２．１ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。外）回しナデ C系 ５３‐１７６
５３０５６‐１３ 土師質皿 × （９．０） ― １．９５ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。外）回しナデ C系 ５３‐１７７
５３０５６‐１４ 土師質皿 ○ １０．９ ― ２．６ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。底）押上げ。外）段回しナデ C古 ５３‐１６６
５３０５６‐１５ 土師質皿 × １０．４５ ― ２．４ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）段回しナデ C古 ５３‐１７５
５３０５６‐１６ 土師質皿 ○ １０．９５ ― ２．６ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。底）押上げ。外）回しナデ C古 ５３‐１７２
５３０５６‐１７ 土師質皿 ○ １０．６ ― ２．５ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。底）押上げ。外）段回しナデ C古 ５３‐１６７
５３０５６‐１８ 土師質皿 ○ １１．１ ― ２．３ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）回しナデ C古 ５３‐１６９
５３０５６‐１９ 土師質皿 ○ １１．５ ― ２．２５ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）回しナデ C古 ５３‐１７０
５３０５６‐２０ 土師質皿 ○ １０．８ ― ２．８ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）回しナデ C古 ５３‐１７１
５３０５６‐２１ 土師質皿 ○ １１．６ ― ２．６ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）回しナデ C古 ５３‐１７４
５３０５６‐２２ 土師質皿 ○ １０．７ ― ２．６ 淡橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。底）押上げ。外）回しナデ C古 ５３‐１６８
５３０５６‐２３ 土師質皿 ○ １１．３５ ― ２．５ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）段回しナデ C古 ５３‐１７３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０６４‐１ 茶入蓋 美濃 ４．２ １．３ ０．８ 無地志野 蓋裏は無釉。つまみ周囲凸線。つまみ亡失 ５３‐１８７
５３０６４‐２ 鉢（向付） 美濃 ― ― ２．９（残） 絵志野 ロクロ成形。内）連珠紋 ５３‐１８６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０６９‐１ 呉器手碗 伊万里 １３．８ ５．６ ８．４ 白磁 高台付近無釉。外）ロクロ目残す。 白磁呉器手碗写し ５３‐１８８

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０７０‐１ 火鉢 土師質 縦１２．６（残）横１０．４５（残）厚さ５．２（残） 浅黄橙 方形。脚亡失か。 ５３‐８３

遺構５３０３６（FKJ０５‐３）図１１１・１１２

遺構５３０３７（FKJ０５‐３）図１１２

遺構５３０４１（FKJ０５‐３）図１１２

遺構５３０４２（FKJ０５‐３）図１１２・１１３

遺構５３０４６（FKJ０５‐３）図１１３

遺構５３０４７（FKJ０５‐３）図１１３

遺構５３０５３（FKJ０５‐３）図１１３

遺構５３０５６（FKJ０５‐３）図１１３・１１４

遺構５３０６４（FKJ０５‐３）図１１４

遺構５３０６９（FKJ０５‐３）図１１４

遺構５３０７０（FKJ０５‐３）図１１４

第４章 中・近世の遺物

―１６８―



図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０７２‐１ 碗 伊万里 １０．５ ４．７ ６．１ 染付 外）草花紋。�台内施釉 ５３‐１２５
５３０７２‐２ 大皿 伊万里 （２３．４） （９．２） ５．８ 染付 内）流水紋染付 ５３‐１２６
５３０７２‐３ 土師質皿 × １０．０ ― ２．４ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。 ５３‐７２
５３０７２‐４ 土師質皿 ○ １２．３５ ― ２．６ 橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。外）上半回しナデ K‐C系 ５３‐７１
５３０７２‐５ 土師質皿 ○ １０．７ ― ２．７ 浅黄色 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線。 K系 ５３‐６９
５３０７２‐６ 土師質皿 ○ １３．３ ― ２．９ 浅黄 内）２重回しナデ。口）つまむ。見）園線。外）上半回しナデ E古系。器壁薄い。 ５３‐７３
５３０７２‐７ 土師質皿 ○ １２．０ ― ２．４５ 橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。外）上半回しナデ K‐C系 ５３‐７０

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０７９‐１ 碗 中国（景徳鎮系） ９．６ ４．４ ５．９５ 染付 断面）漆接ぎ痕 ５３‐８０
５３０７９‐２ 碗 唐津 １１．２ ４．５ ６．３ 灰釉（青唐津） ５３‐７９
５３０７９‐３ 焼塩壺 土師質 ５．４ ― ９．１５ 浅黄橙 刻印なし ５３‐８２
５３０７９‐４ 土鍾 土師質 長さ５．５ 幅２．３ 内径６．５ にぶい黄橙 ５３‐８１
５３０７９‐５ 土師質皿 ○ １１．４ ― ２．８５ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線。 C系 ５３‐７６
５３０７９‐６ 土師質皿 ○ １１．４ ― ２．８ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。 C系 ５３‐７７
５３０７９‐７ 土師質皿 ○ １２．０ ― ２．８ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。 C系 ５３‐７５
５３０７９‐８ 土師質皿 × １２．６ ― ２．８ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線。 C系 ５３‐７４
５３０７９‐９ 土師質皿 × １５．７ ― ２．４５ 浅黄橙 内）２重回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。外）段回しナデ C古系 ５３‐７８

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３０９７‐１ 擂鉢 越前 ２８．４（残） １４．４ ８．２ ― 外）窯印刻線。内）擂目磨滅 ５３‐１９０
５３０９７‐２ 土師質皿 ○ １０．８ ― ２．４ 黄橙 内）回しナデ、布目痕。口）つまむ。見）園線。外）回しナデ ５３‐１８９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３１０１‐１ 角入角皿 美濃 ― ― ５．１５（残） 志野 ロクロ成形、型打ち。内）型陽刻如意頭紋。 連房。 ５３‐１３４
５３１０１‐２ 碗 中国（景徳鎮系） ― （５） ２．３（残） 染付 見）蜂絵。�台内）２重圏線、「□明成／化年製」銘 ５３‐１３６
５３１０１‐３ 天目碗 唐津 （１０） ― ３．９（残） 鉄釉 ５３‐１３１
５３１０１‐４ 碗 唐津 ― ― ４．８（残） 斑唐津 漆継ぎ痕 大橋Ⅰ。大振りのため茶碗か ５３‐１３５
５３１０１‐５ 土師質皿 ○ ９．１ ― ２．０５ 白褐色 内）回しナデ。口）つまむ。 C系 ５３‐１４０
５３１０１‐６ 土師質皿 ○ ９．６ ― ２．６５ 灰白 内）回しナデ。口）回しナデ C系 ５３‐１４１
５３１０１‐７ 土師質皿 ○ ９．５ ― ２．６ 内：灰色 外：橙 内）回しナデ。口）回しナデ C系 ５３‐１３９
５３１０１‐８ 土師質皿 × １１．０ ― ２．３ 灰白、にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。外）上半回しナデ C系 ５３‐１３８
５３１０１‐９ 土師質皿 ○ １１．２ ― ２．４ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。外）上半回しナデ C古系 ５３‐１３７
５３１０１‐１０ 土師質皿 ○ １３．１ ― ２．７ にぶい黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）園線、横ナデ。外）上半回しナデ C古系 ５３‐１４２
５３１０１‐１１ 沓茶碗 唐津 ― ― ３．７（残） 絵唐津 外）鉄絵縦線 大橋Ⅰ ５３‐１３０
５３１０１‐１２ 擂鉢 越前 （２４） ― ３．２（残） ― ねじ立てロクロ成形、ナデ、粘土ヒモつなぎ目あり ⅩⅠ ５３‐１３２
５３１０１‐１３ 擂鉢 越前 （２９．４） ― ６．０（残） ― 口）内傾 ５３‐１３３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３１０３‐１ 蕎麦茶碗 朝鮮 ― ５．５５ ２．１５（残） 灰釉 高台内施釉、畳付無釉。見）目跡１１個あり ２次焼成受ける。５３‐１４４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３１０７‐１ 皿 伊万里 １４．９ ５．３ ２．３ 染付 口）鍔状。見）葡萄紋。 ５３‐１９８
５３１０７‐２ 鉢 越前 １８．０ １７．５ ６．２ ― 桶形。外）凹線３条。底）板状痕 サヤ鉢？ ５３‐１５４
５３１０７‐３ 土師質皿 ○ ９．１ ― ２．０５ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。底）板状痕 C系 ５３‐１５５
５３１０７‐４ 土師質皿 ○ １０．５ ― １．９０ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。 C系 ５３‐１８０
５３１０７‐５ 土師質皿 ○ １０．１ ― ２．１ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。 C系 ５３‐１７９
５３１０７‐６ 土師質皿 ○ １１．８ ― ２．５ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。底）板状痕 C系 ５３‐１８１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３１０９‐１ 中皿 伊万里 ２０．２ １０．６ ３６．５ 染付 見）蛇ノ目釉ハギ、コンニャク印判五弁花紋 大橋Ⅳ ５３‐５２
５３１０９‐２ 土師質皿 ○ １０．４５ ― １．８５ 淡橙 内）回しナデ。口）回しナデ。 E系 ５３‐５５

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３１３９‐１ 碗 中国（景徳鎮系） １１．５ ４．８ ６．０ 染付 内）内型陽刻。口）輪花 ５３‐１５２
５３１３９‐２ 輪花皿 中国 １９．８ １０．０ ３．１ 白磁 漆継ぎ。胴部ヘラ彫り FKJ００‐３‐５と接合する。 ５３‐１５３
５３１３９‐３ 小壺（茶入？） 備前（？） （２．６） ― １．８５（残） ― ５３‐１５１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３１４１‐１ 碗 美濃 １１．９ ４．６ ７．９ 絵志野 内・外）鉄絵圏線紋。�台内まで施釉。 ５３‐４６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３１４２‐１ 折縁皿 瀬戸美濃 １０．６ ５．６ ２．３ 灰釉 見）釉剥ぎ。内）ヘラ彫り ５３‐５４
５３１４２‐２ 段皿 唐津 １１ ４．３ ３．５ 灰釉 砂目積み ５３‐５３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３１４４‐１ 瓶 中国（竜泉窯系） １０．６（残） １１．６（残） ７．４（残） 青磁 内・外面施釉。外）陰刻唐草紋。 明代 ５３‐５９
５３１４４‐２ 甕 越前 ３０ １０．９（残） ― ５３‐４７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５３１９１‐１ 額皿 美濃 ２２．０ １２．５ ４．５ 鼠志野 板作り、型打ち成形。脚貼付。見込と底部にピン痕４ヶ。 ５３‐１４８
５３１９１‐２ 大鉢 唐津 （２９） １０（残） 飴釉 口縁外反 ５３‐５１
５３１９１‐３ 土師質皿 ○ １１．０ ― ２．７ 灰白 内）回しナデ。見）圏線。口）回しナデ C系 ５３‐１４３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
せ‐ １ 土師質皿 ○ ９．７５ ― ２．０ 浅黄橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。外）回しナデ ５３‐１１３
せ‐ ２ 土師質皿 ○ １１．８ ５．６ ２．０ 灰白 内外）回しナデ。見）横ナデ、圏線。口）つまむ。底）板状痕。 ５３‐１０５
せ‐ ３ 土師質皿 ○ １１．１ ― ２．４ 淡黄橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。外）回しナデ ５３‐１１４
せ‐ ４ 土師質皿 × １６．８ ― ３．６５ 浅黄橙 内）回しナデ。見）圏線。口）つまむ。外）回しナデ ５３‐１４６
せ‐ ５ 土師質皿 × １６．４ ― ３．２ 浅黄橙 内）回しナデ。見）圏線。口）つまむ。外）回しナデ ５３‐１４７

遺構５３０７２（FKJ０５‐３）図１１４

遺構５３０７９（FKJ０５‐３）図１１４

遺構５３０９７（FKJ０５‐３）図１１６

遺構５３１０１（FKJ０５‐３）図１１５

遺構５３１０３（FKJ０５‐３）図１１５

遺構５３１０７（FKJ０５‐３）図１１５

遺構５３１０９（FKJ０５‐３）図１１５

遺構５３１３９（FKJ０５‐３）図１１５

遺構５３１４１（FKJ０５‐３）図１１５

遺構５３１４２（FKJ０５‐３）図１１５

遺構５３１４４（FKJ０５‐３）図１１５

遺構５３１９１（FKJ０５‐３）図１１６

整地層（FKJ０５‐３）図１１６

第１節 土器・陶磁器

―１６９―



図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４００１‐１ 碗 伊万里 １１．２ ４．３ ５．７ 白磁 ロクロ成形、削出高台、胎土：微細な黒色粒子 ５４‐４２
５４００１‐２ 碗 伊万里 １１．４ ４．７ ５．７５ 白磁 ５４‐４３
５４００１‐３ 盃 伊万里 ６．０ ２．３５ ２．６ 白磁 端反碗形。 ５４‐４１
５４００１‐４ 茶入 瀬戸 ４．２ ― ４．１５（残） 白化粧・鉄釉 大海形 ５４‐４４
５４００１‐５ 皿 中国（景徳鎮系） （１１．１） ７．６ １．１５（残） 染付 高台砂熔着。高台内鉋目 ５４‐４０
５４００１‐６ 中皿 伊万里 ２２．１ ９．２ ４．１５ 染付 見）山水紋。２次焼成 ５４‐３９
５４００１‐７ 土師質皿 ○ １０．２ ― ２．４ 灰白 内）回しナデ。口）回しナデ。見）横ナデ。底）板状痕 C系 ５４‐４７
５４００１‐８ 土師質皿 ○ １０．４ ― ２．２ 灰白 内）回しナデ。口）回しナデ。見）横ナデ。 C系 ５４‐４８
５４００１‐９ 土師質皿 × ９．８ ― １．９ 浅黄橙 内）回しナデ指抜き。外）段回転ナデ K系。13Cに似る ５４‐５０
５４００１‐１０ 土師質皿 ○ １０．３ ― ２．３ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線、横ナデ。底）板状痕 C系 ５４‐５１
５４００１‐１１ 土師質皿 ○ １１．３ ― ２．１５ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ、回しナデ。見）圏線、横ナデ。底）板状痕 E系 ５４‐４９
５４００１‐１２ 土師質皿 × １１．７５ ― ２．５５ 黄橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。外）段回しナデ K系。13Cに似る ５４‐４５
５４００１‐１３ 灯明受皿 × １０．０ ― 最長１０．３㎝取手部分含む２．０ 橙 内）回しナデ指抜き。外）段回転ナデ K系。13Cに似る ５４‐４６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４００２‐１ 壺？ 中国（�洲窯系） （６．０） ― ２．７（残） 染付 ５４‐５４
５４００２‐２ 呉器手碗 肥前 １１．３ ５．４ ７．４５ 灰釉 ５４‐５２
５４００２‐３ 碗 唐津 ９．５５（残） ４．６ ３．９（残） 灰釉 高台内まで施釉。畳付に窯道具熔着。 ５４‐５３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４００３‐１ 碗 唐津 （１１．５） ５．２ ６．０５ 斑唐津 大橋Ⅰ ５４‐３３
５４００３‐２ 片口鉢 唐津 １８．６ １３．５ １３．０ 灰釉 叩き成形（内面同心円あて具）。注口貼付。内外面施釉 ５４‐３７
５４００３‐３ 土師質皿 × ７．６ ― （１．９） 灰白（橙） 内）布痕、指押さえのみ。 A系 ５４‐３４
５４００３‐４ 土師質皿 × １１．４ ― ２．７ 灰白（橙） 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）段回しナデ C古系 ５４‐３５
５４００３‐５ 土師質皿 ○ （１１．８） ― ２．４（残） にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）段回しナデ C古系 ５４‐３６
５４００３‐６ 脚付大平鉢 唐津 ２７．６ ― ８．０ 灰釉 脚部貼付。内外面施釉。 ５４‐３８

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４００７‐１ 中皿 伊万里 ２１．１ ８．０ ４．５ 染付 ２次焼成。 大橋Ⅱ ５４‐８３
５４００７‐２ 中皿 伊万里 ２１．４ ８．２ ４．５ 染付 ２次焼成。 ５４‐８２
５４００７‐３ 角皿 伊万里 １３．２ ８．３ ２．７ 染付 タタラ成形のち型打ち。高台内ハリ支え。 ５４‐８５
５４００７‐４ 小杯 伊万里 ５．６ ２．７ ３．５ 染付 碗形 ５４‐８６
５４００７‐５ 盃 伊万里 ６．０ ２．１５ ２．５５ 白磁 口）端反 ５４‐８７
５４００７‐６ 皿 中国（景徳鎮系） ― ６．８ ２．３（残） 染付 見）山水紋。高台内飛カンナ。２次焼成。 ５４‐８４
５４００７‐７ 溝縁皿 唐津 １３．０ ― ２．９ 灰釉 底）回転糸切。見）砂目。胎土：微細な白色粒子、褐色 ５４‐８８
５４００７‐８ 瓶 唐津 ５．１ ７．６ ２１．９５ 飴釉 粘土ヒモ積上げ。鶴首形 ５４‐８９
５４００７‐９ 土師質皿 ○ １０．４ ― ２．１ にぶい橙 内）回転ナデ。口）回転ナデ K系 ５４‐９０
５４００７‐１０ 土師質皿 × １１．６ ― ２．２ にぶい橙 内・外）回転ナデ。見）圏線 K系 ５４‐９１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０１２‐１ 碗 唐津 （１０．３） （４．６） （６．７５） 絵唐津 口サビ。外）草紋。口縁若干端反る。 ５４‐７１
５４０１２‐２ 盃 美濃 ６．１ ２．８ ２．８５ 無地志野 碗形。削出高台。�台内まで施釉 ５４‐６９
５４０１２‐３ 水滴（鳥） 軟質施釉陶器 縦７．１５ 横３．１ 厚さ２．９ 銅緑釉・褐釉・透明釉 体部赤土、羽根・首白土。手捏ね、首・足貼付。 ５４‐７５
５４０１２‐４ 擂鉢 越前 ― ― ４．３（残） ― ⅩⅠ ５４‐７０
５４０１２‐５ 土師質皿 ○ ９．７ ― ２．４ 浅黄橙 内）回転ナデ。口）つまむ。 C系 ５４‐７３
５４０１２‐６ 土師質皿 ○ ９．７ ― ２．６ 浅黄橙 内）回転ナデ。口）つまむ。 C系 ５４‐７２
５４０１２‐７ 土師質皿 × （１６．２） ― ２．７ 浅黄橙 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。外）段回転ナデ。 C系 ５４‐７４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０２１‐１ 水滴 瀬戸美濃 （２．６） ２．７ ３．２ 鉄釉 底部を除き内面まで施釉。露胎部錆釉。注口・取手貼付。 大窯期 ５４‐１０１
５４０２１‐２ 碗 伊万里 ８．２ （４．３） ６．５ 染付 外）寿字散し紋。 ５４‐９２
５４０２１‐３ 碗 中国（景徳鎮系） ― （６．４） ２．５（残） 染付 大橋Ⅲ ５４‐９５
５４０２１‐４ 天目茶碗 瀬戸・美濃 １１．４ ４．９ ６．９５ 鉄釉 ５４‐９４
５４０２１‐５ 碗 瀬戸・美濃 １０．６ ４．６ ６．２ 鉄釉、飴釉散し 高台脇天目風の削り出し ５４‐９６
５４０２１‐６ 沓茶碗 美濃 ― ― ４．５（残） 黒織部 口縁帯 ５４‐１００
５４０２１‐７ 皿 唐津 １０．４ ３．９ ３．２ 灰釉 胎土目。 大橋Ⅰ ５４‐１０２
５４０２１‐８ 段皿 唐津 １２．２ ５．２５ ３．７ 灰釉 胎土目。 大橋Ⅰ ５４‐１０３
５４０２１‐９ 片口碗 唐津 （１１．８５） ５．２ ７．１ 灰釉 胎土目。注口貼付 大橋Ⅰ ５４‐１０４
５４０２１‐１０ 土師質皿 × ９．４ ― ２．１ 橙 内）回転ナデ。見）横ナデ。外）上半段回転ナデ。 S系 ５４‐９８
５４０２１‐１１ 土師質皿 ○ １１．３ ― ２．４５ にぶい橙 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。外）上半回転ナデ。 E系 ５４‐９７
５４０２１‐１２ 土師質皿 ○ １１．８ ― ２．８５ 橙 内）回転ナデ。見）横ナデ。外）上半段回転ナデ。 S系 ５４‐９９
５４０２１‐１３ 大皿 伊万里 ２３．６ １３．３ ４．５ 瑠璃釉 高台内まで施釉。見）鏡ロクロ成形、削出高台、胎土：微細な黒色粒子、灰白色 ５４‐９３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０２１２‐１ 碗 伊万里 １０．１ ４．０５ ７．０５ 染付 高台内施釉。畳付砂熔着 ５４‐２３
５４０２１２‐２ 土師質皿 ○ ９．１ ― ２．２５ 淡黄色 内）回転ナデ。口）回転ナデ。 B系 ５４‐２０
５４０２１２‐３ 土師質皿 ○ ８．７ ― ２．１５ 褐色 内）回転ナデ。口）回転ナデ。 B系 ５４‐１９
５４０２１２‐４ 土師質皿 ○ （１２） ― １．８５ 明褐色 内）回転ナデ。外）回転ナデ。 K系 ５４‐２２
５４０２１２‐５ 土師質皿 ○ ９．５ ― ２．２ 褐色 内）回転ナデ。外）回転ナデ。底）板状痕 K系 ５４‐２１

遺構５４００１（FKJ０５‐４）図１１６

遺構５４００２（FKJ０５‐４）図１１７

遺構５４００３（FKJ０５‐４）図１１７

遺構５４００７（FKJ０５‐４）図１１７

遺構５４０１２（FKJ０５‐４）図１１８

遺構５４０２１（FKJ０５‐４）図１１８

遺構５４０２１２・５４０２２（FKJ０５‐４）図１１８

第４章 中・近世の遺物
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図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０２２‐１ 碗 伊万里 １２．８ ５．５５ ６．５ 染付 �台内）一重圏線「大明成／化年製」銘 ５４‐２８
５４０２２‐２ 碗 伊万里 １１．９ ４．２５ ６．７５ 青磁 高台）無釉 ５４‐２９
５４０２２‐３ 碗 伊万里 ９．４ ４．２ ６．８ 染付 外）一重網紋 ５４‐３１
５４０２２‐４ 筒型碗 伊万里 ９．６ ５．０ ７．４５ 染付 ５４‐５５
５４０２２‐５ 腰張碗 伊万里 ９．０ ５．２５ ５．９ 上絵付け 外）扇紋（総て剥落）。�台内）施釉 ５４‐３０
５４０２２‐６ 小坏 伊万里 ６．９ ３．３ ５．４ 鉄釉 口）端反。�台内まで施釉。削出高台 ５４‐２５
５４０２２‐７ 端反中皿 中国 ２０．０ （１１．７） ３．５（残） 白磁 ５４‐１０６
５４０２２‐８ 小皿 伊万里 ８．５ ３．７ ２．１５ 染付 見）葡萄紋。�台内まで施釉 ５４‐２４
５４０２２‐９ 小皿 伊万里 ８．８ ３．３ ２．３５ 染付 見）葡萄紋。�台内）「大明」銘 大橋Ⅱ ５４‐２６
５４０２２‐１０ 小皿 伊万里 ８．９ ３．４５ ２．１５ 染付 見）葡萄紋。�台内）「大明」銘 大橋Ⅱ ５４‐２７
５４０２２‐１１ 大皿 伊万里 ２１．７ ７．６ ４．７ 白磁 見）線刻菊紋。口）輪花状、胎土：ほとんど何も含まない ５４‐３２
５４０２２‐１２ 土師質皿 ○ ８．７５ ― １．９５ 黄橙 内）回転ナデ。口）回転ナデ。 B系 ５４‐１１４
５４０２２‐１３ 土師質皿 ○ ９．５ ― ２．０５ 淡黄 内）回転ナデ。見）横ナデ。口）回転ナデ。 C系 ５４‐１８
５４０２２‐１４ 土師質皿 ○ ９．１ ― ２．１ 淡橙 内）回転ナデ。見）横ナデ。外）回転ナデ。底）板状痕 K系 ５４‐１６
５４０２２‐１５ 土師質皿 ○ １０．４ ― ２．４５ 淡橙 内）回転ナデ。見）横ナデ。口）回転ナデ。 D系 ５４‐１４
５４０２２‐１６ 土師質皿 ○ ９．４ ― １．９５ 灰白 内）回転ナデ。見）横ナデ。 C系 ５４‐１１５
５４０２２‐１７ 土師質皿 ○ ９．２ ― １．９５ 淡橙 内）回転ナデ。口）回転ナデ。 B系 ５４‐１５
５４０２２‐１８ 土師質皿 ○ １０．４５ ― ２．２ 浅黄橙 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。外）回転ナデ。 C系 ５４‐１１６
５４０２２‐１９ 土師質皿 ○ １１．５５ ― ２．４ 橙 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。 C系 ５４‐１１７
５４０２２‐２０ 土師質皿 ○ １１．０ ― ２．２ 淡橙 内）回転ナデ。口）回転ナデ。 C系 ５４‐１７
５４０２２‐２１ 土師質皿 ○ １１．９ ― ２．３５ 淡橙 内）回転ナデ。見）圏線゛。口）回転ナデ。 C系 ５４‐１３
５４０２２‐２２ 土師質皿 ○ １２．２ ― ２．５ 淡黄褐 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。口）回転ナデ。 C系 ５４‐１１
５４０２２‐２３ 土師質皿 ○ １２．１ ― ２．６ 淡黄褐 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。口）回転ナデ。 C系 ５４‐１２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０２４‐１ 土師質皿 ○ ９．２ ― １．９ にぶい橙 内）回転ナデ。見横ナデ。口）回転ナデ。 D系 ５４‐１１８

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０２５‐１ 皿 伊万里 １４．５ ５．５ ３．５ 染付 �台内砂粒付着 大橋Ⅱ ５４‐１０９
５４０２５‐２ 茶碗 美濃 ― ― ４．３ 絵志野 外）ヘラ削り ５４‐１１１
５４０２５‐３ 足付鉢（向付） 美濃 １４．８ ― ６．１ 灰志野 外）圏線刻紋。見）目痕２ヶ。脚部貼付。 ５４‐１１０
５４０２５‐４ 大平鉢 越前 ３０．４ １６．２ ６．０５ ― 内）カセ胡麻釉かかる。 備前的な仕上がり ５４‐１０５
５４０２５‐５ 大皿 伊万里 ２７．８ ９．１ ６．４ 染付 見）山水紋。口）鍔形。�台内まで施釉 大橋Ⅱ ５４‐１０８
５４０２５‐６ 水指 唐津 （１７．４） １７．８ 内側口径（１１．９）１８．０ 灰釉 叩き成形。内）同心円あて具痕。矢筈口、胴部耳貼付。内外施釉 ５４‐１１９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０２６‐１ 碗 瀬戸 １０．８ ４．６ ７．１５ 鉄釉 口）端反 連房 ５４‐５７
５４０２６‐２ 碗 唐津 １０．２ ４．４ ６．７５ 灰釉 高台内施釉。 ５４‐７９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０３２‐１ 茶入 瀬戸 （３．６） （４．１） ３．５ 鉄釉 内外面施釉。底）糸切 ５４‐７７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０４０‐１ 高杯 土師器 ― （１４．０） ８．２（残） にぶい橙 手捏ね、ミガキ３点円孔あり、刷毛目、焼成良、胎土：微細な白色粒子多く含む ５４‐８１
５４０４０‐２ 捏鉢 越前 ― ― ― ― 付高台（亡失）高台脇削り（幅３�）。内面磨耗。 Ⅱ ５４‐８０

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０４９ １ 黒楽碗 軟質施釉陶器 ― ６．１ １．０５（残） 黒釉 手捏ね成形。畳付まで施釉。 ５４‐７６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０５４‐１ 碗 伊万里 １０．５ ４．７５ ６．８ 染付 外）山水紋。畳付砂付着。 ５４‐７８
５４０５４‐２ 皿 瀬戸 １３．０ ６．２ ２．６ 灰釉 ５４‐９
５４０５４‐３ 土師質皿 ○ ９．６ ― ２．１ 橙 内）回しナデ。 D系 ５４‐６
５４０５４‐４ 土師質皿 ○ １０．８ ― １．９ 橙 内）回しナデ。見）横ナデ、圏線。 E系 ５４‐８
５４０５４‐５ 土師質皿 ○ １３．５ ― １．９ 橙 内）回しナデ。見）横ナデ。外）段回しナデ K系。 ５４‐７
５４０５４‐６ 土師質皿 × ９．０ ― １．９５ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。回しナデ C系 ５４‐５

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０９１‐１ 大平鉢 丹波？ ３６．０ ２４．４ ５．４５ ５４‐１０７
５４０９１‐２ 土師質皿 ○ ９．０ ― ２．３ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。 C系 ５４‐１１２
５４０９１‐３ 土師質皿 ○ １１．６ ― ２．４ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。 C古系 ５４‐１１３
５４０９１‐４ 土師質皿 ○ １２．６５ ― ２．８ 淡橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）回しナデ。 C古系 ５４‐１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４０９９‐１ 土師質皿 ○ ９．９ ― ２．０５ 橙 内）回しナデ。口）つまむ。回しナデ C系 ５４‐３
５４０９９‐２ 土師質皿 ○ １１．６ ― ２．６ 橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。外）回しナデ E系 ５４‐２
５４０９９‐３ 土師質皿 ○ １３．５ ― ３．２ 橙 内）回しナデ。見）圏線。外）回しナデ C系 ５４‐４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４２７９‐１ 皿 中国（�洲窯系） １３．１５ ４．８ ４．３ 染付 見）無釉。釉かせる。 ５４‐６０
５４２７９‐２ 壺（口縁部） 信楽 ― ― ５．１（残） ５４‐６３
５４２７９‐３ 筒香炉 瀬戸美濃 ― ４．４ ３．０（残） 灰釉 ロクロ成形。脚部貼付。胴部絞る。 ５４‐６２
５４２７９‐４ 碗 瀬戸美濃 ― ５．２ ２．３（残） 灰釉 貼付高台 大窯 ５４‐６１
５４２７９‐５ 丸皿 瀬戸美濃 １０．３ ５．９ ２．２５ 灰釉 高台内）輪トチン痕 ５４‐５９
５４２７９‐６ 土師質皿 ○ ９．０５ ― ２．１５ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。回しナデ C系 ５４‐６５
５４２７９‐７ 土師質皿 ○ １１．２ ７ ２．５ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ、回しナデ。 C古系 ５４‐６８
５４２７９‐８ 土師質皿 × １０．１ ５．４ ２．４ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ、回しナデ。 C古系 ５４‐６６
５４２７９‐９ 土師質皿 ○ （１０．０） ― ２．４ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。外）段回しナデ C古系 ５４‐６７
５４２７９‐１０ 擂鉢 越前 （３１） （１３．８） １１．０５ ― Ⅴ ５４‐６４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４２８０‐１ 皿 瀬戸美濃 ― ８．３ １．６（残） 灰釉 貼付高台。�台内まで施釉。漆継ぎ痕 大窯 ５４‐５８

遺構５４０２２（FKJ０５‐４）図１１８・１１９

遺構５４０２４（FKJ０５‐４）図１１９

遺構５４０２５（FKJ０５‐４）図１１９

遺構５４０２６（FKJ０５‐４）図１２０

遺構５４０３２（FKJ０５‐４）図１２０

遺構５４０４０（FKJ０５‐４）図１２０

遺構５４０４９（FKJ０５‐４）図１２０

遺構５４０５４（FKJ０５‐４）図１２０

遺構５４０９１（FKJ０５‐４）図１２０

遺構５４０９９（FKJ０５‐４）図１２０

遺構５４２７９（FKJ０５‐４）図１２０

遺構５４２８０（FKJ０５‐４）図１２０

第１節 土器・陶磁器

―１７１―



図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６１ホ‐ １ 皿 伊万里 （２２．８） ８．６ ４．２ 染付 内）山水紋。高台内まで施釉。畳付砂熔着。 大橋Ⅱ ６１‐５１
６１ホ‐ ２ 大鉢 伊万里 ２８．６ １２．８ ７．６５ 染付 兜鉢形。見）藁屋紋 ６１‐４７
６１ホ‐ ３ 碗 中国（�洲窯系） ― ４．５ １．６５（残） 染付 見）花紋高台内砂付着。 ６１‐２７
６１ホ‐ ４ 小盃 伊万里 ４．４ ２．２ ３．８ 白磁 ロクロ成形、削出高台。 ６１‐１８
６１ホ‐ ５ 桔梗形小皿 伊万里 （７．０） ３．１ １．７ 青磁 型打ち成形。高台砂熔着。 ６１‐１７
６１ホ‐ ６ 多角皿 伊万里 （１３．２） （９．５） ３．０（残） 染付 口サビ。１２角形？。見）輪違紋。 ６１‐２１
６１ホ‐ ７ 多角皿 伊万里 （１３．０） （９．０） ３．２（残） 染付 口サビ。１２角形？。見）輪違紋。 ６１‐２０
６１ホ‐ ８ 皿 美濃 ― １０．８ １．４５（残） 御深井、染付 ロクロ成形のち型打ち。見）荒磯紋？ ６１‐５０
６１ホ‐ ９ 皿 美濃 ― １２．２ １．９（残） 御深井釉 ロクロ成形のち型打ち。 ６１‐４９
６１ホ‐ １０ 小壺 伊万里 （７．８） （５．６） ５．５５（残） 白磁 ロクロ成形、削出高台。口）無釉。内外）高台内まで施釉 ６１‐１９
６１ホ‐ １１ 香炉 伊万里 （８．９） ６．９ ５．８ 青磁 脚部貼付。内・外）施釉。底）無釉。口）煙返し ６１‐９
６１ホ‐ １２ 筒香炉 伊万里 １０．４ ９．６ ７．６５ 白磁 胴部押型雷紋帯。高台、内面無釉。３脚貼付。底）花押墨書。 ６１‐１０
６１ホ‐ １３ 花形皿 美濃 ２１．０ ― ２．９５（残） 御深井、染付 花形。ロクロ成形のち型打ち。見）花？紋。２次焼成 ６１‐４９・５０と同種 ６１‐５２
６１ホ‐ １４ 水滴（西行像） ― 幅４．３ 奥行４．３ １０．７ 鉄釉・透明釉 合わせ型成形。衣・笠・目鼻鉄塗り。笠接着の為透明釉使用。 ６１‐１４
６１ホ‐ １５ 菱形香炉 伊万里 長辺底（７．８） 短辺底（６．２） ４．８（残） 上絵付け 型成形。九谷様式。外）上絵付（赤・緑・紫）花・唐草紋。脚部貼付。底）窯割を釉薬で塞ぐ。 ６１‐１３
６１ホ‐ １６ 菱形香炉蓋 伊万里 長辺底（８．０） 短辺底（６．０） 蓋０．８ 上絵付け 九谷様式。外）上絵付（赤・緑）花紋。。 ６１ホ‐１５の蓋 ６１‐１３
６１ホ‐ １７ 蓋 伊万里 ８．５５ ３．５ １．９５ 染付 ロクロ成形、底）糸切痕。つまみ付。 ６１‐７
６１ホ‐ １８ 灯明具蓋 美濃 ７．０ ― ２．８ 青織部 半環つまみ貼付。鉄絵格子紋。 ６１‐２３
６１ホ‐ １９ 色絵合子蓋 伊万里 ６．３５ ― ２．４ 透明釉、上絵付 上）線刻牡丹紋、花松葉上絵付（赤・黄・青・緑・鉄）紋 ６１‐２２
６１ホ‐ ２０ 水指蓋 信楽 １１．４ ― ２．３ ― つまみ貼付 ６１‐２４
６１ホ‐ ２１ 小壺？ 伊万里 ― ３．９ ２．２（残） 瑠璃釉 内）無釉。高台内）錆釉。外）草浮紋錆釉塗り ６１‐５
６１ホ‐ ２２ 八角碗 伊万里 （９．０） （６．０） （８．５５） 染付 ロクロ成形、八角面取。高台内まで施釉。 大橋Ⅱ ６１‐１１
６１ホ‐ ２３ 熊川形碗 伊万里？ （１１．５） ４．９ ８．０ 透明釉 見込・畳付）目痕。見）鏡。 李氏朝鮮？ ６１‐３
６１ホ‐ ２４ 碗 中国（景徳鎮系） （１１．５） （４．９） ６．１ 染付 見）「大明成／化年製」染付銘。高台内）圏線染付。 ６１‐６
６１ホ‐ ２５ 瓶 唐津 ７．６ ７．６ １５．４５ 白土刷毛地銅緑釉・錆釉 ロクロ成形、削出高台、内・外）錆釉地、外）上半；白化粧地銅緑釉、下半；錆釉刷毛塗 ６１‐４８
６１ホ‐ ２６ 擂鉢 越前 （３５．１） ３．９（残） 擂目；横方向 ⅩⅡ ６１‐８
６１ホ‐ ２７ 土師質皿 ○ ９．０５ ― ２．２５ 浅黄橙 内）回しナデ。外）回しナデ C系 ６１‐１５
６１ホ‐ ２８ 土師質皿 ○ １０．６ ― ２．２ 灰白 内）回しナデ。口）回しナデ C系 ６１‐２
６１ホ‐ ２９ 土師質皿 ○ １１．２ ― ２．４ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。見）圏線。外）回しナデ E系 ６１‐１６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
５４包‐ １ 天目形碗 唐津 ９．８ ４．２ ７．１ 鉄釉 ５４‐５６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６１１０２‐１ 皿 伊万里 （１３．０） ４．９ ３．５ 染付 口）輪花。見）花紋。外）口縁下圏線。 ６１‐４３
６１１０２‐２ 土師質皿 ○ ７．４ ― １．９５ 黄橙 内）回しナデ。 A系 ６１‐４１
６１１０２‐３ 土師質皿 ○ １０．４ ― ２．６５ 灰白 内）回しナデ。外）回しナデ C系 ６１‐４２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６１１０５‐１ 蓋物大鉢 伊万里 （１６．５） ― １０．６（残） 染付 口）無釉。外）牡丹紋。高台脇）菊彫 ６１‐１
６１１０５‐２ 碗 信楽 ９．９ ― ５．６５（残） 灰釉 外）梅樹紋鉄・呉須下絵付。 ６１‐３０
６１１０５‐３ 碗 伊万里 １２．０ ― ５．０（残） 染付 外）鹿紅葉紋 ６１‐２９
６１１０５‐４ 大皿 伊万里 ３３．４ １７．８ ５．８ 染付 見）岩鹿紋。高台内）ハリ支え２ケ。 ６１‐３１
６１１０５‐５ 擂鉢 越前 ２８．２ １２．０ １１．１５ ― ⅩⅡ ６１‐３２
６１１０５‐６ 徳利 伊万里 ６．２ ７．５ ２３．１ 染付 高台）碁笥底、砂付着。 ６１‐２８
６１１０５‐７ 土師質皿 ○ １０．２ ― ２．４ 浅黄橙 微細な黒・白・赤色粒子含む 内）回しナデ。口）つまむ。外）回しナデ C系 ６１‐４０

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６１１０６‐１ 碗 伊万里 １０．４ ４．２ ６．８ 染付 外）一重網紋。�台内まで施釉 ６１‐３５
６１１０６‐２ 鉢 軟質施釉陶器 ７．７ ６．１ 透明釉、銅緑釉 ロクロ成形、沓形。胎土赤土 ６１‐３４
６１１０６‐３ 蓋 伊万里 １６．７ ３．９（残） 染付 上）梅樹紋 ６１‐４４
６１１０６‐４ 皿 肥前 ２３．０ ６．８ ３．９ 透明釉 針彫り鉄絵。�台内まで施釉。見）砂目５ツ。。胎土白色 ６１‐３３
６１１０６‐６ 大皿 唐津 ２９．０ ７．７ ７．９ 灰釉、白土模様 砂目痕６ツ。見）白土波状紋。口）折縁。 ６１‐３６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６１２０４‐１ 筒鉢 美濃 （７．０） （６．０） ７．０ 無地志野 削出高台。 ６１‐３８
６１２０４‐２ 皿 唐津 １１．７ ４．４ ３．０ 灰釉（青唐津） 胎土目痕４ケ。口縁鍔状 ６１‐３７
６１２０４‐３ 向付 唐津 （１７．０） ５．０ ５．６５ 絵唐津 ロクロ成形、口縁方形？。見）草紋 大橋Ⅰ ６１‐３９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６１セ‐ １ 碗 伊万里 １１．６ ４．８ ５．７ 染付 外）鳳凰紋。見）草紋、圏線。高台内）「宣徳／年製」 大橋Ⅲ
６１セ‐ ２ 小碗 伊万里 ４．６ ２．１ １．７ 染付 外）山水紋
６１セ‐ ３ 鉢 伊万里 １４．７ ５．９ ７．１ 染付 外）紅葉散し紋。碗形。 大橋Ⅲ．上手 ６１‐４６
６１セ‐ ４ 碗 伊万里 １３．４ ― ５．４（残） 染付 外）飛龍紋 ６１‐１２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２０１３‐１ 蓋 伊万里 ２２．２ ５．８ ７．３５ 染付 外）蛸唐草。つまみ内）手描き五弁花紋。 ６２‐４３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２０３１‐１ 土師質皿 ○ １０．２ ― ２．４ 灰白 内）回しナデ。見）横ナデ。 ６２‐３４
６２０３１‐２ 土師質皿 ○ （１４．８） ― ２．９（残） 灰白 内）回しナデ。口）つまむ、回しナデ。 C古系 ６２‐３３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２１１０９‐１ 平鉢 唐津 （２５） （７．８） ７．６ 絵唐津 口縁立てる。内）鉄釉掛ける。漆継ぎ痕 ６２‐７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２１１１０‐１ 丸皿 瀬戸美濃 １０．３ ５．８ ２．４５ 灰釉 見）釉剥ぎ。高台内）輪トチン痕 ６２‐５
６２１１１０‐２ 折縁皿 瀬戸美濃 （１０） ― １．６（残） 灰釉 ６２‐３

包含層（FKJ０５‐４）図１２０

遺構６１１０２（FKJ０６‐１）図１２０

遺構６１１０５（FKJ０６‐１）図１２０・１２１

遺構６１１０６（FKJ０６‐１）図１２２

遺構６１２０４（FKJ０６‐１）図１２２

遺構６１セ（FKJ０６‐１）図１２２

整地・包含層（FKJ０６‐１）図１２３・１２４

遺構６２０１３（FKJ０６‐２）図１２５

遺構６２０３１（FKJ０６‐２）図１２５

遺構６２１１０９（FKJ０６‐２）図１２５

遺構６２１１１０（FKJ０６‐２）図１２５

第４章 中・近世の遺物

―１７２―



図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２２００９‐１ 皿 李氏朝鮮 （１６．０） ― １．２（残） 白磁 ６２‐３５
６２２００９‐２ 縁釉皿 瀬戸 （１１） ― １．７（残） 灰釉 ６２‐４
６２２００９‐３ 羽釜 瓦質 （１２） ― ４．７（残） ― 羽部貼付。 ６２‐１４
６２２００９‐４ 壺 越前 ― ― ７．４（残） ― 肩部「大」線刻。 Ⅱ ６２‐１２
６２２００９‐５ 捏鉢 越前 ― ― ５．９（残） ― 付高台。高台脇削る。 ６２‐１１
６２２００９‐６ 土師質皿 × （８．４） （５．０） １．２ 灰黄 外）段回しナデ。 １３世紀 ６２‐３７
６２２００９‐７ 土師質皿 × （１１．４） ― ２．４５（残） にぶい橙 内）回しナデ。外）回しナデ。 １３世紀 ６２‐３６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２５２１‐１ 小皿 瀬戸美濃 １０．２ ５．３ ２．６５ 鉄釉・灰釉 碁笥底。 ６２‐４１
６２５２１‐２ 土師質皿 ○ １０．０ ― ２．３ 黄灰 内）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ。外）回しナデ。 C系 ６２‐４０
６２５２１‐３ 土師質皿 × （９．８） ― １．９（残） 灰白 内）回しナデ。外）回しナデ。 １３世紀 ６２‐３９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２６０１‐１ 捏鉢 越前 ― １４．０ ５．８（残） ― 貼付高台 Ⅲ ６２‐２５

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２６０４‐１ 皿 中国 （１１．２） （７．０） １．９ 染付 見）菊紋 ６２‐１９
６２６０４‐２ 土師質皿 × （１０．４） ― ２．０５（残） 灰白 内）回しナデ。見）圏線。外）回しナデ。 C系 ６２‐２０
６２６０４‐３ 土師質皿 × １０．３ ― ２．０５（残） 灰白 内）回しナデ。見）圏線。外）回しナデ。 C系 ６２‐２１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２６２１‐１ 土師質皿 ○ （８．４） ― １．８（残） 黄橙 内）回しナデ。口）回しナデ。 C古系 ６２‐３２
６２６２１‐２ 土師質皿 × （１３．０） ― ２．５（残） 浅黄橙 内）回しナデ。見）圏線。口）つまむ。外）回しナデ。 C古系 ６２‐３０
６２６２１‐３ 土師質皿 ○ （１５．０） ― ２．８（残） にぶい黄橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。外）段回しナデ。 C古系 ６２‐２４
６２６２１‐４ 土師質皿 × （１３．０） ― ２．６（残） にぶい黄橙 内）回しナデ。見）圏線。口）つまむ。外）回しナデ。 C古系 ６２‐３１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２６３５‐１ 碗 唐津 １１．１５ ４．５ ７．８ 灰釉 高台内）無釉、墨書あり。 ６２‐４２
６２６３５‐２ 土師質皿 ○ ９．０ ― ２．０５ 浅黄橙 内）回しナデ。口）つまむ、回しナデ。 C系 ６２‐２３
６２６３５‐３ 土師質皿 ○ ９．２ ― ２．３５ 橙 内）回しナデ。口）つまむ、回しナデ。 C系 ６２‐２２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２６５９‐１ 青磁鉢 中国（竜泉窯系） ― ６．８ ２．８（残） 青磁 高台内無釉 ６２‐１５
６２６５９‐２ 稜皿 瀬戸美濃 （１０．０） （６．０） ２．５ 鉄釉 ロクロ成形、白化粧、見込・目痕２点、底部輪トチン痕、胎土：灰色、微細な黒色粒子含む ６２‐１８
６２６５９‐３ 擂鉢 越前 ― ― ５．４（残） ― 口縁下）沈線 Ⅴ ６２‐１６
６２６５９‐４ 土師質皿 × ９．６ ― ２．１５ 橙 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。外）回しナデ。 C古系 ６２‐１７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２７９９‐１ 土錘 土師質 長さ５．４ 幅２．７ 内径０．９ 黒褐 棒状の型に粘土巻きつける。 古代 ６２‐２９
６２７９９‐２ 土錘 土師質 長さ５．１ 幅２．６ 内径０．７ 黒褐 棒状の型に粘土巻きつける。 古代 ６２‐２６
６２７９９‐３ 土錘 土師質 長さ４．２ 幅２．０５ 内径０．７ 黒褐 棒状の型に粘土巻きつける。 古代 ６２‐２８
６２７９９‐４ 土錘 土師質 長さ４．１ 幅１．９５ 内径０．５５ 黒褐 棒状の型に粘土巻きつける。 古代 ６２‐２７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６２ホ‐ １ 碗 中国 ― ５．７ ５．４（残） 青磁 内）片切彫紋。高台内釉削る ６２‐６
６２ホ‐ ２ 擂鉢 瀬戸 ― ― ５．２（残） 錆釉 ６２‐８
６２ホ‐ ３ 土師質皿 ○ （８．８） ― ２．０ ７．５ＹＲ８／２灰白 内）回しナデ，布痕。口）つまむ、回しナデ。 C系 ６２‐２
６２ホ‐ ４ 土師質皿 ○ ８．９ ― １６．５ 灰白 内）回しナデ，布痕。口）つまむ、回しナデ。 C系 ６２‐１
６２ホ‐ ５ 小壺 越前 （９） ― ４．０（残） ― ６２‐１３
６２ホ‐ ６ 擂鉢 越前 （３５） ― ３．１（残） ― Ⅳ ６２‐１０
６２ホ‐ ７ 捏鉢 越前 （３４） （１４．４） ８．４５ ― 擂鉢形。口縁下沈線 Ⅴ ６２‐９
６２ホ‐ ８ 甕 越前 （３５．１） ― ９．５（残） ― ６２‐４４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３００２‐１ 小杯 中国（景徳鎮系） ７．３５ ２．５５ ３．７５ 染付 外）花紋。高台）蛇の目。高台内無釉。 ６３‐７４
６３００２‐２ ひょう燭 土師質 ５．０ ２．８ １．７ ― 型成形、灯芯貼付。 瀬戸陶器の写し ６３‐７５
６３００２‐３ 拳骨碗 瀬戸 （８．５） ４．８ ２．１（残） 外）鉄釉内）灰釉 外）長石散らし。蛇の目高台。畳付に刻印。 ６３‐７３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３００４‐１ 碗 伊万里 １１．３ ― ７．３５（残） 染付 外）竹林？紋。高台故意に打ち欠く 大橋Ⅳ ６３‐１８
６３００４‐２ 碗 瀬戸 （１２．５） ４．９ ７．６５ 灰釉 高台内施釉。 ６３‐１９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０２０‐１ 碗 伊万里 １１．８ ４．７ ６．５５ 染付 外）草花紋。見）「寿」字紋、ハマ脚痕３点。 ６３‐４６
６３０２０‐２ 端反碗 瀬戸？ １０．９５ ３．９ ６．０ 染付 見）ハマ脚痕。 ６３‐４５
６３０２０‐３ 端反碗 瀬戸 ９．２ ４．２ ５．４５ 染付 外）葵唐草紋 ６３‐６６
６３０２０‐４ 蓋（碗用） 伊万里 （１０．４） ５．６５ ２．８ 染付 大橋Ⅴ ６３‐６８
６３０２０‐５ 灯明皿 信楽 １１．５５ ４．５ ４．７ 灰釉 内）ハマ脚痕３ヶ ６３‐７１
６３０２０‐６ 重ね鉢 伊万里 １４．５ １０．０ ５．７ 染付 削出高台、施釉部貫入。口）無釉。胎土；白色軟質 ６３‐７０
６３０２０‐７ 端反碗 瀬戸 ９．５ ３．６ ２．６５ 灰釉・内）白土塗り 内）白化粧。内外）透明釉。外）白土・鉄絵梅紋 ６３‐６７
６３０２０‐８ 筒形碗 伊万里 ９．９ ５．４ ７．１ 染付 外）樹木紋？ ６３‐４１
６３０２０‐９ 壺 越前 １８．０ ― １０．０（残） 錆釉 ６３‐６９
６３０２０‐１０ 鉢Ｂ 越前 ２８．２ ― ７．８（残） 鉄釉 内外面刷毛塗り施釉。 ６３‐４２
６３０２０‐１１ 鉢Ａ 越前 ３１．０ ― １２．２（残） 錆釉 内外面刷毛塗り施釉。 ６３‐４３
６３０２０‐１２ 土師質皿 × （５．８５） ― １．３ 橙 指押さえのみ B系 ６３‐７２
６３０２０‐１３ 土師質皿 ○ １０．０５ ― ２．３５ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）横ナデ。 ６３‐６５
６３０２０‐１４ 土師質皿 ○ １０．３ ― １．７５ 灰白 型作り。内）横ナデ。外）回しナデ。底）板状痕 U系 ６３‐６４
６３０２０‐１５ 土師質皿 ○ １０．４ ― １．６ にぶい黄橙 内型成型。口内外）回しナデ、つまむ。 ６３‐４４

遺構６２２００９（FKJ０６‐２）図１２５

遺構６２５２１（FKJ０６‐２）図１２５

遺構６２６０１（FKJ０６‐２）図１２６

遺構６２６０４（FKJ０６‐２）図１２６

遺構６２６２１（FKJ０６‐２）図１２６

遺構６２６３５（FKJ０６‐２）図１２６

遺構６２６５９（FKJ０６‐２）図１２６

遺構６２７９９（FKJ０６‐２）図１２６

包含層（FKJ０６‐２）図１２６

遺構６３００２（FKJ０６‐３）図１２６

遺構６３００４（FKJ０６‐３）図１２６

遺構６３０２０（FKJ０６‐３）図１２６・１２７

第１節 土器・陶磁器

―１７３―



図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０５６‐１ 天目碗 唐津 （１１．７） ４．６ ７．１ 鉄釉 高台内）施釉。 ６３‐２２
６３０５６‐２ 擂鉢 越前 ― ― ７．８（残） ― ⅩⅡ ６３‐２１
６３０５６‐３ 土師質皿 ○ ９．２ ― ２．１５ 灰白 内）回しナデ。 C系 ６３‐２３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０２０‐１ 碗 伊万里 １１．８ ４．７ ６．５５ 染付 外）草花紋。見）「寿」字紋、ハマ脚痕３点。 ６３‐４６
６３０２０‐２ 端反碗 瀬戸？ １０．９５ ３．９ ６．０ 染付 見）ハマ脚痕。 ６３‐４５
６３０２０‐３ 端反碗 瀬戸 ９．２ ４．２ ５．４５ 染付 外）葵唐草紋 ６３‐６６
６３０２０‐４ 蓋（碗用） 伊万里 （１０．４） ５．６５ ２．８ 染付 大橋Ⅴ ６３‐６８
６３０２０‐５ 灯明皿 信楽 １１．５５ ４．５ ４．７ 灰釉 内）ハマ脚痕３ヶ ６３‐７１
６３０２０‐６ 重ね鉢 伊万里 １４．５ １０．０ ５．７ 染付 削出高台、施釉部貫入。口）無釉。胎土；白色軟質 ６３‐７０
６３０２０‐７ 端反碗 瀬戸 ９．５ ３．６ ２．６５ 灰釉・内）白土塗り 内）白化粧。内外）透明釉。外）白土・鉄絵梅紋 ６３‐６７
６３０２０‐８ 筒形碗 伊万里 ９．９ ５．４ ７．１ 染付 外）樹木紋？ ６３‐４１
６３０２０‐９ 壺 越前 １８．０ ― １０．０（残） 錆釉 ６３‐６９
６３０２０‐１０ 鉢Ｂ 越前 ２８．２ ― ７．８（残） 鉄釉 内外面刷毛塗り施釉。 ６３‐４２
６３０２０‐１１ 鉢Ａ 越前 ３１．０ ― １２．２（残） 錆釉 内外面刷毛塗り施釉。 ６３‐４３
６３０２０‐１２ 土師質皿 × （５．８５） ― １．３ 橙 指押さえのみ B系 ６３‐７２
６３０２０‐１３ 土師質皿 ○ １０．０５ ― ２．３５ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。見）横ナデ。 ６３‐６５
６３０２０‐１４ 土師質皿 ○ １０．３ ― １．７５ 灰白 型作り。内）横ナデ。外）回しナデ。底）板状痕 U系 ６３‐６４
６３０２０‐１５ 土師質皿 ○ １０．４ ― １．６ にぶい黄橙 内型成型。口内外）回しナデ、つまむ。 ６３‐４４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０２１‐１ 植木鉢 ― ― ― ７．７（残） ― 粘土板張り合せ。平面五角形？外）刻印「聴□」 ６３‐７６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０２４‐１ 半球碗 伊万里 （１０） （４） ４．７ 染付・上絵付け 外）上絵付（緑・紅・黄・紫）。 大橋Ⅴ ６３‐２８
６３０２４‐２ 筒碗 瀬戸系？ （７．５） ３．７５ ５．８ 透明釉・錆釉 高台）蛇の目。外）糸目筋（全体）、鉄釉胴締め帯１条。口サビ。 ６３‐３１
６３０２４‐３ 碗 信楽系 ９．０ ３．５ ６．４５ 灰釉 胎土；淡黄白色 ６３‐４７
６３０２４‐４ 筒碗 瀬戸系 （７．６） ３．４ ６．１５ 染付 外）菊紋。菊紋。胎土；灰色、」陶器質に近い ６３‐３２
６３０２４‐５ 広東碗 伊万里 １１．１ ６．３ ６．２５ 染付 ６３‐３０
６３０２４‐６ 広東碗 伊万里 １１．５ ６．５ ６．１５ 染付 外）双鶴・藁束紋。 ６３‐２９
６３０２４‐７ 水滴 伊万里 １０ ９．８ ３．８５ 染付 長方形。上面）浮彫菊紋。 ６３‐２７
６３０２４‐８ 壺 越前 （２１） （２０） ２８．２ 錆釉 外）ロクロ目 ６３‐２６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０２６‐１ 徳利 唐津 ４．６ ９．８ ２７．８５ 飴釉 糸切り底、白土横縞紋 ６３‐８４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０６４‐１ 平鉢 伊万里 （１４．７） （５．４） ６．５ 鉄釉と瑠璃釉掛け分け 内外）掛分け。高台内）施釉（鉄釉） ６３‐２０
６３０６４‐１ 擂鉢 越前 ３２．０ １１．８ １４．０ ― 口）片口。 ⅩⅣ ６３‐１０７
６３０６４‐２ 擂鉢 越前 （３５．６） ― ８．０（残） ― ⅩⅡ ６３‐１０６
６３０６４‐２ 小碗（杯） 伊万里 ５．８５ ２．６５ ５．２ 染付 外）湖畔紋 大橋Ⅲ。薄手上物 ６３‐１１３
６３０６４‐３ 玩具 碗 伊万里 ３．２ １．７ １．９ 染付 高台内施釉 ６３‐７８
６３０６４‐３ 擂鉢 越前 ― ― ７．２（残） ― ロクロ成形（粘土ヒモ積み上げ） ⅩⅡ ６３‐８１
６３０６４‐４ 小坏 伊万里 ５．９ ２．５ ３．３ 染付 碗形。外）草花紋 ６３‐１１６
６３０６４‐４ 土師質皿 × ７．４ ― １．５ 橙 指押さえのみ B系 ６３‐１１２
６３０６４‐５ 小坏 伊万里 ５．４ ２．６５ ４．１５ 染付 半筒碗形 ６３‐１１５
６３０６４‐５ 土師質皿 × ６．２ ― １．３５ 黄橙 指押さえのみ B系 ６３‐１０９
６３０６４‐６ 碗 伊万里 （１２．０） ― ４．５（残） 透明釉・上絵付 牡丹紋上絵付（赤・緑・紫）。 ６３‐１１７
６３０６４‐６ 土師質皿 × ６．５５ ― １．６ 橙 指押さえのみ B系 ６３‐１１０
６３０６４‐７ 碗 中国（�洲窯系） ― ５．０５ ４．３（残） 染付 ６３‐７９
６３０６４‐７ 土師質皿 × ６．５ ― １．６ 橙 指押さえのみ B系 ６３‐１１１
６３０６４‐８ 小壷（茶入？） 瀬戸 ― ３．１ ３．５５（残） 鉄釉 胎土；微粒子緻密。施釉外面のみ ６３‐７７
６３０６４‐８ 土師質皿 × （１０．０） ― ２．１ 灰白 内）回しナデ。口）つまむ。 C系 ６３‐８３
６３０６４‐９ 小皿 伊万里 ９．２ ３．６ ２．３ 染付 見）圏線。高台）蛇の目高台、畳付に砂熔着。 大橋Ⅱ ６３‐１１４
６３０６４‐９ 土師質皿 ○ １０．８５ ― ２．０ にぶい橙 内）回しナデ。見）園線、横ナデ。底）板状痕。 E系 ６３‐１０８
６３０６４‐１０ 天目茶碗 伊万里 １０．８ ４．４ ６．５５ 鉄釉 高台部露胎。 連房期瀬戸天目をよく写す ６３‐８０
６３０６４‐１１ 呉器手碗 肥前 １０．５ ４．９ ７．２ 灰釉 高台）砂熔着 ６３‐１１８
６３０６４‐１２ 擂鉢 越前 （３０．０） ― ７．３（残） ― ⅩⅡ ６３‐８２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０６９‐１ 擂鉢 越前 （３５．８） ７．５ ⅩⅡ ６３‐４８
６３０６９‐２ 八角小皿 瀬戸系 ９．６ ６．０ ２．５ 染付 型成形。見）八卦紋 ６３‐６３
６３０６９‐３ 土師質手付皿 ○ （１０．５） 手含む（１２．９） ２．０ 淡褐色 把手貼付。内）回しナデ。見）圏線 E系 ６３‐５５
６３０６９‐４ 土師質皿 ○ １０．９ ２．２ 淡褐色 内）回しナデ。見）圏線 E系 ６３‐５３
６３０６９‐５ 呉器手碗 肥前 １１．１ ５．４ ７．７ 透明釉 ６３‐４９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０７４‐１ 土師質皿 ○ （１２） ― １．８ 灰白 型成形。内外）回しナデ。見）横ナデ。 ６３‐５４
６３０７４‐２ 灯明皿 信楽 ８．７ ３．３ １．８５ 灰釉 ロクロ成形、見）ハマ脚痕３ケ ６３‐５６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０８４‐１ 皿 軟質施釉陶器 （１６．０） ― ２．８（残） 銅緑釉・透明釉 段皿。内）青織部写し。 ６３０９０‐９と一連か ６３‐１５３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０７０‐１ 小坏 伊万里 （７．２） ３．３ ４．７ 染付 口）端反。削出高台。 ６３‐５０
６３０７０‐２ 小坏 伊万里 （５．１） ２．２ ３．２ 白磁 碗形 ６３‐５１
６３０７０‐３ 瓶 伊万里 （３．７） ― ６．３（残） 染付 ６３‐６０
６３０７０‐４ 土師質皿 ○ ９．２ ― １．９５ にぶい橙 内）回しナデ。口）回しナデ。 D系 ６３‐５２

遺構６３０２０（FKJ０６‐３）図１２６・１２７

遺構６３０２１（FKJ０６‐３）図１２７

遺構６３０２４（FKJ０６‐３）図１２７

遺構６３０２６（FKJ０６‐３）図１２７

遺構６３０５６（FKJ０６‐３）図１２７

遺構６３０６４（FKJ０６‐３）図１２７・１２８

遺構６３０６９（FKJ０６‐３）図１２８

遺構６３０７０（FKJ０６‐３）図１２８

遺構６３０７４（FKJ０６‐３・０６‐４）図１２８

遺構６３０８４（FKJ０６‐３）図１２８

第４章 中・近世の遺物
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図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０８８‐１ 蓋（半球碗） 伊万里 （８） ― ２．３（残） 染付 大橋Ⅴ ６３‐５９
６３０８８‐２ 半球碗（蓋物） 伊万里 （８） （４．２） ４．２５ 染付 口縁部無釉。焼継ぎ痕。 ６３‐５８
６３０８８‐３ 色絵小皿 瀬戸系 （１０．９） ５．５ ２．１５ 上絵付け 上絵付（赤・緑・紫）。焼継ぎ。胎土；ガラス質強 ６３‐５７
６３０８８‐４ 小判形小皿 淡路（�平焼） （９．６） ２．４ １．４ 黄釉 型押し。底）窯道具痕３ヶ所。小判形、見）陰刻龍紋 ６３‐６２
６３０８８‐５ 小判形小皿 淡路（�平焼） ９．６ ４．０ １．４５ 黄釉 型押し。底）窯道具痕３ヶ所。小判形、見）陰刻龍紋 ６３‐６１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３０９０‐１ 端反碗 瀬戸系 １０．０ ４．１ ５．５ 染付 外）唐草紋。見）渦花紋 ６３‐１４１
６３０９０‐２ 皿 唐津 １２．０ ４．５５ ２．９ 灰釉 胎土目４ケ。 大橋Ⅰ ６３‐１４８
６３０９０‐３ 擂鉢 越前 ２７．８ （１１．４） １０．１ ⅩⅡ ６３‐１５２
６３０９０‐４ 鉢蓋 伊万里 １２．６ ― ２．５ 染付 ６３０９０‐５とセット ６３‐１４３
６３０９０‐５ 蓋付鉢 伊万里 １２．０ ７．０ ６．４ 染付 削出高台。口）無釉 ６３０９０‐４とセット ６３‐１４２
６３０９０‐６ 皿 唐津 １２．３ ４．５ ４．０ 斑唐津 目痕ナシ。胎土：白灰色 ６３‐１４７
６３０９０‐７ 土師質皿 × ９．６ ― ２．４ 灰白 内）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ。外）回しナデ。底）板状痕 C古系 ６３‐１５０
６３０９０‐８ 土師質皿 × （１３．０） ― ２．２ 灰白 内）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ。外）回しナデ。 C古系 ６３‐１４９
６３０９０‐９ �脚皿 軟質施釉陶器 （１５．０） ― ５．０（残） 透明・銅緑・黄釉（青織部） 溝縁皿形。ロクロ成形、高台）貼付「ハ」字形に開く。見）青織部、黄釉圏線 青織部写し＋黄釉使用 ６３‐１５１
６３０９０‐１０ 急須 ７．６５ ６．９ ５．９５ 内）灰釉 外）無釉指押さえ。釘彫り「文明／開花／陶師／逸三」 ６３‐１４６
６３０９０‐１１ 徳利 備前 ６．０ ― ５．８（残） ― 体部錆釉塗り ６３‐１４５

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１１６‐１ 小杯 伊万里 ４．９ ２．３ ２．８ 白磁 碗形。高台砂熔着。 大橋Ⅲ。紅皿か ６３‐１３１
６３１１６‐２ 土師質皿 × ９．８ ― １．８ にぶい橙 内）回しナデ。見）横ナデ。外）回しナデ。底）板状痕 U系 ６３‐１４０
６３１１６‐３ 擂鉢 越前 （３８） ― １１．７（残） ― ⅩⅡ ６３‐１３０

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１１７‐１ 小坏 美濃 ５．８ ３．２ ３．７ 無地志野 削出高台。高台内まで施釉 ６３‐１２９
６３１１７‐２ 筒碗 唐津 １．０ ― ６．０（残） 飴釉 内外に藁灰掛かる。 ６３‐１２７
６３１１７‐３ 土師質皿 × （１３．０） ― １．７（残） にぶい黄橙 内）回しナデ。外）段回しナデ。 C古系 ６３‐１２８

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１１８‐１ 碗 伊万里 （１２） （４．６） ７．２５ 染付 外）牡丹紋。高台脇天目形段削り 大橋Ⅱ ６３‐１３６
６３１１８‐２ 土師質皿 ○ １０．２ ― ２．１５ 灰白 内）回しナデ。見）横ナデ。外）回しナデ ６３‐１３４
６３１１８‐３ 土師質皿 ○ ９．９ ― ２．６ 灰黄 内）回しナデ。見）横ナデ。外）回しナデ ６３‐１３３
６３１１８‐４ 天目茶碗 瀬戸美濃 （１０．５） ４．８ ６．４５ 鉄釉・灰釉？ ６３‐１３２
６３１１８‐５ 徳利 備前 ― ６．０ ３．７（残） ― 底）刻印 ６３‐１３７
６３１１８‐６ 天目茶碗 瀬戸美濃 （１１．１） ― ６．０５（残） 鉄釉 ６３‐１３５
６３１１８‐７ 小徳利 備前 ― （５．０） ６．３（残） ― ６３‐１３８

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１１９‐１ 方形香炉蓋 伊万里？ 最長幅４．９ （４．０） ２．０（残） 上絵付 型成形？九曜紋透かし。上絵（赤・緑）彩で、九谷様式 ６３‐１
６３１１９‐２ 擂鉢 越前 （２９） （１２．４） １０．５５ ― ⅩⅡ ６３‐１３９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１２３‐１ 端反小杯 美濃 （６．６） ２．８ ５．２５ 無地志野 高台無釉。胎土）灰白色緻密で磁器質 底に紅？残る。白磁写し ６３‐９８
６３１２３‐２ 徳利 備前 ５．１ ― ６．６（残） ― ６３‐２
６３１２３‐３ 段皿 唐津 １２．５ ４．４ ３．６５ 絵唐津 胎土目。口縁付近草紋（３箇所）。 ６３‐９９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
63134‐ 1 桔梗形皿（向付？） 瀬戸 16.0 6.9 5.05 灰釉（御深井） ロクロ成形後桔梗形に型打ち。貼付高台。見）ピン痕。 63‐3

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１３５‐１ 擂鉢 越前 ３０．０ １４．１ １１．７５ ― ⅩⅠ ６３‐２４
６３１３５‐２ 段皿 唐津 １３．７ ５．６５ ３．３ 絵唐津 胎土目（高台）。内）偏向草紋。見）山紋？（黒ベタ） 大橋Ⅰ。一番上に積まれる ６３‐１０３
６３１３５‐３ 皿 唐津 （１１．５） ４．９ ２．６５ 灰釉 胎土目。無地 大橋Ⅰ ６３‐１０２
６３１３５‐４ 土師質皿 ○ ９．６ ― ２．３５ にぶい橙 内）回しナデ。口）つまむ。 C系 ６３‐１０１
６３１３５‐５ 土師質皿 ○ １０．３ ― ２．６ 灰白 内・外）回しナデ。口）つまむ。 C系 ６３‐１００

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１３６‐１ 碗 伊万里 １０ ４．８５ ６．７ 灰釉・鉄釉 高台内施釉。鉄釉３ヶ所垂らし掛け。 大橋Ⅱ ６３‐６
６３１３６‐２ 碗 中国（�洲窯系） ― ３．８ １．４（残） 染付 削出高台。漆継ぎ痕 ６３‐４
６３１３６‐３ 碗 唐津 １０．５ ４．５ ８．３ 長石釉 口）端反。高台内施釉。胎土：微細な黒色粒子含む、灰色（磁器に似た土） ６３‐５
６３１３６‐４ 中段皿 唐津 灰釉 高台内施釉。砂目積み。 ６３‐８
６３１３６‐５ 壺 唐津 １１．８ ― ６．７（残） 鉄釉 胎土：灰＋褐色、微細な白色粒子多く含む ６３‐７
６３１３６‐６ 擂鉢 唐津 （２７．８） ８．６５ １２．２５ 錆釉 ロクロ成形、碁笥底。口）錆釉、片口 ６３‐２５

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１６８‐１ 小杯 中国（景徳鎮系） ６．３ ２．１５ ３．５８ 染付 外）花枝紋。蛇の目高台。口）鍔状になる。 ６３‐１１
６３１６８‐２ 碗 伊万里 ９．８ ４．７５ ７．３ 染付 高台内施釉、畳付に砂付着。 大橋Ⅱ ６３‐９
６３１６８‐３ 瓶 伊万里 胴張９．７ ５．４ ７．７（残） 染付 胴部）草紋。底）碁笥底。高台内施釉。 ６３‐１０４
６３１６８‐４ 呉器手碗 肥前 １０．３ ５．２ ７．７ 灰釉 高台）砂熔着 ６３‐１０５
６３１６８‐５ 碗 瀬戸・美濃 １０．７ ４．９ ６．７５ 灰釉？ ロクロ成形、削出高台、胎土：微細な黒色粒子含む、白色 ６３‐９０
６３１６８‐６ 呉器手碗 肥前 １１．２ ５．０ ７．２５ 灰釉 高台内まで施釉 ６３‐１０
６３１６８‐７ 瓶 唐津 ― １０．４ １５．５（残） 鉄釉 ロクロ成形、削出高台。 ６３‐８９
６３１６８‐８ 土師質皿 ○ １０．５ ― ２．２５ 灰白 内・外）回しナデ。見）横ナデ。 K系 ６３‐１６
６３１６８‐９ 土師質皿 ○ １０．７ ― １．８ にぶい橙 内・外）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ。 K系 ６３‐９７
６３１６８‐１０ 土師質皿 ○ １１．５ ― ２．５ 灰白 内回しナデ。口）回しナデ。見）横ナデ D系 ６３‐１５
６３１６８‐１１ 土師質皿 ○ ９．３ ― １．９５ にぶい橙 内）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ、横ナデ。 C系 ６３‐８７
６３１６８‐１２ 土師質皿 ○ ９．３ ― ２．０ にぶい橙 内・外）回しナデ。口）不成形。 D系 ６３‐１２
６３１６８‐１３ 土師質皿 ○ ９．５５ ― １．９５ 浅黄橙 内・外）回しナデ。見）横ナデ。 K系 ６３‐１４
６３１６８‐１４ 土師質皿 ○ ９．４ ― １．８５ にぶい黄橙 内）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ、横ナデ。 C系 ６３‐８８
６３１６８‐１５ 土師質皿 ○ ９．８ ― １．９ 灰白 内）回しナデ。見）横ナデ。口）回しナデ。 C系 ６３‐１３
６３１６８‐１６ 土師質皿 ○ ９．８ ― ２．１ にぶい橙 内）回しナデ。見）横ナデ。 C系 ６３‐１７

遺構６３０８８（FKJ０６‐３）図１２８・１２９

遺構６３０９０（FKJ０６‐３）図１２９

遺構６３１１６（FKJ０６‐３）図１２９

遺構６３１１７（FKJ０６‐３）図１２９

遺構６３１１８（FKJ０６‐３）図１２９

遺構６３１１９（FKJ０６‐３）図１２９

遺構６３１２３（FKJ０６‐３）図１３０

遺構６３１３４（FKJ０６‐３）図１３０

遺構６３１３５（FKJ０６‐３）図１３０

遺構６３１３６（FKJ０６‐３）図１３０

遺構６３１６８（FKJ０６‐３）図１３０・１３１

第１節 土器・陶磁器

―１７５―



図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３ホ‐ １ 碗 伊万里 ７．６ ４．２ ５．６５ 染付 見）手描五弁花紋。高台内）二重角渦福。漆継ぎ痕。 ６３‐１６４
６３ホ‐ ２ 端反碗 瀬戸？ （９．８） ３．６ ５．２ 透明釉・呉須垂らし 全面白化粧。陶胎。 ６３‐１６１
６３ホ‐ ２ 鉢 伊万里 １８．４ １０．０ ６．６５ 外）青磁・内）染付 兜鉢形。蛇の目凹型高台。 ６３‐１６３
６３ホ‐ ２ 仏飯器 伊万里 ７．６ ３．９ ５．３５ 染付 見）コンニャク印判（五弁花）。外コンニャク印判 大橋Ⅳ ６３‐３９
６３ホ‐ ３ 半球碗 瀬戸 （８．５） （４．０） ５．７ 染付 外）竹林紋。胎土：灰色 ６３‐１６０
６３ホ‐ ４ 筒碗 瀬戸系 ７．２５ ３．４５ ５．９ 染付 外）菊紋。見）六曜紋崩れ。胎土；灰色 ６３‐１５９
６３ホ‐ ５ 端反碗 信楽 ８．９ ２．７５ ４．６５ 灰釉 釉面貫入。 ６３‐１６２
６３ホ‐ ６ 銅鑼鉢 美濃 （１５．４） （９．０） ５．２（残） 黄瀬戸 見）ピン痕、底）碁笥底、輪トチン。 ６３‐１５５
６３ホ‐ ７ 鉢 萬古 （１７．０） １０．７５ ２．４（残） 灰釉 高台内）「萬古」「□秋不易」印刻。 ６３‐１５８
６３ホ‐ ８ 土師質皿 × （９．０） ― １．８５（残） 浅黄橙 内）回しナデ。内外面に墨書。 B系 ６３‐１５６
６３ホ‐ ９ 土瓶 ９．６５ ７．５ 総長１７．４１０．５５ 鉄釉 注口等貼付。内底）ハマ脚痕３ヶ。 ６３‐１６５
６３ホ‐ １０ 土瓶 １２．０ １９．６ １３．５ 灰釉 注口等貼付。内外）施釉。外）白・黒土イッチン模様。 ６３‐１６５

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１８６‐１ 土師質皿 × ８．４ ― １．８ にぶい橙 見）回しナデ。外）回しナデ、ナデ段 １３世紀 A‐小 ６３‐１２０
６３１８６‐２ 土師質皿 × ８．９５ ― １．９ 灰白 内・外）回しナデ。口）回しナデ。 １３世紀 B‐小 ６３‐１２１
６３１８６‐３ 土師質皿 × １３．６ ― ２．５６ にぶい黄橙 内・外）回しナデ。口）回しナデ。 ２段ナデ。１３世紀 B‐大 ６３‐１２２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３１９５‐１ 溲瓶 瀬戸 ６．３ １２．４ １２．９５ 飴釉 底）墨書「女十三人／松□□／□□十三人 ６３‐９１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３２０６‐１ 天目茶碗 瀬戸美濃 １１．０ ― ４．８（残） 鉄釉 大窯 ６３‐９４
６３２０６‐２ 丸皿 瀬戸美濃 １１．０ ５．８ ２．６ 灰釉 内外～高台内まで施釉。見）刻紋圏線 大窯 ６３‐９２
６３２０６‐３ 土師質皿 ○ ９．３ ― １．９５ 灰褐 内・外）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ。 C系 ６３‐９５
６３２０６‐４ 丸皿 瀬戸美濃 １０．５ ６．２ ２．５ 灰釉 内外）施釉。高台内）輪トチ痕 大窯 ６３‐９３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３２３３‐１ 鉢 唐津 ２１．８ １５．０ １２．２ 錆釉 内・外施釉。内）同心円叩き痕。底）貝目痕。折り込み口縁帯作る。 ６３‐９６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３５２０‐１ 皿 欧州 ― （７．８） １．５５（残） 銅版染付 胎土軟陶質、底）印刷銘「OAWSON・・・」 ６３‐１１９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３５２３‐１ 徳利 唐津 ７．０５ ― １５．２（残） 鉄釉 内）同心円叩き痕 ６３‐１２５
６３５２３‐２ 皿（向付） 唐津 １４．１ ４．２ ５．２ 絵唐津 ロクロ成形後四角形。見）千鳥紋 ６３‐１２３
６３５２３‐３ 皿（向付） 唐津 １３．６ ４．１ ５．１ 絵唐津 ロクロ成形後六角形。見）樹紋 ６３‐１２４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３５２５‐１ 碗 伊万里 （９．８） ４．３ ７．４ 染付 外）一重網紋。�台内まで施釉 ６３‐３７
６３５２５‐２ 碗 肥前 １１．８ ５．５ （８．０）復元 銅緑釉 内・外・�台内）銅緑釉 呉器手碗系 ６３‐３８
６３５２５‐３ 土師質皿 〇 １１．４ ― ２．２ 灰白 見）横ナデ、回しナデ、園線。外）回しナデ。 K系 ６３‐３６
６３５２５‐４ 土師質皿 × （１１．０） ― １．７５（残） 橙 見）横ナデ、回しナデ、園線。外）回しナデ。底）墨書 K系 ６３‐４０

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４００２‐１ 筒香炉 伊万里 １０．３ ７．０ ８．０ 染付 口縁煙返あり。蛇ノ目凸型高台 ６４００２‐３１
６４００２‐２ 碗 伊万里 １１．７ ４．８ ６．３ 染付 外）水玉紋。見）コンニャク印版五弁花紋 見）鉄醤？付着 ６４００２‐３０
６４００２‐３ 筒型碗 瀬戸系 ６．６ ３．２５ ５．２ 染付 外）菊紋。見）七曜紋 ６４００２‐３５
６４００２‐４ 小坏 伊万里 ７．３ ３．２ ３．５ 染付 ６４００２‐３４
６４００２‐５ 大皿 中国（�州窯） ２４．６ ― ４．０（残） 染付 ロクロ成形、染付、漆継痕 ６４００２‐M３９
６４００２‐６ 皿 瀬戸系 ９．８ ５．１ ２．４ 染付 見）山水紋。胎土 ６４００２‐３６
６４００２‐７ 焙烙 土師質 ２４．０ ― ６．４ 明橙色雲母混じる ６４００２‐３３
６４００２‐８ 鉢Ａ 越前 ２０．９ １５．３ ７．９ 錆釉 ロクロ成形、底部板状痕、３脚部貼付 ６４００２‐３２
６４００２‐９ 徳利 ― ９．５ ２５．２（残） 灰釉 ロクロ成形。外）菊紋イッチン（白土）・鉄絵 ６４００２‐２９
６４００２‐１０ 土師質皿 ○ １０．３ ４．２ １．９ 内）回しナデ。見）圏線、横ナデ。 ６４００２‐１３９
６４００２‐１１ 土師質皿 ○ １０．１５ ― １．８ にぶい黄橙色 型成形。外）回転ナデ U系 ６４００２‐１４１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４００４‐１ 向付 美濃 ― ９．０ ３．９ 青織部 ロクロ成形。削出高台。 ６４００４‐N２４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４００６‐１ 角皿 伊万里 一辺１２．０ ５．０ ３．３ 白磁 ロクロ成形後型打。 大橋Ⅱ ６４００６‐M２２
６４００６‐２ 土師質皿 ○ １０ ― ２．２５ 淡褐色 内・外）回しナデ。口）つまむ。見）横ナデ。 C系 ６４００６‐３８
６４００６‐３ 土師質皿 ○ ９．８ ５．１ ２．４ 白灰色 内）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ。 C系 ６４００６‐M１９
６４００６‐４ 土師質皿 ○ ９．０ ― ２．０ にぶい淡褐色 内）回しナデ。見）横ナデ。口）つまむ。 C系 ６４００６‐１４０
６４００６‐５ 天目茶碗 瀬戸美濃 １１．３ ― ５．８（残） 鉄釉 大窯 ６４００６‐３９
６４００６‐６ 稜皿 美濃 １６．６ ７．９ ４．２ 無地志野 高台内まで施釉 磁器写し ６４００６‐４０
６４００６‐７ 皿 唐津 ― ３．８ １．５（残） 灰釉 砂目 ６４００６‐３７
６４００６‐８ 擂鉢 越前 ２８．５ １２．８ １２．０ ねじ立てロクロ成形、つまみ ⅩⅡ ６４００６‐M１７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４００８‐１ 半球碗 伊万里 １０．０ ３．１ ４．３ 染付 内・外）菊紋 大橋Ⅴ ６４００８‐４１
６４００８‐２ 紅皿 伊万里 ４．４ １．２ １．６ 白磁 型成形 ６４００８‐４５
６４００８‐３ 灯明皿 信楽 １０．２ ４．５ １．７ 灰釉 胎土磁器質 ６４００８‐４２
６４００８‐４ 灯明皿 信楽 １１．６ ４．３ ２．１５ 灰釉 ６４００８‐４４
６４００８‐５ 水注 瀬戸？ ７．１ ７．２ ８．８ 灰釉 内）無釉。取手・注口貼付。内面燈明油付着 ６４００８‐４３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６３５２７‐１ 皿 伊万里 １３．４ ８．２ ２．８ 染付 見）菊散らし紋 器壁薄く上物 ６３‐３３
６３５２７‐２ 皿 伊万里 １３．６ ７．８ ３．５ 染付 見）コンニャク印判五弁花紋、波・矢羽根紋。 ６３‐３４
６３５２７‐３ 大皿 欧州 ２５．１ １１．６ ４．２ 銅版染付 内）楼閣人物紋。高台内）染付印、刻印。胎土軟質。漆継痕 ６３‐１２４

遺構６３１８６（FKJ０６‐３）図１３１

遺構６３１９５（FKJ０６‐３）図１３１

遺構６３２０６（FKJ０６‐３）図１３１

遺構６３２３３（FKJ０６‐３）図１３１

遺構６３５２０（FKJ０６‐３）図１３１

遺構６３５２３（FKJ０６‐３）図１３２

遺構６３５２５（FKJ０６‐３）図１３２

遺構６３５２７（FKJ０６‐３）図１３２

包含層（FKJ０６‐３）図１３２

遺構６４００２（FKJ０６‐４）図１３３

遺構６４００４（FKJ０６‐４）図１３３

遺構６４００６（FKJ０６‐４）図１３３

遺構６４００８（FKJ０６‐４）図１３３

第４章 中・近世の遺物
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図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０１２‐１ 広東碗 伊万里 １１．５ ７．０ ６．０ 染付 ６４０１２‐M４
６４０１２‐２ 盃 瀬戸系 ６．５ ３．０ ３．３５ 染付 端反碗形。 ６４０１２‐M１
６４０１２‐３ 盃 伊万里 ６．３ ３．１５ ４．８ 染付 口縁端反。削出高台。外）紅葉紋コンニャク印判 ６４０１２（層位③）‐１１
６４０１２‐４ 蓋 伊万里 ８．０ ０．６５ ７．６ 染付 上面）桐紋コンニャク印判。断面）漆継痕 ６４０１２‐M７
６４０１２‐５ 蓋 瀬戸系 ９．４ ３．７ ２．６ 染付 碗用蓋 ６４０１２‐M６
６４０１２‐６ 仏飯器 伊万里 ６．９５ ４．３ ６．３５ 染付 外）一重網目紋 ６４０１２‐M５
６４０１２‐７ 仏飯器 瀬戸系？ ６．７ ３．７ ６．３ 染付 ６４０１２（層位③）‐１２
６４０１２‐８ 御神酒徳利 瀬戸系 ２．４ ３．９ ９．６ 染付 頸部）蛸唐草文。 ６４０１２‐M１６
６４０１２‐９ 拳骨碗 １０．５ ５．７ ６．９ 錆釉・鉄釉散し 外）全面指押え。漆継痕。胎土；赤褐色、緻密 ６４０１２‐M２
６４０１２‐１０ 高麗写し茶碗 肥前？ １４．３ ６．８ ９．１ 灰釉 ロクロ成形、兜巾高台 大振りで見所のある碗 ６４０１２‐M１１
６４０１２‐１１ 小瓶 備前？ １．６ ― ５．５（残） ― ６４０１２（層位③）‐９
６４０１２‐１２ 碗 １１．６ ４．０ ５．２５ 灰釉、鉄絵 外）鉄絵柳紋。胎土；灰色、緻密 瀬戸か ６４０１２‐M３
６４０１２‐１３ 碗（京風） 肥前 ― ４．８ ２．７（残） 透明釉 高台内まで施釉 ６４０１２‐M１８
６４０１２‐１４ 鉢 肥前 ２０．７ ７．６ ７．８ 刷毛目 外）横刷毛目。内）波状刷毛目。見）蛇ノ目釉剥ぎ。高台端部白土塗 ６４０１２‐M１３
６４０１２‐１５ 水注 信楽 １６．１５ ８．０ １０．２５ 灰釉鉄絵 ロクロ成形。外）鉄絵竹紋。削出高台。漆継痕。 ６４０１２‐M１５
６４０１２‐１６ 鉢Ａ 越前 １３．５ １０．１ ５．６５ 錆釉 ロクロ成形 ６４０１２‐M１２
６４０１２‐１７ 壺 越前 ８．５ １０．５ １０．７ 灰釉 粘土ヒモ積上。耳貼付 ６４０１２（層位③）‐１０
６４０１２‐１８ 壺 越前 １１．４ ― ９．２（残） 自然釉 ６４０１２‐M２１
６４０１２‐１９ 擂鉢 唐津 ― ― ８．５（残） 鉄釉 ロクロ成形。口縁玉縁 ６４０１２‐M８
６４０１２‐２０ 土師質皿 ○ １２．２ ― １．５ 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。 E系 ６４０１２‐M２０
６４０１２‐２１ 擂鉢 肥前 ― １６．６ １２．９（残） 鉄釉 貼付高台。内外～高台内まで施釉 ６４０１２（層位③）‐１３
６４０１２‐２２ 小碗 伊万里 ８．０ ― ３．９（残） 染付 外）コンニャク印判菊紋 ６４０１２（下層）‐８０
６４０１２‐２３ 天目茶碗 瀬戸美濃 １１．０ ― ６．３（残） 鉄釉 連房 ６４０１２（下層）‐７９
６４０１２‐２４ 天目茶碗 瀬戸美濃 １１．１ ４．８ ７．５ 鉄釉 連房 ６４０１２（下層）‐５
６４０１２‐２５ 茶入 瀬戸 ２．９ ３．２ ４．０ 鉄釉 内面まで施釉。底）回転糸切 ６４０１２（下層）‐３
６４０１２‐２６ 小坏 唐津 ８．６ ３．８ ５．２ 灰釉 碗形。高台内施釉 ６４０１２（下層）‐４
６４０１２‐２７ 皿 唐津 １２．０ ３．９ ２．８５ 灰釉（青唐津） ６４０１２（下層）‐２
６４０１２‐２８ 溝縁皿 唐津 １２．６５ ５．０ ３．４ 灰釉 砂目痕 ６４０１２（下層）‐１
６４０１２‐２９ 小擂鉢 越前 ２１．４５ １２．２ ６．３ ― 片口 ⅩⅣ ６４０１２下層‐７８
６４０１２‐３０ 短頸壺 伊万里 ５．６ ― ７．１（残） 染付 外）菊唐草紋。漆継痕 ６４０１２（砂層下）‐８
６４０１２‐３１ 溝縁皿 唐津 １１．６ ４．６５ ３．０ 灰釉 砂目痕 ６４０１２（砂層下）‐６
６４０１２‐３２ 皿 唐津 ― ５．４ １．５（残） 灰釉 胎土目痕 ６４０１２（砂層下）‐７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０２７‐１ 端反碗 瀬戸系 ８．４ ３．０ ４．２ 染付 外）林字紋。口）口紅 ６４０２７‐２１
６４０２７‐２ 輪花小皿 伊万里 ９．８ ５．２ ２．２ 染付 ロクロ成形のち型打ち、口サビ ６４０２７‐２０
６４０２７‐３ 碗 唐津 ９．８ ４．７ ６．７ 刷毛目 外）横波状刷毛。内）打ち刷毛。漆継痕 ６４０２７‐２４
６４０２７‐４ 段皿 唐津 １２．７ ５．０ ３．６ 灰釉 胎土目痕 ６４０２７（裏込）‐１２８
６４０２７‐５ 仏飯器 瀬戸？ ６．２ ４．３ ５．２５ 赤絵 上絵付け；赤、緑、青 ６４０２７‐２２
６４０２７‐６ 餌猪口 瀬戸美濃 ５．３ ５．６ ２．９ 灰釉 ロクロ成形。環形取手貼付け ６４０２７‐２３
６４０２７‐７ 香炉 唐津 ― ６．５ ３．０（残） ３方割高台。内・外面墨書多数 ６４０２７（裏込）‐１２７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０１３‐１ 高脚皿 美濃 （１６．８） ６．６ ４．９ 志野織部 見）草花？紋、目痕２ケ。貼付高台 ６４０１３‐１２４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０１９‐１ 大皿 伊万里 ２２．３ １３．７ ３．２ 染付 見）山水紋。高台内）ハリ支え痕 大橋Ⅴ ６４０１９‐M１４
６４０１９‐２ 燈明受皿 × １０．５ 取手含最大１３．０ ２．４ 乳白色 ロクロ成形 信楽形。取手と支持柱取付 ６４０１９‐M９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０３０‐１ 紅猪口 肥前（磁器） ５．７ １．７ ２．９５ 染付 外）草花紋 大橋Ⅴ ６４０３０‐９８
６４０３０‐２ 端反盃 中国（景徳鎮系） ５．４ ― ３．０（残） 染付 ６４０３０‐９７
６４０３０‐３ 碗 伊万里 １０．８５ ４．３ ５．０ 染付 外）草紋。見）蛇ノ目釉ハギ ６４０３０‐１０３
６４０３０‐４ 小碗 伊万里 ８．８ ３．３５ ４．０ 色絵 上絵付（赤、緑） 紅猪口 ６４０３０‐９９
６４０３０‐５ 小坏 伊万里 ７．８ ３．４５ ５．５５ 染付 外）草花紋。口）端反。ロクロ成形、削出高台、染付 ６４０３０‐１０６
６４０３０‐６ 鉢 伊万里 ― ６．０ ６．２（残） 染付 外）草笹紋。内）露胎 ６４０３０‐１０４
６４０３０‐７ 京風碗 肥前陶器 １０．０ ５．０５ ６．０ 灰釉 高台露胎。高台内「中村金」印銘 ６４０３０‐１０５
６４０３０‐８ 碗 唐津 ９．４ ４．８ ６．０ 刷毛目 外）波状白土横刷毛。内）打刷毛。 ６４０３０‐１０７
６４０３０‐９ 皿 伊万里 ― ９．７ １．０（残） 白磁 砂目。高台内施釉 李朝白磁？ ６４０３０‐９６
６４０３０‐１０ 土師質皿 ○ ８．８５ ― １．４ にぶい橙色 内・外）回しナデ。口）つまむ。見）横ナデ。底）板状圧痕。 K系 ６４０３０‐１００
６４０３０‐１１ 土師質皿 × １０．１ ― １．８ ―（にぶい橙褐） 型作り。内）回しナデ。見）横ナデ。底）板状圧痕。 U系 ６４０３０‐１０２
６４０３０‐１２ 土師質皿 ○ ９．８５ ― １．５５ ―（にぶい淡橙） 型作り。内）回しナデ。見）横ナデ。底）板状圧痕。 U系 ６４０３０‐１０１
６４０３０‐１３ 擂鉢 越前 ２９．７ １３．１ １６．６５ ―（にぶい淡褐色） ロクロ成形、粘土ヒモ積上げ ⅩⅢ ６４０３０‐１０８

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０４６‐１ 小丸碗 伊万里 ８．３ ２．７ ４．３５ 染付 外）雨降紋 ６４０４６‐１８
６４０４６‐２ 碗 伊万里 １０．４ ５．０ ７．２５ 染付 大橋Ⅱ ６４０４６‐M３５
６４０４６‐３ 碗 伊万里 ９．８ ３．６ ６．０ 染付 ６４０４６‐M３４
６４０４６‐４ 筒型碗 伊万里 ７．４５ ３．９ ６．１ 染付 見）手描き五弁花紋 ６４０４６‐１７
６４０４６‐５ 煎じ碗 信楽 ９．６ ３．６ ５．５ 灰釉 見）ハマ跡 ６４０４６‐M３６
６４０４６‐６ 鬢盥 瀬戸美濃 １３．１５ １３．５ ４．２ 灰釉、鉄絵 ６４０４６‐１９
６４０４６‐７ 脚付大皿 伊万里 ― 高台径４．８ ３．３（残） 青磁 見）片切り青海波紋。蛇の目高台。脚部貼付。高台内まで施釉 ６４０４６‐M４５

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０３３‐１ 小坏 伊万里 １１．７ ３．４ ４．８ 白磁 口縁端反。削出高台。断面漆付着 E系 ６４０３３‐１４
６４０３３‐２ 土師質皿 ○ １０．１ ６．４ １．７ にぶい橙色 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。 E系 ６４０３３‐１５
６４０３３‐３ 土師質皿 ○ ９．９ ２．２ にぶい橙色 内）回転ナデ。 D系 ６４０３３‐１６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０４３‐１ 蕎麦猪口 伊万里 ７．１ ３．７ ５．４ 白磁・鉄釉 口）口紅。碁笥底。２次焼成 ６４０４３‐８９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０４８‐１ 小鉢 伊万里 ８．４ ３．４ ５．０ 透明釉 ロクロ成形、型打ち、削出高台 ６４０４８‐９０
６４０４８‐２ 土師質皿 ○ ７．８ ― ２．２５ にぶい橙色 手捏ね B系 ６４０４８‐９１

遺構６４０１２（FKJ０６‐４）図１３４

遺構６４０１３（FKJ０６‐４）図１３３

遺構６４０１９（FKJ０６‐４）図１３３

遺構６４０２７（FKJ０６‐４）図１３５

遺構６４０３０（FKJ０６‐４）図１３５

遺構６４０３３（FKJ０６‐４）図１３５

遺構６４０４３（FKJ０６‐４）図１３５

遺構６４０４６（FKJ０６‐４）図１３６

遺構６４０４８（FKJ０６‐４）図１３６

第１節 土器・陶磁器

―１７７―



図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０９８‐１ 碗 伊万里 １１．６ ４．８ ６．４５ 染付 外・見）蕪紋。高台「ハ」字に開く ６４０９８‐M４８
６４０９８‐２ 香炉 伊万里 １２．８ ７．６ ８．３ 青磁釉 蛇の目高台。漆継痕 ６４０９８‐M４７
６４０９８‐３ 中皿 伊万里 ２０．６ １３．０ ５．０ 染付 見）鳥紫陽花紋。高高台。 上品 ６４０９８‐M４６
６４０９８‐４ 御神酒徳利 伊万里 ― ２．８ ６．３（残） 染付 ロクロ成形 ６４０９８‐６８
６４０９８‐５ 土師質皿 ○ １０．２ ― １．６ 明褐色 型成形。板状圧痕 U系 ６４０９８‐M５０
６４０９８‐６ 土師質皿 ○ ９．８ ― １．５５ 明褐色 型成形 U系 ６４０９８‐M５１
６４０９８‐７ 片口碗 瀬戸 １６．４ ８．２５ ８．３５ 灰釉 ６４０９８‐M４９
６４０９８‐８ 鉢② 越前 ― ― ３．２５（残） 錆釉 ロクロ成形 ６４０９８‐M６２
６４０９８‐９ 鉢② 越前 ― ― ５．２（残） 錆釉 ６４００８‐M６５
６４０９８‐１０ 鉢② 越前 ― ― ５．５（残） 錆釉 ６４０９８‐M６０
６４０９８‐１１ 鉢② 越前 ２３．６ ― ６．０（残） 錆釉 ６４０９８‐M５８
６４０９８‐１２ 鉢② 越前 ２９．６ ― １１．５（残） 錆釉 ロクロ成形、ナデ、削り、粘土玉貼付 ６４０９８‐M６７
６４０９８‐１３ 鉢② 越前 ３４．６ ― ６．７（残） 錆釉 ロクロ成形、耳貼付 ６４０９８‐M６６
６４０９８‐１４ 鉢① 越前 ２１．８ ― ８．５ 鉄釉 ロクロ成形。脚部貼付 ６４０９８‐M５３
６４０９８‐１５ 鉢① 越前 ３４．８ ― １１．５ 錆釉 口縁玉縁。ロクロ成形 ６４０９８‐M５２
６４０９８‐１６ 鉢① 越前 ２８．２ ― ７．５（残） 錆釉 ロクロ成形 ６４０９８‐M６１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０５０‐１ 煎じ碗 信楽 ８．０ ３．６ ５．２ 透明釉、鉄絵 外）鉄絵白土彩梅枝紋 ６４０５０‐N２７
６４０５０‐２ 小坏 伊万里 ２７．２ １７．４ ５．８ 白磁 削出高々台。高台内まで施釉。 ６４０５０‐N２８
６４０５０‐３ 大皿 伊万里 ９．０ ３．５ ５．６ 染付 見）牡丹紋。高台内）ハリ痕５ヶ。口）輪花形、口サビ。漆継ぎ 大橋Ⅳ ６４０５０‐N２６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０５３‐１ 腰張碗 伊万里 ９．０５ ５．９ ６．５ 染付 大橋Ⅲ ６４０５３‐１３１
６４０５３‐２ 碗 伊万里 １０．７ ― ５．５（残） 色絵 外）草花紋。上絵；赤、緑、青、黒 大橋Ⅲ ６４０５３‐１３２
６４０５３‐３ 油壺 伊万里 ― ３．６ ３．６（残） 染付 削出高台、漆継痕 ６４０５３‐１３４
６４０５３‐４ 碗（京風） 肥前 １０．１ ５．２ ６．２５ 鉄絵 外）山水紋、貫入あり。高台内無釉「清水」印 ６４０５３‐１３３
６４０５３‐５ 土師質皿 ○ ９．８ ― １．６ 橙色 内）回転ナデ。口）つまむ。外）口縁下回転ナデ D系 ６４０５３‐１３０
６４０５３‐６ 土師質皿 ○ １１．７ ６．６ １．４ 白橙色 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。 E系 ６４０５３‐１２９
６４０５３‐７ 擂鉢 越前 ３５．８ １３．８ １４．６ ― 外）ロクロ目残す ⅩⅣ ６４０５３‐１３５

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０６５‐１ 碗 唐津 ― ３．６ ３．６（残） 鉄釉 ６４０６５‐１１９
６４０６５‐２ 肩衝茶入 瀬戸 ３．１ ― １．５（残） 鉄釉、飴釉散し ロクロ成形。胴部沈線１条 ６４０６５‐１１８
６４０６５‐３ 皿 美濃 ― ６．４ ３．５（残） 赤織部 ロクロ成形 ６４０６５‐１２０
６４０６５‐４ 擂鉢 越前 ２５．０ ― ４．２（残） ― ロクロ成形、粘土ヒモ積上げ ⅩⅡ ６４０６５‐１２１
６４０６５‐５ 土師質皿 × ９．８ ― ２．２ ―（にぶい褐） 内）回転ナデ。口）つまむ。 C系 ６４０６５‐１１７
６４０６５‐６ 土師質皿 × ９．８ ― ２．０ ―（にぶい褐） 内）回転ナデ。口）つまむ。 C系 ６４０６５‐１１６

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０６８‐１ 土師質皿 ○ ９．４５ ― ２．０５ ―（にぶい黄橙色） 内）回転ナデ。見）横ナデ。 D系 ６４０６８‐８２
６４０６８‐２ 土師皿（取手付） ○ １０．３（１３．０） ― １．９ （にぶい黄橙色） 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。取手貼付け。 E系 ６４０６８‐８３
６４０６８‐３ 土師皿（取手付） ○ １１．３（１４．４） ― ２．１ ―（淡褐色） 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。底）板状圧痕。取手貼付け。 E系 ６４０６８‐８５
６４０６８‐４ 土師質皿 × １０．９５ ― １．９ ―（にぶい黄橙色） 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。底）板状圧痕 E系 ６４０６８‐８１
６４０６８‐５ 土師皿（取手付） ○ １１．６（１３．３（残）） ― ２．４５ ―（にぶい橙色） 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。底）板状圧痕。取手貼付け。 E系 ６４０６８‐８４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０７２‐１ 小坏 伊万里 ７．４ ３．３ ３．７ 白磁 ロクロ成形、砂付着 ６４０７２‐M３８
６４０７２‐２ 碗 中国（�州窯系） １２．２ ― ４．１（残） 染付 見）圏線。内外）無地 ６４０７２‐４９
６４０７２‐３ 呉器手碗 肥前 １０．２ ５．１ ７．０ 灰釉 ６４０７２‐５０
６４０７２‐４ 碗 肥前 ― ６．１ ５．８（残） 絵唐津 茶碗か ６４０７２‐４８
６４０７２‐５ 小坏 肥前 ７．３ ３．２ ３．０ 灰釉 糸切高台 ６４０７２‐４７
６４０７２‐６ 小坏 美濃 ― ４．２ １．５ 無地志野 削出高台 ６４０７２‐４６
６４０７２‐７ 片口鉢 伊万里 １２．３５ ４．８ ７．３ 鉄釉 高台露胎 大橋Ⅱ ６４０７２‐M３７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０８７‐１ 天目茶碗 瀬戸 １０．６５ ４．１ ７．４ 鉄釉 連房 ６４０８７‐２６
６４０８７‐２ 皿 唐津 １２．９５ ４．１ ３．４５ 斑唐津 胎土；乳白色 ６４０８７‐２５
６４０８７‐３ 中皿 唐津 ２４．０ ８．４ ５．１５ 絵唐津 胎土；白灰色 ６４０８７‐２７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０８２‐１ 皿 唐津 １６．０ ― ２．２（残） 灰釉 ６４０８２‐１１３
６４０８２‐２ 大皿 唐津 ― ７．６ ３．４（残） 斑唐津 胎土は白っぽい。 ６４０８２‐１１４
６４０８２‐３ 皿 瀬戸美濃 ― ７．４ ２．５（残） 無地志野 ６４０８２‐１１０
６４０８２‐４ 土師皿 × １５．０ ― ２．９ ―（にぶい橙色） 内）回転ナデ。見）圏線、横ナデ。口）つまむ。外）段回転ナデ。 C古系 ６４０８２‐１１１
６４０８２‐５ 碗（軟質施釉陶器） 京都 ― ４．８ １．０（残） （外）白土、透明釉、（内）黒釉 ロクロ成形、削出高台 ６４０８２‐１１２
６４０８２‐６ 段皿 唐津 １２．２ ４．０ ３．４ 灰釉 胎土目 ６４０８２‐１０９
６４０８２‐７ 擂鉢 越前 ２８．４ １２．０ １２．１ ― ロクロ成形 ⅩⅠ b ６４０８２‐１１５

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０７０‐１ 土師質皿 ○ ９．６ ２，１ 赤褐色 内）回転ナデ。見）横ナデ。口）つまむ。外）回転ナデ。 U系 ６４０７２‐M３８
６４０７０‐２ 擂鉢 越前 ３６．９ １４．８ １５．８ 外）ロクロ目 ⅩⅡ ６４０７０‐１２２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０９１‐１ 皿 唐津 １３．５ ４．６ ４．５（残） 無地唐津 ６４０９１‐７１

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４０９５‐１ 蕎麦手茶碗 朝鮮 ― ５．２ １．６（残） 灰釉 竹節高台。見）砂目７ケ。胎土；黄灰色緻密 ６４０９５‐７４

遺構６４０５０（FKJ０６‐４）図１３６

遺構６４０５３（FKJ０６‐４）図１３６

遺構６４０６５（FKJ０６‐４）図１３７

遺構６４０６８（FKJ０６‐４）図１３７

遺構６４０７０（FKJ０６‐４）図１３７

遺構６４０７２（FKJ０６‐４）図１３７

遺構６４０８２（FKJ０６‐４）図１３７

遺構６４０８７（FKJ０６‐４）図１３７

遺構６４０９０（FKJ０６‐４）図１３７

遺構６４０９５（FKJ０６‐４）図１３７

遺構６４０９８（FKJ０６‐４）図１３８

第４章 中・近世の遺物

―１７８―



図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４１６１‐１ 水滴 伊万里 長辺１０．５ 短辺６．７ ２．８ 染付 外面方形。上面）菊紋。型打成形 ６４１６１‐M４３
６４１６１‐２ 端反小碗 京・信楽 ９．６ ３．８ ５．４ 灰釉 貫入 ６４１６１‐M４１
６４１６１‐３ 鉢 ２１．０ ８．７ ６．１５ 灰釉・鉄絵 削出高台。ハマ跡 ６４１６１‐M４２

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４ドイ‐１ 碗 唐津 １２．１ ５．１ ６．０ 灰釉 削出高台 大橋Ⅰ ６４ドイ J４‐７７
６４ドイ‐２ 皿 瀬戸、美濃 １２．１ ７．４ ２．７ 無地志野 底）ピン痕あり ６４ドイ J４‐７５
６４ドイ‐３ 端反小皿 瀬戸美濃 １２．６ ６．６ ２．５ 無地志野 ６４ドイ J４‐N２２
６４ドイ‐４ 土師質皿 ○ ７．８ ２．２ ２．１ 内）回しナデ。口）つまむ。 C系 ６４ドイ J４‐N２３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４ホ‐ １ 碗 伊万里 １１．４ １６．５ ７．１５ 染付 外）瓔珞紋 ６４G９‐M３３
６４ホ‐ ２ 碗 伊万里 １４．３５ ― ５．８（残） 染付 外）唐草紋。高台内まで施釉 大橋Ⅱ ６４H１‐６１
６４ホ‐ ３ 鉢 伊万里 １４．３５ ― ５．８（残） 染付 ６４G９‐N１
６４ホ‐ ４ 碗 伊万里 １０．０ ４．０ ５．３ 染付 高台内銘「太明成化年製」 ６４F８‐１２６
６４ホ‐ ５ 端反盃 伊万里 ６．４５ ３．１ ４．７ 染付 削出高台。 ６４E８‐９５
６４ホ‐ ６ 油壺 伊万里 ２．８ ― ８．３（残） 染付 ロクロ成形。外）梅紋 ６４K‐６７
６４ホ‐ ７ 仏飯器 伊万里 ８．４ ４．１５ ６．４ 外青磁、内染付 見）型紙花紋 ６４F８‐６６
６４ホ‐ ８ 仏飯器 伊万里 ６．２ ３．６ ６．２５ 染付 底）墨書「小ラ」 ６４T１‐２８
６４ホ‐ ９ 仏飯器 伊万里 ６．５ ― ２．４（残） 赤絵 ６４G９‐N２
６４ホ‐ １０ 合子蓋 京都系 ― １．４ ４．９ 染付 上面竹紋。胎土白色軟質 ６４F９‐N９
６４ホ‐ １１ 仏飯器 瀬戸系？ ５．８５ ３．６ ５．５ 染付 外）草紋。胎土灰色 ６４F９‐N８
６４ホ‐ １２ 御神酒徳利 瀬戸系 ― ２．８ ６．７（残） 染付 ロクロ成形、削出高台 ６４G９‐N２０
６４ホ‐ １３ 皿 伊万里 １４．２ ９．１ ３．３ 染付 見）獅子紋。高台内）一重圏線 遺構６４０１２と接合 ６４T１‐M１０
６４ホ‐ １４ 碗 唐津 ９．４５ ４．３５ ５．９ 刷毛目 外）横波状刷毛。内）打ち刷毛 ６４F９‐N１２
６４ホ‐ １５ 碗 唐津 ― ５．２ ５．１（残） 灰釉 高台）撥形、削出、高台内無釉 ６４T１‐６４
６４ホ‐ １６ 碗 唐津 １１．６ ４．０ ７．１ 鉄釉 ６４T１‐６５
６４ホ‐ １７ 皿 唐津 １３．０ ３．６５ ３．３５ 絵唐津 砂目。 大橋Ⅱ ６４G９‐N５
６４ホ‐ １８ 天目碗 瀬戸美濃 １２．６ ３．８ ７．０ 鉄釉 ロクロ成形、削出高台 ６４G１０‐N１４
６４ホ‐ １９ 碗 瀬戸 １１．４５ ４．２５ ５．８５ 灰釉 ６４E８‐９４
６４ホ‐ ２０ 小皿 瀬戸 ６．９５ ３．４ １．７５ 灰釉 口）輪花。高台内まで施釉 ６４F９‐N１１
６４ホ‐ ２１ 瓶？ 瀬戸美濃 ― ４．０ ２．２ 鉄釉 ロクロ成形、削出高台。高台・内面無釉 ６４G１０‐N１３
６４ホ‐ ２２ 小坏 中国 ２．６ ４．６（残） 透明釉 高台）削出、無釉 ６４J３‐７２
６４ホ‐ ２３ 仏花瓶 瀬戸美濃 ― ５．０ ４．５（残） 鉄釉 ロクロ成形、回転糸切 ６４T１‐６２
６４ホ‐ ２４ 沓茶碗 美濃 ― ― ５．１（残） 黒織部 口縁帯。漆継ぎ ６４T１‐６３
６４ホ‐ ２５ 角小皿 瀬戸 ― ― ２．４ 白磁 型成形 ６４K‐M４０
６４ホ‐ ２６ 甕 備前 １４．８ ― ６．６（残） ― ロクロ成形、火ダスキ ６４E８‐１３８
６４ホ‐ ２７ 土人形（侍坐像） 土師質 膝張５．５ 膝奥３．２ ４．１（残） 合わせ型作り。首欠。正座、裃姿。 ６４F９‐N７
６４ホ‐ ２８ 端反碗 瀬戸？ ９．０ ３．３ ４．８ 透明釉、白土 外）白土横縞紋。内）白土彩。高台内）透明釉 ６４H１‐N４
６４ホ‐ ２９ 小杉碗 信楽 １０．２ ４．３５ ６．６ 灰釉鉄絵 外）小松紋。胎土磁器風 ６４F９‐N６
６４ホ‐ ３０ 端反碗 信楽 １０．４ ６．３ ４．０ 灰釉 内・外）貫入。高台内錆釉 ６４F９‐N１０
６４ホ‐ ３１ 盃 信楽 ６．２ ２．１５ ３．１ 灰釉 釉透明度高く、貫入。 ６４G９‐N３
６４ホ‐ ３２ 盃 ６．１ ３．４ ３．９ 灰釉 ロクロ成形、削出高台 汽車土瓶用？ ６４K‐７６
６４ホ‐ ３３ 小擂鉢 越前 （２０．９） ― ４．５５（残） ― ロクロ成形 ⅩⅢ ６４E８‐９３
６４ホ‐ ３４ 端反碗 信楽 １０．０ ３．３５ ５．６５ 灰釉 貫入あり ６４F９‐９２
６４ホ‐ ３５ 灯明皿 信楽 ８．７ ３．８ ２．０ 灰釉 ロクロ成形 ６４G９‐N１９
６４ホ‐ ３６ 七輪（丸） 瓦質 １４．８ １２．５ １４．９ 型打ち成形、文様帯；菊‐青海波‐菊。脚３点貼付 ６４T‐１３６
６４ホ‐ ３７ 火鉢 瓦質 ― ２０．５ ２０．８（残） 型成形、脚３箇所 底面釘彫銘 ６４G１０‐N１６
６４ホ‐ ３８ 土師皿 × １０．０ ― １．５ 乳白色 型成形、底）板状圧痕、「神」墨書 U系 ６４T１‐１２５
６４ホ‐ ３９ 小擂鉢 越前 １７．７ ５．３ ８．８ ねじ立てロクロ成形。焼成やや不良 ６４F８‐N１５
６４ホ‐ ４０ 双耳小壺（お歯黒） 越前 ― １０．２ ８．８（残） 錆釉 ねじ立てロクロ成形。 ６４G９‐N２１
６４ホ‐ ４１ 壺 越前 １２．２ ― １６．９（残） 錆釉 釉刷毛塗り ６４G９‐N１７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４ホリ‐１ 端反碗 瀬戸系 ９．３５ ４．３ ４．３ 染付 ６４ホリ A４‐５４
６４ホリ‐２ 碗 肥前 １１．０ ５．１ ７．３ 染付 陶胎染付 ６４ホリ A３・４（ごみ層）‐５７
６４ホリ‐３ 広東碗 伊万里 １１．１ ６．７ ６．４ 染付 カラス継ぎ ６４ホリ A４‐５５
６４ホリ‐４ 紅皿 伊万里 ６．７ ２．４５ ２．１ 白磁 型成形。蛸唐草浮紋。漆継痕 ６４ホリ A４‐５３
６４ホリ‐５ 小坏 瀬戸系 ６．５ ２．６ ３．３ 染付 ６４ホリ A４‐５１
６４ホリ‐６ 仏飯器 伊万里 ５．５ ３．７ ５．１ 染付 ６４ホリ A４‐５２
６４ホリ‐７ 腰錆碗 瀬戸 ９．４ ４．５ ５．８５ 灰釉・鉄釉 ホリA３・４ごみ層‐５６
６４ホリ‐８ 碗 京・信楽系 ９．３５ ４．０ ６．７５ 灰釉 塩笥形。貫入 ホリA３・４ごみ層‐５８
６４ホリ‐９ 花瓶 ２２．１ ― １６．７（残） 飴釉地・藁灰釉 ロクロ成形、把手（捻り）貼付 ６４ゴミ層‐M４４

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４１１６‐１ 皿（向付） 唐津 １１．８ ４．０ ４．６ 絵唐津 口縁部四隅曲げ ６４１１６‐６０

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４１２５‐１ 碗 瀬戸美濃 １１．１ ４．６ ７．５ 鉄釉 回転糸切痕、削出高台 ６４１２５‐１３７

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４１５３‐１ 天目形碗 瀬戸美濃 １１．６５ ４．５ ６．７５ 灰釉地・呉須・鉄釉 呉須・鉄釉垂らし掛け。外）ロクロ目。渦高台 ６４１５３‐５９

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４１５６‐１ 皿 唐津 １０．２ ４．０ ３．０５ 灰釉（青唐津） 胎土目痕 ６４１５６‐７３

図面№ 器種 土師質：灯芯油
陶磁器：産地

法量（�） 土師質：胎土・色調
陶磁器：釉薬・装飾 成形・調整・その他 備考 実測№

口径 底径 高さ
６４２５６‐１ 碗 唐津 １０．０ ５．２ ４．４（残） 灰釉（青唐津） ロクロ成形、削出高台 ６４２５６‐７０
６４２５６‐２ 小坏 美濃 ― ５．０ ４．３ 無地志野 筒形。碁笥底 ６４２５６‐６９

遺構６４１１６（FKJ０６‐４）図１３８

遺構６４１２５（FKJ０６‐４）図１３８

遺構６４１５３（FKJ０６‐４）図１３８

遺構６４１５６（FKJ０６‐４）図１３８

遺構６４１１６（FKJ０６‐４）図１３８

遺構６４２５６（FKJ０６‐４）図１３９

土居（FKJ０６‐４）図１３９

外堀（FKJ０６‐４）図１３９

包含層（FKJ０６‐４）図１３９・１４０

第１節 土器・陶磁器
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図面№ 燻し瓦・施釉・
全面施釉 施釉箇所

法量（�）
文様 成形・調整・その他 実測№

外形 文様区径 珠文径 丸瓦部厚
６１１０５‐１０ 燻し ― ― ― 全長（１０．８）― 幅（１０．７）２．４５ 巴文 板作り、瓦当貼付。２次焼成 ６１‐５９
６１ホ‐ ３７ 施釉 瓦当面のみ ８．５（残） ７．０（残） 全長（２．２）１．０ 幅（９．４）― 右巻き巴 珠文３個残 板作り、瓦当接合（接合一部外れる）。 ６１‐７１
６１ホ‐ ３８ 施釉 上面、瓦当面 １６ ― 全長（１０．７）１．０ 幅（１４．０）１．９ 右巻き三巴 珠文５個残 板作り、瓦当接合。 ６１‐６０
６１ホ‐ ３９ 全面施釉瓦 内・外面 ９．１ ７．０ 全長（１．９）― 幅（９）― 三巴 桟瓦瓦当部。 ６１‐６２
６１ホ‐ ４０ 全面施釉瓦 内・外面 １１．６ ６．１ 全長（８．０）０．８ 幅（１０．２）１．８ 三巴 珠文１６ 鳥襖。 ６１‐６３
６３０９０‐１ 全面施釉瓦 全面 ４．３５ ５．７ 最長（４．１）― 幅（９．０）― 酢漿草紋 桟瓦瓦当部。 ６３‐１４４

図面№ 燻し瓦・施釉・
全面施釉 施釉箇所

法量（�）
文様 成形・調整・その他 実測№

上弦幅 下弦幅 弧深 瓦当高 文様区高 平瓦高 平瓦部
６１１０５‐８ 燻し ― （５．０） （５．６） ― ４．７ ２．９ ２．７ 全長（９．０） 五子葉文 板作り、瓦当貼付、２次焼成 ６１‐５７
６１１０５‐９ 燻し ― ― ― ― ４．４ ２．８ ２３．０ もみじ（線刻蓮弁） 板作り、瓦当貼付、２次焼成 ６１‐５６
６１１０５‐１１ 施釉 瓦当裏表・上面 （９．４） （７．９） ？ ４．６５ ３．０ １．８５ 全長（７．４） 唐草文 板作り、瓦当貼付。 ６１‐５５
６１１０５‐１２ 燻し ― （１７．２） （１３．０） ― ４．７ ３．０ ２．５ 全長（６．６） もみじ（線刻蓮弁） 板作り、瓦当貼付。 ６１‐５８
６１ホ‐ ３０ 施釉 外面 １０．５（残） １０．０（残） ― 推定（４．５） ２．３ ２．２～２．０ 幅（１０．０） ２転唐草 板作りのち型形成、瓦当貼付 ６１‐６８
６１ホ‐ ３１ 燻し ― １４．０（残） １４．０（残） ― ４．９ ２．８ ２．６ 幅（１４．０） 唐草 板作りのち型形成、瓦当貼付 ６１‐７０
６１ホ‐ ３２ 燻し ― １０．０（残） ３．０（残） ― ４．１ ２．９ ― 幅（―） 五子葉文＋２転唐草 板作りのち型形成、瓦当貼付 ６１‐６６
６１ホ‐ ３３ 燻し ― ― １４．０（残） ― ４．８ ２．８ ― 幅（３．４） 五子葉文＋２転唐草 板作りのち型形成、瓦当貼付 ６１‐６９
６１ホ‐ ３４ 施釉 瓦当面 ６．５（残） １２．０（残） ― ４．５（残） ３．０（残） （６．５） 幅（６．５） もみじ（線刻蓮弁） ６１‐６５
６１ホ‐ ３５ 燻し ― １１．０（残） １１．５（残） ― ４．３ ２．７ ２．６～２．８ 幅（１０．２） ２転唐草 板作りのち型形成、瓦当貼付（一部布目あり） ６１‐６７
６３２１８‐１ 施釉 瓦当・上面 （１７．０） （１１．５） （５．０） ― ４．４５ ２．２ 長（１４．６） もみじ（線刻蓮弁） 面取、ナデ、瓦当貼付 ６３‐１２６

図面№ 燻し瓦・施釉・
全面施釉 施釉箇所

法量（�）
文様 成形・調整・その他 実測№

全長 幅 厚み
６１ホ‐ ３６ 燻し ― （１０．５） （９．０） １．６最大４．５ ― 桐 桐紋貼付。板部分は薄い（１．２～１．６�）。 ６１‐６４

図面№ 燻し瓦・施釉・
全面施釉 施釉箇所

法量（�）
刻印 成形・調整・その他 実測№

玉縁幅 玉縁長 丸瓦部高 丸瓦部厚 丸瓦部幅 丸瓦部長
６１１０５‐１３ 燻し ― １１．４ ４．０ ６．８５ ０．７～２．５ １４．５５ １６．８５（残） 無し 板作り寧な調整）。凹面棒叩き痕。 ６１‐５３
６１ホ‐ ４１ 燻し ― １２．７ ４．０ ７．２ ２．５～２．８ １４．７ １９．８（残） 無し 板作りのち型打ち成形。 ６１‐７２
６３０６４‐２２ 燻し ― １１．８（残） ４．７ ７．０ ２．２ １２．４（残） 最長（２９．２）２４．５ 無し 板つくり、約１㎝幅の棒叩き痕、鉄線びき ６３‐８５
６３０６４‐２３ 施釉 凸面 ― ― ７．３ ２．３ １４．５ １７．４（残） 無し 内）鉄線引き痕 ６３‐８６
６４ホ‐ ４２ 燻し ― ― ４．９ ５．４ ２．３ ― １７．４（残） 無し コビキＡ ６４‐M２３

図面№ 燻し瓦・施釉・
全面施釉 施釉箇所

法量（�）
刻印 面取り 成形・調整・その他 実測№

狭端幅 広端幅 弧深 全長 平瓦厚
６１１０５‐１４ 燻し ― ２４．８（残） ２５．５ ２．６ １９．４（残） ２．０ 無し ― 板作り ６１‐５４
６１１０６‐５ 施釉 上面と右側面 ２６．１ ２７．６ ２．１ （２４．２） ２．１５ 無し 有 板作り ６１‐４５
６１ホ‐ ４２ 燻し ― （１６．３）（残） （１４．５）（残） ０．８ ３０．８ ２．１～２．２ 無し 有、狭端面と側面 板作りのち型形成、裏面に工具によるナデ痕あり（縦・斜め方向）。 ６１‐６１

図面№ 燻し瓦・施釉・
全面施釉 施釉箇所

法量（�）
刻印 成形・調整・その他 実測№

狭端幅 広端幅 弧深 全長 厚み
６４ホ‐ ４３ 施釉 上面 （１５．０） １６．８ ３．９ ２２．７ ２．３ 無し ナデ幅１６．８。両側面・瓦受け部（広端側）面取。 ６４‐N１８

第６表 瓦観察表

軒丸瓦

軒平瓦

道具瓦

丸 瓦

平 瓦

棟 瓦
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第２節 木製品
約７５０点を資料化し、そのうち３６４点を掲載。箸が一番多く、全体の約３割を占める。桶・樽・曲物な

どの容器の蓋や底板が次に多く２割弱ほどあり、漆椀と下駄がそれに次いで多い。木簡などの文字資料

も約３０点出土している。他の器種としては、楊枝、匙、切匙、木槌、砧、楔、鍬、糸巻、箆、刷毛、箒、

砥石台、栓、燭台、提灯、折敷、箱物、鴨居、上水道継手、櫛、人形、独楽、将棋の駒、舟形、鳥形、

虫籠などがあるが、他に加工木とした不明なものも多い。遺物の時期は約４割が１６世紀末～１７世紀初頭

であり、１７世紀代と１８世紀～１９世紀がそれぞれ３割弱である。遺構の種類としては、ゴミ廃棄土坑がほ

とんどで、特に５３０３２からは遺物の約４割を占める１００点を越える多様な遺物が出土している。堀などか

らも出土している。以下出土量が多いものや特徴的なものについて若干ふれる。

漆器椀（第１４１図～１４４図） 約１２０点が出土し、そのうち１００点を掲載した。椀の分類は、主に口径と

器高の割合により行った。第１４１図１～第１４２図４は、器高に対して口径が概ね１：２以上になり、高台

も高く飯椀に相当するものである。この内第１４１図１９・２２は、他のものより小型である。また、第１４１図

２２と第１４２図２は上塗りが内外とも赤色である。第１４２図４は高台近くに稜線が入る一文字腰椀である。

第１４２図５～第１４３図１１は、器高に対して口径が概ね１：２～１：３であり、高台は低い。汁椀に相当す

る。第１４３図１２～第１４４図６は、器高に対して口径が概ね１：２．５以下であり、一部は蓋の可能性もある

が、高台部に文様がないものは椀とした。第１４４図７～１３は、蓋である。第１４４図１４・１５は、高台の高さ

に対して、体部が低い腰高である。第１４４図１６は器形としては豆子と称されるもので、いわゆる根来塗

かと考えられる。体部ほぼ中央に、一条の削り出しによる凸帯（かつら）が巡る。上塗は、内外共赤だ

が、高台裏と口唇部そしてかつらの部分のみ黒に塗り残している。第１４４図１８は高台部近くの体部に稜

線が巡る、一文字腰椀Ｂである。第１４４図１７と１９～２１は、体部がほぼ垂直に立ち上がる平椀である。２０

と２１には、かつらがある。以下、第８表の漆器上塗り一覧について触れる。上塗りは全体からすると、

外面黒内面赤が７割で、内外共黒が２割、内外共赤が若干ある。時期別に見ると、１６世紀末～１７世紀初

頭では、外黒内赤が約６割強で総黒が４割弱、１７世紀代では、外黒内赤が約８割で総黒が１割弱、１８世

紀～１９世紀では、外黒内赤が約８割で総黒が２割と変化する。漆絵は全体の９割弱にあり、約８割が外

面のみである。種類は、植物が４割弱、鶴亀などと松などの植物を組み合わせる蓬莱文が３割弱である。

１６世紀末～１７世紀初頭の廃棄土坑５３００３２の遺物は、松・鶴を主体とする蓬莱文でほぼ占められる。漆絵

の使用色は、黄色は１７世紀代が９割弱で、銀は１８～１９世紀が８割弱である。高台裏に漆文字・記号や刻

文を記すものが３０点ほどあり、漆文字には「上・一」などがあり、刻文には「十・二つ鱗・隅立井筒」

などがある。これらは、すべて１６世紀末～１７世紀初頭のものである。

箸（第１４５図１５～２８） 約２２０点を資料化し、１４点を掲載した。一端のみ細く削られる片口箸（１６・２６）、

両箸とも削られる両口箸（１５、１７～２０、２２・２３、２５～２７）、中央と端が同じ太さの寸胴箸（２１）があり、

両口箸が７割強、片口箸が２割ほど、寸胴箸が１割弱を占める。長さは、約１８㎝～３３㎝まであり、２４．５

㎝～２８．５㎝で６割弱、２２㎝～２４．５㎝で３割弱、２９㎝以上で２割弱を占める。１点だが、漆塗箸があり、

黒漆で上部のみが赤漆となり、赤漆で同心円文を描く。同様のものが、福井城跡の地下駐車場地点と５

号線地点でも出土している。

楊枝（第１４５図５～１４） １１は、頭部を斜めに切り、先端を尖らせる板状のもので、平楊枝。５・６

は、先端が一端または両端から斜めに切られるもの。７～１０・１２～１４は、先端が全周から削られ尖るも

の。
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切匙（第１４６図１～１６） 擂鉢の擂目に詰まったものをとるための道具と言われるが、先端が長くナ

イフ様のもの（１～４・１０～１５）から、短く三角形に近いもの（５～９・１６）まで多種のものがあり、

用途も多様であったと考えられる。

鍬（第１４７図２・３） 着柄角度は、２が７５°であり、３が７０°である。

鴨居（第１４７図９・１０） 鴨居を再利用したもの。溝の幅は約２㎝で、深さは約１．５㎝である。

容器類（第１４７図１１～２０・第１４８図１～第１４９図３） 約１３０点が出土している。ここで扱う容器とは、

曲物・桶・樽・杓などであり、直径は約６～５３㎝まである。１０㎝以下は約３割、１５㎝以下で６割弱、２１

㎝以下で７割を占める。２２～３４㎝は２割ほど、４０㎝前後と５０㎝前後は５分ほどを占める。柄杓と分かる

ものは、６．５～１１．５㎝まであり、曲物と分かるものは７．５㎝と２２㎝にある。第１４８図６・７には取手が付

き、落とし蓋などになる。２３は底部に３足が付きお茶などに使用する水差である。

折敷（第１４７図２３～２８） 長さにより３種類に分けられ、１尺（２３・２４）、約７寸（２５）、約３．５寸（２８）

となる。２６は外黒内赤に漆塗りされる蝶足膳で、最も格式の高い膳と言われる。２７は、黒漆塗り。

取手・脚（第１４９図４～６・１０） ４は、鍋などの蓋の取手。５は、足打折敷の脚。

継手（第１４９図１３～１６） 竹製の上水道管である竹樋の継手である。継手の役割として、単に延長す

る、方向を変える、太さを変えるなどがあるが、１３・１５・１６は単なる延長のため、１４には板材が付属し

ており、本来は太さと方向を変えるためだったが、板材により穴の大きさを調整し単に延長するための

ものとしている。断面形は、１６が方形で、１４・１５が三角形、１３は方形の角を面取し六角形となる。用材

としては、１６が芯持材で、その他は角材もしくは分割材である。穴は１３のみが方形で角を取るが、他は

円形である。径は、１２．５㎝・７．５㎝前後・４．５㎝前後がある。１３・１４には焼印がある。

将棋駒（第１５０図４・５） ４は赤漆描きである。５は墨書で「歩兵」である。

独楽（第１５０図６～８） ６は、上面が平坦で、中央部が擂鉢状に窪んでおり、軸を刺したと考えら

れる穴があり、丸みを帯びた砲弾形をしている。７・８は鉄芯を持ち、上面中央部が盛り上がっている。

加工木（第１５０図１１・１４） １１は、板状のものの片面に、格子目状に掘り込みを入れるものである。

１４は、長さ１２㎝ほどの材の側面に、径０．２㎝ほどの穴を３０個、０．４㎝ほどの間隔で開けているもので、こ

の穴に竹ひごなどを立て刺した、虫籠の枠木ではないかと考えられる。

櫛（第１５０図１８～２９） 歯の間隔が粗い解櫛（１８～２３）と毛筋立（２６）、間隔が密である梳櫛（２４・２５・

２７～２９）がある。時期的に見ると２０・２１・２５の１６世紀末～１７世紀初頭より、１８・２８の１８～１９世紀の方が、

大型化していると考えられる。２７は、棟に金で鳥などの高蒔絵を施す。

下駄（第１５１図～１５５図） 約１００点が出土し、８３点を掲載。時期別では、１６世紀代が１点、１６世紀末

～１７世紀初頭が３１点、１７世紀代が２０点、１８～１９世紀が３１点となる。器種は一木、差歯、無歯、付歯に大

きく分かれ、さらに一木は連歯下駄と刳り下駄に、差歯は露卯下駄と陰卯下駄に分かれる（第１１表参照）。

器種毎の時期別傾向をみると、連歯下駄は、１６世紀代が１点、１６世紀末～１７世紀が３割、１７世紀代が５

割、１８～１９世紀が３割と各時代一定量を占めている。陰卯下駄は、すべて１８～１９世紀。無歯下駄は、１６

世紀末～１７世紀初頭に８割弱であとの時期は若干。露卯下駄は、１７世紀以前で８割、１８世紀以降は２割

を占める。刳り下駄は１６世紀末～１７世紀初頭に若干あるが、１８世紀～１９世紀で８割弱を占める。連歯下

駄の第１５２図１・４・７では、歯の先端から台にかけての側面観が直角をなさず、曲線的となる。これ

らの時期はすべて、１８世紀後半～１９世紀である。また、第１５２図５では、台の裏中央部が突出し、断面

三角形となっている。無歯下駄は、草履下駄や雪下駄などとも呼ばれるものであり、横緒穴と歯がない
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ものと横緒穴はあるが歯はないものに分かれる。草履の鼻緒を下駄の鼻緒穴に通して、草履と一体とし

て使用するもの。第１５５図１９・２０は、釘が６本打たれており、すべり止めのためかと考えられる。付歯

下駄としたもの（第１５５図２１・２２）は、元々前緒穴のみの無歯下駄であったものに、後に２１は後歯のみ

を、２２は両歯を付け足したものである。台の表に焼印や格子目文が記されるものがある（第１５２図１４・

１５、第１５３図１１、第１５図５・１０）。これらは、呪符記号であると考えられる。すべて１６世紀末～１７世紀初

頭の廃棄土坑５３０３２の遺物である。福井城跡の地下駐車場地点でも１６世紀代の遺構から花弁と格子目文

が焼印されているものが出土している。

文字資料（第１５６図） 約３０点が出土している。１～８・１１～１４は荷付札などの木簡と考えられるも

ので、９と１５以降はそれ以外の文字資料である。８は、かつて出土したものの中で最大のものである。

１・２はほぼ同じ形式で、品名の餅米、当級の上々白、内容量、日付、人名の藤三郎が記される。３も

おそらく同様だと考えられる。４・５には、村名と日付、裏側に人名を記す。１６・１７には、花押を記す。

２０には人と動物それに鳥居のようなものが、２３にも動物が描かれている。９・１８・１９は習書である。

遺構番号 時期 点数 時期
種類・点数

漆
器
下
駄
木簡・
墨書 その他

６２６４７ １６c中～後 １

４ ～
１６c

１
６２６４８ １６c前～中 １ 木槌 １
６２６５５ １６c中 １ 鍬 １
６２２００６‐３ １６c １ 底板 １

５３０３２ １６c末～１７c初 １０４

１３８
１６c末
～

１７c初

２６２３ ８

箆 ２ 楊枝 ４ 箸 ８
折敷 ３ 蓋 ３ 底板 ３
独楽 １ 虫籠？ １ 櫛 ３
栓 ２ 箱物 ３ 加工木 １
切匙 ７ 楔 １ 灯明台 ２
取手 １ 脚 １ 将棋駒 １

５３１０１ １６c末～１７c初 ９
４ １ 箸 １ 切匙 １ 栓 １

加工木 １
５４０２５ １６c末～１７c初 ６ ５ １
５３０４４ １６c末～１７c初 ５ ２ ２ １
５４０４０ １６c末～１７c初 ４ ４
５３０３２・５３１０１ １６c末～１７c初 ３ ２ １
５３１４２ １６c末～１７c初 １ 加工木 １
５４０９８ １６c末～１７c初 １ 底板 １
５４００８ １７c初 ２ ２
６３５２６ １７c初 ２ 蓋 １ 加工木 １
６４０８２ １７c初 １ １
５３０７７ １７c初 １ １
５３０７９ １７c初 １ １
５３０９２ １７c初 １ １
５３０４３ １７c初 １ １
６３１３４ １７c初 １ １
６３１３５ １７c初 １ 柄杓 １
６３１５１ １７c初 １ 柄杓 １
０５‐３包 １６c末～１７c初？ １ １
０６‐１包 １７c初 １ 人形 １

５３１０１ １７c初～前 ９

１０３ １７c

４ １
箸 １ 切匙 １ 栓 １
加工木 １

６３２３３ １７c初～前 １ １
６３５２３ １７c初～前 ６ １ １ ３ 柄杓 １
５３００５ １７c初～前 ３ ２ 刷毛 １
６３０８４ １７c初～前 １ 匙 １
６３０８１ １７c前 １ １
６４００６ １７c中 ２ １ 曲物 １
６３０７６ １７c中 １ 楊枝 １
６３１０９ １７c中 １ １
６３５２１ １７c初～後 ９ ６ １ 楊枝 １ 鳥形 １
６３５２５ １７c前～後 １０ ４ 箸 ３ 底板 １ 櫛 ２
６３０７３ １７c中～後 ３ １ 楊枝 １ 柄 １
６３１１０ １７c中～後 ７ ３ １ 匙 １ 切匙 １ 人形 １
６３０８７ １７c中～後 ４ ４
６３１２０ １７c中～後 ４ ３ 切匙 １

５３０３６ １７c後 ９ １ ３
匙 １ 楊枝 １ 砧 １
脚 １ 加工木 １

６３２１８ １７c後 ６ ２ １ 栓 １ 独楽 ２
５３０７２ １７c後 ４ ２ ２
５４０２４ １７c後 ４ １ 楔 １ 敷居 ２
５４０１０ １７c後 ２ 蓋 １ 櫛 １
５４００５ １７c後 １ １
６３０６９ １７c後 １ 楊枝 １
６３０７０ １７c後 １ 砥石台 １
６３１１６ １７c後 １ 加工木 １
６３１３８ １７c後 １ 栓 １
６４０８７ １７c後 １ １
０６‐１包 １７c後 １ １
０６‐１包 １７c後 １ 櫛 １
０６‐１包 １７c ５ ５
０６‐１包 １７c ２ ２
０５‐３包 １７c？ １ １

遺構番号 時期 点数 時期
種類・点数

漆
器
下
駄
木簡・
墨書 その他

５３０６４ １７c初～１８c後 １

１６
１７c
～
１８c

底板 １
６４０５３ １７c後～１８c前 ３ １ １ 曲物 １
６３０２２ １７c後～１８c後 ４ １ 折敷 １ 蓋 ２
６３０５７ １７c後～１８c後 ２ １ 箸 １
６３５２０ １７c後～１８c後 １ 人形 １
０６‐１包 １７c後～１８c １ 柄杓 １
６３１０８ １８c前～後 １ 柄杓 １
６４０３０ １８c後 ２ １ 底板 １
６４００４ １８c後 １ 底板 １
６３５１７ １８c～１９c ２

３６
１８c
～
１９c

２
６４０９８ １８c中～１９c前 １ １
６４０２５ １８c～１９c中 ２ 糸巻 １ 曲物 １
６４０３７ １８c～１９c中 １ １
６４００８ １８c中～１９c中 ４ ３ 櫛 １
０６‐４ ゴミ層 １８c中～１９c中 ２ ２
５３０４２ １８c後～１９c ３ ２ 曲物 １
５３１０７ １８c後～１９c １ １
６４０１１ １８c後～１９c １ １
０６‐４ トレンチ １８c後～１９c １ １
６４０２４ １８c後～１９c中 １ 脚 １
０６‐４堀 １８c後～１９c中 １３ ４ ６ 灯明台 １ 箱物 １ 櫛 １
０６‐２堀 １８c後～１９c １ 底板 １
０６‐４包 １８c～１９c １ １
０６‐３包 １８c後～１９c中？ ２ ２
５３０１６ １９c前 ４

５５ １９c

１ １ 箸 １ 蓋
６３０２０ １９c中 ５ ２ １ 切匙 １ 蓋
６３０２４ １９c中 ４ １ 切匙 １ 木槌 １ 櫛 １
６３０９０ １９c中 ５ ２ ２ 底板 １
６４０４０ １９c中 ３ １ 栓 １ 箒
６３１６８ １９c中 ２ 楊枝 １ 切匙
５３１０８ １９c中 １ 舟形 １
５４０８８ １９c中 １ 栓 １
５４２８３ １９c中 １ 将棋駒 １
６３００２ １９c中 １ 櫛 １
６３０２１ １９c中 １ １
６４０１２ １９c中 １ １
６４０１９ １９c中 １ 底板 １
６２００８ １９c ３ １ 刷毛？ １ 鍬 １
６３００４ １９c ２ 切匙 １ 底板 １
６３０９２ １９c ２ 底板 １ 継手 １
６３５３２ １９c １ 継手 １
６４０２３ １９c １ １
６２０１１ １９c １ 継手 １
６２５１１ １９c １ 継手 １
６３１９５ １９c １ １
６３５２８ １９c １ 底板 １
０６‐２包 １９c １ １
０６‐３包 １９c ２ ２
０６‐２包 １９c ３ ３
０６‐２石垣周辺 １９c １ １
０６‐２包 １９c １ 切匙 １
０６‐１包 １９c １ 折敷 １
０６‐２包 １９c １ 蓋板 １
０６‐４包 １９c １ 蓋板 １
０６‐２包 １９c １ 櫛 １
６３５０４ １７c～１９c １

４
１７c
～
１９c

１
６３５１８ １７c～１９c １ 折敷 １
０６‐４包 近世 １ 切匙 １
０６‐３包 近世 １ 柄杓 １
６４００２ １９c中～近代 ４

８
１９c中
～
近代

１ １ 糸巻 １ 蓋
６２１１２９ １９c中～近代 ３ １ １ 蓋 １
０６‐２包 １９c中～近代 １ 栓 １

計 ３６４ １００８３ ２４ １５７

第７表 出土木製品一覧表

第２節 木製品
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第１４１図 漆器椀①

第４章 中・近世の遺物

―１８４―



第１４２図 漆器椀②

第２節 木製品

―１８５―



第１４３図 漆器椀③

第４章 中・近世の遺物

―１８６―



上塗り 漆絵
種類 漆器 赤、黒 黒、黒 赤、赤 赤、茶 あり なし 不明 外面のみ 内外とも 内面のみ 丸紋（○）丸紋（◎） 全面
点数 １００ ７０ ２４ ５ １ ８４ １３ ３ ６９ １３ ０ ２２ ４ ２５
割合（％） － ７０ ２４ ５ １ ８４ １３ ３ 漆絵有りのみ ８２ １６ ０ ２６ ５ ３０

漆絵使用色 黄 銀

時期

１６世紀末～１７世紀初 ７
１７世紀 １１ ３
１８世紀～１９世紀 ３ ３
１９世紀 － ６

計 ２１ １２

漆絵種類 蓬莱文 植物 器物 文様・図象 動物 文字 ？
点数 ２３ ３１ １１ ８ ５ １ ５
割合（％） ２７ ３７ １３ １０ ６ １ ６

漆絵 植物 ３１点
種類 不明 梅 梅・楓 片喰 桜 桐
点数 １４ ４ ３ ２ １ １
種類 橘 楓 沢瀉 桔梗 瓜 茗荷
点数 １ １ １ １ １ １

高台裏 １２点
漆描種類 上 一 二つ引き 隅立て四つ目 茗荷？ 植物 植物？ ？
点数 ３ ２ １ １ １ １ １ ２

高台裏 １９点
刻文種類 十 〒 二つ鱗 隅立て井筒
点数 ３ ２ ２ １
刻文種類 大 一 Ｌ 不明
点数 １ １ １ ８

漆絵 文様・図象 ８点
種類 巴 引両 亀甲 目結
点数 ４ ２ １ １

漆絵 文字 １点 漆絵 動物 ５点 漆絵 器物 １１点
種類 上 種類 鶴 ？ 種類 扇 分銅
点数 １ 点数 ４ １ 点数 １０ １

漆絵 蓬莱文 ２３点
漆絵種類 植物 植物・鶴・亀 植物・鶴 扇・鶴 鶴・亀 海老・俵 袋・宝珠・俵・鍵
点数 ８ ４ ４ ３ ２ １ １

第１４４図 漆器椀④

第８表 漆器椀上塗り一覧表

第２節 木製品

―１８７―



挿図
番号

図版
番号 遺構番号 時 期 器種

上 絵 高 台 裏 法量（�）
備 考

内面 外面
漆 絵

刻文
漆文字・記号

口径 器高 高台径 高台高
位 置 色 種 類 圏線 色 種類

１４１‐１ － ５３０３２ １６c末～１７c初 飯椀 黒 黒 内外 内‐中１・周？ 外‐？ 赤 内‐蝙蝠扇 外‐？ 有 （１３．６）（４．０） （７．０） （２．５）
１４１‐２ － ５３０３２ １６c末～１７c初 飯椀 赤 黒 外 全面 赤 蓬莱文（植物・鶴） （１４．４）（６．９） （６．３） （１．５）
１４１‐３ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 飯椀 赤 黒 外 全面 赤 鶴・亀 隅立て井筒 （１５．２）（８．７） ７．４ ２．９
１４１‐４ １８ ５３１０１ １７c初～前 飯椀 赤 黒 外 ３ 赤 亀甲 赤 「上」 １３．９ ９．４ ７．０ ２．７
１４１‐５ １８ ５３０３６ １７c後 飯椀 赤 黒 ？ １３．７ ８．１ ７．２ ２．５
１４１‐６ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 飯椀 赤 黒 ？ 有 赤 「一」 （１０．６）（２．８） （７．２） （１．９）
１４１‐７ － ５３０３２ １６c末～１７c初 飯椀 赤 黒 外 全面 赤 蓬莱文（植物） １４．６ （８．１） （７．４） （１．５）
１４１‐８ － ５３０３２・５３１０１１６c末～１７c初 飯椀 黒 黒 内外 赤 内外‐上 ○ （１５．６）（７．５） ７．５ ３．２
１４１‐９ １８ ０５‐３包 １６c末～１７c初 飯椀 赤 黒 内外 全面？ 赤、銀？ 内‐海老 外‐俵 二つ鱗 赤 「上」 １６．２ ９．５ ７．８ ３．３
１４１‐１０ １８ ５３１０１ １７c初～前 飯椀 赤 黒 外 全面 赤、黄 植物 （１３．９）（６．０） （６．０） （１．１）
１４１‐１１ １８ ６３５２１ １７c初～後 飯椀 赤 黒 外 全面 赤 蓬莱文（植物） １５．０ ９．５ ６．８ ３．４
１４１‐１２ １８ ５４０４０ １６c末～１７c初 飯椀 黒 黒 外 ２？ 赤 蝙蝠扇 有 １５．６ （８．９） （７．０） （２．１）
１４１‐１３ － ５４０４０ １６c末～１７c初 飯椀 黒 黒 内外 内‐中１？ 外‐３ 赤 蝙蝠扇 （１６．０）（９．０） （８．０） （２．７）
１４１‐１４ １８ ６３１２０ １７c中～後 飯椀 赤 黒 外 全面 赤 梅 （１３．９）（７．２） （６．３） （１．１） 体部穴２、高台削平
１４１‐１５ １８ ６３５２１ １７c初～後 飯椀 赤 黒 外 全面 赤、黄 蓬莱文（笹・鶴・亀） （１４．６）（８．５） （６．２） （２．５）
１４１‐１６ － ０６‐１包 １７c 飯椀 赤 黒 外 ４ 赤、黄 分銅？ ○ ？ １５．０ （９．６） （６．６） （２．７）
１４１‐１７ １８ ６３５２１ １７c初～後 飯椀 赤 黒 外 ３ 黄 片喰 ○ （１３．６）（８．０） （６．１） （０．８） 体部穴２、高台削平
１４１‐１８ １８ ６３０７３ １７c中～後 飯椀 赤 黒 外 ３？ 赤 橘 ○ （１３．４）（７．３） （６．８） （２．５）
１４１‐１９ １８ ６４堀ゴミ層 １８c後～１９c中 飯椀 赤 黒 外 全面？ 赤、黄 植物？ （１０．０）（６．４） （５．１） （１．９）
１４１‐２０ － ０６‐１包 １７c 飯椀 赤 黒 外 ３？ 銀 右三つ巴 ○ （１２．８）（７．４） ６．５ ２．３
１４１‐２１ １８ ６２００８ １９c 飯椀 赤 黒 外 ３ 銀 二つ引き ○ （１１．８）（７．０） （６．０） （１．８）
１４１‐２２ １９ ６３５２１ １７c初～後 飯椀 赤 赤 外 全面 黒 蓬莱文（松・笹・鶴・亀） １０．０ （５．３） （５．２） （０．４）
１４２‐１ １８ ０６‐１包 １７c 飯椀 赤 黒 外 ２？ 銀、黄 植物 １２．４ （７．５） （５．６） （０．９） 端反
１４２‐２ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 飯椀 赤 赤 無 （１２．８）（６．５） （７．２） （１．９）
１４２‐３ － ０６‐１包 １７c 飯椀 黒 黒 外 赤 植物 ◎ （１２．０）（９．４） （６．０） （２．７）
１４２‐４ １８ ０６‐４堀 １８c中～１９c 飯椀 赤 黒 無 （１３．０）（７．８） （６．０） （１．８） 一文字椀
１４２‐５ １８ ５３０７７ １７c初 椀 黒 黒 外 １＋１ 赤 木瓜・鶴 有 １４．０ ５．７ ６．９ １．０
１４２‐６ － ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 黒 黒 内外 内‐中１・周？ 外‐？ 赤 内‐？、外‐鶴？ １４．０ ６．０ （７．０） （０．６）
１４２‐７ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 黒 黒 内外 内‐中１・周２ 外‐１＋１ 赤 内‐蝙蝠扇・鶴・？ 外‐蝙蝠扇・鶴 「十」 １２．８ ５．６ ７．１ ０．９
１４２‐８ １８ ５４０４０ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 ２ 赤 蝙蝠扇 「一」 １４．３ ６．５ ７．０ ７．５
１４２‐９ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 赤 ？ １４．２ ５．７ ７．２ １．０
１４２‐１０ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 黒 黒 内外 内‐中１ 外‐？ 赤 鶴？ 有 １５．０ （５．０） （７．０） （０．５）
１４２‐１１ － ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 ２？ 赤 ？ ○ 有 （１５．０）（３．７） （６．１） （０．７）
１４２‐１２ － ５４０４０ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 全面 赤 蓬莱文？ １５．６ ４．７ （７．０） （０．５） 高台部削平
１４２‐１３ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 ３ 赤 ？ （１５．０）（４．３） ７．０ ０．６
１４２‐１４ － ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 黒 黒 内外？ ２？ 赤 内‐？ 外‐蝙蝠扇 （１４．５）（４．２） （７．１） （０．６）
１４２‐１５ － ５３１０１ １７c初～前 椀 赤 黒 外 ２ 赤 植物 １３．８ （５．２） （６．４） （０．８）
１４２‐１６ － ６３１１０ １７c中～後 椀 赤 黒 外 全面 赤 蓬莱文（植物・鶴） １４．０ （４．９） （６．３） （０．５）
１４２‐１７ － ５４０２４ １７c後 椀 赤 黒 外 ３ 赤 動物？ （１２．６）（４．９） （５．０） （０．３）
１４２‐１８ － ６３１１０ １７c中～後 椀 黒 黒 外 ？ 赤 蓬莱文？ （１３．２）（５．０） （６．２） （０．２） 高台部削平
１４２‐１９ － ５４００８ １７c初 椀 赤 黒 外 ３？ 赤、黄 植物？ ◎ （１３．０）（５．０） （６．０） （０．５）
１４２‐２０ － ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 黒 黒 内外 ？ 赤 蓬莱文？ 有 １３．６ ５．０ ７．２ １．０
１４２‐２１ － ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 黒 黒 内外 内‐中１・周２ 外‐？ 赤 内‐扇・鶴？ 外‐？ １４．０ （４．７） （７．２） （０．６）
１４２‐２２ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 黒 黒 無 １３．１ ５．５ ６．２ １．０ 玉縁
１４２‐２３ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 黒 黒 内外 ２ 赤 内‐？ 外‐蝙蝠扇 二つ鱗 １３．８ ４．７ ７．４ ０．６
１４２‐２４ １８ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 全面 赤 鶴・亀 有 １３．８ ５．２ ６．５ ０．８
１４３‐１ － ５４０２５ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 全面 赤、黄 梅・植物 （１３．０）（４．０） （５．４） （０．２）
１４３‐２ － ５３１０７ １８c後～１９c 椀 黒 黒 内外 内‐中１・周？ 外‐？ 赤 内外‐蝙蝠扇 （１３．４）（３．６） （６．９） （０．５）
１４３‐３ － ０５‐３包 １６c末～１７c初？ 椀 黒 黒 内外 内‐中１・周？ 外‐？ 赤 内外‐蝙蝠扇 有 （１３．２）（５．０） ７．０ １．０
１４３‐４ － ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 赤 蓬莱文（植物） （１２．９）（４．５） （７．０） （０．８）
１４３‐５ － ６３１２０ １７c中～後 椀 赤 黒 ？ 赤 「一」 （１２．２）（４．９） （６．４） （０．９）
１４３‐６ １９ ６３１１０ １７c中～後 椀 赤 黒 外 全面 黄 蓬莱文（植物） １２．０ ６．４ ５．４ ０．９
１４３‐７ － ６３５２３ １７c初～前 椀 赤 黒 外 ３ 赤 五瓜に唐花 ○ １２．０ （５．６） （６．０） （０．８）
１４３‐８ － ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 ４ 赤 桐 １２．４ （５．７） （５．９） （０．５）
１４３‐９ １９ ６３１９５ １９c 椀 赤 黒 外 ６？ 赤 桜 ○ （１２．２）（６．０） （５．１） （０．８）
１４３‐１０ １９ ６３０９０ １９c中 椀 黒 黒 外 全面 赤 楓 １２．２ （５．１） （５．４） （０．５）
１４３‐１１ － ０６‐１包 １７c 椀 赤 黒 外 ３ 赤 植物 ○ （１１．２）（５．２） （５．５） （０．５）
１４３‐１２ １９ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 １＋１ 赤 蝙蝠扇・鶴 有 １２．２ ４．８ ７．２ ０．９
１４３‐１３ １９ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 ２ 赤 檜扇 「十」 １２．２ ３．９ ６．４ ０．７
１４３‐１４ １９ ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 全面 赤 蓬莱文（植物？・鶴） １２．０ ４．１ ５．９ ０．６
１４３‐１５ １９ ６３２１８ １７c後 椀 赤 黒 外 全面 赤、黄 蓬莱文（松・笹・鶴・亀） （１２．０）（４．５） （５．８） （０．４）
１４３‐１６ － ５３０３２・５３１０１１６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 全面 赤、黄 梅 １２．２ ３．６ ５．４ ０．６
１４３‐１７ － ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 ２？ 赤 植物？ 大？ １３．０ ３．４ ６．２ ０．６
１４３‐１８ － ５３０３２ １６c末～１７c初 椀 黒 黒 無 「十」 （１２．０）（４．０） （５．８） （０．３）
１４３‐１９ １９ ５３１０１ １７c初～前 椀 赤 黒 外 ３ 赤 右三つ巴 ○ １２．５ （４．４） （６．２） （０．６）
１４３‐２０ － ５４００５ １７c後 椀 赤 黒 外 ２？ 赤 植物 ○ １２．６ ４．５ ６．０ ０．６
１４３‐２１ １９ ６３５２１ １７c初～後 椀 赤 黒 外 ３ 赤、黄 若狭（酒井）剣片喰 ○ １１．７ （４．３） （６．０） （０．４）
１４３‐２２ － ６３０２０ １９c中 椀 赤 黒 外 赤 ？ （１１．０）（４．５） （５．３） （０．５）
１４３‐２３ １９ ６４０２３ １９c 椀 赤 黒 外 ３ 銀？ 右三つ巴 ○ （１１．４）（４．７） （６．２） （０．４）
１４３‐２４ １９ ６４００２ １９c中～近代 椀 赤 黒 外 全面 銀？ 鍵・俵・宝珠・袋 １１．３ （４．１） （５．９） （０．４）
１４３‐２５ － ６４０３０ １８c後 椀 赤 黒 外 ３ 銀 抱き沢瀉 ○ （１１．０）（３．５） （５．５） （０．４）
１４３‐２６ － ５３０７２ １７c後 椀 赤 黒 外 赤 鶴・？ （１１．８）（２．９） （６．２） （０．４）
１４３‐２７ － ５３０７２ １７c後 椀 赤 黒 外 赤、黄 扇？ ○ （１０．４）（３．３） ６．４ ０．８
１４３‐２８ － ６４堀ゴミ層 １８c中～１９c中 椀 赤 黒 無 １０．２ ２．５ ５．３ ０．３
１４３‐２９ － ６３５２１ １７c初～後 椀 赤 黒 外 ３ 赤、黄 桔梗？ ○ （１１．０）（２．６） （５．４） （０．４）
１４３‐３０ － ６３２１８ １７c後 椀 赤 赤 無 １１．０ ３．５ ５．５ ０．５
１４３‐３１ － ５３０４４ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 赤 蓬莱文（植物） 赤 「上」 １０．２ （３．２） （６．４） （０．７）
１４４‐１ １９ ６３１０９ １７c中 椀 赤 黒 外 全面 銀 鶴 ９．２ ３．０ ５．４ ０．４
１４４‐２ － ５４０２５ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 ２×３ 赤、黄 梅・楓 ○ １０．４ （３．３） （４．６） （０．２）
１４４‐３ １９ ５４０２５ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 ２×３？ 赤、黄 梅・楓 ○ （１０．８）（３．２） （５．０） ‐
１４４‐４ － ６４００６ １７c中 椀 赤 茶？ 外 ３ 赤、黄 右三つ巴 ◎ （１０．０）（２．１） （４．８） （０．４）
１４４‐５ － ５４０２５ １６c末～１７c初 椀 赤 黒 外 ２×３？ 赤、黄 梅・楓 ○ （１０．０）（１．９） ５．０ ０．４
１４４‐６ １９ ６４堀ゴミ層 １８c中～１９c中 椀 赤 黒 外 全面 黄 梅 ９．０ ２．２ ４．９ ０．４
１４４‐７ １９ ５４０２５ １６c末～１７c初 蓋 赤 黒 高台 赤 植物？ １３．２ （３．５） （５．５） （０．１） 高台部削平
１４４‐８ １９ ６２１１２９ １９c中～近代 蓋 赤 赤 高台 赤 ？ １１．０ （２．９） （５．０） （０．５）
１４４‐９ １９ ５３０４２ １８c後～１９c 蓋 赤 黒 外、高台 ？ 銀？ 茗荷？ 銀 茗荷？ １０．４ ２．９ ６．０ ０．４
１４４‐１０ １９ ０６‐２包 １９c 蓋 赤 黒 外、高台 ３ 銀 二つ引き ○ 銀 二つ引き １０．０ ３．３ ５．０ ０．４
１４４‐１１ １９ ０６‐４包 １８c～１９c 蓋 赤 黒 外、高台 ３ 銀？ 隅立て四つ目 ○ 銀 隅立て四つ目 １１．０ ３．４ ５．６ ０．５
１４４‐１２ １９ ６３１２０ １７c中～後 蓋 赤 黒 外、高台 全面 赤、黄 植物 赤、黄 植物 （１０．０）（２．６） （５．０） （０．３）
１４４‐１３ － ６３０２０ １９c中 蓋 赤 黒 外、高台 全面 赤、銀 植物・？ 銀 ？ ９．０ ２．７ ５．０ ０．４
１４４‐１４ １９ ６３５０４ １７c～１９c 腰高 赤 黒 外 ４ 黄 植物？ ◎ １１．６ （４．８） （７．０） （２．５）
１４４‐１５ １９ ５４００８ １７c初 腰高？ 赤 黒 外 全面 赤 蓬莱文（松・笹・鶴・亀） （１２．４）（２．５） （６．２） （１．０）
１４４‐１６ １９ ６３０８１ １７c前 豆子 赤 赤 無 ８．４ ３．４ ５．８ ０．８ かつら有り
１４４‐１７ － ６４０５３ １７c後～１８c前 平椀 赤 黒 無 １２．６ （４．０） （６．６） （０．３）
１４４‐１８ １９ ５３０４２ １８c後～１９c 椀 黒 黒 無 １０．４ ３．１ ５．３ ０．５ 一文字腰椀Ｂ
１４４‐１９ １９ ５３０３２ １６c末～１７c初 平椀 黒 黒 無 （１３．４）（３．９） ７．１ １．２
１４４‐２０ － ６４０９８ １８c中～１９c前 平椀 黒 黒 無 １２．４ （５．０） （６．０） （０．９） かつら有り
１４４‐２１ － ６３０９０ １９c中 平椀 黒 黒 無 （１２．５）（４．６） ６．３ １．０ かつら有り
１４４‐２２ － ５３０９２ １７c初 皿？ 黒 黒 無 ２５．０ （２．７） ‐ ‐
１４４‐２３ － ５３０４４ １６c末～１７c初 鉢 赤 黒 外 赤 植物 （２８．０）（８．３）（１６．２）（０．４）
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第１４５図 木製品①

第２節 木製品

―１８９―



第１４６図 木製品②

第４章 中・近世の遺物

―１９０―



第１４７図 木製品③

第２節 木製品

―１９１―



第１４８図 木製品④

第４章 中・近世の遺物

―１９２―



第１４９図 木製品⑤

第２節 木製品

―１９３―



第１５０図 木製品⑥

第４章 中・近世の遺物

―１９４―



挿図
番号

図版
番号 遺構番号 時 期 種類

法 量（㎝）
備 考

長（径） 巾（高） 厚
１４５‐１ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箆 ２３．５ ８．３ ０．６
１４５‐２ ２０ ６３１１０ １７c中～後 匙 ２１．６ ７．１ １．３ 表面に炭化痕
１４５‐３ ２０ ５３０３６ １７c後 匙 （１２．７）（７．２） １．３ 柄部に穴１、黒漆一部残
１４５‐４ － ６３０８４ １７c初～前 匙 （１１．０）（６．８） （１．２） 全体に黒漆塗布
１４５‐５ ２０ ６３０７３ １７c中～後 楊枝 １４．７ ０．８ ０．６
１４５‐６ ２０ ５３０３６ １７c後 楊枝 １７．７ ０．７ ０．５
１４５‐７ － ５３０３２ １６c末～１７c初 楊枝 １３．５ ０．９ ０．６
１４５‐８ － ５３０３２ １６c末～１７c初 楊枝 １２．７ ０．８ ０．４
１４５‐９ － ６３１６８ １９c中 楊枝 １２．４ ０．５ ０．３
１４５‐１０ － ６３０６９ １７c後 楊枝 １１．７ ０．７ ０．５
１４５‐１１ ２０ ５３０３２ １６c末～１７c初 楊枝 （１１．０） １．０ ０．３
１４５‐１２ － ５３０３２ １６c末～１７c初 楊枝 １４．１ ０．５ ０．３
１４５‐１３ － ６３５２１ １７c初～後 楊枝 １４．３ ０．８ ０．７
１４５‐１４ － ６３０７６ １７c中 楊枝 １４．７ ０．７ ０．６
１４５‐１５ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箸 ３２．８ ０．８ ０．６ 両口箸
１４５‐１６ － ５３１０１ １７c初～前 箸 ３１．３ ０．９ ０．５ 片口箸
１４５‐１７ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箸 ２９．１ ０．８ ０．８ 両口箸
１４５‐１８ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箸 ２８．１ ０．８ ０．７ 両口箸
１４５‐１９ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箸 ２７．８ ０．７ ０．６ 両口箸
１４５‐２０ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箸 ２６．３ ０．８ ０．６ 両口箸
１４５‐２１ ２０ ５３０１６ １９c前 箸 ２６．２ ０．７ ０．６ 寸胴箸
１４５‐２２ ２０ ５３０３２ １６c末～１７c初 箸 ２５．５ ０．８ ０．５ 両口箸
１４５‐２３ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箸 ２４．９ ０．８ ０．７ 両口箸
１４５‐２４ ２０ ６３５２５ １７c前～後 箸 ２４．４ ０．８ ０．７ 片口箸
１４５‐２５ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箸 ２３．１ ０．７ ０．４ 両口箸
１４５‐２７ － ６３５２５ １７c前～後 箸 ２２．６ ０．７ ０．７ 両口箸
１４５‐２６ － ６３５２５ １７c前～後 箸 ２２．４ ０．７ ０．６ 片口箸
１４５‐２８ ２０ ６３０５７ １７c後～１８c後 箸 （１７．６） ０．６ ０．６ 黒漆に赤・黄漆で文様
１４６‐１ ２０ ５３１０１ １７c初～前 切匙 ３３．７ ５．７ ０．９
１４６‐２ － ５３０３２ １６c末～１７c初 切匙 （２２．０） ５．３ ０．８
１４６‐３ － ５３０３２ １６c末～１７c初 切匙 ２１．３ ４．６ ０．５
１４６‐４ － ５３０３２ １６c末～１７c初 切匙 （１４．６） ３．５ ０．５
１４６‐５ － ０６‐２包 １９c 切匙 １２．０ ４．３ ０．６
１４６‐６ － ６３０２０ １９c中 切匙 １４．６ ２．５ ０．３
１４６‐７ ２０ ６３００４ １９c 切匙 １７．７ ２．２ ０．７
１４６‐８ － ６３１１０ １７c中～後 切匙 １８．１ ２．８ ０．４
１４６‐９ － ６３０２４ １９c中 切匙 １９．８ ３．４ ０．５ 釘一部残存
１４６‐１０ － ６３１２０ １７c中～後 切匙 （１２．１） １．６ ０．４
１４６‐１１ ２０ ５３０３２ １６c末～１７c初 切匙 １９．８ ２．８ ０．５
１４６‐１２ － ５３０３２ １６c末～１７c初 切匙 （２０．６） ３．０ ０．４
１４６‐１３ － ５３０３２ １６c末～１７c初 切匙 （２１．５） ２．１ ０．５
１４６‐１４ － ０６‐４包 近世 切匙 １７．１ ２．５ ０．４
１４６‐１５ － ５３０３２ １６c末～１７c初 切匙 （２１．５） ２．１ ０．５
１４６‐１６ ２０ ６３１６８ １９c中 切匙 １６．４ ４．３ ０．６
１４６‐１７ － ５３０３２ １６c末～１７c初 楔 １２．７ ２．４ ２．５
１４６‐１８ － ５４０２４ １７c後 楔 １２．０ ２．５ １．６
１４６‐１９ － ５４０８８ １９c中 栓 ５．４ ３．２ ３．２
１４６‐２０ － ６４０４０ １９c中 栓 ５．６ ３．７ ３．５
１４６‐２１ － ５３０３２ １６c末～１７c初 栓 ７．４ ２．７ ２．８
１４６‐２２ ２０ ６３２１８ １７c後 栓 １０．２ ３．６ ３．６
１４６‐２３ － ５３１０１ １７c初～前 栓 １０．４ １．８ １．７
１４６‐２４ － ６３１３８ １７c後 栓 ９．０ ３．１ ２．８
１４６‐２５ ２０ ５３０３２ １６c末～１７c初 栓 １０．２ ３．０ ２．７
１４６‐２６ － ０６‐２包 １９c中～近代 栓 ８．２ １．７ １．７ 中心部に約６．４cｍの穴
１４６‐２７ ２０ ６４０２５ １８c～１９c中 糸巻 ３．３ ３．１ ２．１
１４６‐２８ ２０ ６４００２ １９c中～近代 糸巻 １５．６ １．４ １．０
１４６‐２９ － ６３０７３ １７c中～後 柄 １６．０ ３．４ １７．５
１４６‐３０ － ６３０２４ １９c中 木槌 １２．３ ３．３ ２．０
１４６‐３１ ２０ ６２６４８ １６c前～中 木槌 １０．０ ３．３ ２．３
１４６‐３２ ２０ ５３００５ １７c初～前 刷毛 （１１．１）（５．６） ０．６
１４６‐３３ － ６２００８ １９c 刷毛？ １４．０ ３．３ ０．４
１４６‐３４ ２０ ５３０３２ １６c末～１７c初 箆 ２２．５ ２．６ ０．３
１４７‐１ － ６４０４０ １９c中 箒 ２９．０ １０．０ ３．０
１４７‐２ － ６２６５５ １６c中 鍬 ２６．８ （１６．２） ３．６
１４７‐３ ２０ ６２００８ １９c 鍬 （３０．７） １１．７ ４．２
１４７‐４ ２０ ６３０７０ １７c後 砥石台 ３０．０ ６．４ １．６
１４７‐５ ２０ ５３０３６ １７c後 砧 ２８．０ ８．８ ６．８
１４７‐６ ２０ ０６‐４堀 １８c中～１９c中 灯明台 ３２．９ １２．９ ４．６
１４７‐７ － ５３０３２ １６c末～１７c初 灯明台 １０．６ １．０ １．０
１４７‐８ － ５３０３２ １６c末～１７c初 灯明台 ９．９ ３．０ ０．９
１４７‐９ ２０ ５４０２４ １７c後 鴨居 ６．６ １１．８ ５．２
１４７‐１０ － ５４０２４ １７c後 鴨居 ４．３ ９．０ ４．６
１４７‐１１ － ５３０４２ １８c後～１９c 曲物 ２４．２ （４．４） ０．８
１４７‐１２ ２１ ６４０２５ １８c～１９c中 曲物 ８．４ （２．３） ０．４
１４７‐１３ － ６４０５３ １７c後～１８c前 曲物 ７．９ （１．７） ０．７
１４７‐１４ － ６３５２３ １７c初～前 柄杓 ６．６ ５．８ １．９
１４７‐１５ ２１ ６３１３５ １７c初 柄杓 ７．１ ４．６ １．１
１４７‐１６ ２１ ６３１５１ １７c初 柄杓 １１．４ １０．４ ２．２
１４７‐１７ － ０６‐１包 １７c後～１８c 柄杓 ７．４ ５．１ １．３
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１４７‐１８ － ６３１０８ １８c前～後 柄杓 ６．２ ５．７ １．０
１４７‐１９ － ０６‐３包 近世 柄杓 ８．０ ６．２ ２．０
１４７‐１３ － ６４００６ １７c中 曲物 ８．７ （４．４） ０．５
１４７‐１６ － ０６‐２堀内 １８c後～１９c 提灯 １１．３ １．６ １．３ 黒漆塗、中央部に金属
１４７‐１５ － ６３００４ １９c 提灯 ７．３ ２．１ ０．６ 中央に金属の灯芯台
１４７‐２４ － ０６‐１包 １９c 折敷 ３２．７ （８．６） ０．７ 刃跡
１４７‐２５ － ５３０３２ １６c末～１７c初 折敷 ３１．３ （９．０） ０．６ 刃跡、釘穴３
１４７‐２６ － ５３０３２ １６c末～１７c初 折敷 ２２．５ （９．０） ０．３ 釘穴２
１４７‐２７ － ６３０２２ １７c後～１８c後 折敷 （１６．２）（１４．３） ０．８ 外黒内赤の漆塗
１４７‐２８ ２１ ５３０３２ １６c末～１７c初 折敷 （１４．２）（３．５） ０．６ 黒漆塗
１４７‐２９ ２１ ６３５１８ １７c～１９c 折敷 １１．２ （７．９） ０．２ 釘穴２
１４８‐１ － ６４００２ １９c中～近代 蓋板 １７．９ － １．９ 穴１、焼印
１４８‐２ ２１ ０６‐２包 １９c 蓋板 １５．０ － ２．５ 八角形、中央に穴
１４８‐３ ２１ ６３０２０ １９c中 蓋板 １３．２ － １．４ 穴１
１４８‐４ ２１ ６３０２２ １７c後～１８c後 蓋板 ２４．３ － （２．２）
１４８‐５ ２１ ６２１１２９ １９c中～近代 蓋板 １３．１ （５．１） ０．４
１４８‐６ － ５３０１６ １９c前 蓋板 ３１．７ － １．２ 釘穴５
１４８‐７ ２１ ５４０１０ １７c後 蓋板 ２２．１ － ０．７ 釘穴３
１４８‐８ － ５３０３２ １６c末～１７c初 蓋板 （４１．７） － １．０ 復元径４８．０㎝
１４８‐９ ２１ ５３０３２ １６c末～１７c初 蓋板 （３０．６） － ０．８ 復元径３２．６㎝
１４８‐１０ ２１ ０６‐４包 １９c 蓋板 ７．５ － ０．７ 焼印
１４８‐１１ － ５３０３２ １６c末～１７c初 蓋板 ７．１ － ０．４ 樺紐残存
１４８‐１２ － ６３５２６ １７c初 蓋板 ７．７ － ０．４ 中央に穴２
１４８‐１３ － ６４０１９ １９c中 底板 ６．９ － ０．３
１４８‐１４ － ６３５２５ １７c前～後 底板 ８．５ － ０．９
１４８‐１５ ２１ ５３０６４ １７c初～１８c後 底板 ２０．０ － １．０
１４８‐１６ － ５３０３２ １６c末～１７c初 底板 １３．２ － ０．７ 釘穴３
１４８‐１７ － ５４０９８ １６c末～１７c初 底板 １２．５ － １．６
１４８‐１８ － ６３０２２ １７c後～１８c後 底板 １１．９ － １．５
１４８‐１９ － ５３０３２ １６c末～１７c初 底板 １１．３ － ０．６ 樺紐３残
１４８‐２０ － ６３０９２ １９c 底板 ２４．３ － ２．４
１４８‐２１ － ６４０３０ １８c後 底板 ２８．８ － １．８
１４８‐２２ － ６４００４ １８c後 底板 （１８．９）（７．０） ０．７ 楕円形、側面に釘穴７
１４８‐２３ ２１ ５３０３２ １６c末～１７c初 底板 （２３．０） － ４．５ 三足付
１４９‐１ － ６３５２８ １９c 底板 ３３．８ － ３．３
１４９‐２ － ６３０９０ １９c中 底板 ４２．８ － １．５ 釘穴６
１４９‐３ － ６２２００６‐３ １６c 底板 （４９．２） － １．５ 復元径５０．５㎝
１４９‐４ ２０ ５３０３２ １６c末～１７c初 取手 ２７．８ ３．７ ２．５ 黒漆塗
１４９‐５ － ５３０３６ １７c後 脚 ２９．４ ７．５ ０．７
１４９‐６ ２０ ６４０２４ １８c後～１９c中 脚 ２４．５ ７．７ ８．５ 漆塗
１４９‐７ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箱物 ３０．０ ３．０ ０．９
１４９‐８ － ５３０３２ １６c末～１７c初 箱物 １９．５ ２．０ ０．６ 折敷部材
１４９‐９ － ０６‐４堀 １８c後～１９c 箱物 ８．５ ８．５ ０．７
１４９‐１０ ２０ ５３０３２ １６c末～１７c初 脚 １０．３ ４．８ ３．６
１４９‐１１ ２０ ５３０３２ １６c末～１７c初 箱物 ９．４ ３．２ ０．５
１４９‐１２ － ０６‐４堀 １８c後～１９c 箱物 ８．５ ３．５ ０．７
１４９‐１３ ２１ ６３５３２ １９c 継手 ３０．６ ２５．６ １６．１
１４９‐１４ － ６３０９２ １９c 継手 ２２．８ １９．８ １２．２ 直径約５．５cｍ
１４９‐１５ － ６２５１１ １９c 継手 ２０．５ ２０．２ １１．９ 直径約９．５cｍ
１４９‐１６ － ６２０１１ １９c 継手 １８．０ １１．４ １０．１
１５０‐１ ２１ ６３５２０ １７c後～１８c後 人形 （１４．４） ３．９ ２．７ 胴部のみ
１５０‐２ ２１ ０６‐１包 １７c初 人形 １２．７ ２．１ １．９
１５０‐３ ２１ ６３１１０ １７c中～後 人形 ５．８ ３．３ ３．８ 頭部のみ
１５０‐４ ２１ ５４２８３ １９c中 将棋の駒 ２．７ １．８ ０．７ 赤漆文字
１５０‐５ ２１ ５３０３２ １６c末～１７c初 将棋の駒 ３．１ １．４ ０．７ 墨書文字
１５０‐６ － ５３０３２ １６c末～１７c初 独楽 ３．４ ３．８ ３．３
１５０‐７ ２１ ６３２１８ １７c後 独楽 ３．４ ５．２ － 軸部が金属
１５０‐８ － ６３２１８ １７c後 独楽 ３．４ ５．１ － 軸の部分が金属
１５０‐９ ２１ ６３５２１ １７c初～後 鳥形 ３．２ １．３ －
１５０‐１０ － ６３１１６ １７c後 加工木 ８．４ ３．６ １．３
１５０‐１１ － ５３１０１ １７c初～前 加工木 １７．２ １．５ ３．３
１５０‐１２ － ５３１０８ １９c中 舟形 （１０．９） ３．６ ２．４
１５０‐１３ － ６３５２６ １７c初 加工木 １３．５ ９．８ ６．５
１５０‐１４ ２１ ５３０３２ １６c末～１７c初 加工木 １３．４ ０．９ ０．５ 虫籠か
１５０‐１５ － ５３０３２ １６c末～１７c初 加工木 １１．１ ２．５ ２．６
１５０‐１６ － ５３０３６ １７c後 加工木 ２４．６ ６．２ １．１
１５０‐１７ － ５３１４２ １６c末～１７c初 加工木 ７．１ １．５ １．５ 一部黒漆塗、下部に穴
１５０‐１８ － ６３００２ １９c中 櫛 （１１．１）（３．５） ０．７ 残存歯１枚
１５０‐１９ ２１ ６３５２５ １７c前～後 櫛 （８．０） ３．６ １．１ 残存歯１７枚
１５０‐２０ － ５３０３２ １６c末～１７c初 櫛 （９．３） ４．５ １．１ 残存歯２６枚
１５０‐２１ － ５３０３２ １６c末～１７c初 櫛 ８．４ ４．７ １．０ 残存歯１７枚
１５０‐２２ － ０６‐１包 １７c後 櫛 ８．５ ４．１ １．２ 残存歯２４枚
１５０‐２３ － ６３５２５ １７c前～後 櫛 （５．０） ２．２ １．２ 残存歯３８枚
１５０‐２４ － ０６‐２包 １９c 櫛 （８．５） ３．１ １．１ 残存歯４８枚
１５０‐２５ － ５３０３２ １６c末～１７c初 櫛 ８．６ ４．２ １．２ ５１枚
１５０‐２６ ２１ ６３０２４ １９c中 櫛 （１２．９） ３．８ ０．６ 残存歯１３枚
１５０‐２７ ２１ ６４００８ １８c中～１９c中 櫛 （６．５） ２．９ ０．７ 残存歯４８枚
１５０‐２８ － ０６‐４堀 １８c中～１９c中 櫛 １３．０ ５．２ ０．９ ８８枚
１５０‐２９ ２１ ５４０１０ １７c後 櫛 ８．７ ４．１ １．２ ６１枚

器 種 点数 ％ 分 類 番 号

一木
連歯 ３０ ３６

方形 １５１‐１～１５２‐６・１３
小判形 １５２‐７・８・１０・１２
丸 １５２‐１４・１５

刳り ９ １１ 両歯非独立 １５４‐１０～１５、１５５‐１～３

差歯
露卯 １５ １８

方形（穴２） １５３‐１
丸（穴２） １５３‐２～１０
丸（穴４） １５３‐１１～１５

陰卯 ９ １１
方形 １５４‐１・２
丸 １５４‐３～９

無歯 １８ ２２
穴１ １５５‐４～１７
穴３ １５５‐１８～２０・２３

付歯 ２ ２ １５５‐２１・２２

第１０表 木製品観察表

第１１表 下駄一覧表

第２節 木製品

―１９５―



第１５１図 下駄①

第４章 中・近世の遺物

―１９６―



第１５２図 下駄②

第２節 木製品

―１９７―



第１５３図 下駄③

第４章 中・近世の遺物

―１９８―



第１５４図 下駄④

第２節 木製品

―１９９―



第１５５図 下駄⑤

第４章 中・近世の遺物

―２００―



第１５６図 木簡・墨書

第２節 木製品

―２０１―



挿
図

番
号

図
版

番
号

遺
構
番
号

時
期

種
類

法
量（
㎝
）

備
考

長
さ

巾
台
巾

台
厚

全
高

１５
１‐
１

－
５４
０２
５

１６
c
末
～
１７
c
初

連
歯

２１
．９

９
．６

９
．５

１
．０

２
．５

台
一
部
欠
損

１５
１‐
２

２２
５３
０３
６

１７
c
後

連
歯

２１
．７

８
．５

８
．３

１
．３

３
．２

台
表
傷
有
り
、砂
粒
付
着

１５
１‐
３

－
５３
０４
３

１７
c
初

連
歯

２２
．９

９
．５

９
．５

１
．２

３
．７

１５
１‐
４

－
５３
０３
６

１７
c
後

連
歯

２２
．２

８
．６

８
．４

１
．７

４
．７

前
歯
欠
損

１５
１‐
５

－
０６
‐１
包

１７
c

連
歯

２１
．２

８
．７

８
．６

１
．３

２
．５

前
歯
２
本
・
後
歯
３
本
釘
残

１５
１‐
６

－
６３
５２
３

１７
c
初
～
前

連
歯

２２
．３

９
．１

９
．１

１
．８

２
．３

１５
１‐
７

－
６３
０５
７

１７
c
後
～
１８
c
後

連
歯

２２
．６

９
．３

８
．６

１
．５

２
．５

後
歯
欠
損
、前
歯
３
本
釘
穴

１５
１‐
８

－
６３
０９
０

１９
c
中

連
歯

２１
．９

９
．１

８
．７

１
．１

３
．３

１５
１‐
９

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

連
歯

２１
．０

８
．７

８
．３

１
．１

２
．７

一
部
欠
損

１５
１‐
１０

－
６３
０８
７

１７
c
中
～
後

連
歯

２２
．０

９
．２

（
８
．７
）

１
．５

（
７
．９
）
前
歯
・
台
一
部
欠
損

１５
１‐
１１

－
０６
‐１
包

１７
c

連
歯

２１
．５

９
．２

９
．０

１
．５

２
．５

後
歯
欠
損

１５
１‐
１２

－
６３
２１
８

１７
c
後

連
歯

２１
．４

（
９
．３
）
（
９
．１
）

１
．３

３
．７

台
・
後
歯
一
部
欠
損

１５
１‐
１３

－
６３
０９
０

１９
c
中

連
歯

２２
．０

９
．０

８
．８

１
．４

３
．５

前
歯
欠
損
、後
歯
釘
穴
７

１５
１‐
１４

－
６２
６４
７

１６
c
中
～
後

連
歯

２１
．４

９
．５

９
．２

６
．６

１
．２

１５
１‐
１５

－
０６
‐４
ト
レ
ン
チ

１８
c
後
～
１９
c

連
歯

２１
．５

９
．６

７
．０

３
．２

３
．２

台
一
部
欠
損

１５
２‐
１

－
６３
０２
４

１９
c
中

連
歯

（
２１
．４
）
９
．１

（
８
．０
）

１
．６

４
．８

前
後
の
歯
に「
の
め
り
」、
台
前
部
欠
損

１５
２‐
２

－
０６
‐４
堀

１８
c
後
～
１９
c

連
歯

２１
．９

１０
．２

９
．６

１
．８

２
．６

後
歯
に
砕
石
残
存

１５
２‐
３

－
６３
０８
７

１７
c
中
～
後

連
歯

１６
．４

７
．６

７
．４

１
．３

６
．３

前
歯
欠
損
、前
歯
釘
５
残
、子
供
用

１５
２‐
４

－
６４
０１
１

１８
c
後
～
１９
c

連
歯

１４
．８

７
．０

６
．７

１
．０

２
．２

前
後
の
歯
に「
の
め
り
」

１５
２‐
５

－
０６
‐４
堀

１８
c～
１９
c

連
歯

１６
．７

９
．６

７
．０

３
．５

４
．７

１５
２‐
６

－
６３
１１
０

１７
c
中
～
後

連
歯

１４
．７

７
．８

７
．２

１
．６

５
．２

子
供
用

１５
２‐
７

－
０６
‐２
包

１９
c？

連
歯

２３
．０

１０
．５

９
．４

１３
．５

５
．０

前
後
の
歯
に「
の
め
り
」

１５
２‐
８

－
５３
０１
６

１９
c
前

連
歯

２１
．９

９
．２

９
．２

１
．５

２
．７

後
歯
砂
粒
付
着

１５
２‐
９

－
０６
‐１
包

１７
c
後

連
歯

（
１６
．５
）
７
．８

１
．０

５
．０

６
．３

子
供
用

１５
２‐
１０

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

連
歯

２０
．８

１１
．３

１１
．０

１
．８

７
．６

前
歯
欠
損

１５
２‐
１１

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

連
歯

２０
．６

８
．１

８
．１

１
．２

２
．４

一
部
炭
化

１５
２‐
１２

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

連
歯

（
２３
．０
）
９
．６

９
．２

１
．８

４
．１

台
先
欠
損

１５
２‐
１３

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

連
歯

（
１５
．６
）
９
．４

９
．４

２
．３

５
．２

後
歯
か
ら
台
尻
欠
損
、補
修
の
跡

１５
２‐
１４

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

連
歯

（
１９
．５
）
（
８
．８
）
（
８
．０
）
（
１
．２
）
（
５
．３
）
台
欠
損
、台
表
に
格
子
状
の
刻
文

１５
２‐
１５

２２
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

連
歯

１９
．５

９
．２

９
．１

１
．３

３
．１

台
表
に
格
子
状
の
刻
文

１５
３‐
１

２２
５３
００
５

１７
c
初
～
前

露
卯

２２
．４

－
７
．９

２
．８

－
穴
２
、両
歯
欠
損

１５
３‐
２

－
６４
０５
３

１７
c
後
～
１８
c
前

露
卯

２１
．６

－
７
．９

１
．３

－
穴
２
、両
歯
欠
損

１５
３‐
３

－
６３
０８
７

１７
c
中
～
後

露
卯

１８
．０

８
．２

７
．０

２
．２

６
．０

穴
２
、前
歯
欠
損

１５
３‐
４

－
６３
０８
７

１７
c
中
～
後

露
卯

１７
．５

－
６
．５

１
．５

－
穴
２
、両
歯
欠
損

１５
３‐
５

－
０６
‐４
堀

１８
c
後
～
１９
c

露
卯

（
１７
．０
）

－
６
．３

１
．５

－
穴
２
、台
先
・
両
歯
欠
損

１５
３‐
６

－
０６
‐４
堀

１８
c
後
～
１９
c

露
卯

１７
．５

－
６
．５

１
．５

－
穴
２
、両
歯
欠
損

１５
３‐
７

－
５３
０７
２

１７
c
後

露
卯

２０
．０

－
７
．９

３
．０

－
穴
２
、両
歯
欠
損

１５
３‐
８

－
５３
０７
２

１７
c
後

露
卯

（
２１
．１
）

－
８
．２

３
．２

－
穴
２
、両
歯
欠
損
、台
尻
欠
損

１５
３‐
９

－
６３
２３
３

１７
世
紀
初
～
前

露
卯

（
１９
．５
）
（
１０
．９
）
８
．３

２
．６

９
．９

穴
２
、台
先
尻
・
前
歯
欠
損

１５
３‐
１０

－
０５
‐３
包

１７
c？

露
卯

（
１８
．１
）
９
．３

７
．８

３
．０

１０
．０

穴
２
、台
尻
・
前
歯
欠
損

１５
３‐
１１

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

露
卯

（
２１
．８
）

－
８
．６

３
．４

－
穴
４
、台
中
央
・
両
歯
欠
損
、台
表
に
刻
文

１５
３‐
１２

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

露
卯

（
２１
．５
）

－
８
．８

３
．３

－
穴
４
、台
尻
・
両
歯
欠
損

挿
図

番
号

図
版

番
号

遺
構
番
号

時
期

種
類

法
量（
㎝
）

備
考

長
さ

巾
台
巾

台
厚

全
高

１５
３‐
１３

－
６３
１３
４

１７
c
初

露
卯

２２
．７

１３
．７

９
．２

３
．６

９
．５

穴
４
、後
歯
欠
損

１５
３‐
１４

２２
５３
１０
１

１７
c
初
～
前

露
卯

２３
．２

１３
．２

８
．７

３
．０

１１
．１

穴
４
、前
歯
欠
損

１５
３‐
１５

－
５３
０３
６

１７
c
後

露
卯

２１
．３

１０
．２

７
．３

３
．１

９
．０

穴
４
、台
一
部
欠
損

１５
４‐
１

２２
６４
００
２

１９
c
中
～
近
代

陰
卯

１２
．９

－
６
．５

２
．８

－
黒
漆
塗
、両
歯
欠
損

１５
４‐
２

－
６３
０２
１

１９
c
中

陰
卯

２４
．０

－
８
．３

１
．２

－
両
歯
欠
損

１５
４‐
４

２２
６４
００
８

１８
c
中
～
１９
c
中

陰
卯

２１
．０

８
．４

７
．８

２
．７

５
．２

後
歯
欠
損

１５
４‐
９

－
０６
‐３
包

１９
c

陰
卯

１４
．４

（
６
．６
）

６
．２

２
．３

３
．６

台
・
歯
一
部
欠
損
、子
供
用

１５
４‐
３

－
６４
０３
７

１８
c～
１９
c
中

陰
卯

２１
．４

７
．２

（
６
．５
）

３
．６

９
．０

前
歯
・
台
一
部
欠
損

１５
４‐
８

－
６２
１１
２９

１９
c
中
～
近
代

陰
卯

２０
．４

－
８
．９

２
．０

－
両
歯
欠
損

１５
４‐
６

－
０６
‐４
堀

１８
c
中
～
１９
c

陰
卯

（
１８
．６
）

－
７
．６

２
．７

－
黒
漆
塗
、台
先
・
両
歯
欠
損

１５
４‐
５

－
６４
０４
０

１９
c
中

陰
卯

２２
．２

（
９
．３
）
（
６
．３
）

３
．８

（
８
．９
）
台
・
歯
一
部
欠
損

１５
４‐
７

－
０６
‐３
包

１９
c

陰
卯

（
２１
．６
）

－
８
．０

３
．０

－
台
一
部
・
両
歯
欠
損

１５
４‐
１０

２２
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

刳
り

２０
．３

－
（
８
．２
）

１
．６

－
台
一
部
欠
損

１５
４‐
１１

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

刳
り

（
２１
．３
）

－
８
．５

２
．６

－
前
歯
欠
損
、釘
残
、穴
７

１５
４‐
１２

２２
０６
‐４
ゴ
ミ
層

１８
c
中
～
１９
c
中

刳
り

１９
．９

（
６
．３
）

５
．３

３
．２

－
黒
漆
塗

１５
４‐
１３

－
０６
‐４
ゴ
ミ
層

１８
c
中
～
１９
c
中

刳
り

１８
．７

１１
．２

７
．７

４
．８

－
１５
４‐
１４

－
６４
００
８

１８
c
中
～
１９
c
中

刳
り

２２
．６

８
．２

７
．９

２
．６

－
台
表
に
墨
書「
平〔
次
？
〕」
、釘
５
残

１５
４‐
１５

－
６４
００
８

１８
c
中
～
１９
c
中

刳
り

２２
．４

８
．７

８
．０

３
．６

－
台
表
に
細
か
い
刃
跡
、釘
一
部
残
８

１５
５‐
１

－
０６
‐２
包

１９
c

刳
り

１７
．６

－
７
．３

２
．４

－
台
一
部
欠
損
、子
供
用

１５
５‐
２

－
０６
‐２
包

１９
c

刳
り

１７
．６

－
７
．９

２
．５

－
子
供
用

１５
５‐
３

－
０６
‐２
石
垣
周
辺

１９
c

刳
り

１６
．０

－
７
．９

２
．９

－
漆
残
、子
供
用

１５
５‐
４

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

１６
．３

－
（
５
．５
）

１
．９

－
子
供
用
、台
裏
に
線
刻
、一
部
欠
損

１５
５‐
５

２２
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

１７
．７

－
７
．８

２
．０

－
台
表
に
線
刻
、台
裏
に
穴
が
３
つ
有
り

１５
５‐
６

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

１９
．８

－
９
．２

２
．０

－
一
部
欠
損

１５
５‐
７

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

２３
．０

－
（
８
．０
）

１
．８

－
炭
化
痕
、一
部
欠
損

１５
５‐
８

－
６４
０８
２

１７
c
初

無
歯

１３
．９

－
（
６
．４
）

１
．４

－
子
供
用
、台
一
部
欠
損

１５
５‐
９

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

２２
．０

－
８
．６

１
．８

－
１５
５‐
１０

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

１９
．６

－
（
８
．７
）

１
．６

－
一
部
欠
損
、台
表
に
刻
文

１５
５‐
１１

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

２０
．３

－
９
．４

１
．８

－
台
裏
に
刃
跡

１５
５‐
１２

－
５３
００
５

１７
c
初
～
前

無
歯

２１
．９

－
（
５
．０
）

１
．６

－
台
表
に
刻
文
、半
分
欠
損

１５
５‐
１３

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

２１
．５

－
８
．７

１
．４

－
１５
５‐
１４

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

２１
．６

－
８
．４

２
．５

－
台
裏
に
線
刻

１５
５‐
１５

－
６４
０１
２

１９
c
中

無
歯

２２
．６

－
９
．３

０
．９

－
１５
５‐
１６

－
６４
０８
７

１７
c
後

無
歯

１９
．７

－
７
．４

１
．５

－
１５
５‐
１７

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

１８
．６

－
６
．９

１
．５

－
１５
５‐
１８

－
０６
‐４
堀

１８
c
中
～
１９
c
中

無
歯

１６
．０

－
６
．６

０
．８

－
子
供
用

１５
５‐
１９

－
５３
０４
４

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

２１
．４

－
７
．６

１
．１

－
釘
一
部
残
存
・
穴
６
、台
裏
に
刃
跡

１５
５‐
２０

２２
５３
０４
４

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

２１
．２

－
７
．６

１
．２

－
釘
一
部
残
存
・
穴
７

１５
５‐
２１

－
５３
０３
２・
５３
１０
１

１６
c
末
～
１７
c
初

付
歯

２１
．７

－
８
．３

１
．３

２
．７

一
部
欠
損

１５
５‐
２２

２２
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

付
歯

２４
．９

－
７
．５

３
．８

５
．９

釘
２
残

１５
５‐
２３

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

無
歯

２２
．０

－
９
．６

１
．８

－

挿
図

番
号

図
版

番
号

遺
構
番
号

時
期

法
量（
㎝
）

形
式

釈
文

縦
×
横
×
厚

１５
６‐
１

２２
６３
５２
５

１７
c
前
～
後

１４
．２
×
２
．６
×
７
．５

０３
２

（
）十
二
月
晦
日
、

餅
米
上
々
白
四
斗
三
升
五
合
、籐
三
郎
餅
米〔
立
替
？
〕（
）月
晦
日
、

此
上〔
々
？
〕白
米
四
斗（

）五
合
、（
）

１５
６‐
２

２２
６３
５２
５

１７
c
前
～
後

１０
．５
×
２
．２
×
０
．７

０３
２

餅
米
上
々
白
四
斗
五
升
、

籐
三
郎

餅
米〔
立
替
？
〕十
二
月
十
二
日
、

此
上〔
々
？
〕白
米
四
斗
五
升
、籐
三
郎

１５
６‐
３

－
６３
５２
３

１７
c
初
～
前

１１
．０
×
１
．９
×
０
．７

０３
２

餅（
）

１５
６‐
４

２２
６３
５２
３

１７
c
初
～
前

（
８
．８
）×
１
．３
×
０
．３

０３
２

（
）村

〔
鶴
？
〕左
衛
門

１５
６‐
５

２２
６３
５１
７

１８
c～
１９
c

（
５
．５
）×
２
．３
×
０
．３

０２
１

十
一
月
廿
六
日
、井
向
村

１５
６‐
６

－
６３
５２
１

１７
c
初
～
後

（
７
．０
）×
２
．４
×
０
．３

０２
１

１５
６‐
７

２２
６３
５２
５

１７
c
前
～
後

（
２１
．６
）×
（
３
．３
）×
０
．５

－
忠
左
衛
門

１５
６‐
８

２２
６３
５２
５

１７
c
前
～
後

４１
．３
×
４
．１
×
０
．９

０５
１

１５
６‐
１１

－
６３
０２
０

１９
c
中

１１
．４
×（
２
．９
）×
０
．３

０２
１

１５
６‐
１２

－
６３
０２
２

１７
c
後
～
１８
c
後

８
．４
×
２
．５
×
０
．６

０２
１

１５
６‐
１３

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

１２
．７
×
２
．５
×
０
．９

０３
２

１５
６‐
１４

２２
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

１４
．５
×
１
．４
×
０
．４

－

挿
図

番
号

図
版

番
号

遺
構
番
号

時
期

法
量（
㎝
）

釈
文

備
考

長
幅

厚
１５
６‐
９

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

１１
．９

６
．２

０
．７

１５
６‐
１０

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

（
２
．２
）
１１
．０

０
．６

１５
６‐
１５

２２
６３
５１
７

１８
c～
１９
c

４
．６

（
１
．２
）

０
．２

１５
６‐
１６

２２
５３
０４
４

１６
c
末
～
１７
c
初

３
．０

２
．４

０
．３

１５
６‐
１７

２２
５３
０７
９

１７
c
初

３
．３

２
．５

０
．４

稲
ヶ
□
丗
日

１５
６‐
１８

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

１８
．３

９
．３

０
．５

箱
物
の
底
板
？
、片
面
黒
漆
塗

１５
６‐
１９

２２
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

１７
．１

４
．３

０
．２

１５
６‐
２０

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

９
．７
５

３
．０

０
．３

１５
６‐
２１

－
５３
０３
２

１６
c
末
～
１７
c
初

９
．８

２
．９

０
．３

１５
６‐
２２

２２
６３
５２
３

１７
c
初
～
前

３
．１

８
．４

０
．３

１５
６‐
２３

２２
０６
‐３
包

１８
c
後
～
１９
c
中
？

５
．８

２
．１

０
．２

１５
６‐
２４

－
０６
‐３
包

１８
c
後
～
１９
c
中
？

６
．０

（
３
．８
）

０
．２

第
１４
表
墨
書
一
覧
表

第
１２
表
下
駄
観
察
表

第
１３
表
木
簡
一
覧
表

第４章 中・近世の遺物
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胴木（第１５７図１・２） この２点の胴木は、第

６７図に示す北人分門の北西側、東三ノ丸を巡る堀の

南岸の石垣のものである。近代以降に削平され、本

来存在したはずの石垣は無く、並列する胴木のみが

検出され、そのうちの堀からみて、奥側の胴木にあ

たる（写真の右側）。この２本は、両先端約６０㎝が

断面形斜めに切断されており、その中央部に直径約

７．５㎝の円形の孔が穿たれる。この部分が上下に接

続し１本の胴木となっていた（模式図）。

１は長さ４０１．５㎝、幅１５．４㎝、高さ１２．９㎝。２は

長さ３７８．０㎝、幅１５．０㎝、高さ１３．０㎝である。表面

には、１に見られるような明瞭な�痕が残る。この

加工痕の幅は、全幅のほぼ半分で、長さは約５㎝で

ある。材は芯持ちの角材で若干幅の方が大きい。

第１５７図 北人分門付近石垣胴木

第２節 木製品
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第３節 金属製品
金属製品は、確認したもののうち６７１点を採取した。このうち図化し得たのは３２６点であり、２９３点を

図示し得た。以下、武器・武具、農工具、銭貨、煙管、日用品・その他の５項目に分ける。その他、鍛

冶関連の遺物（取瓶・鞴羽口・鉱滓など）についても、ここで扱う。

武器・武具（第１５８図） 武器・武具は、刀（１）・切羽３点（２～４）・責金（５）・鞐（６）・

小柄小刀１３点（７～１８）・小札（１９）・鏃２点（２０・２１）を提示し得た。刀（１）は、切先側の大半と

茎の先端を欠く。切羽３点のうち２・４は、周縁に「こきざみ」が施される。責金（５）は、鞘の割を

防ぐ金具である。土圧を受けて変形している。鞐（６）は、紡錘様の形状に２孔を穿つ笠鞐である。甲

冑や刀装具などに使用されたものと見られる。小柄小刀は、小柄を欠失し刀身のみのもの（７～１１）・

刀身を欠き小柄のみのもの（１２～１８）がある。９には判読不能ながら刃部に銘が見える。１５～１８は小柄

に紋様がある。小札（１９）は甲冑の部品である。鏃には、定角型の鏃（２１）と盾割の鏃（２０）がある。

弾丸（第１６１図） 図示した弾丸のうち今回検出したものは１１点（１～１０・１４）である。いずれも金

属（鉛）製で、直径により４種程度の規格に分けられる（１．１～１．４㎝：１～９，１．７～２．２㎝：１０～１３，２．６

～２．９㎝：１４・１５，５㎝：１６）。なお、笏谷石製の弾丸（１１～１３・１５）もある※。

※笏谷石製弾丸（１１～１３・１５）と大型弾丸（１６）は、『福井城跡 福井駅西口地下駐車場整備事業に伴う発掘調査』（福井県教育

庁埋蔵文化財調査センター２００８）から遺漏した遺物である。当報告書に参考として提示し報告の責を果たす。なお、笏谷石製弾

丸（１１～１３・１５）は中世の遺構から、大型弾丸（１６）は近世の遺構から出土した。また、１５は被熱により赤変している。

農工具（第１６０図） 農工具は、釘４６点（１～４６）・釣鈎３点（５０～５２）・鎹２点（５３・５４）・釘隠（４７）・

座金（４８）・鋲（４９）・鎌３点（６６～６８）・小刀３点（６３～６５）・鳶口２点（７２・７３）・楔２点（６９・

７０）・鏨（７１）・錘４点（５９～６２）を図示した。釘は、４６が長さ９．５㎝の合釘である以外は、いずれも

巻頭釘（大巻）・頭巻釘（小巻）である。長さは３～１５㎝のものがあり、７種程度の規格に分けられる

（３．２～３．５㎝：４０～４５，４．３～５．２㎝：３０～３９，６．２～６．８㎝：２０～２３，７．５～８．５㎝：１５～１９・２４～２９，９

～１０㎝：８～１４，１１㎝前後：４～７，１５㎝前後：１ほか）。釣鈎は、いずれも頭巻釘からの転用である。

釘隠（４７）には、表面に鶴や松などの線刻模様がある。小刀のうち６３・６４は木製の柄が残っており、紐

などで結わえ固定した痕跡が残る。刃部の残存状況は良くない。６５は、良好に残存し、顕著な研ぎ直し

が窺えるが、木装は残存しない。鏨（７１）は短く小形である。錘は、円盤型のもの（５９～６１）と、長い

円錐形のもの（６２）がある。５９には、細い針金や別の金具が付けられており、重さを調整した痕跡と見

られる。６２は、上端に紐孔があり、底面には３つの削り痕がある。

煙管（第１５９図） 雁首は１４点あり（１～１４）、火皿接合のための補強体のあるもの（２・４）・羅宇

装着のための肩部があるもの（１０・１１）・両者を備えるもの（１２～１４）・両者を欠くもの（１・３・５～９）

がある。また、脂返し部分に着目すると、大きく湾曲するもの（２・４・１２～１４）・火皿付近で屈曲す

るもの（１・３）・太く直線的に伸び火皿につながるもの（５～１１）に分かれる。なお、９には線刻や

打刻による模様、１０には打刻による模様がある。吸口は１４点あり（１５～２８）、羅宇装着のための胴部が

あるもの（１５～１９・２２）・ないもの（２０・２１・２３～２８）がある。また、狭義の吸口部分の形状から、先

端が膨らむもの（２０～２４・２８）・膨らみのないもの（１５～１９・２５～２７）に分けられる。これらの雁首・

吸口のうち一個体を成したと見られるのは１４・１９のみである。ともに竹節を模した意匠であり、同様な

肩・胴部が付く。２７と２８については、ともに細身の円筒形であり、あるいは性格の異なる製品であるこ

とが考えられる。

第４章 中・近世の遺物

―２０４―



第１５８図 武器・武具類（Ｓ＝１／３）

第１５９図 煙管（Ｓ＝１／３）
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第１６０図 農工具類（Ｓ＝１／４：１～４６・４９～６２・６９～７１ Ｓ＝１／３：４７・４８ Ｓ＝１／６：６３～６８・７２・７３）

第１６１図 弾丸（Ｓ＝１／３）
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日用品・その他（第１６２・１６３図） 鍋（１・４・５）・鍋蓋（３）・鍋吊金具（２）・火箸２点（９・

１０）・五徳（１１）・灰匙（６）・匙２点（７・８）・引手金具６点（１２～１７）・襖引手金具２点（１８・

１９）・鍵（２１～２３）・錠前（２０）・肘壷金具（２５）・割釘（２４）・鋏３点（２８～３０）・針（２７）・紡錘

車（２６）・毛抜（３１）・容器（蓋）（３２・３３）・燭台（３９）・人形（３８）・鎖（３７）・飾金具（３４～３６）

・眼鏡（４０）・簪６点（４１～４５）・迷子札（４６）を図示した。鍋（１）は、完形であるが、底部が裂け

て内側へ窪んでいる。脱落したが、裂け目を接いだ補修材（１－２）があることから、破損後も使用し

たようである。底面には３つの脚が付く。４は口縁、５は底部の破片である。五徳（１１）は１つの脚と

台部片のみ残存する。引手金具は、固定するもの（１２）・本体が針金状で可倒式のもの（１３）・可倒式

の鋳造品（１４～１７）がある。襖引手金具は、楕円形のもの（１９）と小形方形のもの（１８）がある。２５は、

その形状から肘壷金具とした。鋏（２８～３０）は、いずれも片側の刃部を欠失する。針（２７）は頭部を欠

く。紡錘車（２６）は糸巻棒のみである。片側の先端は小さく屈曲しており、中位付近の表面は捩り状に

第１６２図 金属製品 日用品①（Ｓ＝１／４）
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第１６３図 金属製品 日用品②・その他
（Ｓ＝１／４：１２・２０～２６ Ｓ＝１／３：１３～１９・３２・３４～３９・４１～４５ Ｓ＝１／２：２７・３３・４６）
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第１６４図 銭貨（拓影 Ｓ＝１／２）

第３節 金属製品
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成形される。毛抜（３１）も片側を欠失する。先端が大きく開いており、用途の異なることが考えられる。

３２・３３については、不明ながら小形容器の蓋になるものと捉えた。３２が扁平で装飾のないものであるの

に対し、３３は端部に返しを持ち、表面に細かい打刻による模様がある。燭台（３９）は、蝋燭を立てる先

端部分のみの破片である。蓮の蕾と葉と見られる意匠が施される。飾金具（３４～３６）は、いずれも不明

品であるが、３４・３５は仏具に関連するものか。眼鏡（４０）は、折畳式の携帯品である。簪のうち４４には

梅の意匠が施されており、４５には小槌を模した飾りが付けられている。迷子札（４６）は、小判形で上部

に小孔があり、片面に猪の疾走する絵が、その裏面に「天草町 柳下勘七忰 久之丞」と住所・出自・

名前が線刻されている。出土位置は、柳下邸北西の屋敷区画溝６４００２内である（第８２・８３図）。

銭貨（第１６４図） 銭貨は１０４点提示した。その内訳は、寛永通寶６７点（１～６７）・文久永寶２点（６８・

６９）・仙台通寶（６４）・永楽通寶（７０）・開元通寶３点（７１～７３）・嘉祐通寶２点（７４・７５）・景徳元

寳（７６）・景祐元寳（７７）・元豊通寶６点（７８～８３）・元祐通寶３点（８４～８６）・元□（豊・祐・符）

通寶（８７）・皇宋通寶３点（８８～９０）・洪武通寶２点（９１・９２）・淳熈元寳（９３）・紹聖元寳２点（９４・

９５）・祥符通寶４点（９６～９９）・聖宋元寳２点（１００・１０１）・天禧通寶（１０２）・天聖元寳（１０３）・無

文銭（１０４）である。寛永通寶の内訳は、古寛永２６点（１～２６）・文銭６点（２７～３２）・新寛永３１点（３３

～６３）・四文銭３点（６５～６７）である。新寛永のうち３２には「元」、３３には「佐」、３４・３５には「足」の

第１６５図 鍛冶関連遺物（Ｓ＝１／４：１～１０ Ｓ＝１／５：１１～１３ Ｓ＝１／３：１４）
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背文がある。寛永通寶の四文銭（６５～６７）と文久永寶（６８・６９）の背面には、１１波の波紋がある。仙台

通寶（６４）は、幕府の許可を得た仙台藩が、１７８４～８７（天明４～７）年に鋳た大・中・小三種のうちの

小形品である。

鍛冶関連遺物（図１６５） 鍛冶に関連する遺物は、取瓶（１～３）・鞴羽口（１１～１３）・鋳型（１４）・

鉱滓（４～１０）がある。１～３は同様な製品と見られ、１に鉱滓の付着が顕著であることから、これら

を取瓶とした。ただし、吊灯明皿を転用したものである。３は破片で、鉱滓の付着が不明瞭であるため、

取瓶として転用されなかった可能性もある。鞴羽口はいずれも笏谷石製であり、先端部付近が被熱によ

り赤変している。図示した鞴羽口のうち今回検出したものは１２・１３である※。これらは０６‐１‐２地区土橋

の撹乱された部分から出土しており、破損後、石垣の裏込として詰められたことが窺える。鋳型（１４）

は、笏谷石製であり、引手金具を鋳造したものである。半分を欠失しており、湯口が僅かに残存する。

湯口の脇に、型を合わせて固定するための直線状の刻みがある。鉱滓（４～１０）は、不定形のものや椀

形を呈するものがある。提示した７点のうち１０のみ鉛である。

※鞴羽口のうち１１は、『福井城跡 福井駅西口地下駐車場整備事業に伴う発掘調査』（福井県教育庁埋蔵文化財調査センター２００８）

から遺漏した遺物である。当報告書に参考として提示し報告の責を果たす。なお、１１は中世の遺構から出土した。

図版
番号 種 別 出土地点

計測値（㎝・g）
備 考 出土遺構の主な

遺物からの時期 遺物番号 Ｒ番号
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ 重さ

１５８‐１７ 小柄小刀 ０５‐３ Ｅ・Ｆ‐１０・１ ５３０３２ （８．４） １．３ ０．５ － － － １３．９ 小柄 文様あり １６Ｃ末～１７Ｃ初 Ｍ５３０３２‐２ Ｒ５３０３２‐５３
１５８‐１２ 小柄小刀 ０５‐３ Ｅ・Ｆ‐１０・１ ５３０３２ ９．０ １．４ ０．６ － － － １３．０ 小柄 １６Ｃ末～１７Ｃ初 Ｍ５３０３２‐３ Ｒ５３０３２‐１
１５８‐１８ 小柄小刀 ０５‐３ Ｅ・Ｆ‐１０・１ ５３０３２ （３．７） １．１ ０．４ － － － ４．３ 小柄片 文様あり １６Ｃ末～１７Ｃ初 Ｍ５３０３２‐４ Ｒ５３０３２‐１１４
１５８‐１１ 小柄小刀 ０５‐３ Ｅ・Ｆ‐１０・１ ５３０３２ １７．３ １．０ ０．３ ９．５ ７．６ － １０．３ 刀身 １６Ｃ末～１７Ｃ初 Ｍ５３０３２‐５ Ｒ５３０３２‐６３

小柄小刀 ０５‐３ Ｅ・Ｆ‐１０・１ ５３０３２ （１１．９） １．０ ０．３ ９．５ ６．３ － １１．１ 刀身 １６Ｃ末～１７Ｃ初 Ｍ５３０３２‐６ Ｒ５３０３２‐６４
１５８‐１６ 小柄小刀 ０５‐４ Ｃ‐５ ５４００７ ９．３ １．４ ０．５ － － － １７．４ 小柄 刀身片 １７Ｃ後 Ｍ５４００７‐１ Ｒ５４００７‐３
１５８‐１５ 小柄小刀 ０６‐３ Ｉ‐９ ６３０２０ （９．３） １．５ ０．４ － － － ２８．１ 小柄 Ｍ６３０２０‐２ Ｒ６３０２０‐３
１５８‐１３ 小柄小刀 ０６‐３ Ｂ‐４ ６３０５６ ９．９ １．５ ０．５ － － － １９．４ 小柄 １７Ｃ後 Ｍ６３０５６‐１ Ｒ６３０５６‐３
１５８‐８ 小柄小刀 ０６‐４ Ｆ‐９ ６４０７２ ２０．１ １．３ ０．４ １１．１ ８．８ － ２５．０ １７Ｃ後～１８Ｃ前 Ｍ６４０７２‐１ Ｒ６４０７２‐６
１５８‐９ 小柄小刀 ０６‐４ Ｇ‐９ ６４０７２ １３．３ １．３ ０．３ － ６．４ － １４．０ 不鮮明な銘 刃部欠損 １７Ｃ後～１８Ｃ前 Ｍ６４０７２‐３ Ｒ６４０７２‐９

小柄小刀 ０６‐４ Ｈ‐１０ ６４０８２ ７．１ １．１ ０．３ ４．９ ２．２ － ７．０ 刃部・茎欠損 １７初（１８Ｃ） Ｍ６４０８２ Ｒ６４０８２‐４
１５８‐１０ 小柄小刀 ０５‐３ Ｄ‐１ 包含層 １４．５ １．３ ０．２ ９．１ ５．３ － １１．６ 刀身 Ｍ５３Ｄ１‐１ Ｒ５３Ｄ１‐５
１５８‐１４ 小柄小刀 ０６‐１‐１ Ａ‐１０ 包含層 ８．４ １．２ ０．５ － － － １０．５ 小柄 Ｍ６１１Ａ１０‐３ Ｒ６１１Ａ１０‐２８
１５８‐１ 刀 ０５‐３ Ｆ‐１０・１ ５３０３７ ２３．９ ３．８ ０．５ （２１．５）（１．８） － １０７．２ 刃部片 １７Ｃ初 Ｍ５３０３７ Ｒ５３０３７‐２
１５８‐７ 小刀 ０６‐３ Ｊ‐２ ６３１２０ （２１．９）（１．８） ０．４ １３．０ １１．４ － ２９．５ 刀身 １７Ｃ後 Ｍ６３１２０‐１ Ｒ６３１２０‐１
１５８‐３ 切羽 ０５‐３ Ｅ・Ｆ‐１０・１ ５３０３２ ４．２ ２．８ ０．１５ － － － ２．８ １６Ｃ末～１７Ｃ初 Ｍ５３０３２‐１ Ｒ５３０３２‐５０
１５８‐２ 切羽 ０５‐４ Ｅ‐６ ５４０２５ ３．９ ２．４ ０．３ － － － ４．０ 「こきざみ」あり １６Ｃ末～１７Ｃ後 Ｍ５４０２５‐２ Ｒ５４０２５‐１１
１５８‐４ 切羽 ０６‐４ Ｅ‐８ ６４０１１ ４．１ ２．２ ０．０７ － － － １．０ 「こきざみ」あり １８Ｃ後～１９Ｃ Ｍ６４０１１‐１ Ｒ６４０１１‐３
１５８‐５ 責金 ０６‐３ Ｆ‐６ ６３０８４ ２．８ ３．０ ０．６ － － － ４．７ 鞘 責金具 １７Ｃ後 Ｍ６３０８４‐２ Ｒ６３０８４‐２
１５８‐２１ 鏃 ０６‐１‐１ Ａ‐１０ ６１１０５ ９．７ １．３ ０．４ － － － １１．１ 定角型 １７Ｃ後～１９Ｃ Ｍ６１１０５‐１ Ｒ６１１０５‐５
１５８‐２０ 鏃 ０６‐３ Ｇ‐８ ６３０９０ ４．８ ０．９ ０．２ － － － ５．３ 盾割の鏃 Ｍ６３０９０‐３ Ｒ６３０９０‐８
１５８‐１９ 小札 ０５‐３ － 包含層 （５．０） １．５ ０．１ － － － ２．２ Ｍ５３ Ｒ５３‐２
１５８‐６ 鞐 ０５‐４ Ｄ‐５ ５４０４０ ２．９ ０．９ ０．２ － － － １．４ 笠鞐 １６Ｃ末～１７Ｃ初 Ｍ５４０４０‐２ Ｒ５４０４０‐５

図版
番号 種 別 出土地点

計測値（㎝・g） 備 考・出土遺構の
主な遺物からの時期 遺物番号 Ｒ番号

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ 重さ
１５９‐１ 雁首 ０５‐４ Ｇ‐６・７ ５４００６ ７．５ ２．４ ０．９ － － － １３．１ １６Ｃ末～１７Ｃ初（撹乱） Ｍ５４００６ Ｒ５４００６‐１１
１５９‐１２ 雁首 ０６‐３ Ｉ‐１０ ６３０６４ （６．７） ３．０ ０．９ １．４ １．１ （２．７） ６．４ 肩付 補強帯付 Ｍ６３０６４‐２２ Ｒ６３０６４‐３５
１５９‐２ 雁首 ０６‐３ Ｉ‐１・１０ ６３０６４ ７．２ ３．０ １．２ － － － ６．３ 補強帯付 火皿に小孔 Ｍ６３０６４‐２３ Ｒ６３０６４‐３６
１５９‐１４ 雁首 ０６‐３ Ｂ‐４ ６３１３６ ６．３ ２．５ ０．７ １．２ ０．９ １．９ ６．６ 肩付 補強帯付 竹の節を模す 火皿に小孔 １７Ｃ後 Ｍ６３１３６‐１ Ｒ６３１３６‐１
１５９‐４ 雁首 ０６‐３ Ｉ・Ｊ‐１ ６３２１８ ６．６ ３．７ １．３ － － － ８．４ 補強帯付 １７Ｃ前 Ｍ６３２１８‐４ Ｒ６３２１８‐８
１５９‐９ 雁首 ０６‐３ Ｆ‐７ ６３５２７ ５．１ １．９ １．０ １．５ ０．９ ２．１ ８．７ 線刻・打刻模様 １７Ｃ～１８Ｃ後 Ｍ６３５２７‐１ Ｒ６３５２７‐１
１５９‐１３ 雁首 ０６‐４ Ｆ‐８ ６４００４ ５．２ ３．３ ０．９ １．３ ０．８ １．９ ５．０ 肩付 補強帯付 １８Ｃ後～１９Ｃ Ｍ６４００４ Ｒ６４００４‐２
１５９‐８ 雁首 ０６‐４ Ｅ‐８ ６４０１１ ４．３ １．７ ０．９ １．６ ０．９ － ７．０ Ｍ６４０１１‐２ Ｒ６４０１１‐３
１５９‐３ 雁首 ０６‐１２ 堀 Ｒ‐４ ４．７ ２．１ ８．０ － － － ５．９ Ｍ４ Ｒ‐４
１５９‐１１ 雁首 ０６‐４ Ｈ‐１ 撹乱 ３．４ １．２ ０．９ １．０ ０．７ ２．１ ６．０ 肩付 Ｍ６４Ｋ３２ Ｒ６４Ｋ‐３２
１５９‐１０ 雁首 ０６‐１４Ｎ Ｅ‐７ 立会溝 ５．９ １．９ １．２ － － － １７．６ 肩付 打刻模様 ラウの一部残存 Ｍ６４９０６ Ｒ６４９０６
１５９‐５ 雁首 ０６‐１４Ｎ Ｅ‐８ 立会２ ５．３ １．９ ０．９ － － － １２．８ Ｍ６４９０２ Ｒ６４９０２
１５９‐７ 雁首 ０６‐１‐１ Ｂ‐１０ 包含層 ４．５ ２．０ １．１ － － － ５．６ Ｍ６１１Ｂ１０ Ｒ６１１Ｂ１０‐２
１５９‐６ 雁首 ０６‐４ Ｉ‐２ 包含層 ５．３ １．８ １．２ １．５ ０．８ － ８．０ Ｍ６４Ｉ２‐２ Ｒ６４Ｉ２‐５
１５９‐１５ 吸口 ０５‐４ Ｇ‐８ ５４０１０ ６．２ １．１ ０．４ ２．３ － － ５．４ 胴付 １７Ｃ後 Ｍ５４０１０‐２ Ｒ５４０１０‐４
１５９‐２１ 吸口 ０５‐４ Ｆ・Ｇ‐８ ５４０１０・１１ ５．８ ０．９ ０．４ － － － ４．５ １７Ｃ Ｍ５４０１０・１１ Ｒ５４０１０・１１‐４
１５９‐２５ 吸口 ０６‐３ Ｂ‐４ ６３０５６ ６．３ １．０ ０．５ － － － ４．３ １７Ｃ後 Ｍ６３０５６‐２ Ｒ６３０５６‐４
１５９‐２４ 吸口 ０６‐３ Ｉ‐１０ ６３０５７ ３．５ ０．９ ０．６ － － － ２．３ Ｍ６３０５７ Ｒ６３０５７‐２
１５９‐２２ 吸口 ０６‐３ Ｉ‐１０ ６３０６４ ４．６ １．３ ０．３ １．８ － － ２．２ 胴付 Ｍ６３０６４‐９ Ｒ６３０６４‐２０
１５９‐１８ 吸口 ０６‐３ Ｊ‐２ ６３１２０ ４．０ １．０ ０．３ ２．０ － － ３．４ 胴付 １７Ｃ後 Ｍ６３１２０‐４ Ｒ６３１２０‐４
１５９‐１６ 吸口 ０６‐３ Ｉ‐１ ６３１３５ ４．１ ０．８ ０．３ ２．０ － － １．７ 胴付 １７Ｃ後 Ｍ６３１３５ Ｒ６３１３５‐２
１５９‐１９ 吸口 ０６‐３ Ｂ‐４ ６３１３６ ６．９ ０．７ ０．３ １．９ － － ４．０ 胴付 竹の節を模す １７Ｃ後 Ｍ６３１３６‐２ Ｒ６３１３６‐１
１５９‐２７ 吸口？ ０６‐３ Ｊ‐１ ６３０９９ ７．６ ０．５ ０．５ － － － ８．０ 円筒形 １７Ｃ後（１９Ｃ） Ｍ６３０９９ Ｒ６３０９９
１５９‐２６ 吸口 ０６‐４ － － ７．０ １．０ ０．３ － － － ４．０ Ｍ６４‐１１ Ｒ６４‐１１
１５９‐２３ 吸口 ０６‐１‐２ Ｉ‐６ 撹乱 ３．４ ０．９ ０．５ － － － ２．０ Ｍ６１２Ｋ９９‐２ Ｒ６１２Ｋ‐９９
１５９‐２８ 吸口 ０６‐１‐１ Ａ‐１０ 包含層 ８．２ ０．５ ０．７ － － － ５．９ 円筒形 Ｍ６１１Ａ１０‐６ Ｒ６１１Ａ１０‐２９
１５９‐２０ 吸口 ０６‐２ Ｄ‐３・４ 包含層 ８．１ １．１ ０．６ － － － １２．０ Ｍ６２Ｄ３‐１ Ｒ６２Ｄ３‐５
１５９‐１７ 吸口 ０６‐４ Ｇ‐１０ 包含層 ４．３ ０．９ ０．３ ２．０ － － １．０ 胴付 Ｍ６４Ｇ１０‐５ Ｒ６４Ｇ１０‐１３

吸口？ ０６‐３ Ｈ‐９ ６３０７５ １．６ １．３ １．３ － － － １．６ 非金属？ Ｍ６３０７５ Ｒ６３０７５

第１５表 武器・武具類観察表

第１６表 煙管観察表

第３節 金属製品

―２１１―
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ａ
ｂ

ｃ
ｄ
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さ

１６
０‐
１５

釘
０５
‐３

Ａ
‐３

５３
０１
６

８
．７

１
．１

０
．３

８
．０

－
８
．７

１９
Ｃ
前

Ｍ
５３
０１
６‐
４

Ｒ
５３
０１
６‐
７

１６
０‐
４

釘
０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
０３
２

１１
．３

１
．９

０
．４

９
．０

－
１０
．６

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
１９

Ｒ
５３
０３
２‐
１３
３

１６
０‐
５

釘
０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
０３
２

１１
．１

１
．５

０
．４

６
．０

－
１１
． ７

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
２０

Ｒ
５３
０３
２‐
１３
３

１６
０‐
１７

釘
０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
０３
２

９
．８

１
．１

０
．３

４
．５

－
６
．５

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
２１

Ｒ
５３
０３
２‐
１３
３

１６
０‐
６

釘
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

１０
．４

１
．７

０
．４

２
．５

－
１５
．０

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
２２

Ｒ
５３
０３
２‐
６０

１６
０‐
９

釘
０５
‐ ３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

１０
．１

２
．１

０
．６

１２
．０

－
１９
．６

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
２５

Ｒ
５３
０３
２‐
５９

１６
０‐
４２

釘
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

３
．２

１
．０

０
．２

（
６
．５
）

－
０
．９

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
２６

Ｒ
５３
０３
２‐
５９

１６
０‐
１９

釘
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

８
．７

１
．４

０
．４

３
．０

－
８
．４

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
２７

Ｒ
５３
０３
２‐
２８

１６
０‐
３１

釘
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

４
．８

０
．８

０
．３

１
．０

－
１
．６

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
２８

Ｒ
５３
０３
２‐
２８

１６
０‐
１４

釘
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

８
．３

１
．１

０
．３

３
．０

－
４
．４

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
３１

Ｒ
５３
０３
２‐
５３

１６
０‐
４３

釘
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

３
． ４

１
．０

０
．４

４
．０

－
２
．０

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
３４

Ｒ
５３
０３
２‐
５

１６
０‐
２２

釘
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

６
．９

１
．２

０
．５
（
１０
．５
）

－
５
．７

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
４０

Ｒ
５３
０３
２‐
１９

１６
０‐
１１

釘
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

９
．５

１
．０

０
．５

６
．０

－
８
．０

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
４１

Ｒ
５３
０３
２‐
１９

１６
０‐
７

釘
０５
‐３

Ｊ
・
Ａ
‐３

５３
０３
６

１０
．２

１
．５

０
．５
（
１３
．０
）

－
１６
．５

１７
Ｃ
後

Ｍ
５３
０３
６‐
４

Ｒ
５３
０３
６‐
８

１６
０‐
４１

釘
０５
‐３

Ｊ
・
Ａ
‐３

５３
０３
６

３
．２

０
．９

０
．３

３
．０

－
１
．８

１７
Ｃ
後

Ｍ
５３
０３
６‐
６

Ｒ
５３
０３
６‐
８

１６
０‐
８

釘
０５
‐３

Ａ
‐３

５３
０４
７

９
．２

１
．４

０
．５

６
．０

－
９
．２

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０４
７‐
１

Ｒ
５３
０４
７

１６
０‐
２３

釘
０５
‐３

Ａ
‐３

５３
０４
７

６
．７

１
．５

０
．４

５
．５

－
９
．４

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０ ４
７‐
２

Ｒ
５３
０４
７

１６
０‐
２

釘
０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
１０
１

９
．５

２
．２

０
．９

５
．０

－
３９
．２

１７
Ｃ
初
～
前

Ｍ
５３
１０
１‐
５

Ｒ
５３
１０
１‐
１１

１６
０‐
２５

釘
０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
１０
１

７
．５

１
．２

０
．４

７
．０

－
５
．３

１７
Ｃ
初
～
前

Ｍ
５３
１０
１‐
６

Ｒ
５３
１０
１‐
１

１６
０‐
３２

釘
０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
１０
１

４
．９

１
．０

０
．２

２
．５

－
２
．６

１７
Ｃ
初
～
前

Ｍ
５３
１０
１‐
８

Ｒ
５３
１０
１‐
１３

１６
０‐
３０

釘
０５
‐４

Ｅ
‐５

５４
０１
２

４
．９

０
．９

０
．４

８
．０

－
２
．１

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５４
０１
２‐
５

Ｒ
５４
０１
２‐
３

１６
０‐
３３

釘
０５
‐４

Ｅ
‐６

５４
０２
１

４
．５

０
．９

０
．２

６
．０

－
１
．９

１７
Ｃ
初
～
前

Ｍ
５４
０２
１‐
１０

Ｒ
５４
０２
１‐
８

釘
０５
‐４

Ｅ
‐６

５４
０２
１

６
．４

０
．９

０
．４

６
．０

－
４
．４

１７
Ｃ
初
～
前

Ｍ
５４
０２
１‐
８

Ｒ
５４
０２
１‐
８

１６
０‐
２７

釘
０６
‐１
‐１

Ａ
‐１
０

包
含
層

７
．５

１
．２

０
．４

（
２
．５
）

－
３
．８

Ｍ
６１
１
Ａ
１０
‐１

Ｒ
６１
１
Ａ
１０
‐１
６

１６
０‐
２４

釘
０６
‐１
‐１

Ａ
‐１
０

包
含
層

７
．５

１
．３

０
．３

３
．０

－
５
．９

Ｍ
６１
１
Ａ
１０
‐１
０
Ｒ
６１
１
Ａ
１０
‐３
１

１６
０‐
３７

釘
０６
‐１
‐１

Ａ
‐１
０

包
含
層

５
．２

０
．９

０
．３

４
．０

－
２
．５

Ｍ
６１
１
Ａ
１０
‐７

Ｒ
６１
１
Ａ
１０
‐２
９

釘
０６
‐１
‐２

Ｉ
‐７

撹
乱

４
．２

０
．９

０
．４

２
．５

－
３
．６

Ｍ
６１
２
ｋ
８３

Ｒ
６１
２
ｋ
‐８
３

釘
０６
‐１
‐２

Ｉ
‐６

撹
乱

６
．５

０
．７

０
．５

（
１
．０
）

－
７
．０

Ｍ
６１
２
Ｋ
８６

Ｒ
６１
２
Ｋ
‐８
６

１６
０‐
３８

釘
０６
‐２

Ｈ
‐８

６２
００
８

４
．０

１
．０

０
．３

４
．０

－
１
．８

１７
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６２
００
８‐
１

Ｒ
６２
００
８‐
２

１６
０‐
４０

釘
０６
‐２

Ｈ
‐８

６２
００
８

４
．４

０
．９

０
．３

３
．０

－
１
．３

１７
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６２
００
８‐
２

Ｒ
６２
００
８‐
２

釘
０６
‐２

Ｈ
‐８

６２
００
８

４
．８

０
．７

０
．４

（
３
．０
）

－
３
．０

１７
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６２
００
８‐
４

Ｒ
６２
００
８‐
１２

１６
０‐
３４

釘
０６
‐２

Ｈ
‐８

６２
００
８

４
．９

０
．９

０
．３

４
．０

－
１
．８

１７
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６２
００
８‐
５

Ｒ
６２
００
８‐
１２

１６
０‐
１２

釘
０６
‐２

Ｈ
‐７

６２
０１
３

９
．４

１
．３

０
．４

４
．０

－
７
．６

１９
Ｃ

Ｍ
６２
０１
３

Ｒ
６２
０１
３

１６
０‐
２０

釘
０６
‐２

Ｊ
‐１
０

６２
３０
３

６
．０

０
．９

０
．４

（
３
．０
）

－
５
．３

Ｍ
６２
３０
３‐
３

Ｒ
６２
３０
３‐
５

釘
０６
‐２

Ｃ
‐３

６２
５２
６

５
．４

１
．１

０
．５

３
．０

－
６
．６

１６
Ｃ
～
１９
Ｃ

Ｍ
６２
５２
６‐
１

Ｒ
６２
５２
６‐
７

釘
０６
‐２

Ｃ
‐３

６２
６２
４

４
．８

１
．３

０
．４

５
．０

－
４
．６

１６
Ｃ
後
～
１７
Ｃ
中

Ｍ
６２
６２
４‐
７

Ｒ
６２
６２
４‐
２

釘
０６
‐２

Ｈ
‐７

６２
１１
２９

９
．２

０
．９

０
．４

（
７
．０
）

－
９
．４

Ｍ
６２
１１
２９
‐５

Ｒ
６２
１１
２９
‐２

釘
０６
‐２

Ｈ
‐７

６２
１１
２９

７
．３

０
．６

０
．４

（
２
．５
）

－
５
．８

Ｍ
６２
１１
２９
‐６

Ｒ
６２
１１
２９
‐２

１６
０‐
３５

釘
０６
‐２

Ｈ
‐７

６２
１１
２９

４
．８

０
．６

０
．４

（
１
．０
）

－
２
．６

Ｍ
６２
１１
２９
‐８

Ｒ
６２
１１
２９
‐２

釘
０６
‐３

Ｃ
‐４

６３
００
２

７
．７

０
．８

０
．４

（
２
．０
）

－
１０
．４

１７
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６３
００
２‐
３

Ｒ
６３
００
２‐
１６

１６
０‐
２１

釘
０６
‐３

Ｂ
‐３

６３
０１
０

６
．５

１
．０

０
．５

２
．５

－
５
．８

１９
Ｃ

Ｍ
６３
０１
０‐
２

Ｒ
６３
０１
０‐
３

１６
０‐
４５

釘
０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

３
．１

０
．６

０
．２

１
．０

－
１
．１

Ｍ
６３
０６
４‐
１８

Ｒ
６３
０６
４‐
２９

１６
０‐
１３

釘
０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０７
６

９
．１

１
．４

０
．４

３
．０

－
１０
．６

１７
Ｃ
後

Ｍ
６３
０７
６

Ｒ
６３
０７
６

１６
０‐
２９

釘
０６
‐３

Ｆ
‐６

６３
０８
０

７
．７

１
．３

０
．４

３
．０

－
６
．２

１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
０８
０

Ｒ
６３
０８
０‐
１

１６
０‐
１

釘
０６
‐３

Ｇ
‐７
・８

６３
０９
０

１５
．１

１
．９

０
．５

７
．０

－
２１
．４

Ｍ
６３
０９
０‐
１

Ｒ
６３
０９
０‐
２

釘
０６
‐３

Ｇ
‐８

６３
０９
０

３
．５

０
．５

０
．３

（
１
．６
）

－
１
．９

Ｍ
６３
０９
０‐
７

Ｒ
６３
０９
０‐
１１

１６
０‐
１８

釘
０６
‐３

Ａ
‐３

６３
１０
３

８
．７

１
．４

０
．５

５
．０

－
９
．５

Ｍ
６３
１０
３

Ｒ
６３
１０
３

釘
０６
‐３

Ｊ
‐２

６３
１４
１

７
．２

０
．６

０
．３

１
．０

－
２
．３

Ｍ
６３
１４
１

Ｒ
６３
１４
１‐
１

１６
０‐
４６

釘
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
０

９
．４

０
．６

０
．５

‐
－

１２
．０

合
釘

Ｍ
６３
５２
０‐
１

Ｒ
６３
５２
０‐
３

図
版

番
号

種
別

出
土
地
点

計
測
値（
㎝
・
g）

備
考
・
出
土
遺
構
の

主
な
遺
物
か
ら
の
時
期

遺
物
番
号

Ｒ
番
号

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ
重
さ

１６
２‐
１

鍋
０６
‐３

Ａ
‐３

６３
００
８

２３
．６

１７
．７

－
－

－
５２
１
．６

底
面
に
補
修
痕
１９
Ｃ

Ｍ
６３
００
８‐
１

Ｒ
６３
００
８‐
４

１６
２‐
５

鍋
？

０６
‐１
‐２

Ｈ
‐７

包
含
層
（
１０
．５
）
（
６
．９
）
（
１
．６
）

－
－

７１
．８

底
の
一
部
の
み

Ｍ
６２
Ｈ
７‐
１

Ｒ
６２
Ｈ
７‐
１

１６
２‐
４

鍋
？

０６
‐３

－
６３
０６
４

１
．９

－
－

－
－

１８
０
．４

口
縁
の
一
部
の
み

Ｍ
６３
０６
４‐
２５

Ｒ
６３
０６
４‐
４７

１６
２‐
３

鍋
蓋

０６
‐１
‐１

Ａ
‐１
０

包
含
層

３
．２

３
．６

１１
．７

－
－

２２
４
．８

Ｍ
６１
１
Ａ
１０
‐４

Ｒ
６１
１
Ａ
１０
‐２
９

１６
２‐
２
鍋
吊
金
具

０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
０３
２

１５
．０

３５
．４

１
．０

－
－

４３
．１

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
１８

Ｒ
５３
０３
２‐
１３
３

鍋
吊
金
具
？
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

３５
．０

４
．０

０
．５

－
－

５０
．０

１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
５２
３‐
１

Ｒ
６３
５２
３‐
３

１６
２‐
１０

火
箸

０６
‐３

Ｂ
‐４

６３
１６
８

１４
．９

０
．４

０
．２

－
－

６
．２

１７
Ｃ
後

Ｍ
６３
１６
８‐
３

Ｒ
６３
１６
８‐
６

火
箸

０６
‐３

Ｇ
‐７

６３
５２
０

１１
．７

２
．９

０
．２

－
－

４
．４

Ｍ
６３
５２
０‐
１１

Ｒ
６３
５２
０‐
４

１６
２‐
９

火
箸

０６
‐４

Ｆ
‐９

６４
０７
２

１９
．２

０
．３

０
．４

－
－

１１
．０

１７
Ｃ
後
～
１８
Ｃ
前

Ｍ
６４
０７
２‐
２

Ｒ
６４
０７
２‐
８

１６
２‐
１１

五
徳

０６
‐３

Ｉ
‐１

６３
２１
８

１１
．７

１２
．３

１
．２

－
－

２９
４
．５

支
脚
１
脚
の
み
１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
２１
８‐
２・
３
Ｒ
６３
２１
８‐
５・
６

１６
２‐
６

灰
匙

０６
‐３

Ｉ
・
Ｊ
‐１

６３
０６
４

１０
．５

５
．８

０
．６

－
－

１２
．１

Ｍ
６３
０６
４‐
３

Ｒ
６３
０６
４‐
１２

１６
２‐
７

匙
０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
１０
１

１０
．４

２
．５

０
．１

－
－

２
．３

１７
Ｃ
初
～
前

Ｍ
５３
１０
１‐
１

Ｒ
５３
１０
１‐
６

１６
２‐
８

匙
０５
‐４

Ｆ
‐７

５４
０９
９

１５
．６

１
．４

０
．２

－
－

９
．１

１７
Ｃ
初

Ｍ
５４
０９
９‐
１

Ｒ
５４
０９
９‐
１

簪
０６
‐３

Ａ
‐３

６３
００
８

１２
．０

０
．３

０
．２

－
－

３
．６

片
方
の
脚
部
の
み
１９
Ｃ

Ｍ
６３
００
８‐
２

Ｒ
６３
００
８‐
４

１６
３‐
４２

簪
０６
‐４

Ｅ
‐８

６４
００
２

１８
．８

２
．７

１５
．６

０
．２

－
１０
．０

１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６４
００
２‐
８

Ｒ
６４
００
２‐
３

１６
３‐
４３

簪
０６
‐４

Ｉ
‐２

６４
２５
６

１３
．３

２
．３

１０
．３

０
．１

－
２
．０

１７
Ｃ
前

Ｍ
６４
２５
６‐
３

Ｒ
６４
２５
６‐
６

１６
３‐
４４

簪
０６
‐３

Ｊ
‐１
・２

包
含
層

１４
．８

０
．９

０
．１

－
－

２
．６

Ｍ
６３
Ｊ
１‐
５

Ｒ
６３
Ｊ
１‐
１６

１６
３‐
４１

簪
０６
‐４

Ｇ
‐９

包
含
層

１３
．１

１
．９

１０
．４

０
．１

－
２
．０

Ｍ
６４
Ｇ
９‐
３

Ｒ
６４
Ｇ
９‐
８

１６
３‐
４５

簪
０６
‐４

－
表
採

１２
．１

０
．４

９
．１

１
．０

－
１４
．０

調
査
区
周
辺
に
て
表
面
採
取

Ｍ
６４
‐４

Ｒ
６４
‐４

１６
３‐
４６

迷
子
札

０６
‐４

Ｅ
‐８

６４
００
２

４
．７

３
．０

０
．１

－
－

１１
．０

天
草
町
柳
下
勘
七
忰
久
之
丞

１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６４
００
２‐
４

Ｒ
６４
００
２‐
１

１６
３‐
４０

眼
鏡

０５
‐４

Ｂ
‐３
・４

５４
０１
３

２
．９

１２
．１

６
．４

－
－

１２
．９

１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
５４
０１
３

Ｒ
５４
０１
３‐
４

１６
３‐
３０

鋏
０６
‐１
‐１

Ｃ
‐２

６１
１０
２

１６
．５

１
．７

０
．９

－
－

２０
．７

片
側
欠
失
１７
Ｃ
～
１９
Ｃ

Ｍ
６１
１０
２‐
２

Ｒ
６１
１０
２‐
４

１６
３‐
２９

鋏
０６
‐４

Ｈ
‐２

６４
０５
４

１３
．９

０
．８

４４
．３

－
－

１５
．０

片
側
欠
失
１９
Ｃ
前
～
中

Ｍ
６４
０５
４‐
１

Ｒ
６４
０５
４‐
１

１６
３‐
２８

鋏
０６
‐４

Ｇ
‐１
０

６４
０７
６

１２
．６

０
．７

４
．４

－
－

１０
．０

片
側
欠
失
１７
Ｃ
初

Ｍ
６４
０７
６

Ｒ
６４
０７
６‐
４

１６
３‐
２７

針
０６
‐３

Ｇ
‐８

包
含
層
（
２
．１
）
０
．１

０
．１

－
－

０
．３

Ｍ
６３
Ｇ
８‐
１

Ｒ
６３
Ｇ
８‐
４

図
版
番
号

種
別

出
土
地
点

計
測
値（
㎝
・
g）

備
考
・
出
土
遺
構
の

主
な
遺
物
か
ら
の
時
期

遺
物
番
号

Ｒ
番
号

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ
重
さ

１６
０‐
１６

釘
０６
‐３

Ｇ
‐７

６３
５２
０

８
．７

８
．７

０
．３

（
２
．０
）

－
６
．３

Ｍ
６３
５２
０‐
３

Ｒ
６３
５２
０‐
４

釘
０６
‐３

Ｇ
‐７

６３
５２
０

７
．９

０
．４

０
．４

（
１
．５
）

－
５
．７

Ｍ
６３
５２
０‐
４

Ｒ
６３
５２
０‐
４

１６
０‐
３９

釘
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

４
．０

０
．６

０
．２

４
．０

－
１
．３

１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
５２
３‐
１４

Ｒ
６３
５２
３‐
３

釘
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

８
．０

１
．１

０
．３

６
．０

－
５
．２

１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
５２
３‐
１５

Ｒ
６３
５２
３‐
６

１６
０‐
２８

釘
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

８
．６

０
．７

０
．４

（
１
．５
）

－
９
．１

１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
５２
３‐
１６

Ｒ
６３
５２
３‐
１０

釘
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

５
．１

０
．８

０
．３

（
２
．５
）

－
５
．５

１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
５２
３‐
３

Ｒ
６３
５２
３‐
３

釘
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

２
．２

０
．９

０
．４

４
．５

－
６
．６

１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
５２
３‐
４

Ｒ
６３
５２
３‐
３

釘
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

４
．２

０
．８

０
．３

（
１
．０
）

－
４
．８

１７
Ｃ
前

Ｍ
６ ３
５２
３‐
６

Ｒ
６３
５２
３‐
３

１６
０‐
３６

釘
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

５
．１

０
．８

０
．５

３
．５

－
４
．９

１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
５２
３‐
７

Ｒ
６３
５２
３‐
３

釘
０６
‐３

Ｇ
‐７

６３
５２
６

５
．３

１
．１

０
．３

１
．５

－
４
．９

Ｍ
６３
５２
６‐
１

Ｒ
６３
５２
６‐
１

釘
０６
‐４

Ｇ
‐１
０

６４
１２
２

６
．９

０
．８

０
．４

０
．５

－
４
．０

１７
Ｃ
後
～
１８
Ｃ
前

Ｍ
６４
１２
２

Ｒ
６４
１２
２‐
２

１６
０‐
３

釘
０６
‐４

Ｈ
‐１

６４
１５
４

６
．０

１
．６

０
．９

０
．７

－
１０
．０

１７
Ｃ
後

Ｍ
６４
１５
４

Ｒ
６４
１５
４‐
２

釘
０６
‐４

Ｇ
‐１
０

６４
１５
８

６
．７

０
．６

０
．４

－
－

５
．０

１７
Ｃ
後

Ｍ
６４
１５
８

Ｒ
６４
１５
８‐
１

１６
０‐
４４

釘
０６
‐２

Ｃ
‐３

包
含
層

３
．１

０
．５

０
．２

１
．０

－
０
．８

Ｍ
６２
Ｃ
３‐
４

Ｒ
６２
Ｃ
３‐
２５

釘
０６
‐３

Ｆ
‐６

包
含
層

６
．０

０
．６

０
．４

（
１
．５
）

－
３
．５

Ｍ
６３
Ｆ
６‐
３

Ｒ
６３
Ｆ
６‐
１３

１６
０‐
１０

釘
０６
‐４

Ｂ
‐５

包
含
層

１０
． ０

１
．６

０
．７

０
．５

－
１０
．０

Ｍ
６４
Ｂ
５‐
２

Ｒ
６４
Ｂ
５‐
２

釘
０６
‐４

Ｂ
‐５

包
含
層

９
．１

０
．６

０
．６

－
－

８
．０

Ｍ
６４
Ｂ
５‐
４

Ｒ
６４
Ｂ
５‐
３

１６
０‐
２６

釘
０６
‐４

Ｂ
‐５

包
含
層

７
．４

１
．２

０
．４

０
．５

－
４
．０

Ｍ
６４
Ｂ
５‐
５

Ｒ
６４
Ｂ
５‐
３

釣
鈎

０５
‐３

Ｇ
‐１

５３
１４
２

８
．３

１
．０

０
．４

－
－

８
．６

釘
転
用
１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
１４
２

Ｒ
５３
１４
２

１６
０‐
５２

釣
鈎

０６
‐３

Ｇ
‐８

６３
０９
０

３
．４

１
．１

０
．３

－
－

３
．７

釘
転
用

Ｍ
６３
０９
０‐
６

Ｒ
６３
０９
０‐
１１

釣
鈎

０６
‐４

Ｅ
‐８

６４
０１
５

２
．２

１
．３

０
．４

－
－

１
．０

釘
転
用
？
１８
Ｃ
中
～
後

Ｍ
６４
０１
５‐
２

Ｒ
６４
０１
５‐
２

１６
０‐
５０

釣
鈎
？

０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

４
．８

１
．２

０
．６

－
－

８
．７

釘
転
用
１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
５２
３‐
２

Ｒ
６３
５２
３‐
３

１６
０‐
５１

釣
鈎
？

０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
３

３
．７

０
．９

０
．５

－
－

７
．０

釘
転
用
１７
Ｃ
前

Ｍ
６３
５２
３‐
５

Ｒ
６３
５２
３‐
３

１６
０‐
４９

鋲
０６
‐２

Ｃ
‐３

６２
６２
４

６
．２

２
．０

０
．７

－
－

１９
．６

１６
Ｃ
後
～
１７
Ｃ
中

Ｍ
６２
６２
４‐
４

Ｒ
６２
６２
４‐
２

１６
０‐
５４

鎹
０５
‐３

Ａ
‐３
・４

５３
０４
２

１５
．９

５
．５

１
．０

－
－

９０
．０

１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
５３
０４
２‐
３

Ｒ
５３
０４
２‐
１

１６
０‐
５３

鎹
０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

８
．５

１
．８

０
．５

－
－

６
．３

Ｍ
６３
０６
４‐
１４

Ｒ
６３
０６
４‐
２２

鎹
状
金
具

０６
‐３

Ｂ
‐４

６３
１５
１

１０
．９

２
．１

０
．３

－
－

２８
．３

鍵
・
錠
前
等
の
一
部
？

Ｍ
６３
１５
１‐
２

Ｒ
６３
１５
１‐
１

１６
０‐
５８

Ｌ
形
金
具

０５
‐３

Ｅ
‐１

５３
０６
４

３
．１

５
．４

０
．７

－
－

７
．５

一
端
釘
状
１７
初
～
１８
後

Ｍ
５３
０６
４‐
２

Ｒ
５３
０６
４‐
９

１６
０‐
５５

Ｌ
形
金
具

０５
‐４

Ｅ
‐５

５４
０１
２

４
．４

９
．２

０
．５

－
－

２２
．６

一
端
釘
状
１６
末
～
１７
初

Ｍ
５４
０１
２‐
３

Ｒ
５４
０１
２‐
３

１６
０‐
５６

Ｌ
形
金
具

０６
‐２

Ｊ
‐１
０

６２
０４
７

３
．５

８
．６

０
．７

－
－

１８
．２

扁
平
一
端
釘
状
１９
Ｃ

Ｍ
６２
０４
７

Ｒ
６２
０４
７‐
８

１６
０‐
５７

Ｌ
形
金
具

０６
‐３

Ｂ
‐４

６３
１６
８

５
．３

２
．５

０
．３

－
－

８
．２

一
端
釘
状
１７
Ｃ
後

Ｍ
６３
１６
８‐
２

Ｒ
６３
１６
８‐
１

１６
０‐
６７

鎌
０６
‐４

Ｅ
‐８

６４
００
２

１３
．２

‐
０
．２

－
－

３２
．０

１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６４
００
２‐
１

Ｒ
６４
００
２‐
１

１６
０‐
６８

鎌
０６
‐４

Ｉ
‐３

６４
０２
７

１５
．２

‐
０
．２

－
－

２７
．０

１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６４
０２
７‐
１

Ｒ
６４
０２
７‐
８

１６
０‐
６６

鎌
０６
‐４

Ｊ
‐３

６４
０５
０

１５
．３

１６
．０

０
．５

－
－

１２
２
．０

１７
後
・１
８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
６４
０５
０

Ｒ
６４
０５
０‐
２

１６
０‐
６３

小
刀

０６
‐２

Ｉ
‐８

６２
１１
０６
（
４０
．７
）
２
．６

０
．４
（
１９
．８
）（
１９
．９
）
５４
．２

柄
付
工
具
１７
Ｃ
初

Ｍ
６２
１１
０６

Ｒ
６２
１１
０６
‐５

１６
０‐
６４

小
刀

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４
（
１８
．６
）
２
．８

０
．２

（
７
．６
）
（
９
．６
）
１１
．３

柄
付

工
具

Ｍ
６３
０６
４‐
２７

Ｒ
６３
０６
４‐
２０

１６
０‐
６５

小
刀

０６
‐４

Ａ
‐４

外
堀
堆
積
１１
．４

１
．８

０
．５

６
．７

４
．７

１８
．０

研
ぎ
直
し
顕
著
工
具

Ｍ
６４
ホ
リ
Ａ
４‐
１
Ｒ
６４
ホ
リ
Ａ
４‐
４

１６
０‐
４７

釘
隠

０６
‐４

Ｇ
‐９

６４
０１
２

３
．８

６
．３

６
．２

－
－

４３
．０

線
刻
模
様
１８
後
～
１９
中

Ｍ
６４
０１
２‐
４

Ｒ
６４
０１
２‐
１１

１６
０‐
４８

座
金

０６
‐３

Ｇ
‐７
・８

６３
０９
０

２
．４

２
．４

０
．３

－
－

３
．６

中
央
に
方
形
孔

Ｍ
６３
０９
０‐
２

Ｒ
６３
０９
０‐
６

１６
０‐
７２

鳶
口

０５
‐３

Ｇ
‐１

５３
１０
７

１１
．１

４
．０

２
．２

－
－

９４
．１

１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
５３
１０
７‐
１

Ｒ
５３
１０
７‐
１４

１６
０‐
７３

鳶
口

０５
‐３

Ｇ
‐１

５３
１０
７

６
．５

２
．５

２
．３

－
－

２１
．４

１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
５３
１０
７‐
２

Ｒ
５３
１０
７‐
３

１６
０‐
６９

楔
０５
‐４

Ｅ
‐６

５４
０２
１

６
．８

１
．６

０
．４

－
－

２２
．１

１７
Ｃ
初
～
前

Ｍ
５４
０２
１‐
４

Ｒ
５４
０２
１‐
８

１６
０‐
７０

楔
０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５１
７

５
．３

２
．０

０
．５

－
－

２１
．４

１９
Ｃ

Ｍ
６３
５１
７

Ｒ
６３
５１
７‐
１

１６
０‐
７１

鏨
０６
‐２

Ｃ
‐４

包
含
層

６
．４

１
．６

１
．２

－
－

５０
．７

矢
Ｍ
６２
Ｃ
４‐
１

Ｒ
６２
Ｃ
４‐
１

１６
０‐
６２

錘
０６
‐３

Ｊ
‐１

６３
０２
４

５
．９

１
．０

０
．７

－
－

２１
．４

円
錐
形
頂
部
に
紐
孔

Ｍ
６３
０２
４

Ｒ
６３
０２
４‐
４

１６
０‐
６０

錘
０６
‐３

Ｇ
‐８

６３
０９
０

３
．２

２
．９

０
．２

－
－

１２
．９

円
盤
形

Ｍ
６３
０９
０‐
８

Ｒ
６３
０９
０‐
１１

１６
０‐
５９

錘
０６
‐４

Ｈ
‐１

６４
００
８

３
．５

３
．２

０
．７

－
－

２９
．９

円
盤
形
１８
Ｃ
中
～
１９
Ｃ
中

Ｍ
６４
００
８‐
２

Ｒ
６４
００
８‐
５

１６
０‐
６１

錘
０６
‐４

Ｈ
‐１

包
含
層

４
．６

４
．７

０
．８

－
－

４９
．０

円
盤
形
吊
手

Ｍ
６４
Ｈ
１‐
５

Ｒ
６４
Ｈ
１‐
１６

図
版
番
号

種
別

出
土
地
点

計
測
値（
㎝
・
g）

備
考
・
出
土
遺
構
の

主
な
遺
物
か
ら
の
時
期

遺
物
番
号

Ｒ
番
号

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ
重
さ

１６
３‐
３１

毛
抜

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

７
．２

１
．２

０
．６

－
－

７
．６

先
端
の
幅
が
広
い
片
側
欠
失

Ｍ
６３
０６
４‐
１０

Ｒ
６３
０６
４‐
２０

１６
３‐
１３

引
手
金
具

０５
‐３

Ｇ
‐１

５３
１０
７

３
．０

８
．６

０
．５

－
－

１４
．１

１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
５３
１０
７‐
３

Ｒ
５３
１０
７‐
４

１６
３‐
１６

引
手
金
具

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

１
．３

４
．２

０
．７

－
－

１３
．９

Ｍ
６３
０６
４‐
２１

Ｒ
６３
０６
４‐
３２

１６
３‐
１５

引
手
金
具

０６
‐３

－
６３
０６
４

１
．４

３
．９

０
．８

－
－

１５
．５

Ｍ
６３
０６
４‐
２６

Ｒ
６３
０６
４‐
４７

１６
３‐
１４

引
手
金
具

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

１
．２

４
．０

０
．７

－
－

１５
．３

Ｍ
６３
０６
４‐
４

Ｒ
６３
０６
４‐
１８

１６
３‐
１２

引
手
金
具

０６
‐３

Ｇ
‐８

６３
０９
０

２
．２

９
．８

０
．４

－
－

２０
．７

Ｍ
６３
０９
０‐
５

Ｒ
６３
０９
０‐
１１

１６
３‐
１７

引
手
金
具

０６
‐４

Ｈ
‐１

包
含
層

４
．６

０
．８

０
．８

－
－

１８
．０

Ｍ
６４
Ｈ
１‐
２

Ｒ
６４
Ｈ
１‐
１０

１６
３‐
１９

襖
引
手
金
具
０６
‐３

Ｉ
‐１

６３
０６
２

５
．９

４
．７

１
．０

－
－

４
．０

楕
円
形
１９
Ｃ

Ｍ
６３
０６
２‐
１

Ｒ
６３
０６
２‐
１

１６
３‐
１８

襖
引
手
金
具
？
０６
‐３

Ｊ
‐１

６３
０２
２

２
．４

２
．５

０
．１

－
－

１
．５

小
形
枠
部
分
の
み

Ｍ
６３
０２
２‐
２

Ｒ
６３
０２
２‐
６

１６
３‐
３９

燭
台

０６
‐１
‐１

Ａ
‐９
・１
０

ト
レ
ン
チ
（
６
．３
）
２
．９

－
－

－
２２
．２

支
柱
部
分

Ｍ
６１
１
Ｔ
２

Ｒ
６１
１
Ｔ
‐２

針
状
製
品

０６
‐４

Ｆ
‐９

包
含
層

１１
．４

０
．４

０
．４

－
－

３
．０

仏
具
？
燭
台
の
一
部
？

Ｍ
６４
Ｆ
９‐
２

Ｒ
６４
Ｆ
９‐
７

１６
３‐
３３

容
器
？

０６
‐３

Ｉ
・
Ｊ
‐１

６３
０６
４

１
．２

１
．９

４
．３

－
－

１４
．１

蓋
？

装
飾

Ｍ
６３
０６
４‐
１

Ｒ
６３
０６
４‐
８

１６
３‐
３２

容
器
？

０５
‐４

Ｇ
‐８

５４
０１
０

４
．７

４
．６

０
．８

－
－

２１
．３

蓋
？
円
形
１７
Ｃ
後

Ｍ
５４
０１
０‐
３

Ｒ
５４
０１
０‐
４

１６
３‐
３８

人
形

０５
‐３

Ｊ
‐３

５３
０４
２
（
３
．２
）
（
４
．６
）
１
．３

－
－

４０
．０

鳥
の
頭
１８
Ｃ
後
～
１９
Ｃ

Ｍ
５３
０４
２‐
２

Ｒ
５３
０４
２‐
２９

１６
３‐
２６

紡
錘
車

０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
１０
１

２３
．０

０
．４

０
．４

－
－

９
．９

軸
部
１７
Ｃ
初
～
前

Ｍ
５３
１０
１‐
２

Ｒ
５３
１０
１‐
１１

１６
３‐
２２

鍵
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

８
．７

６
．４

０
．７

－
－

２７
．１

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
初

Ｍ
５３
０３
２‐
１４

Ｒ
５３
０３
２‐
３６

１６
３‐
２１

鍵
０６
‐４

Ｊ
‐３

６４
０４
９

７
．６

２
．０

０
．５

－
－

１７
．０

１５
Ｃ
後
～１
６Ｃ
前・
１７
Ｃ
後
～１
８Ｃ
後

Ｍ
６４
０４
９

Ｒ
６４
０４
９‐
１

１６
３‐
２３

鍵
？

０６
‐１
‐２

Ｈ
‐７

包
含
層

４
．６

１
．３

０
．９

－
－

７
．１

受
金
具

Ｍ
６２
Ｈ
７‐
２

Ｒ
６２
Ｈ
７‐
４

１６
３‐
２４

割
ピ
ン

０６
‐３

Ｊ
‐１

６３
０２
２

５
．０

１
．１

０
．８

－
－

３
．６

鍵
等
の
一
部
？

Ｍ
６３
０２
２‐
１

Ｒ
６３
０２
２‐
６

１６
３‐
２０

錠
前

０６
‐４

Ｈ
‐１

包
含
層

９
．４

３
．７

１
．８

－
－

１０
２
．４

Ｍ
６４
Ｈ
１‐
６

Ｒ
６４
Ｈ
１‐
１６

１６
３‐
２５

肘
壷
金
具

０６
‐３

Ｆ
‐６

６３
０８
４

５
．７

７
．９

３
．３

－
－

２７
．１

鍵
？
１７
Ｃ
後

Ｍ
６３
０８
４‐
３

Ｒ
６３
０８
４‐
５

１６
３‐
３７

鎖
０５
‐４

Ｅ
‐６

５４
０２
５

８
．５

１
．４

０
．２

－
－

４
．８

１６
Ｃ
末
～
１７
Ｃ
後

Ｍ
５４
０２
５‐
３

Ｒ
５４
０２
５‐
１１

１６
３‐
３５

飾
金
具

０５
‐３

Ｆ
‐１
０

５３
１０
１

７
．６

０
．８

０
．２

－
－

４
．１

仏
具
？
１７
Ｃ
初
～
前

Ｍ
５３
１０
１‐
４

Ｒ
５３
１０
１‐
１

１６
３‐
３４

飾
金
具

０６
‐３

Ｉ
‐１
・１
０

６３
０６
４
（
４
．６
）
４
．０

０
．９

－
－

１１
．７

仏
具
？

Ｍ
６３
０６
４‐
２４

Ｒ
６３
０６
４‐
３６

１６
３‐
３６

飾
金
具

０６
‐３

－
６３
３５
１

２
．５

２
．３

１
．０

－
－

２
．８

Ｍ
６３
３５
１‐
１

Ｒ
６３
３５
１‐
４

飾
金
具
？

０６
‐４

Ｆ
‐８

包
含
層

１３
．１

０
．７

０
．２

－
－

１３
．０

Ｍ
６４
Ｆ
８‐
１

Ｒ
６４
Ｆ
８‐
２

第
１８
表
日
用
品
・
そ
の
他
金
属
製
品
観
察
表

第
１７
表
農
工
具
類
観
察
表
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―２１２―



図
版

番
号

出
土
地
点

銭
文

初
鋳

計
測
値（
�
・
g）

Ｍ
番
号

Ｒ
番
号

ａ
ｂ

ｃ
重
さ

１６
４‐
１

０６
‐３

Ｂ
‐４

６３
１６
８

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
１７

５
２
．７
１

Ｍ
６３
１６
８‐
４

Ｒ
６３
１６
８‐
７

１６
４‐
３

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２３
１９

６
４
．０
０

Ｍ
６３
０６
４‐
５

Ｒ
６３
０６
４‐
２０

１６
４‐
６

０６
‐３

Ｇ
‐８

６３
５２
１

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
２０

５
．５

３
．６
４

Ｍ
６３
５２
１

Ｒ
６３
５２
１‐
１

１６
４‐
７

０６
‐４

Ｉ
‐２

６４
２５
６

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２５
１９
．５

５
３
．４
１

Ｍ
６４
２５
６‐
１

Ｒ
６４
２５
６‐
６

１６
４‐
８

０５
‐４

Ｂ
‐５

５４
００
８

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
１９

５
３
．９
５

Ｍ
５４
００
８‐
２

Ｒ
５４
００
８‐
２

１６
４‐
９

０５
‐３

Ｇ
‐１

５３
１０
７

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
２２

６
３
．３
４

Ｍ
５３
１０
７‐
５

Ｒ
５３
１０
７‐
４

１６
４‐
１０

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２５
２０

５
２
．０
８

Ｍ
６３
０６
４‐
１５

Ｒ
６３
０６
４‐
２４

１６
４‐
１１

０６
‐４

Ｆ
‐８
・９

６４
００
２

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
．５

２０
５
．５

２
．６
２

Ｍ
６４
００
２‐
７

Ｒ
６４
００
２‐
２

１６
４‐
１２

０６
‐４

Ｆ
‐８
・９

６４
００
２

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
２０

５
．５

１
．８
３

Ｍ
６４
００
２‐
６

Ｒ
６４
００
２‐
２

１６
４‐
１５

０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
７

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２３
１８

７
２
．５
９

Ｍ
６３
５２
７‐
３‐
１

Ｒ
６３
５２
７‐
１

１６
４‐
１６

０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
７

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
２０

６
．５

２
．１
８

Ｍ
６３
５２
７‐
３‐
２

Ｒ
６３
５２
７‐
１

１６
４‐
１８

０６
‐２

Ｊ
‐８

６２
０１
０

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
２０

５
１
． ８
４

Ｍ
６２
０１
０‐
１

Ｒ
６２
０１
０‐
１

１６
４‐
２５

０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
７

寛
永
通
寶

銭
文
不
鮮
明
古
寛
永

日
本
１６
３６

２５
２０

５
２
．７
７

Ｍ
６３
５２
７‐
３‐
３

Ｒ
６３
５２
７‐
１

１６
４‐
２６

０６
‐１
‐１

Ａ
‐９
・１
０

６１
１０
６

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
２０

６
０
．９
３

Ｍ
６１
１０
６

Ｒ
６１
１０
６‐
６

１６
４‐
２９
０６
‐１
４
Ｎ

Ｅ
‐８

立
会
４

寛
永
通
寶

文
銭
・
背
文「
文
」

日
本
１６
６８

２５
．５

２１
６

３
．３
２

Ｍ
６４
９０
４‐
１

Ｒ
６４
９０
４

１６
４‐
３０
０６
‐１
４
Ｎ

Ｅ
‐８

立
会
４

寛
永
通
寶

文
銭
・
背
文「
文
」

日
本
１６
６８

２５
２０

６
４
．０
６

Ｍ
６４
９０
４‐
２

Ｒ
６４
９０
４

１６
４‐
３１

０５
‐３

Ｇ
‐１

５３
１０
７

寛
永
通
寶

文
銭
・
背
文「
文
」

日
本
１６
６８

２５
２１

６
３
．５
１

Ｍ
５３
１０
７‐
４

Ｒ
５３
１０
７‐
４

１６
４‐
３２

０５
‐３

Ｇ
‐１

５３
１０
７

寛
永
通
寶

文
銭
・
背
文「
文
」

日
本
１６
６８

２５
１９

６
１
．６
８

Ｍ
５３
１０
７‐
６

Ｒ
５３
１０
７‐
１０

１６
４‐
３３

０６
‐４

Ｅ
‐７

６４
０７
１

寛
永
通
寶

新
寛
永
・
背
文「
元
」

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２２
１７
．５

６
１
．９
３

Ｍ
６４
０７
１

Ｒ
６４
０７
１‐
２

１６
４‐
３４

０６
‐４

Ｉ
‐１

６４
００
８

寛
永
通
寶

新
寛
永
・
背
文「
佐
」

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
．５

１８
６

２
．４
０

Ｍ
６４
００
８‐
１

Ｒ
６４
００
８‐
３

１６
４‐
３５

０６
‐３

Ｊ
‐２

６３
００
６

寛
永
通
寶

新
寛
永
・
背
文「
足
」

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
１９

６
２
．４
８

Ｍ
６３
００
６‐
１

Ｒ
６３
００
６‐
１

１６
４‐
３６

０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
７

寛
永
通
寶

新
寛
永
・
背
文「
足
」？

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
１７

６
２
．３
３

Ｍ
６３
５２
７‐
２

Ｒ
６３
５２
７‐
１

１６
４‐
３７

０６
‐４

Ｇ
‐９

６４
０１
２

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
．５

１９
．５

６
２
．８
３

Ｍ
６４
０１
２‐
５

Ｒ
６４
０１
２‐
１２

１６
４‐
４２

０６
‐４

Ｉ
‐２

６４
０２
４

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２１
．５

１８
６
．５

１
．７
６

Ｍ
６４
０２
４

Ｒ
６４
０２
４‐
２

１６
４‐
４５

０６
‐４

Ｇ
‐９

６４
０１
２

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２１
．５

１７
７

１
．７
２

Ｍ
６４
０１
２‐
６

Ｒ
６４
０１
２‐
１７

１６
４‐
４７

０６
‐３

Ｊ
・
Ａ
‐２

６３
００
６

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
２０

６
．５

２
．１
４

Ｍ
６３
００
６‐
３

Ｒ
６３
００
６‐
６

１６
４‐
４９

０６
‐４

Ｉ
‐２

６４
２５
６

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
．５

２０
６
．５

２
．３
８

Ｍ
６４
２５
６‐
２

Ｒ
６４
２５
６‐
６

１６
４‐
５１

０６
‐２

Ａ
‐１

６２
３０
５

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
１９

６
２
．６
６

Ｍ
６２
３０
５‐
３

Ｒ
６２
３０
５‐
２

１６
４‐
５３

０５
‐３

Ａ
‐３

５３
０１
６

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
２０

６
３
．０
２

Ｍ
５３
０１
６‐
１

Ｒ
５３
０１
６‐
４

１６
４‐
５４

０６
‐４

Ｅ
‐８

６４
０１
５

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
１９

６
．５

１
．９
５

Ｍ
６４
０１
５‐
１

Ｒ
６４
０１
５‐
２

１６
４‐
５５

０６
‐３

Ｊ
‐２

６３
００
６

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２２
１８

７
１
．５
４

Ｍ
６３
００
６‐
２

Ｒ
６３
００
６‐
１

１６
４‐
５８

０６
‐４

Ｅ
‐８

６４
００
１

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２５
１９
．５

５
．５

３
．５
０

Ｍ
６４
００
１

Ｒ
６４
００
１‐
６

１６
４‐
６０

０６
‐３

Ｆ
‐７

６３
５２
０

�
□
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
１９

６
１
．９
４

Ｍ
６３
５２
０‐
１２

Ｒ
６３
５２
０‐
１１

１６
４‐
６３

０６
‐３

Ｂ
‐３

６３
０１
０

�
□
通
□

（
２３
）

１９
５

０
．８
０

Ｍ
６３
０１
０‐
１

Ｒ
６３
０１
０‐
３

１６
４‐
６６

０６
‐２

Ａ
‐１
０

６２
３０
３

寛
永
通
寶

四
文
銭
・１
１
波

日
本
１７
６９

２８
２１

６
４
．０
６

Ｍ
６２
３０
３‐
２

Ｒ
６２
３０
３‐
３

１６
４‐
６７

０６
‐１
‐２

Ｉ
‐６

６１
２０
１

寛
永
通
寶

四
文
銭
・１
１
波

日
本
１７
６９

２８
２１

６
．５

３
．７
３

Ｍ
６１
２０
１

Ｒ
６１
２０
１

１６
４‐
７１

０５
‐４

Ｅ
‐６

５４
０２
１

開
元
通
寶

隷
書

唐
６２
１

２４
１９

６
２
．５
１

Ｍ
５４
０２
１‐
２

Ｒ
５４
０２
１‐
１０

１６
４‐
７２

０５
‐３

Ｊ
・
Ａ
‐３

５３
０３
６

開
元
通
寶

隷
書

唐
６２
１

２４
２０

７
３
．１
９

Ｍ
５３
０３
６‐
２

Ｒ
５３
０３
６‐
７

１６
４‐
９６

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

祥
符
通
寶

北
宋
１０
０９

２４
１９

６
２
．８
１

Ｍ
６３
０６
４‐
７

Ｒ
６３
０６
４‐
２０

１６
４‐
９７

０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

祥
符
通
寶

北
宋
１０
０９

２２
１８

６
２
．４
８

Ｍ
５３
０３
２‐
１１

Ｒ
５３
０３
２‐
１

１６
４‐
９８

０６
‐３

Ｆ
‐６

６３
５０
２

祥
符
通
寶

北
宋
１０
０９

２２
１８

７
１
．１
４

Ｍ
６３
５０
２

Ｒ
６３
５０
２‐
２

１６
４‐
９９

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

祥
符
通
寶

銭
文
不
鮮
明

北
宋
１０
０９

２３
１７

７
１
．６
３

Ｍ
６３
０６
４‐
８

Ｒ
６３
０６
４‐
２０

１６
４‐
７７

０５
‐３

Ｄ
‐１

５３
１４
１

景
祐
元
寶

篆
書

北
宋
１０
３４

２５
２０

６
２
．３
６

Ｍ
５３
１４
１‐
１

Ｒ
５３
１４
１‐
９

１６
４‐
８８

０５
‐４

Ｅ
‐６

５４
０２
１

皇
宋
通
寶

北
宋
１０
３８

（
２４
）

１９
７

２
．５
８

Ｍ
５４
０２
１‐
１

Ｒ
５４
０２
１‐
１０

１６
４‐
９０

０５
‐３

Ａ
‐３

５３
０１
６

皇
宋
通
寶

篆
書

北
宋
１０
３８

２５
１９

７
２
．９
０

Ｍ
５３
０１
６‐
２

Ｒ
５３
０１
６‐
４

１６
４‐
７４

０５
‐４

Ｅ
‐６

５４
０２
５

嘉
祐
通
寶

篆
書

北
宋
１０
５６

２４
１９

８
２
．１
４

Ｍ
５４
０２
５‐
１

Ｒ
５４
０２
５‐
９

１６
４‐
７５

０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

嘉
祐
通
寶

篆
書

北
宋
１０
５６

２４
１９

６
３
．６
５

Ｍ
５３
０３
２‐
１０

Ｒ
５３
０３
２‐
１

１６
４‐
８７

０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

元
□（
豊
・
祐
・
符
）通
寶

篆
書

北
宋
１０
７８

／８
６
／９
８
（
２３
）

１９
（
７
）

１
．０
１

Ｍ
５３
０３
２‐
１３

Ｒ
５３
０３
２‐
１

１６
４‐
７８

０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

元
豊
通
寶

行
書

北
宋
１０
７８

２３
２０

７
１
．７
０

Ｍ
５３
０３
２‐
９

Ｒ
５３
０３
２‐
１１
４

１６
４‐
７９

０６
‐２

‐
６２
１１
３５

元
豊
通
寶

行
書

北
宋
１０
７８

２３
１８

６
２
．０
７

Ｍ
６２
１１
３５

Ｒ
６２
１１
３５
‐６

１６
４‐
８１

０６
‐３

Ｂ
‐４

６３
１５
１

元
豊
通
寶

篆
書

銭
文
不
鮮
明

北
宋
１０
７８

２３
１９

７
１
．９
４

Ｍ
６３
１５
１‐
１

Ｒ
６３
１５
１‐
１

１６
４‐
８２

０５
‐４

Ｂ
‐５

５４
００
８

元
豊
通
寶

篆
書

北
宋
１０
７８

２３
２０

７
１
．８
９

Ｍ
５４
００
８‐
１

Ｒ
５４
００
８‐
１

１６
４‐
８３

０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

元
豊
通
寶

行
書

北
宋
１０
７８

２３
１９

７
２
．９
２

Ｍ
５３
０３
２‐
８

Ｒ
５３
０３
２‐
４０

１６
４‐
９４

０６
‐２

Ｊ
‐９

６２
２０
１０

紹
聖
元
寶

篆
書

北
宋
１０
９４

２３
１９

７
３
．５
８

Ｍ
６２
２０
１０

Ｒ
６２
２０
１０

１６
４‐
１０
１
０５
‐３

Ｅ
・
Ｆ
‐１
０・
１

５３
０３
２

聖
宋
元
寶

篆
書

北
宋
１１
０１

２５
１９

６
１
．４
０

Ｍ
５３
０３
２‐
１２

Ｒ
５３
０３
２‐
１

１６
４‐
９３

０５
‐３

Ｈ
・
Ｉ
‐２

５３
０１
０

淳
煕
元
寶

南
宋
１１
７４

２４
１８

６
２
．３
３

Ｍ
５３
０１
０‐
１

Ｒ
５３
０１
０‐
１

１６
４‐
９１

０５
‐４

Ｉ
‐７
・８

５４
２７
９

洪
武
通
寶

明
１３
６８

２２
１８

５
２
．６
５

Ｍ
５４
２７
９

Ｒ
５４
２７
９‐
４

１６
４‐
９２

０５
‐３

Ａ
‐４

５３
０５
６

□
武
通
寶（
洪
武
通
寶
）

明
１３
６８

２３
１９

６
２
．０
３

Ｍ
５３
０５
６

Ｒ
５３
０５
６‐
９

１６
４‐
７０

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

永
楽
通
寶

明
１４
０８

２４
２０

６
２
．５
０

Ｍ
６３
０６
４‐
６

Ｒ
６３
０６
４‐
２０

１６
４‐
１０
４
０６
‐２

Ｄ
‐４

６２
６２
１

無
文
銭

踏
み
返
し
の
結
果
？

２３
６

２
．４
８

Ｍ
６２
６２
１

Ｒ
６２
６２
１‐
１

１６
４‐
２

０６
‐３

‐
包
含
層

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２３
２０

５
２
．６
２

Ｍ
６３
Ｊ
２

Ｒ
６３
Ｊ
２‐
８

１６
４‐
４
０６
‐１
‐１

Ｃ
‐１

包
含
層

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
２０

５
３
．１
０

Ｍ
６１
１
Ｃ
１

Ｒ
６１
１
Ｃ
１‐
２

１６
４‐
５

０６
‐４

Ｈ
‐１
０

包
含
層

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２５
２０

６
３
．１
３

Ｍ
６４
Ｈ
１０
‐２

Ｒ
６４
Ｈ
１０
‐５

図
版
番
号

出
土
地
点

銭
文

初
鋳

計
測
値（
�
・
g）

Ｍ
番
号

Ｒ
番
号

ａ
ｂ

ｃ
重
さ

１６
４‐
１３

０６
‐１
‐２

Ａ
‐８

撹
乱

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２３
１９

６
３
．６
４

Ｍ
６１
２
Ｋ
１１
０
Ｒ
６１
２
Ｋ
‐１
１０

１６
４‐
１４

０６
‐４

Ｆ
‐９

包
含
層

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２５
２０

６
３
．０
２

Ｍ
６４
Ｆ
９‐
１

Ｒ
６４
Ｆ
９‐
７

１６
４‐
１７

０６
‐２

Ｃ
‐３

包
含
層

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
１９

６
１
．４
３

Ｍ
６２
Ｃ
３‐
１

Ｒ
６２
Ｃ
３‐
１１

１６
４‐
１９

０６
‐１
‐２

Ｊ
‐８

撹
乱

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２３
１９

６
１
．９
５

Ｍ
６１
２
Ｋ
４４

Ｒ
６１
２
Ｋ
‐４
４

１６
４‐
２０

０６
‐２

Ａ
‐１
０

撹
乱

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２５
２０

６
２
．８
９

Ｍ
６２
Ｋ
６

Ｒ
６２
Ｋ
６‐
１

１６
４‐
２１

０６
‐２

Ｄ
‐４

撹
乱

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
２０

５
３
．２
９

Ｍ
６２
Ｋ
５

Ｒ
６２
Ｋ
５‐
５

１６
４‐
２３

０６
‐４

Ｈ
‐１
０

包
含
層

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２３
．５

１９
６

２
．７
４

Ｍ
６４
Ｈ
１０
‐４

Ｒ
６４
Ｈ
１０
‐５

１６
４‐
２４

０６
‐４

Ｅ
‐７

撹
乱

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１６
３６

２４
．５

２０
６

３
．１
３

Ｍ
６４
Ｋ
４‐
１

Ｒ
６４
Ｋ
‐４

１６
４‐
２２

０６
‐３

Ｂ
‐４

包
含
層

寛
永
通
寶

古
寛
永

日
本
１ ６
３６

２４
２０

５
１
．６
１

Ｍ
６３
Ｂ
４

Ｒ
６３
Ｂ
４‐
２

１６
４‐
２７

０６
‐２

－
－

寛
永
通
寶

文
銭
・
背
文「
文
」

日
本
１６
６８

２５
１９

６
３
．５
７

Ｍ
６２
Ｚ
５

Ｒ
６２
Ｚ
５

１６
４‐
２８

０６
‐４

Ｊ
‐４

撹
乱

寛
永
通
寶

文
銭
・
背
文「
文
」

日
本
１６
６８

２５
２０

６
２
．８
３

Ｍ
６４
Ｋ
４３

Ｒ
６４
Ｋ
‐４
３

１６
４‐
３８

０６
‐２

Ｊ
‐１
０

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
２０

６
．５

２
．５
７

Ｍ
６２
Ｊ
１０

Ｒ
６２
Ｊ
１０
‐６

１６
４‐
３９

０６
‐３

Ｆ
‐７

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２ ４
１９

７
３
．３
５

Ｍ
６３
Ｆ
７‐
１

Ｒ
６３
Ｆ
７‐
２

１６
４‐
４０

０６
‐２

Ａ
‐１
０

撹
乱

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
２０

７
２
．５
２
Ｍ
６２
Ｋ
Ａ
１０
‐３
Ｒ
６２
Ｋ
Ａ
１０
‐５

１６
４‐
４１

０６
‐３

Ｊ
‐１

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２２
１９

７
１
．３
２

Ｍ
６３
Ｊ
１‐
２

Ｒ
６３
Ｊ
１‐
３

１６
４‐
４３

０６
‐１
‐１

Ａ
‐１
０

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
２０

６
２
．７
９

Ｍ
６１
１
Ａ
１０
‐５

Ｒ
６１
１
Ａ
１０
‐２
９

１６
４‐
４４

０６
‐３

Ｊ
‐１

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
２０

７
２
．７
５

Ｍ
６３
Ｊ
１‐
１

Ｒ
６３
Ｊ
１‐
３

１６
４‐
４６

０６
‐１
‐１

Ａ
‐１
０

撹
乱

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
１９

６
１
．９
２

Ｍ
６１
１
Ｋ
６

Ｒ
６１
１
Ｋ
６‐
１

１６
４‐
４８

０６
‐３

Ａ
‐２
・３

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２５
２０

６
２
．７
５

Ｍ
６３
Ａ
２‐
２

Ｒ
６３
Ａ
２‐
６

１６
４‐
５０

０６
‐４

Ｂ
‐５

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２２
．５

１９
６

１
．９
４

Ｍ
６４
Ｂ
５‐
１

Ｒ
６４
Ｂ
５‐
２

１６
４‐
５２

０６
‐４

Ｇ
‐９

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
１８

６
１
．９
９

Ｍ
６４
Ｇ
９‐
１

Ｒ
６４
Ｇ
９‐
１

１６
４‐
５６

０６
‐４

Ｇ
‐１
０

撹
乱

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２５
２０

６
３
．５
２

Ｍ
６４
Ｋ
２１

Ｒ
６４
Ｋ
‐２
１

１６
４‐
５７

０６
‐４

Ｈ
‐１
０

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
１９

６
．５

１
．５
７

Ｍ
６４
Ｈ
１０
‐３

Ｒ
６４
Ｈ
１０
‐５

１６
４‐
５９

０６
‐４

Ｇ
‐１
０

包
含
層

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２４
１９

６
１
．９
５

Ｍ
６４
Ｇ
１０
‐１

Ｒ
６４
Ｇ
１０
‐１

１６
４‐
６１

０６
‐１
‐２

Ｈ
‐５
・６

撹
乱

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
２０

６
２
．５
１

Ｍ
６１
２
Ｋ
９６

Ｒ
６１
２
ｋ
‐９
６

１６
４‐
６２

０６
‐１
‐２

Ｊ
‐７

撹
乱

寛
永
通
寶

新
寛
永

日
本
１６
９７
・１
７６
７

２３
１９

６
１
．３
４

Ｍ
６１
２
Ｋ
５３

Ｒ
６１
２
Ｋ
‐５
３

１６
４‐
６５

０６
‐２

Ａ
‐１
０

撹
乱

寛
永
通
寶

四
文
銭
・１
１
波

日
本
１７
６９

２８
２６

６
５
．０
０
Ｍ
６２
Ｋ
Ａ
１０
‐１
Ｒ
６２
Ｋ
Ａ
１０
‐５

１６
４‐
６８

０６
‐３

－
－

文
久
永
寶

真
文

日
本
１８
６３

２６
２０

６
３
．５
４

Ｍ
６３

Ｒ
６３
？
‐３

１６
４‐
６９

０６
‐２

Ａ
‐１
０

撹
乱

文
久
永
宝（
寶
）

玉
宝（
略
宝
）

日
本
１８
６３

２６
２０

６
３
．３
６
Ｍ
６２
Ｋ
Ａ
１０
‐２
Ｒ
６２
Ｋ
Ａ
１０
‐５

１６
４‐
６４

０６
‐３

Ｈ
‐９

包
含
層

仙
台
通
寶

小
形

日
本
仙
台
藩
１７
８４

２１
１８

７
２
．３
２

Ｍ
６３
Ｈ
９‐
３

Ｒ
６３
Ｈ
９‐
３

１６
４‐
７３

０６
‐１
‐４

Ｄ
‐２

包
含
層

開
□
□
寶（
開
元
通
寶
？
）

隷
書

唐
６２
１

２４
２０

１
．６
７
Ｍ
６１
４
Ｄ
２‐
３‐
２
Ｒ
６１
４
Ｄ
２‐
３

１６
４‐
７６

０６
‐１
‐２

Ｊ
‐８

撹
乱

景
徳
元
寶

北
宋
１０
０４

２４
２０

６
２
．７
１

Ｍ
６１
２
Ｋ
６２

Ｒ
６１
２
Ｋ
‐６
２

１６
４‐
１０
２
０６
‐４

Ｈ
‐１
０

包
含
層

天
禧
通
寶

北
宋
１０
１７

２４
．５

１９
６

３
．５
８

Ｍ
６４
Ｈ
１０
‐１

Ｒ
６４
Ｈ
１０
‐１

１６
４‐
１０
３
０５
‐４

Ｅ
‐７

包
含
層

天
聖
元
□（
天
聖
元
寶
）

北
宋
１０
２３

２４
２１

７
１
．４
５

Ｍ
５４
Ｅ
７

Ｒ
５４
Ｅ
７‐
１

１６
４‐
８９

０６
‐１
‐１

Ａ
‐１
０

撹
乱

皇
宋
通
寶

篆
書

北
宋
１０
３８

２５
２０

８
２
．１
４

Ｍ
６１
１
Ｋ
３‐
２

Ｒ
６１
１
Ｋ
３‐
４

１６
４‐
８０

０６
‐１
‐１

Ｃ
‐２

包
含
層

元
豊
通
寶
？
行
書
銭
文
不
鮮
明

北
宋
１０
７８

２３
７

２
．３
７

Ｍ
６１
１
Ｃ
２

Ｒ
６１
１
Ｃ
２

１６
４‐
８４

０６
‐１
‐１

Ａ
‐９
・１
０

ト
レ
ン
チ

元
祐
通
寶

行
書

北
宋
１０
８６

２４
１７

６
１
．９
６

Ｍ
６１
１
Ｔ
３

Ｒ
６１
１
Ｔ
‐３

１６
４‐
８５

０６
‐３

Ｆ
‐７

撹
乱

元
祐
通
寶

篆
書

北
宋
１０
８６

２４
２０

７
２
．８
３

Ｍ
６３
Ｋ
Ｆ
７

Ｒ
６３
Ｋ
Ｆ
７‐
５

１６
４‐
８６

０６
‐３

Ｈ
‐９

包
含
層

元
祐
通
寶

篆
書

北
宋
１０
８６

２３
２０

７
１
．５
９

Ｍ
６３
Ｈ
９‐
１

Ｒ
６３
Ｈ
９‐
２

１６
４‐
９５

０６
‐４

Ｇ
‐１
０

包
含
層

紹
□
元
寶（
紹
聖
元
寶
）

篆
書

北
宋
１０
９４

２３
．５

１９
７

１
．５
９

Ｍ
６４
Ｇ
１０
‐２

Ｒ
６４
Ｇ
１０
‐１

１６
４‐
１０
０
０６
‐４

Ｇ
‐１
０

包
含
層

聖
宋
元
寶

篆
書

北
宋
１１
０１

２４
．５

２０
６

２
．４
１

Ｍ
６４
Ｇ
１０
‐７

Ｒ
６４
Ｇ
１０
‐１
５

図
版
番
号

出
土
地
点

計
測
値（
�
・
g）

備
考

出
土
遺
構
の
主
な

遺
物
か
ら
の
時
期

遺
物
番
号

Ｒ
番
号

直
径

重
さ

１６
１‐
１

０５
‐４

Ｅ
‐５

５４
０１
２

１
．３

１１
．１

１６
末
～
１７
初

Ｍ
５４
０１
２‐
１

Ｒ
５４
０１
２‐
２

１６
１‐
２

０５
‐４

Ｅ
‐５

５４
０１
２

１
．２

９
．６

１６
末
～
１７
初

Ｍ
５４
０１
２‐
２

Ｒ
５４
０１
２‐
３

１６
１‐
３

０５
‐４

Ｅ
‐６

５４
０６
４

１
．３

１１
．３

１７
後

Ｍ
５４
０６
４

Ｒ
５４
０６
４‐
２

１６
１‐
４

０５
‐４

Ｆ
‐７

５４
１８
８

１
．１

８
．２

１７
？

Ｍ
５４
１８
８

Ｒ
５４
１８
８

１６
１‐
１０

０５
‐４

Ｃ
‐５

包
含
層

１
．９

２８
．３

Ｍ
５４
Ｃ
５‐
１

Ｒ
５４
Ｃ
５‐
９

１６
１‐
１４

０６
‐１
‐１

Ａ
‐１

包
含
層

２
．７

１０
８
．３

１７
後
～
１８
前

Ｍ
６１
１
Ａ
１

Ｒ
６１
１
Ａ
１‐
４

１６
１‐
５

０６
‐３

Ｉ
‐１
０

６３
０６
４

１
．３

１１
．５

バ
リ
付

１７
後

Ｍ
６３
０６
４‐
１７

Ｒ
６３
０６
４‐
２９

１６
１‐
６

０６
‐３

Ａ
‐３

包
含
層

１
．２

１０
．４

１７
～
１９

Ｍ
６３
Ａ
３

Ｒ
６３
Ａ
３‐
６

１６
１‐
７

０６
‐４

Ｇ
‐１
０

６４
２２
９

１
．２

９
．０

１７
初
～
前（
１９
）

Ｍ
６４
２２
９‐
１

Ｒ
６４
２２
９‐
１

１６
１‐
８

０６
‐４

Ｇ
‐１
０

６４
２２
９

１
．２

７
．０

１７
初
～
前（
１９
）

Ｍ
６４
２２
９‐
２

Ｒ
６４
２２
９‐
１

１６
１‐
９

０６
‐４

Ｉ
‐２

包
含
層

１
．４

１１
．０

Ｍ
６４
Ｉ
２‐
１

Ｒ
６４
Ｉ
２‐
２

１６
１‐
１３

０２
‐２

Ｂ
‐１

第
１
面
下
層

２
．４

１４
．４
７

笏
谷
石

１６
世
紀
中
葉
～
後
葉

２０
２
Ｓ
２６
３

Ｒ
２‐
４２

１６
１‐
１５

０２
‐２

Ａ
・
Ｂ
‐９

ト
レ
ン
チ２
１１
ｂ
層
３
．１

２２
．９
４

笏
谷
石
・
被
熱

１６
世
紀
中
葉

２０
２
Ｓ
２６
４

Ｒ
２‐
１１
７

１６
１‐
１２

０２
‐２

Ｂ
‐７

２‐
２１
７
焼
土
層

２
．２

８
．８
６

（
笏
谷
？
）石

１６
世
紀
中
葉

２０
２
Ｓ
２６
６

Ｒ
２‐
１５
０

１６
１‐
１１

０２
‐２

Ｂ
‐９

第
２
面
包
含
層

２
．１

１０
．５
２

笏
谷
石

１６
世
紀
中
葉
～
後
葉

２０
２
Ｓ
２６
２

Ｒ
２‐
１５
３

１６
１‐
１６

０２
‐３

Ｃ
‐６

２
ｂ
層

４
．３

２４
１
．７

近
世

２０
３
Ｍ
３５
５

Ｒ
３‐
６３
３

図
版

番
号

種
別

出
土
地
点

計
測
値（
㎝
・
g）

備
考

出
土
遺
構
の
主
な

遺
物
の
時
期

遺
物
番
号

Ｒ
番
号

長
径

重
さ

１６
５‐
１２

鞴
羽
口

０６
‐１
‐２

土
橋

撹
乱

（
６
．８
）
（
１０
．０
）

－
３８
６
．１

笏
谷
石

１７
後
～
１９

６１
２
Ｋ
５０
Ｓ
２

Ｒ
６１
２
Ｋ
‐５
０

１６
５‐
１３

鞴
羽
口

０６
‐１
‐２

土
橋

撹
乱

（
１３
．８
）
１０
．８

－
１５
１５
．２

笏
谷
石

１９
６１
２
Ｋ
１３
５
Ｓ
１
Ｒ
６１
２
Ｋ
１３
５

１６
５‐
１１

鞴
羽
口

０２
‐９

Ｃ
‐８

９‐
１２
１
（
２０
．２
）（
１３
．２
）

－
１２
４５
．３

笏
谷
石

１６
２０
９
Ｓ
１１
３

Ｒ
９‐
２５
０

図
版

番
号

種
別

出
土
地
点

計
測
値（
㎝
・
g）

備
考

出
土
遺
構
の
主
な

遺
物
の
時
期

遺
物
番
号

Ｒ
番
号

口
径

器
高

柄
の
長
さ
重
さ

１６
５‐
１

取
瓶

０６
‐４

Ｇ
‐９

包
含
層

１４
．２

１２
．５

０
．３

１２
２
．０

鉱
滓
付
着・
吊
灯
明
皿
転
用

１７
前
～
１９
中

Ｍ
６４
Ｇ
９‐
２

Ｒ
６４
Ｇ
９‐
３

１６
５‐
２

取
瓶

０６
‐４

Ａ
‐４

外
堀
堆
積
１３
．６

１２
．１

０
．２

１７
１
．０

鉱
滓
少・
吊
灯
明
皿
転
用
？

１８
～
１９

Ｍ
６４
ホ
リ
Ａ
４‐
２
Ｒ
６４
ホ
リ
Ａ
４‐
５

１６
５‐
３

取
瓶
？

０６
‐３

Ｈ
‐９

６３
０１
６

１０
．０

２
．０

－
４４
．２

破
片
・
吊
灯
明
皿
？

１９
中

Ｍ
６３
０１
６

Ｒ
６３
０１
６

図
版
番
号

種
別

出
土
地
点

計
測
値（
㎝
・
g）

備
考

出
土
遺
構
の
主
な

遺
物
の
時
期

遺
物
番
号

Ｒ
番
号

縦
横

厚
さ

重
さ

１６
５‐
１４

鋳
型

０６
‐２

６２
３０
５

５
．３

（
３
．９
）
１
．５

５０
．４

引
手
金
具
湯
口
痕
跡

１９
～
近
代

６２
Ｓ
４

Ｒ
６２
３０
５‐
１

図
版
番
号

種
別

出
土
地
点

計
測
値（
㎝
・
g）

備
考

出
土
遺
構
の
主
な

遺
物
の
時
期

遺
物
番
号

Ｒ
番
号

長
径

短
径

厚
さ

重
さ

１６
５‐
８

鉱
滓

０６
‐２

Ｉ
７

６２
２０
０９

６
．２

５
．５

１
．８

７９
．１

椀
形

１６
Ｍ
６２
２０
０９

Ｒ
６２
２０
０９
‐１
４

１６
５‐
５

鉱
滓

０６
‐２

Ｃ
４

包
含
層

６
．１

５
．９

３
．６

１０
７
．５

Ｍ
６２
Ｃ
４‐
２

Ｒ
６２
Ｃ
４‐
６

１６
５‐
７

鉱
滓

０６
‐２

Ｄ
４

包
含
層

５
．２

６
．７

３
．１

１２
２
．０

Ｍ
６２
Ｄ
４‐
４

Ｒ
６２
Ｄ
４‐
１９

１６
５‐
４

鉱
滓

０６
‐４

Ｈ
２

６４
０６
６

３
．３

６
．１

２
．１

５４
．０

１７
初
～
前

Ｍ
６４
０６
６‐
２

Ｒ
６４
０６
６

１６
５‐
１０

鉱
滓

０６
‐４

Ａ
３

外
堀
堆
積

９
．３

２
．６

１
．４

６４
．０

１８
中
～
１９

Ｍ
６４
ホ
リ
Ａ
３
Ｒ
６４
ホ
リ
Ａ
３

１６
５‐
６

鉱
滓

０６
‐４

Ｉ
・
Ｊ
‐２
・３

６４
０２
７

４
．９

５
．７

３
．５

１２
５
．０

１９
中
～
近
代

Ｍ
６４
０２
７

Ｒ
６４
０２
７‐
２

１６
５‐
９

鉱
滓

０６
‐４

Ｆ
・
Ｇ
‐９
・１
０

６４
０６
９

６
．４

９
．８

６
．５

３５
１
．０

１７
初
～
後

Ｍ
６４
０６
９

Ｒ
６４
０６
９‐
４

第
２０
表
弾
丸
観
察
表

第
１９
表
銭
貨
観
察
表

第
２１
表
鍛
冶
関
連
遺
物
観
察
表

第３節 金属製品

―２１３―



第４節 石製品
石製品は、確認したもののうち７５０点を採取した。このうち、表を含めて提示し得たのは１３７点であり、

１０１点を図示した。石製品は、おもに笏谷石製である。その種別は、石瓦・石臼・行火・井戸枠・竃・

石塔類など、多岐にわたる。ここでは、種別ごとの数量から便宜的に、石瓦・石臼・バンドコ（行火）

・容器状石製品・碁石・その他と６項目に分ける。

石 瓦（第１６６～１６８図） 石瓦は、軒丸瓦２点（１６６‐１・２）・丸瓦１１点（１６６‐３～１２）・軒平瓦５点

（１６７‐４～８）・平瓦５点（１６７‐１～３・９・１０）・棟瓦６点（１６８‐１～６）がある。いずれも笏谷石製

である。軒丸瓦（１６６‐１）は、瓦当下部と背後の基部を欠く。１６６‐２は瓦当下半のみである。どちらも瓦

当は無紋である。丸瓦は、背後の基部のみ残るもの６点（１６６‐３～１０）と先端部のみ残るもの２点（１６６‐１１・

１２）がある。１６６‐９は基部の接続面に「＋」の刻印があり、１６６‐１０は接続突起に中心線の線刻がある。

軒平瓦の瓦当はいずれも無紋である。１６７‐７には瓦当に４条の線刻があるが、粗雑であり、紋様として

彫られたものとは思えない。瓦当の形状は、基本的に通常の瓦と同様であるが、１６７‐５については下部

の両角が直角に広がる特殊な形状である。平瓦は、先端を欠き背後の面の残るもの（１６７‐１～３）と、

逆に先端の面のみ残るもの（１６７‐９・１０）がある。背後の両角付近に釘穴を持つもの（１６７‐１・３）と無

いもの（１６７‐２）がある。１６７‐９の先端付近上面には、「＃」の刻印がある。平瓦の上面は平滑に仕上げ

られるが、下面は鑿による粗い成形のみである。しかし屋根に葺く際、下の瓦に重なる先端部分につい

ては、上面同様平滑に整形される。棟瓦は、角形（１６８‐１～４）と丸形（１６８‐５・６）があり、角形には

頂部に稜を持つ有稜型（１６８‐１・４）と無稜型（１６８‐２・３）がある。１６８‐５は大型品であるが、片側の

端面のみの残欠である。１６８‐６は、先端に傾斜する面を持ち、石鬼瓦の鳥衾である可能性がある。

石 臼（第１６９図） 粉挽臼（１～７）と茶臼（８）がある。粉挽臼は、上臼３点（１～３）・下臼

４点（４～８）である。４は下臼受皿の注口である。注口のみのため詳細を欠くが、茶臼の下臼である

可能性もある。８は茶臼の上臼である。いずれも擂り目の磨耗・消滅が激しい。１は本体が薄く変形す

るが、さらに擂り目が目立てされている。５のみ笏谷石でなく、花崗岩系の石材である。

バンドコ（行火）（第１７０図） ９点を図示した。バンドコはその形状から、手焙り型・楕円型・Ｄ型

に分けられる。手焙り型は、立方体に近い形状で、やや上向きに傾く正面部が大きく方形に開口する。

楕円型は、平面形が楕円形であり、体部が直立する。Ｄ型は、平面形がＤ形で、正面のみが平面となる

ものである。楕円・Ｄ型ともに上部が開放しており、返しのある蓋が付属する。そして、正面には縦長

の長方形を基本とする孔が、窓のように複数並ぶ。１～３は楕円型の蓋である。２・３は小形品で、と

もに破片であるが線刻模様と煙出しの孔が確認できる。煙出し孔は、２には中央に１つの円孔があり、

３については４つの菱形孔が菱形に配されるようである。４～６はＤ型の蓋である。７～９は楕円型の

本体であるが、いずれも残存率が低い。

容器状製品（第１７１図） 容器状の製品は、平面形が円形で緩やかに湾曲して立ち上がる体部のもの

を鉢（１８・１９）、体部立ち上がりが直線的なもののうち、平面形が方形・円形など多様で体部長が底部

短辺や（短）径の半分程度までのものを盤（１～３・６・１６）、平面形が方形で体部長が底部辺の１／

２程度を超えるものを槽（４・５・７・８）とした。ただし、盤と槽の区別は困難な例も少なくない。

これらが表面を平滑に仕上げているのに対し、粗い成形のものや歪なもの・他の製品を再加工したと見

られるものなどは単に容器（９～１５・１７）とした。これら容器状製品の多くは、煤の付着や被熱痕が認

められることから、最終的には形態差を超えて火容器として使用され、廃棄されたものと見られる。盤
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第１６６図 石瓦①（Ｓ＝１／１０）
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第１６７図 石瓦②（Ｓ＝１／１０）
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図版
番号 種 別 出土地点 計測値（㎝） 備 考 出土遺構の主な

遺物の時期 遺物番号 Ｒ番号ａ ｂ ｃ ｄ ｅ
１６６‐１ 軒丸瓦 ０６‐４ Ａ‐５ 外堀埋土 （４５．０）（１４．６）（１１．８） － － 瓦当 瓦当欠損 外堀埋土Ｓ１ Ｒ外堀埋土

瓦当 （８．５） （１４．７） － － －
１６６‐２ 軒丸瓦 ０６‐１‐１ Ｂ‐１０ ６１１００５ － － － － － 瓦当のみ 無紋 １７後～近代 ６１１０５８Ｓ３ Ｒ６１１０５‐８

瓦当 （８．７） １４．７ ２．９ － －
１６６‐５ 丸 瓦 ０６‐４ Ｉ‐２ ６４０２７ （１２．０） １５．４ １３．３ ４．０ ６．６ 基部のみ １８後～，１９～近代 ６４０２７Ｓ１ Ｒ６４０２７‐１１
１６６‐７ 丸 瓦 ０６‐４ Ｇ‐９ ６４０２８ （３３．８） １３．８ １２．２ ３．０ ６．２ 基部 （１７～）１９中～近代 ６４０２８Ｓ２７ Ｒ６４０２８‐２
１６６‐４ 丸 瓦 ０６‐４ Ｇ‐９ ６４０２８ （３７．７） １４．５ １１．８ ２．９ ６．０ 基部 （１７～）１９中～近代 ６４０２８Ｓ２６ Ｒ６４０２８‐２
１６６‐１０ 丸 瓦 ０６‐１‐２ 撹乱 （１７．４） １５．６ １２．６ ３．６ ４．４ 基部 線刻あり ６１２Ｋ１３４Ｓ１ Ｒ６１２Ｋ‐１３４
１６６‐１１ 丸 瓦 ０６‐１‐２ 撹乱 （２５．３） １３．４ ８．０ － － 先端 ６１２Ｋ１３４Ｓ６ Ｒ６１２Ｋ‐１３４
１６６‐６ 丸 瓦 ０６‐１‐２ 撹乱 （３６．３） １３．３ １０．２ ３．５ ４．０ 基部 ６１２Ｋ１３４Ｓ７ Ｒ６１２Ｋ‐１３４
１６６‐８ 丸 瓦 ０６‐１‐２ 撹乱 （２４．１） １４．０ ９．７ ２．８ ４．８ 基部 １９ ６１２Ｋ１３Ｓ１ Ｒ６１２Ｋ‐１３
１６６‐１２ 丸 瓦 ０６‐１‐２ 撹乱 （２３．２） １４．７ ６．４ － － 先端 １９ ６１２Ｋ１３Ｓ２ Ｒ６１２Ｋ‐１３
１６６‐９ 丸 瓦 ０６‐１‐２ 撹乱 （１６．３）（１４．９）（１１．０） ２．８ ４．８ 基部 線刻あり １９ ６１２Ｋ４３Ｓ２ Ｒ６１２Ｋ‐４３
１６６‐３ 丸 瓦 ０６‐３ Ｉ‐１ 包含層 ４５．３ １３．７ ８．８ ３．６ ２．８ ほぼ完形 １７～１９ ６３Ｉ１Ｓ４ Ｒ６３Ｉ１‐１４
１６７‐５ 軒平瓦 ０６‐３ ６３５２０ ５．３ （２８．４） ４．０ ３．３ － 瓦当 瓦当部分角張る １９ ６３５２０Ｓ１０ Ｒ６３５２０‐１９

瓦当 （２８．９） ３１．９ － － －
１６７‐４ 軒平瓦 ０６‐１‐２ 撹乱 （１７．０） ３１．４ ４．１ － － 瓦当 ２点接合 ６１２Ｋ１３４Ｓ４・１１ Ｒ６１２Ｋ‐１３４

瓦当 ６．６ ３０．９ ３．７ ２．５ －
１６７‐６ 軒平瓦 ０６‐１‐２ 撹乱 （１８．９） ３１．０ － － － 瓦当 ２点接合 ６１２Ｋ１３４Ｓ５・１２ Ｒ６１２Ｋ‐１３４

瓦当 ６．５ ２７．６ ４．５ ３．４ －
１６７‐８ （軒）平瓦 ０６‐３ Ｊ‐１ ６３８２０ （２７．９）（２２．９） － － － 瓦当 瓦当部分小さい ６３８２０Ｓ１１ Ｒ６３８２０

瓦当 ３．８ （２２．１） ３．０ １．２ －
１６７‐１ （軒）平瓦 ０６‐１‐２ 撹乱 （１８．２）（３０．９） ４．５ － － 背後のみ 孔あり １９ ６１２Ｋ１３Ｓ１ Ｒ６１２Ｋ‐１３

瓦当 － － － － －
１６７‐７ 軒平瓦 ０６‐４ 撹乱 （１５．６）（１８．２） ４．４ － － 瓦当に縦鑿痕 ６４Ｋ２２Ｓ３ Ｒ６４Ｋ‐２２

瓦当 ６．１ （１５．３） ３．１ ２．０ －
１６７‐３ 平 瓦 ０６‐２ Ｃ‐３ ６２５２６ （４５．５） ２７．３ ４．７ － － 基部 １７？ ６２５２６Ｓ６４・６８ Ｒ６２５２６‐４４
１６７‐９ 平 瓦 ０６‐２ Ｃ‐３ ６２５２６ （３２．９）（２７．５） ４．５‐ － － 先端 上面に線刻（「井」） １７？ ６２５２６Ｓ６６ Ｒ６２５２６‐４４
１６７‐１０ 平 瓦 ０６‐３ Ｄ‐４ ６３５２０ （４７．０） ２７．７ ３．３ － － 先端 １９ ６３５２０Ｓ９ Ｒ６３５２０‐１８
１６７‐２ 平 瓦 ０６‐４ Ｇ‐１０ ６４０６７ （４３．８） ３１．８ ３．９ － － 基部 ２点接合 １７初・後，１９ ６４０６７Ｓ１・２ Ｒ６４０６７‐３
１６８‐６ 棟先瓦（鳥衾） ０６‐３ ６３０９０ （３３．６） １５．６ ９．５ － － 先端 １９前～中 ６３０９０Ｓ３ Ｒ６３０９０‐５

瓦当 － － － － －
１６８‐４ 棟 瓦 ０６‐４ Ｇ‐９ ６４０２８ （３３．８） １３．８ １２．２ ３．０ － 基部 上面に稜あり （１７～）１９中～近代 ６４０２８Ｓ１９ Ｒ６４０２８‐２
１６８‐３ 棟 瓦 ０６‐４ Ｇ‐１０ ６４０６７ （６０．４） １３．０ ８．３ ３．３ １．９ ほぼ完形 上面に稜なし １７初・後，１９ ６４０６７Ｓ１ Ｒ６４０６７‐３
１６８‐２ 棟 瓦 ０６‐４ Ｇ‐１０ ６４０６７ （５９．２） １４．０ ９．７ （２．７）（２．９）５．７ ３．７ ほぼ完形 上面に稜あり １７初・後，１９ ６４０６７Ｓ２ Ｒ６４０６７‐３
１６８‐１ 棟 瓦 ０６‐４ Ｇ‐１０ ６４０６７ （５７．０） １３．８ ９．０ ３．２ ２．６５．０ ３．４ ほぼ完形 上面に稜なし １７初・後，１９ ６４０６７Ｓ３ Ｒ６４０６７‐３
１６８‐５ 棟 瓦 ０６‐１‐３ Ｆ‐５ 包含層 （１３．６） ２１．７ １５．１ － － ～１９中 ６１３Ｆ５Ｓ１ Ｒ６１３Ｆ５‐５

第１６８図 石瓦③（Ｓ＝１／１０）

第２２表 石瓦観察表
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は、円形（１～３）と方形（６・１６）があり、いずれも脚が確認される。６は、一隅の内面が弧状に肥

厚する。体部外面・端部は面を揃え、内側にのみ弧を描くように膨らむ。いずれの面も平滑に仕上げら

れており、単なる削り残しではなく何らかの機能を持つと見られるが、用途は不明である。このように

体部内面に弧状隆起を持つ例や一隅に突起などを持つ例は、これまでの福井城跡の調査でも確認されて

いる。一辺１０～２０㎝程度の盤あるいは槽に多く認められ、内部に仕切りを持つものもある。この規格の

ものの使用法の一例として、仏壇の香炉などが想定される。槽（４・５・７・８）は、いずれもよく似

図版
番号 種 別 出土地点 計測値（㎝） 備 考 出土遺構の主な

遺物の時期 遺物番号 Ｒ番号径 全高 縁高 底刳込
１６９‐８ 茶 臼 ０６‐２ Ｊ‐９ 包含層 （１１．７） １４．０ ２．３ ０．３ １／６程度 上臼 １６中～後 ６２Ｓ３９ Ｒ６２Ｊ９‐１２
１６９‐２ 粉挽臼 ０６‐２ Ｉ‐８ ６２１１０６ （１８．２） （１３．２） ２．０ ‐ １／４ 上臼 擂り目摩滅 １７初～前 ６２Ｓ８２ Ｒ６２１１０６‐８
１６９‐３ 粉挽臼 ０６‐３ ６３１６０ （１７．４） １０．４ ２．４ ３ １／４程度 上臼 擂り目摩滅 ６３Ｓ４０ Ｒ６３１６０
１６９‐１ 粉挽臼 ０６‐４ Ｆ・Ｇ‐９ ６４０７２ （２５．７） ２８．２ １．１ ２．７ 完形に近い 上臼 擂り目残るが物配りほぼ消失 １７後～１８後 ６４Ｓ１ Ｒ６４０７２‐１０
１６９‐５ 粉挽臼 ０６‐１‐１ Ｂ‐１０ ６１１００５ （２４．８） ９．６ ‐ （４．９） 下臼 擂り目消滅 花崗岩 １７後～近代 ６１１０５８Ｓ１ Ｒ６１１０５‐８
１６９‐６ 粉挽臼 ０６‐２ Ｉ‐８ ６２１１０６ （２７．１） １２．１ ‐ （２．３） １／２ 下臼 擂り目摩滅 １７初～前 ６２Ｓ７０ Ｒ６２１１０６‐８
１６９‐７ 粉挽臼 ０６‐２ Ｉ‐８ ６２１１０６ （２７．６） １１．２ ‐ （３．６） １／２ 下臼 擂り目消滅 １７初～前 ６２Ｓ７１ Ｒ６２１１０６‐８
１６９‐４ 粉挽臼 ０５‐３ Ａ‐３ ５３０１６ 幅（２４．９）長さ（１９．９）高さ（７．７） 縁高 ― 下臼 受部注口部分のみ １７初～１９前 ５３０１６Ｓ４ Ｒ５３０１６‐２

第１６９図 石臼（Ｓ＝１／８）

第２３表 石臼観察表
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た形状であるが、大きさや脚の形状などによって、いくつかの規格に分けられるようである。粗製品や

再加工品などを容器（９～１５・１７）として括る。１１・１２は粗く歪な成形で、職人による製品ではないこ

とが考えられる。９・１０は、調整が粗く器壁が厚いが、表面は比較的平滑に整形される。１３はＤ型バン

ドコから、１４は別製品からの再加工品と見られる。１５は小形品であり、見込みが浅いことから他の用途

も考えられる。１７は、口縁部片のみである。内面が平滑であるのに対し、外面の調整は粗い。器壁が厚

いことから大型品と見られ、置火鉢や炉壇石のような製品と捉えられる。鉢は、口縁部（１８）と体部片

（１９）がある。１８の内面は平滑に仕上げられるが、外面は鑿切り（簾加工）で仕上げられる。１９は内外

面とも平滑に仕上げられ、体部に箍状の突起が巡るもので深身である。口縁部は欠失する。

その他（第１７２・１７３図） その他として、硯（１７２‐１～１０）、砥石（１７２‐１１～２１）、石塔類（１７３‐１～３）、
お も し

井戸枠（１７３‐４）、竃（１７３‐５・６）、石製臼（１７３‐７）、樋（１７３‐８）、重石（１７３‐９・１０）、支脚（１７３‐１１～

図版
番号 種 別 出土地点 計測値（㎝） 備 考 出土遺構の主な

遺物の時期 遺物番号 Ｒ番号全高 横幅 奥行
バンドコ ０５‐３ Ａ‐３ ５３０５６ （６．７） （１３．１）（１７．６） 手焙り形 １６末～１７初（後） ５３０５６Ｓ１ Ｒ５３０５６

１７０‐１ バンドコ（蓋） ０５‐３ Ｆ‐１０ ５３１０１ ４．１ （１２．４） １７．６ 楕円形 １６末～１７初・前 ５３１０１Ｓ５ Ｒ５３１０１‐１１
１７０‐２ バンドコ（蓋） ０５‐３ Ｊ‐４ 包含層 １．５ （２．９） （５．０） 楕円形 小型 円孔・沈線あり １７後 ５３Ｊ４Ｓ１ Ｒ５３Ｊ４‐２
１７０‐９ バンドコ（身） ０５‐４ Ｂ‐４ ５４０５６ １４．５ （２１．１）（１０．２） 楕円形 正面下部分のみ １６末 ５４Ｓ１８ Ｒ５４０５６‐６
１７０‐３ バンドコ（蓋） ０５‐４ Ｉ‐８ 包含層 （１．５） （４．０） （３．４） 楕円形 小型 方形孔跡２ 模様 １６末 ５４Ｓ１７ Ｒ５４Ｉ８‐１３
１７０‐８ バンドコ（身） ０６‐１‐１ Ａ‐１０ 包含層 （１０．５）（１５．１）（１１．５） 楕円形 １７後 ６１１Ａ１０Ｓ１８ Ｒ６１１Ａ１０‐１９
１７０‐５ バンドコ（蓋） ０６‐２ Ａ‐１０ 包含層 ３．５ （８．９） （１４．６） Ｄ形 ～１６中 ６２Ｓ４４ Ｒ６２Ａ１０‐４
１７１‐１３ （バンドコ） ０６‐２ Ｊ‐９ ６２１１３５ ７．７ （１３．４） （９．４） 小型 Ｄ形？ 刃傷あり １７初 ６２Ｓ１３ Ｒ６２１１３５‐７
１７０‐７ バンドコ（身） ０６‐３ Ａ‐３ ６３１１２ （８．８） （１６．０） １７．６ 楕円形 窓の柱痕跡３ １６末～１７ ６３Ｓ１７ Ｒ６３１１２‐２
１７０‐４ バンドコ（蓋） ０６‐３ Ａ‐３ ６３１０６ ３．６ １７．６ （９．５） 完形に近い Ｄ形 １７初～前 ６３Ｓ２１ Ｒ６３１０６‐９
１７０‐６ バンドコ（蓋） ０６‐３ Ｂ‐４ ６３１６８ ３．５ １５．６ １８．１ １／３程度 Ｄ形 １７後 ６３Ｓ２０ Ｒ６３１６８‐８

第１７０図 バンドコ（行火）（Ｓ＝１／６）

第２４表 バンドコ（行火）観察表
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第１７１図 容器状石製品（Ｓ＝１／６）

第４章 中・近世の遺物
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第１７２図 硯・砥石（Ｓ＝１／４ 拓影Ｓ＝１／２）
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第１７３図 その他の石製品（Ｓ＝１／１０：１～７ Ｓ＝１／１５：８ S＝１／８：９～１３ S＝１／４：１４・１５）

第４章 中・近世の遺物

―２２２―



１３）、人形（１７３‐１４・１５）、碁石（写真図版２７）がある。検出した硯は、使い込んで中央の窪むものが比

較的多く、その多くが砕片となっていた。残存状況が良好で掲載し得たのは細身のものが多い。硯（１７２

‐１～１０）は、いずれも長方形であるが、背面が平坦なもの（１７２‐３・６・８）と、背面を抉るもの（１７２

‐１・２・５・７・９・１０）がある。１７２‐５は、硯尻に向かい削り込んで擬脚を形成するものと見られる

が、陸側の大半を欠くため不明である。１７２‐２は背面、１７２‐９は側面に銘がある。１７２‐２の銘は崩し字で

不鮮明な文字であるが、「□下打（村カ）□（町カ）」と見える。１７２‐９の銘は「吉田吉五□之□」と見

え、人名のようである。１７２‐４は海周縁の縁破片であり、表面に兎の模様が線刻されている。砥石は、

直方体に近い形態（１７２‐１１～１５）、扁平な円形（１６～２０）、不定形なもの（２１）がある。１７２‐１１は剥片で

あるが、表面に線刻が残る。１２～１５は全面をよく使用し、変形している。１６～２０は、使用痕と見られる

痕跡が確認できるものもあるが、使用痕が不明瞭で砥石でない可能性のあるものも含まれる。２１は筋砥

石である。裏面や側面にも使用痕が残る。石塔類は、組合式五輪塔の火輪（１７３‐１）・水輪（１７３‐２）と、

灯篭の火袋と見られるもの（１７３‐３）がある。１７３‐３は中空で大きな円窓を持つ。内外面とも鑿により粗

く仕上げられるが、上下端付近は平滑に仕上げられている。井戸枠（１７３‐４）は、井桁に組んだ木製の

井戸枠を模したものであり、組み合わせる４枚の加工した石材のうち、長方形の�穴のある石材の下端

部片である。竃は、薄手で底・脚のあるもの（１７３‐５）と分厚くて底の無いもの（１７３‐６）がある。両者

とも焚口部分の破片である。石製臼（１７３‐７）は、精米などに使用する臼である。作業時の米の流出を

防ぐため、口縁部内面が内傾している。外面の調整が粗く、口縁部に固定するためと見られる抉りがあ

るため、唐臼の臼として使用されたことも推測される。樋（１７３‐８）は、体部内面・上端面が平滑に仕

上げられる以外は、粗い調整である。内側に仕切り板などを差し込む溝がある。この樋は、０６‐２北側地

区Ｂ街区にある苑池６２５２６の排水口部分に使用されたものであり、水量調節用の堰板をはめ込んだと見

られるものである（第７１図下）。重石（１７３‐９・１０）は、やや扁平な円形で中央孔がある。１７３‐１１～１３は

支脚と考える製品である。１７３‐１３の鈎部分が欠損し、煤の付着が認められない以外は、鈎先端・上面を

除き全体に煤が付着する。複数を灰に突き立て、五徳のように使用したものと考える。人形（１７３‐１４・

１５）のうち１７３‐１４は、長方形の台座上に正座をした姿であり、頭部と両手を欠く。この人形の類例は、

これまでの福井城跡の調査で確認されており、いずれも様相が共通する。そのうちに、臀部に短い尻尾

状の隆起が認められるものや、鼓を持つもの、何かを両手で持って尖った口で銜えるような所作のもの

が確認される。そのためこれらは様々な楽器を演奏する猿の人形と捉えられ、広く普及した人形と見ら

れる。今回の人形（１７３‐１４）は、曲げた右肘と右肩上に認められる隆起から、鼓を打つ姿のようである。

１７３‐５は未成品と見られるが、あるいは職人による製品ではない可能性がある。碁石と見られるものは、

３６点を掲示した。そのうち今回検出したのは２６点ある※。これらの大半は黒石で、白石と捉えられるも

のは８点ある（写真図版２７ 碁石‐３・１０・１１・１４・２７・２９・３２・３４）が、明瞭な色調の白石は１点の

み（３）である。いずれも自然のままのような歪な形状であり、正円には整えられていない。

※掲示した碁石のうち１０点は、『福井城跡 福井駅西口地下駐車場整備事業に伴う発掘調査』（福井県教育庁埋蔵文化財調査セン

ター２００８）から遺漏した遺物である。当報告書に参考として掲載し報告の責を果たす。

第４節 石製品
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図版
番号 種 別 出土地点 計測値（㎝） 備 考 出土遺構の主な

遺物の時期 遺物番号 Ｒ番号全高 横幅 奥行
１７１‐１ 盤 ０６‐３ Ｊ・Ａ‐２ ６３００６ ８．９ （１８．０） １６．９ 円形 脚付 整形 内面被熱 ～１９中 ６３Ｓ１４ Ｒ６３００６‐１９
１７１‐３ 盤 ０６‐３ ６３５２０ （７．４） （８．６） （７．８） 円形？ 一脚のみ １９ ６３Ｓ３３ Ｒ６３５２０‐１９
１７１‐２ 盤 ０６‐１‐１ Ａ‐１０ 包含層 ８．０ （１６．０）（１０．８） １７後 ６１１Ａ１０Ｓ５ Ｒ６１１Ａ１０‐４４
１７１‐１６ 盤 ０６‐１‐１ Ａ‐１０ 包含層 １８．２ （１９．１） － 大型 方形 １７後 ６１１Ａ１０Ｓ２０ Ｒ６１１Ａ１０‐１８
１７１‐５ 槽 ０６‐４ Ｆ‐９ 包含層 １３．５ （１１．８）（１３．６） 一隅のみ 内面被熱 １８中～近代 ６４Ｓ１ Ｒ６４Ｆ９‐３
１７１‐７ 槽 ０５‐４ ５４０５４ ８．５ （１０．９） （９．０） 方形 内面被熱 １７後 ５４Ｓ１５ Ｒ５４０５４‐２
１７１‐６ 槽 ０６‐３ Ａ‐２ ６３１９２ ６．４ １６．２ １１．９ 内面被熱 １６末～１７初 ６３Ｓ３０ Ｒ６３１９２‐２
１７１‐４ 槽 ０５‐３ Ａ‐４ 包含層 ７．９ （８．９） （５．１） 方形 脚付 一隅のみ １７～１８前 ５３Ａ４Ｓ１ Ｒ５３Ａ４‐６
１７１‐８ 槽 ０６‐３ Ｄ‐４ 包含層 ７．９ （１２．１） （８．１） 内面被熱 １７中～後 ６３Ｓ３１ Ｒ６３Ｄ４‐２
１７１‐１９ 鉢 ０６‐３ Ｂ‐５ 包含層 （１１．９） （５．２） － 外面に箍状突帯風装飾 深鉢？ ～１９中～近代 ６３Ｓ４８ Ｒ６３Ｂ５‐２
１７１‐１７ 容 器 ０６‐４ Ｇ‐９ ６４０２８ （１５．３）（２５．１） （４．８） 口縁部のみ 被熱痕 （１７～）１９中～近代 ６４Ｓ１５ Ｒ６４０２８‐２
１７１‐９ 容 器 ０６‐１‐１ Ａ‐１ 包含層 ６．７ ２２．０ （１１．３） 鑿調整 方形 被熱痕 １７後 ６１１Ａ１Ｓ３ Ｒ６１１Ａ１‐８
１７１‐１８ 鉢 ０５‐４ Ｆ‐６ 包含層 （９．０） （１３．１） － １７初～後（１９） ５４Ｓ２１ Ｒ５４Ｆ６‐２
１７１‐１５ 容器？ ０５‐４ Ｂ‐４ ５４０５６ ３．０ ６．２ ６．０ １６末 ５４Ｓ１１０ Ｒ５４０５６‐３
１７１‐１１ 容 器 ０５‐３ Ａ‐３ ５３０１６ ８．０ １７．６ １１．８ 未整形 歪な長方形 １７初～１９前 ５３０１６Ｓ３ Ｒ５３０１６‐６
１７１‐１２ 容 器 ０５‐３ ５３０２１ １０．７ ２５．３ １９．２ 未整形 歪な菱形ｏｒ扇形 １９～近代 ５３０２１Ｓ２ Ｒ５３０２１‐２
１７１‐１３ 容 器 ０６‐２ Ｊ‐９ ６２１１３５ ７．７ （１３．４） （９．４） Ｄ形バンドコ転用？ 刃傷あり １７初 ６２Ｓ１３ Ｒ６２１１３５‐７
１７１‐１４ 容 器 ０６‐３ ６３５３４ （５．３） （１２．９） － 円形 粗成形 坩堝？ １６中～後 ６３Ｓ４７ Ｒ６３５３４‐１
１７１‐１０ 容 器 ０６‐１‐１ Ａ‐１０ 包含層 ８．５ １５．４ （２０．２） 粗成形 長方形 １７後 ６１１Ａ１０Ｓ６ Ｒ６１１Ａ１０‐１８

図版
番号 種 別 出土地点 計測値（㎝） 備 考 出土遺構の主な

遺物の時期 遺物番号 Ｒ番号横幅（横・径） 全高（縦）奥行（厚）
１７２‐８ 硯 ０５‐３ Ｆ‐１０ ５３１０１ ４．９ １２．８ １．３ 完形 １６末～１７初・前 ５３１０１Ｓ４ Ｒ５３１０１‐１３
１７２‐３ 硯 ０５‐４ Ｆ‐６ ５４０１６ ７．６ １６．５ ２．１ ほぼ完形 ～１９ ５４Ｓ９ Ｒ５４０１６‐３
１７２‐９ 硯 ０６‐３ Ｃ‐５ ６３００２ （８．０） （３．４） ２．４ １／４未満 側面に「吉田吉□之□」 １９中 ６３Ｓ２２ Ｒ６３００２‐４
１７２‐１ 硯 ０６‐３ ６３０９０ ７．５ １８．３ ２．２ ほぼ完形 破損後も使用 １９中 ６３Ｓ２６ Ｒ６３０９０‐２
１７２‐６ 硯 ０６‐２ ６２１１０９ （４．２） （１２．２） １．６ 約１／４ 隅丸 １７初～前 ６２Ｓ２ Ｒ６２１１０９‐４
１７２‐１０ 硯 ０６‐２ Ｊ‐９ ６２１１２９ ７．８ １３．５ １．７ 海部分の縁破損 １９中 ６２Ｓ１ Ｒ６２１１２９‐３
１７２‐５ 硯 ０６‐２ ６２２００９ （５．７） （６．５） （１．７） 海部分のみ 脚付 １６中～後 ６２Ｓ３ Ｒ６２２００９‐１２
１７２‐２ 硯 ０６‐１‐１ Ｃ‐２ 包含層 ７．４ １８．２ ２．８ 裏面に文字 「□下打（村）□（町）」 １７後，１９中 ６１１Ｃ２Ｓ１ Ｒ６１１Ｃ２
１７２‐４ 硯 ０６‐１‐１ 撹乱 （４．２） （２．３） （１．１） 縁部にウサギの装飾陽刻 １７後～近代 ６１１Ｋ２Ｓ１ Ｒ６１１Ｋ２‐３
１７２‐７ 硯 ０６‐３ 撹乱 ３．４ ２．３ １．４ ほぼ完形 細長い １７前～１９ ６３Ｓ２８ Ｒ６３ＦＫ７‐５
１７２‐２１ 砥 石 ０５‐３ Ｊ・Ａ‐３ ５３０３６ １１．６ １１．１ ５．０ ほぼ全面に使用痕 １７初～後 ５３０３６Ｓ１ Ｒ５３０３６‐３
１７２‐１５ 砥 石 ０５‐４ Ｂ‐４ ５４０５６ ３．７ １２．１ ４．１ 完形 １６末 ５４Ｓ７ Ｒ５４０５６‐５
１７２‐１４ 砥 石 ０６‐１‐１ Ｂ‐１０ ６１１００５ ５．４ １３．３ ３．８ 完形に近い １７後～近代 ６１１０５６Ｓ１ Ｒ６１１０５‐６
１７２‐１６ 砥 石 ０６‐２ ６２１１０９ ５．２ ５．１ １．４ 円盤形 扁平 １７ ６２Ｓ５ Ｒ６２１１０９‐８
１７２‐１２ 砥 石 ０６‐１‐２ 撹乱 ３．４ １１．４ ２．５ 捻ったような形状 ６１２Ｋ９９Ｓ１ Ｒ６１２Ｋ９９
１７２‐１３ 砥 石 ０６‐２ Ｊ‐１０ ６２２００８ ４．８ １０．６ ４．６ ほぼ完形 ６２Ｓ９ Ｒ６２２００８
１７２‐１１ 砥石？ ０６‐３ ６３０６４ （５．０） （７．７） （０．６） 線刻模様（落書き？） １７後 ６３Ｓ３４ Ｒ６３０６４‐２３
１７２‐１７ 砥 石 ０６‐２ 撹乱 ４．５ ４．３ １．８ 円盤形 扁平 （１９） ６２Ｓ４１ Ｒ６２Ｋ５‐１０
１７２‐１９ 砥石？ ０６‐４ Ｉ‐２・３ ６４２５６ ３．６ ３．７ １．１ 不明円盤 １８～１９ ６４Ｓ２ Ｒ６４２５６‐９
１７２‐２０ 砥石？ ０６‐２ Ｊ‐９ ６２１１３５ ２．８ ２．８ ０．５ 不明円盤 １７初 ６２Ｓ１５ Ｒ６２１１３５‐３
１７２‐１８ 砥石？ ０２‐１０ Ｃ‐２ １０‐１３４０ ３．９ ３．９ １．１ 不明円盤 １６ ２１０Ｓ２６５ Ｒ１０‐４２０
１７３‐１０ 重 石 ０６‐３ ６３０６４ １２．４ １２．２ ５．９ 円形 孔あり １７ ６３Ｓ４１ Ｒ６３０６４‐２
１７３‐９ 重 石 ０６‐３ ６３０６４ １２．１ １２．２ ５．５ 円形 孔あり １７ ６３Ｓ４２ Ｒ６３０６４‐２
１７３‐１３ 支 脚 ０５‐４ Ｅ‐６・７ ５４０２５ ５．８ １２．６ ５．５ 鈎状部分欠損 １７後 ５４Ｓ２０ Ｒ５４０２５‐８
１７３‐１１ 支 脚 ０６‐２ Ｄ‐４ ６２６０８ １２．９ ４．６ ６．４ 煤付着 １６中～後 ６２Ｓ１６ Ｒ６２６０８
１７３‐１２ 支 脚 ０６‐３ Ａ‐３ ６３１１２ ５．１ １３．９ ７．２ 煤付着 １６末～１７前 ６３Ｓ４４ Ｒ６３１１２‐１
１７３‐１５ 人 形 ０６‐３ Ｆ‐７ ６３５２３ ５．７ ６．７ ５．６ 手作り風 彫刻 １７初～前 ６３Ｓ３７ Ｒ６３５２３‐８
１７３‐１４ 人 形 ０６‐３ Ｆ‐７ 包含層 ７．８ （９．２） ４．２ 地下駐に類似品 １８後～１９ ６３Ｓ３６ Ｒ６３Ｆ７‐３
１７３‐８ 樋 ０６‐２ Ｃ‐３ ６２５２６ ９８．９ １６．０ ２８．０ 完形 堰のための抉りあり ６２Ｓ６３ Ｒ６２５２６‐３９
１７３‐４ 井戸枠 ０６‐３ ６３５２０ （３１．２）（３１．７） （８．０） 組み合わせ式 １７～１９ ６３Ｓ４５ Ｒ６３５２０‐１９
１７３‐５ 竃 ０５‐３ Ｊ‐３ ５３０１５ （２６．５）（１５．６）（２６．５） 焚口部分のみ 移動式 １７後～１９前 ５３０１５Ｓ１ Ｒ５３０１５‐１
１７３‐６ 竃 ０６‐４ Ｇ‐９ ６４０２８ （１９．３） ２７．８ （２０．０） 焚口付近の一隅のみ （１７～）１９中～近代 ６４Ｓ２５ Ｒ６４０２８‐２
１７３‐３ 灯篭 火袋？ ０６‐４ Ｈ‐１ ６４００８ （２７．６） １８．６ － 火袋 円窓の一部？ １８中～１９中～近代 ６４Ｓ９ Ｒ６４００８‐１０
１７３‐１ 火 輪 ０６‐４ Ｇ‐１０ ６４０６７ ３８．２ ２３．４ ３６．０ 組合せ五輪塔 １７初・後，１９ ６４Ｓ６ Ｒ６４０６７‐３
１７３‐２ 水 輪 ０６‐４ Ｆ‐９ ６４００６ ２１．０ ２１．０ １３．９ 組合せ五輪塔 梵字「バン」 １７中～（１９） ６４Ｓ１ Ｒ６４００６‐１８

１７３‐７ 石製臼
（唐臼の臼？） ０６‐４ Ｇ‐９ ６４０２８ ３８．５ ４８．７ ４９．５ 外面・底面：粗成形

内面：滑らかに整形 （１７～）１９中～近代 ６４Ｓ２・Ｓ３・Ｓ５・
Ｓ８・Ｓ１０・Ｓ２２ Ｒ６４０２８‐２

図版
番号 出土地点 計測値（㎝） 備 考 出土遺構の主な

遺物の時期 遺物番号 Ｒ番号長径 短径 厚さ
２７‐１７ ０５‐３ Ｈ・Ｉ‐２ ５３０１０ １８．５ １６．０ ５．０ 黒 １７初 ５３０１０Ｓ１ ５３０１０‐１
２７‐１８ ０５‐３ Ａ‐３ ５３０１６ ２３．０ ２０．５ ６．０ 黒 （１７初～）１９前 ５３０１６Ｓ７ ５３０１６‐２
２７‐２１ ０５‐３ Ａ‐３ ５３０１６ ２４．０ ２１．５ ５．５ 黒 １６末～１７初（１９） ５３０１６Ｓ１２ ５３０３２‐６
２７‐２４ ０５‐３ Ｆ‐１ ５３０３２ ２５．０ １８．５ ６．０ 黒 １６初～１７初 ５３０３２Ｓ２０ ５３０３２‐５２
２７‐２２ ０５‐３ Ｆ‐１ ５３０３２ ２７．０ ２１．５ ６．０ 黒 １６末～１７中 ５３０３２Ｓ１３ ５３０３２‐１３
２７‐２３ ０５‐３ Ｆ‐１ ５３０３２ ２１．０ １６．０ ４．５ 黒 １６末～１７初 ５３０３２Ｓ１６ ５３０３２‐６５
２７‐１９ ０５‐３ Ｆ‐１ ５３０３２ ２５．０ ２４．０ ４．５ 黒 １７初 ５３０３２Ｓ１０ ５３０３２‐１１１
２７‐２０ ０５‐３ Ｆ‐１ ５３０３２ ２４．５ １６．０ ６．０ 黒 １７初 ５３０３２Ｓ１１ ５３０３２‐１１１
２７‐２５ ０５‐３ Ｇ‐１０ ５３１０８ ２２．０ ２１．５ ５．０ 黒 １７初～１８，～１９中 ５３１０８Ｓ１ ５３１０８‐４
２７‐２６ ０５‐３ Ｉ‐３ ５３１５９ １９．０ １７．０ ４．５ 黒 １６末～１７ ５３１５９Ｓ１ ５３１５９‐１
２７‐１ ０５‐３ Ｅ‐１０ 包含層 ２５．０ ２０．０ （５．０） 黒 １７初～近代 ５３Ｅ１０Ｓ２ ５３Ｅ１０‐４
２７‐２ ０５‐４ Ｇ‐６・７ ５４００６ ２２．０ １７．５ ６．０ 黒 １６末～１７初（後） ５４Ｓ１１ ５４００６‐４
２７‐３ ０５‐４ Ｅ‐６ ５４０２２ ２６．５ ２１．５ ５．０ 白 １７後 ５４Ｓ１２ ５４０２２‐１
２７‐４ ０５‐４ Ｆ‐４ 包含層 ２１．０ １８．０ ５．０ 黒 ５４Ｓ１３ ５４Ｆ４
２７‐５ ０５‐４ Ｉ‐８ 包含層 ２６．０ ２０．０ ４．５ 黒 １７中～後 ５４Ｓ１４ ５４Ｉ８‐８
２７‐６ ０５‐４ Ｆ‐４ 包含層 ２０．０ ２０．０ ４．０ 黒 ５４Ｓ１１６ ５４Ｆ４
２７‐７ ０５‐４ Ｉ‐８ 包含層 ２０．５ １９．０ ６．５ 灰（黒？） １７中～後 ５４Ｓ１１７ ５４Ｉ８‐８
２７‐１５ ０６‐１‐１ Ａ‐１０ 包含層 ２０．０ ２０．０ ３．５ 黒 １７後，１９～近代 ６１１Ａ１０Ｓ１０ Ｒ６１１Ａ１０‐４８
２７‐１６ ０６‐１‐１ トレンチ ２１．５ ２１．０ ４．０ 黒 １７後 ６１１Ｔ２Ｓ１ Ｒ６１１Ｔ２
２７‐８ ０６‐２ ６２３０３ ２６．５ ２６．５ ４．５ 黒 １９～近代 ６２Ｓ１４ Ｒ６２３０３‐３
２７‐９ ０６‐２ Ｉ‐９ 撹乱 ２１．０ １９．０ ６．０ 灰（白？） １６～１９ ６２Ｓ５４ Ｒ６２ＫＩ９‐５
２７‐１０ ０６‐２ Ｈ‐７ 撹乱 ２７．０ ２６．５ ５．５ 灰（白？） １７～１８ ６２Ｓ５５ Ｒ６２ＫＨ７‐１０
２７‐１１ ０６‐３ ６３００３ ２１．０ ２０．０ ３．０ 黒 ～１９ ６３Ｓ３８ Ｒ６３００３‐２
２７‐１２ ０６‐３ Ｉ‐１０ ６３０６５ ２１．０ ２１．０ ５．０ 黒 ６３Ｓ３９ Ｒ６３０６５
２７‐１３ ０６‐４ Ｇ‐１０ ６４１３３ ２６．０ ２１．０ ４．５ 黒 １７初 ６４Ｓ１ Ｒ６４１３３
２７‐１４ ０６‐４ Ｇ‐１０ 包含層 １７．０ １６．０ ５．０ 灰（白） ～１９中 ６４Ｓ３ Ｒ６４Ｇ１０‐４
２７‐３１ ０２‐２ Ａ・Ｂ‐８ ２‐２０１ ２３．５ １９．０ ５．０ 黒 １６後（～１７初） ２０２Ｓ２５６ Ｒ２‐５１
２７‐３２ ０２‐２ Ａ・Ｂ‐８ ２‐２０１ ２４．０ ２１．０ ６．５ 白？（灰） １６後（～１７初） ２０２Ｓ２５７ Ｒ２‐６４
２７‐２９ ０２‐２ Ｂ‐８ ２‐２１７ ２３．５ ２２．０ ６．０ 白？（灰） １６中～後 ２０２Ｓ２５４ Ｒ２‐１１２
２７‐３０ ０２‐２ Ｂ‐８ ２‐２４１上層 １６．５ １５．０ ３．５ 黒 １６中～後 ２０２Ｓ２５５ Ｒ２‐２０３
２７‐３３ ０２‐４ Ｂ‐９ ４‐５３５ １９．０ １７．５ ４．０ 黒 １６中～後 ２０４Ｓ２５８ Ｒ４‐２１７
２７‐３５ ０２‐４ Ｂ‐１０ 焼土層 ２１．０ １１．０ （７．０） 黒 中世（１６） ２０４Ｓ２６０ Ｒ４‐２１８‐１
２７‐３６ ０２‐４ Ｂ‐１０ 焼土層 １９．０ １６．０ １０．０ 黒 中世（１６） ２０４Ｓ２６１ Ｒ４‐２１８‐２
２７‐３４ ０２‐４ Ｂ‐９ ４‐５３５下層 ２２．０ ２１．５ ６．０ 白？（灰） １６中 ２０４Ｓ２５９ Ｒ４‐１０６１
２７‐２７ ０２‐１０ Ｃ‐３ １０‐１００５ １９．０ １６．０ ５．０ 白？（灰） １７前～中 ２１０Ｓ２５２ Ｒ１０‐１２５
２７‐２８ ０２‐１０ Ｃ‐３ １０‐１００５ ２０．０ １８．５ ３．０ 黒？（灰） １７前～中 ２１０Ｓ２５３ Ｒ１０‐１２５

第２５表 容器状石製品観察表

第２６表 その他石製品観察表

第２７表 碁石観察表

第４章 中・近世の遺物
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第１節 FKJ０６‐２・３の様相
FKJ０６‐２・３の概要 調査区の断面観察によると、標高７．３ｍ・７．２ｍ・７．１ｍで遺構面が存在する。

遺構の検出は標高７．３ｍの段階と７ｍの地山面で行った。上層の律令面に溝を伴う建物跡・柱穴列とそ

れに関連する溝・その他の柱穴・大溝・焼土坑があり、下層の古墳面に区画的な溝・大溝がある。出土

遺物の大半は、標高７．３ｍ～７．５ｍの黒褐色土層中から出土し、グリッド単位での包含層出土として扱っ

た（１）。遺物の多くは建物があるＤ４区から出土している。

１ 上層面の遺構

１）建物（第１７４・１７６図）（Ｎ６°Ｗ）（６２６２２・６２７０３・６２７０７）

FKJ０６‐２区北部に位置する。後世の遺構の影響が強いため

確実ではないが、４号線地点で検出した柱穴と溝を一連の建

物遺構と解釈し、平面形を復元した。残存する柱穴の柱間寸

法がおよそ６尺であることからすべての柱間寸法を６尺等間

と仮定した場合には、桁行５間・梁行３間・面積約４０㎡の東

西棟の掘立柱建物と考えられる。柱掘りかたは一辺約１ｍの

方形を呈する。

建物を囲む溝（６２７０６）は、柱穴からおよそ１ｍ外側に巡

る。断面方形の幅０．４±０．１ｍで、深さは柱穴とほぼ同じであ

る（２）。

２）柱穴列（第１７６図）（Ｎ１１．５°Ｗ）（６３５４１・６３５６０・６３５６８・

６３５６９・６３５８２） 柱掘りかたは約０．５ｍ±０．１ｍの円形である。

重複する溝（６３５５６・６３５５７）を区画的な溝もしくは雨落ち溝

と考えた場合には、建物と同様の柱穴規模であることからも、

一本柱塀が存在した可能性がある。

３）柱穴（第１７６図） 方形掘りかたの柱穴（６３５５２・６３５５４・

６３５５５・６３５７０）がある。これらをひとつの建物として推定した場合には、約２０�の建物（Ｎ１６°Ｗ）が

存在することになる。

４）大溝（第１７５図） FKJ０６‐２区の北東から南西に続く溝６２７９８（Ｎ７２°Ｅ）からは、９世紀の遺物

が出土している。溝６２７１０（Ｎ７０°Ｗ）・溝６３５５０（Ｎ８４°Ｗ）・溝６３５３８（Ｎ３７°Ｅ）は９世紀の建物

跡・柱穴群を切っている。これらの溝からは、時期の分かる遺物が出土していない。

５）焼土土坑（第１７５図） この土坑（６２７９９）からは大量の炭・焼土に伴い土錘が出土している。溝

６２７９８を切っているが、時期の分かる遺物は出土していない。

２ 下層面の遺構

下層面の遺構は溝である。平行関係にある溝の間隔から、溝１類と溝２類に分けた。

第５章 古代の遺構と遺物

第１７４図 建物の合成と復元

―２２５―
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第１節 FKJ０６‐２・３の様相

第１７６図 柱穴列・建物・溝（FKJ０６‐２・３）（Ｓ＝１／１００・Ｓ＝１／５０）

―２２７―



１）溝１群（第１７５図） 溝の間隔は、約９�（約３０尺）である。溝６２２０１０（Ｎ８°Ｅ）と溝６２２００９

（Ｎ６°Ｅ）があり、上層の遺構の方位とも同様であるため、地割り的な溝の可能性もある。

２）溝２群（第１７５図） 溝の間隔は、約６�（約２０尺）である。溝６３５６３（Ｎ５７°Ｗ）と溝６３５６４（Ｎ

５７°Ｗ）、溝６３５７９（Ｎ６４°Ｅ）と溝６２８０１（Ｎ７２°Ｅ）がそれぞれ平行関係にある。ただし、溝６２８０１から

は弥生後期～古墳時代前期と思われる土師器片が出土しているため、溝６３５７９と関連するのは、溝６２８０１

の上層の溝６２７９８なのかもしれない。溝６３５７９が溝６３５６４を切る。

各時期において一定の間隔で配置される溝は、断続的に区画的な開発が行われたことを示唆する。

３ 遺物の器種の分類と構成

出土遺物は細片を除いた器形の判明するものが３１８点あり、そのなかから残存率の高い２０１点を報告す

る。ただし、希少性の高いものは特殊品として低残存であっても取り上げる。食膳具は出土土器のなか

で最も多く、６４．２％を占める（第２８表）。本地域が畿内周辺諸国にみられるように須恵器が土器の構成

主体になっていることからも、須恵器食膳具を分類の中心にする。

食膳具・貯蔵具・煮炊具・特殊品に大別する。食膳具は須恵器の蓋・坏・�・皿、特殊品は上記以外

の希少性の高い食膳具・鉄鉢・円面硯、漁労具は土錘、貯蔵具は須恵器の甕・瓶・壺・鉢、煮炊具は土

師器の甕・鍋・壺とする。

４ 各器種の概要

１）食膳具（第１７７図１～５２・第１７８図１～７０） 食

膳具の主体は無台の坏・�・皿である。セット関係に

ある有台の坏・�よりも蓋が２倍近く多い（３）。７世紀

末から１０世紀初頭まで存在し、各器種にバラつきはあ

るものの（４）、８世紀後葉以降に増加傾向が認められ、

９世紀の遺物が数量的に多い。この数量の傾向は生産

量と対応していると考えられ（５）、安定的に供給された

ことを示すのであろう。文字資料関連として、蓋には

転用硯と考えられるものがあり、有台坏には墨書され

たものがある。

２）特殊品（第１７９図１～３９） 脚部が広い高坏や

有台盤（６）は、周辺遺跡においてみられない特殊な器形

である。有台盤は４号線地点でも出土している。円面

硯の脚部片がある。山城産の須恵器皿は、山城産の緑

釉陶器と器形・胎土・調整が同じであるため、緑釉陶

器の素地と考える。

緑釉陶器は削り出しの蛇の目高台で内面にミガキを施す山城産、灰釉陶器は断面方形の高台を付す前

面施釉の黒笹１４号窯式であり、共に９世紀中葉頃と考える。緑釉陶器の短頸壺や灰釉陶器の鉄鉢は特に

希少である。

土師器食膳具は８世紀前半の鋺形器形が一定量存在し、１０世紀の椀形器形や１１世紀の柱状高台土器も

第２８表 器種の分類と構成

第５章 古代の遺構と遺物

―２２８―



第１節 FKJ０６‐２・３の様相

第１７７図 古代の遺物①（FKJ０６‐２・３）（Ｓ＝１／４）

―２２９―



第１７８図 古代の遺物②（FKJ０６‐２・３）（Ｓ＝１／４）

第５章 古代の遺構と遺物

―２３０―



第１節 FKJ０６‐２・３の様相

第１７９図 古代の遺物③（FKJ０６‐２・３）（Ｓ＝１／４）

―２３１―



第１８０図 古代の遺物④（FKJ０６‐２・３）（Ｓ＝１／５：１～１９，Ｓ＝１／４：２０～３４）

第５章 古代の遺構と遺物

―２３２―



図版
番号

出土
地点 器種 口径 器高 調整 焼成 胎土 色調 備考

１７８‐３８ Ｆ６ 須 無台坏 １４．８ ３．６ １ 良 粗 青灰
１７８‐３９ Ｄ４ 須 無台坏 １２．６ ３．１ １ 良 粗 灰
１７８‐４０ Ｄ４ 須 無台坏 １２．８ ３．０ １ 良 粗 灰
１７８‐４１ Ｄ４ 須 有台皿 ２０．０ ３．６ １ 良 粗 灰
１７８‐４２ Ｆ６ 須 有台皿 ２０．４ ３．５ １ 不 粗 褐灰
１７８‐４３ Ｃ４ 須 有台皿 ２０．６ ２．８ ３ 良 粗 淡灰
１７８‐４４ Ｉ８ 須 無台皿 １７．０ ２．０ １ 良 密 淡灰
１７８‐４５ Ｊ９ 須 無台皿 １６．０ ２．４ １ 良 密 淡灰
１７８‐４６ Ｊ８９ 須 無台皿 １４．８ ２．３ ４ 良 密 灰
１７８‐４７ Ｊ９ 須 無台皿 １５．６ ２．３ １ 良 密 淡灰
１７８‐４８ Ｊ８９ 須 無台皿 １３．８ ２．２ １ 良 密 青灰
１７８‐４９ Ａ１０ 須 無台皿 １５．２ ２．６ １ 良 粗 灰
１７８‐５０ Ｅ６ 須 無台皿 １６．６ ２．３ １ 良 粗 青灰
１７８‐５１ Ｄ４ 須 無台皿 １６．８ ２．１ １ 良 密 灰
１７８‐５２ Ｅ６ 須 無台皿 １５．６ ２．５ １ 良 密 灰
１７８‐５３ Ｊ９ 須 無台皿 １６．６ ２．３ １ 良 粗 青灰
１７８‐５４ Ｄ４ 須 無台皿 １５．４ ２．０ ４ 良 密 灰
１７８‐５５ Ｃ４ 須 無台皿 １５．２ １．９ ４ 良 粗 青灰
１７８‐５６ Ｆ６ 須 無台皿 １６．２ ２．２ １ 良 粗 灰
１７８‐５７ Ｄ４ 須 無台皿 １５．４ ２．０ １ 良 粗 灰橙
１７８‐５８ Ｄ４ 須 無台皿 １４．４ ２．５ ４ 良 密 青灰
１７８‐５９ Ｄ４ 須 無台皿 １５．４ １．８ １ 良 密 灰
１７８‐６０ Ｄ４ 須 無台皿 １４．４ ２．０ １ 良 密 灰橙
１７８‐６１ Ｄ４ 須 無台皿 １４．２ ２．０ １ 不 密 灰白
１７８‐６２ Ｅ６ 須 無台皿 １５．２ ２．４ １ 良 粗 灰
１７８‐６３ Ｄ４ 須 無台皿 １５．２ ２．７ １ 良 粗 灰
１７８‐６４ Ｄ４ 須 無台皿 １５．０ ２．５ １ 良 粗 淡灰
１７８‐６５ Ｄ４ 須 無台皿 １５．８ ２．１ １ 良 密 灰
１７８‐６６ Ｅ６ 須 無台皿 １５．４ ２．０ １ 良 粗 灰
１７８‐６７ Ｅ６ 須 無台皿 １５．６ ２．３ １ 良 粗 灰
１７８‐６８ Ｉ９ 須 無台皿 １４．８ ２．３ １ 良 密 淡灰
１７８‐６９ Ｄ４ 須 無台皿 １６．０ ２．０ １ 良 粗 暗灰
１７８‐７０ Ｄ４ 須 無台皿 １６．６ １．８ １ 不 粗 黄灰
１７９‐１ ＣＤ４ 須 高坏 ２３．４ ８．２ １ 良 粗 青灰
１７９‐２ Ｊ９ 須 有台盤 １５．８ ― ２ 良 粗 青灰
１７９‐３ Ｆ６ 須 無台坏 ８．８ ３．６ ３ 良 粗 青灰
１７９‐４ Ｃ３Ｄ４ 須 有台皿 １４．６ ２．０ ５ 良 密 灰 山城産
１７９‐５ Ｄ４ 須 有台皿 ― ― ５ 良 密 灰 山城産
１７９‐６ 須 有台皿 ― ― ５ 良 密 灰 山城産
１７９‐７ Ｅ５ 須 鉄鉢 （１３） ― ６ 良 粗 暗灰
１７９‐８ Ｃ３ 須 円面硯 ― ― ― 良 粗 青灰
１７９‐９ Ｃ３４Ｄ４ 緑 皿 １５．６ ２．１ ５ 良 密 淡灰 山城産 淡緑色釉
１７９‐１０ Ｄ４ 緑 皿 １５．２ ― ６ 不 密 黄褐 山城産？淡黄緑色釉
１７９‐１１ Ｄ４ 緑 皿 １４．８ ― ６ 不 密 灰白 山城産？淡黄緑色釉
１７９‐１２ Ｄ４ 緑 � １７．０ ― ６ 不 密 黄褐 山城産？淡黄緑色釉
１７９‐１３ ＣＤ４ 緑 高台 ― ― ５ 良 密 淡灰 山城産 淡緑色釉
１７９‐１４ ＢＣ４ 緑 高台 ― ― ５ 不 密 灰白 山城産 淡黄緑色釉
１７９‐１５ Ｄ４ 緑 高台 ― ― ５ 良 密 淡灰 山城産 淡緑色釉
１７９‐１６ Ｄ３４ 緑 短頸壺 １５．２ ― ６ 不 密 灰白 山城産？緑色釉
１７９‐１７ Ｄ３４ 灰 � １４．６ ４．１ ２ 良 密 灰 黒笹１４ 全面施釉
１７９‐１８ Ｄ４ 灰 � １５．６ ― ６ 良 密 灰 内外面施釉
１７９‐１９ ＣＤ４ 灰 高台 ― ― ２ 良 密 淡灰 内面施釉
１７９‐２０ ＣＤ３４ 灰 � １６．４ ― ６ 良 密 灰 内面施釉
１７９‐２１ Ｅ６ 灰 � （１７） ― ６ 良 密 淡灰 内外面施釉
１７９‐２２ Ｄ４ 灰 � １２．０ ― ６ 良 密 灰白 内外面施釉
１７９‐２３ Ｄ４ 灰 皿 １５．２ ２．２ ２ 良 密 灰 内外面施釉
１７９‐２４ Ｄ４ 灰 皿 １３．８ ― ６ 良 密 灰 内面施釉
１７９‐２５ Ｄ４ 灰 皿 １４．６ ― ６ 良 密 灰 内面施釉
１７９‐２６ Ｄ４ 灰 皿 ― ― ２ 良 密 淡灰 内外面施釉
１７９‐２７ Ｄ４ 灰 皿 ― ― ２ 良 密 灰 内面施釉
１７９‐２８ Ｉ８ 灰 鉄鉢 （１９） ― ６ 良 密 淡灰 外面施釉
１７９‐２９ Ｉ８ 土 坏 １６．０ ５．０ ２ 良 密 淡褐
１７９‐３０ Ｄ４ 土 皿 １５．０ ２．６ １ 良 密 淡橙 内外面赤彩
１７９‐３１ Ｆ５ 土 坏 １７．０ ３．５ １ 良 密 淡橙 内外面赤彩
１７９‐３２ Ｊ９１０ 土 坏 （１７） ― ６ 良 密 褐灰 内面赤彩
１７９‐３３ Ｆ６ 土 有台皿 ― ― ３ 良 密 褐 生焼け須恵器？
１７９‐３４ Ｃ４ 土 � （１８） ― ６ 良 密 褐 内外面赤彩
１７９‐３５ Ｆ５ 土 � （１１） ― ６ 良 密 橙 内外面赤彩
１７９‐３６ Ｄ４ 土 有台� ― ― １ 良 密 淡褐
１７９‐３７ 土 柱状高台 （１１） ― ６ 良 密 淡褐
１７９‐３８ Ｃ５ 黒 � ― ― ３ 良 粗 暗灰
１７９‐３９ Ｃ３ 黒 � ― ― ３ 良 粗 褐灰
１７９‐４０ Ｅ６ 土 土錘 ― ― ― 良 粗 暗褐
１７９‐４１ Ｅ５ 土 土錘 ― ― ― 良 密 褐
１７９‐４２ Ｄ４ 土 土錘 ― ― ― 良 粗 黒褐
１７９‐４３ Ｃ３ 土 土錘 ― ― ― 良 粗 黒褐
１７９‐４４ Ｃ３ 土 土錘 ― ― ― 良 粗 黒褐
１７９‐４５ Ｃ３ 土 土錘 ― ― ― 良 粗 黒褐
１８０‐１ Ｈ９ 須 大甕 （５４） ― ６ 良 粗 灰
１８０‐２ ＣＤ４ 須 大甕 （６７） ― ６ 良 粗 灰
１８０‐３ Ｄ４ 須 大甕 ― ― ７ 良 粗 灰
１８０‐４ Ｃ３４ 須 甕 ２１．０ ― ６ 良 粗 灰
１８０‐５ Ｇ６ 須 甕 （２４） ― ７ 良 粗 青灰
１８０‐６ Ｄ４ 須 甕 （２１） ― ７ 良 粗 灰
１８０‐７ Ｆ６ 須 甕 ２０．８ ― ６ 不 密 黄灰
１８０‐８ Ｉ８ 須 甕 １８．２ ― ６ 良 粗 青灰
１８０‐９ Ｉ８ 須 甕 ２０．６ ― ６ 良 密 淡灰
１８０‐１０ Ｄ４ 須 甕 ３５．８ ― ６ 良 粗 灰
１８０‐１１ 須 瓶 ７．８ ― ６ 良 粗 黒灰
１８０‐１２ Ｄ４ 須 瓶 １１．０ ― ６ 良 粗 灰
１８０‐１３ Ｃ３ 須 横瓶 １１．０ ― ６ 良 粗 灰
１８０‐１４ Ｅ６ 須 瓶 ２１．６ ― ６ 良 粗 灰
１８０‐１５ Ｊ９ 須 短頸壺蓋 １２．２ ２．４ ２ 良 密 灰
１８０‐１６ ＣＤ４ 須 短頸壺 １１．４ ― ６ 良 密 灰
１８０‐１７ Ｄ４ 須 大平鉢 ２７．４ ― ６ 良 密 灰
１８０‐１８ Ｄ４ 須 大平鉢 ― ― １ 良 密 灰
１８０‐１９ Ｄ４ 須 大平鉢 ３６．６ ― ６ 良 密 灰
１８０‐２０ Ｄ４ 土 甕 ２２．０ ― ９ 良 粗 褐
１８０‐２１ Ｂ３ 土 甕 １９．６ ― ７ 良 密 暗橙
１８０‐２２ Ｄ４ 土 甕 ２１．０ ― ６ 良 密 淡褐
１８０‐２３ Ｄ４ 土 甕 ９．４ ― ６ 不 粗 灰白
１８０‐２４ Ｄ４ 土 甕 １３．０ ― ６ 良 密 暗褐
１８０‐２５ Ｊ８ 土 甕 １２．６ ― ６ 不 粗 淡褐
１８０‐２６ Ｄ４ 土 甕 １３．０ ― ６ 不 粗 暗褐
１８０‐２７ Ｄ４ 土 甕 ― ― ６ 良 粗 淡褐
１８０‐２８ Ｆ６ 土 甕 ― ― ６ 不 粗 灰白
１８０‐２９ Ｃ３ 土 甕 １５．８ ― ６ 不 粗 黄灰 外面赤彩
１８０‐３０ Ｄ４ 土 甕 １７．０ ― ６ 良 粗 褐
１８０‐３１ Ｄ４ 土 甕 １２．８ ― ６ 不 粗 褐
１８０‐３２ Ｄ４ 土 鍋 （３０） ― ８ 良 粗 褐
１８０‐３３ Ｄ４ 土 鍋 ３２．８ ― ８ 不 粗 淡橙
１８０‐３４ Ｄ４ 土 壺 ― ― ３ 良 粗 淡橙 内外面赤彩

図版
番号

出土
地点 器種 口径 器高 調整 焼成 胎土 色調 備考

１７７‐１ Ｄ４ 須 坏蓋 １３．２ ― ２ 良 粗 青灰
１７７‐２ Ｄ４ 須 坏蓋 １７．０ ３．５ ２ 良 密 灰 内面研磨
１７７‐３ Ｄ４ 須 坏蓋 １６．２ ３．１ １ 良 密 灰
１７７‐４ Ｉ８Ｊ９ 須 坏蓋 １８．２ ３．３ ２ 良 粗 青灰
１７７‐５ Ｄ４ 須 坏蓋 １６．２ ３．５ １ 良 密 灰
１７７‐６ Ｄ４ 須 坏蓋 １６．２ ３．０ １ 良 密 灰
１７７‐７ Ｄ４ 須 坏蓋 １６．０ ２．３ １ 良 粗 灰
１７７‐８ Ｄ４ 須 坏蓋 １６．８ ２．４ １ 良 密 灰
１７７‐９ Ｆ６ 須 坏蓋 １４．２ ２．４ ２ 良 粗 灰
１７７‐１０ Ｄ４ 須 坏蓋 １３．４ ３．７ ２ 良 粗 灰
１７７‐１１ Ｃ３４Ｄ４５ 須 坏蓋 １４．２ ２．４ ２ 不 密 灰白 内面研磨 墨痕？
１７７‐１２ Ｃ３ 須 坏蓋 １３．６ ２．３ １ 良 粗 青灰
１７７‐１３ Ｄ４ 須 坏蓋 １２．８ ２．４ １ 良 粗 黒灰
１７７‐１４ Ｄ４ 須 坏蓋 １３．２ １．８ １ 良 密 灰
１７７‐１５ Ｄ４ 須 坏蓋 １４．４ ２．２ １ 良 粗 青灰
１７７‐１６ Ｄ４ 須 坏蓋 ２０．０ ― ２ 良 密 灰 内面研磨 墨痕
１７７‐１７ ＣＤ４ 須 坏蓋 １６．２ ― １ 良 粗 青灰
１７７‐１８ Ｉ８ 須 坏蓋 １８．０ ― １ 不 密 淡橙
１７７‐１９ Ｄ４ 須 坏蓋 １７．６ ― １ 良 密 灰
１７７‐２０ ＥＦ６ 須 坏蓋 １３．６ ― １ 良 密 黒
１７７‐２１ Ｇ４Ｄ４ 須 坏蓋 １７．０ １．４ １ 良 密 淡灰
１７７‐２２ Ｃ３Ｄ４ 須 坏蓋 ２０．０ ― ２ 良 密 淡灰
１７７‐２３ Ｊ９ 須 坏蓋 １７．０ ― ２ 良 密 灰
１７７‐２４ Ｄ４ 須 坏蓋 １６．２ ― １ 良 密 灰
１７７‐２５ Ｃ５ 須 坏蓋 １８．２ ― １ 良 粗 灰 内面研磨
１７７‐２６ ＣＤ４ 須 坏蓋 １８．４ ― １ 良 粗 淡灰
１７７‐２７ Ｄ４ 須 坏蓋 １３．６ ― １ 良 密 灰
１７７‐２８ Ｄ４ 須 坏蓋 １５．４ ― １ 良 密 青灰 内面研磨 墨痕？
１７７‐２９ Ｃ３ 須 坏蓋 （１６） ― １ 良 粗 黄灰
１７７‐３０ Ｄ４ 須 坏蓋 １６．６ ― １ 不 密 橙
１７７‐３１ Ｄ４ 須 坏蓋 １９．２ ― １ 良 粗 黄灰
１７７‐３２ ＣＤ４ 須 坏蓋 １６．２ ― １ 良 粗 黄灰
１７７‐３３ Ｄ４ 須 坏蓋 １７．０ ― １ 良 粗 青灰
１７７‐３４ ＣＤ４ 須 坏蓋 １３．０ １．４ １ 良 粗 黄灰
１７７‐３５ Ｄ４ 須 坏蓋 １７．６ １．２ １ 良 粗 青灰
１７７‐３６ Ｃ３４ 須 皿蓋 ― ― １ 不 密 灰白
１７７‐３７ Ｄ４ 須 皿蓋 （２７） ― １ 良 粗 黒灰
１７７‐３８ ＣＤ３４ 須 有台坏 １２．４ ３．７ １ 良 粗 灰
１７７‐３９ Ｄ４ 須 有台坏 １３．４ ３．９ １ 良 粗 青灰
１７７‐４０ Ｊ９ 須 有台坏 １２．０ ３．５ ３ 良 密 灰
１７７‐４１ Ｄ４ 須 有台坏 １３．０ ４．０ ３ 良 粗 青灰
１７７‐４２ Ｄ４ 須 有台坏 １５．０ ４．４ ４ 良 粗 灰
１７７‐４３ Ｄ４ 須 有台坏 １３．０ ４．７ １ 良 密 灰
１７７‐４４ Ｅ５ 須 有台坏 １２．４ ４．０ ３ 良 粗 灰
１７７‐４５ Ｄ４ 須 有台坏 １３．２ ４．７ ３ 良 密 灰
１７７‐４６ Ｄ４ 須 有台坏 １５．６ ５．４ ３ 良 粗 灰
１７７‐４７ Ｂ４ 須 有台� １５．０ ４．６ ４ 良 密 淡灰
１７７‐４８ Ｄ４ 須 有台� １４．６ ４．５ １ 良 粗 淡灰
１７７‐４９ Ｄ４ 須 有台� １６．４ ４．９ ４ 良 粗 灰
１７７‐５０ Ｃ３Ｄ４ 須 有台� １５．０ ４．５ １ 良 粗 灰
１７７‐５１ Ｆ６ 須 有台� １４．８ ４．７ ３ 良 粗 黒灰
１７７‐５２ Ｃ４ 須 有台� ― ― ４ 良 粗 灰 「櫻浄吉」
１７８‐１ Ｊ９ 須 無台坏 １３．０ ３．６ ４ 良 粗 灰
１７８‐２ Ｃ３ 須 無台坏 １３．６ ４．２ ４ 良 粗 褐灰
１７８‐３ Ｄ４ 須 無台坏 １４．２ ３．６ ４ 良 密 灰
１７８‐４ Ｆ５ 須 無台坏 １３．６ ４．０ ３ 良 粗 青灰
１７８‐５ Ｄ４ 須 無台坏 １２．８ ３．５ ４ 良 密 褐灰
１７８‐６ Ｄ４ 須 無台坏 １２．８ ３．５ ４ 良 密 灰
１７８‐７ Ｆ６ 須 無台坏 １３．４ ２．７ １ 良 密 青灰
１７８‐８ Ｊ９ 須 無台坏 １３．２ ３．５ １ 良 密 黄灰
１７８‐９ Ｊ９ 須 無台坏 １３．４ ３．９ １ 良 密 灰
１７８‐１０ Ｊ９ 須 無台坏 １３．０ ３．２ １ 良 粗 灰
１７８‐１１ Ｊ９ 須 無台坏 １１．８ ２．９ ４ 良 密 黄灰
１７８‐１２ Ｊ８ 須 無台坏 １４．８ ３．６ ４ 良 粗 青灰
１７８‐１３ Ｄ４ 須 無台坏 １３．０ ３．７ ４ 良 粗 青灰
１７８‐１４ Ｄ４ 須 無台坏 １１．６ ３．０ １ 良 密 淡灰
１７８‐１５ Ｄ４ 須 無台坏 １２．６ ３．０ ４ 良 粗 灰
１７８‐１６ Ｃ３ 須 無台坏 １３．０ ３．４ １ 良 粗 灰
１７８‐１７ Ｊ９ 須 無台坏 １３．８ ３．１ １ 良 密 灰
１７８‐１８ Ｆ６ 須 無台坏 １２．８ ３．４ １ 良 粗 灰
１７８‐１９ Ｄ４ 須 無台坏 １２．６ ３．０ １ 良 粗 青灰
１７８‐２０ Ｃ４ 須 無台坏 １３．０ ３．２ ４ 良 粗 灰
１７８‐２１ Ｄ４ 須 無台坏 １２．４ ３．４ ４ 良 粗 青灰
１７８‐２２ Ｆ６ 須 無台坏 １３．２ ２．９ １ 良 粗 灰
１７８‐２３ Ｄ４ 須 無台坏 １２．６ ３．２ １ 不 粗 淡灰
１７８‐２４ Ｄ４ 須 無台坏 １１．８ ２．７ １ 良 粗 青灰
１７８‐２５ Ｆ６ 須 無台坏 １５．６ ３．６ １ 良 粗 灰
１７８‐２６ Ｄ４ 須 無台坏 １３．６ ３．３ １ 良 粗 青灰
１７８‐２７ Ｄ４ 須 無台坏 １３．２ ３．０ １ 良 密 青灰
１７８‐２８ Ｄ４ 須 無台坏 １２．８ ２．５ １ 不 粗 灰橙
１７８‐２９ Ｄ４ 須 無台坏 １２．４ ２．９ ４ 不 密 淡褐
１７８‐３０ Ｄ４ 須 無台坏 １２．６ ３．４ １ 不 粗 淡橙
１７８‐３１ Ｅ６ 須 無台坏 １３．２ ２．７ １ 良 粗 灰
１７８‐３２ Ｔ４ 須 無台坏 １０．０ ２．５ １ 良 粗 青灰
１７８‐３３ Ｄ４ 須 無台坏 １３．２ ３．５ １ 良 密 青灰
１７８‐３４ Ｄ４ 須 無台坏 １３．４ ３．０ ４ 良 密 灰
１７８‐３５ Ｃ４ 須 無台坏 １４．８ ３．７ １ 不 粗 灰白
１７８‐３６ Ｂ４ 須 無台坏 １４．８ ３．４ ４ 不 密 灰白
１７８‐３７ Ｄ４ 須 無台坏 １３．４ ３．０ １ 不 密 灰白

第１節 FKJ０６‐２・３の様相

第２９表 古代の遺物観察表①

凡例

ａ．出土地点はグリッド番号を記した。
ｂ．器種名は、須恵器→須、土師器→土、緑釉陶器→緑、灰釉陶器→灰、黒色土器→黒
と記した。

ｃ．調整は、以下の調整を番号で表記した。
１ 外）回転ナデ・ヘラ切り後ナデ 内）回転ナデ
２ 外）回転ナデ・ヘラ切り後ケズリ 内）回転ナデ
３ 外）回転ナデ・ヘラ切り後不明 内）回転ナデ
４ 外）回転ナデ・ヘラ切り後未調整 内）回転ナデ
５ 外）回転ナデ・ヘラ切り後ケズリ出し 内）回転ナデ・ミガキ
６ 外）回転ナデ 内）回転ナデ
７ 外）回転ナデ・タタキ 内）回転ナデ・タタキ
８ 外）回転ナデ・ハケ 内）回転ナデ・ハケ
９ 外）回転ナデ・カキメ 内）回転ナデ・カキメ
なお、１７９‐３２の土師器坏は、底部が残存していなかったためヘラ切り痕を確認
できなかったが、ここではロクロ成形によるものとしてあつかった。
ｄ．焼成は、「良」が焼き締まりが強く硬質のもの、「不」は焼成不良で軟質のものを示す。
ｅ．胎土は、「密」が細粒少と砂少のもの、「粗」が細粒多と砂多のものを示す。
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ある。黒色土器の底部片もある。

３）漁労具（第１７９図４０～４５） 土錘が焼土土坑６２７９９からまとまって出土した。

４）貯蔵具（第１８０図１～１９） 甕は大中小の規格で同量ずつある。瓶類は少ない。時期的な傾向は

読み取れない。瓶類と大平鉢はＤ４区から出土しているが、甕類はＤ４区に限定されない。

５）煮炊具（第１８０図２０～３４） 小型の甕が比較的多い。８世紀後半から９世紀前半までが多い。甕

と鍋はＤ４区からの出土が多い。

註

１ 古代の遺構の深さから旧生活面を推定（山中敏史編２００３『古代の官衙遺跡』を参照）すると、古代の遺構検出面（標高７．３

ｍ）から旧生活面まで０．３～０．５ｍの土層が存在したとも考えられ、１６世紀面とされている標高とほぼ同じになる。事実、１６世

紀面とした遺構検出面（標高７．５ｍ）でも律令包含層の上面が遺存している部分も存在した。ただし、中世以降の城郭形成に

よる土地改良は行われており、古代の建物跡のあるＤ４区の土層にもその影響が認められる。律令包含層が遺存している部分

があることや、建物跡の部分に遺物が集中していることから、それほど土の移動を伴わない地固めのような土地改良であった

と考える。

２ ４号線の調査も考慮すると地山面は北から南へ僅かに傾斜しているにもかかわらず、北側で溝が検出されなかったため、雨

落ち溝とは考えにくい。柱穴と同じ深さであることから、建物範囲の傾斜をなくすための基壇状の土盛跡とも考えられるが根

拠を欠く。建物の南側に遺構が検出されていないことから、他よりは区画溝の可能性が高いといえようか。

３ 兵部省では有台坏の７倍弱の坏蓋が出土しており、その要因のひとつとして転用硯の存在が指摘されている。

４ 各器種をみると、蓋は７紀末の口縁部に返しが付く器形から、９世紀末の口縁部が丸みをもつ無鈕器形までが存在し、８世

紀末以降の口縁部を強く折り返す器形が約８割を占める。有台坏は８世紀前葉頃の口縁が開く扁平器形から、１０世紀初頭の瓷

器系�形器形までが存在し、９世紀後半の�形器形がやや多い。無台坏は７世紀末の鋺形器形から、１０世紀初頭の�形器形ま

でが存在し、９世紀代の器形が多い。皿は８世紀後葉の直立器形から１０世紀初頭の�形器形までが存在し、９世紀代の器形が

多い。

５ ８世紀後葉以降に生産量が増加すると指摘されている（久保１９９４）。

６ 底部が厚く斜めに立ち上がり、口縁部が直上し端部で外反する器形。４号線地点では２点出土している。平城京や長岡京で

出土しているものは口径の半分ほどの底径で深みの器形であるが、同系統ではないかと考え、ここでは皿とは区別した。

第２節 FKJ０６‐４の様相
FKJ０６‐４の概要 遺構の検出は、標高７．３ｍ前後でほぼ水平に堆積する黄褐色シルト層で行った。検

出面の上層には暗褐色粘土層が水平堆積し、遺物の散漫な出土があったため包含層としてとらえた。遺

構は調査区のほぼ中央部に限られ、それ以外の場所では確認できなかった。遺構は、溝３条・井戸１基

である（第１８１図）。調査区の遺物は、包含層および井戸から出土している。

１ 遺構

溝６４２４９（Ｎ０°）と溝６４２４２（Ｎ５°Ｅ）は南北へのびる方位がほぼ同じで、６ｍ（２０尺）の間隔が

ある。底面の標高は同じ７．１６ｍである。これらの溝は、区画溝の可能性がある。

溝６４２４７（Ｎ１６°Ｅ）底面の標高は７．０ｍ。溝６４２４９に切られている。

井戸６４２４５は、素掘りである。掘りかたが中央付近でくびれており、その上部からのみ須恵器の破片

が出土する。井戸を埋める際に廃棄用の土坑として使用されたのであろう。

第５章 古代の遺構と遺物
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第２節 FKJ０６‐４の様相

第１８１図 溝・井戸（FKJ０６‐４）（Ｓ＝１／８０・１／４０）
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２ 遺物

出土遺物は細片を除いた器形の判明するもの２５点を報告する。食膳具が最も多く１８点、貯蔵具が３点、

煮炊具が４点である。食膳具は無鈕蓋・有台�・無台�・無台皿・小型無台坏、貯蔵具は双耳瓶・大平

鉢、煮炊具は甕である。これらの土器は、９世紀の前半に属する３点（５・１６・２２）を除いて、９世紀

後葉～末頃にまとまる（１）。

註

１ ９世紀前半の土器を除くと、口縁部が丸みをもつ無鈕蓋・高台端部を外側に折り返す有台�・口縁端部が丸く膨らむ無台�

と皿・小型無台坏・双耳瓶・口縁部を折り返す土師器甕という特徴の土器群になる。これらは鉢伏窯併行段階と考える。

図版
番号

出土
地点 器種 口径 器高 調整 焼成 胎土 色調 備考

１８２‐１ Ｒ６４‐７ 須 坏蓋 １４．１ － １ 良 粗 灰
１８２‐２ Ｈ１ 須 坏蓋 １２．４ － ４ 良 密 暗灰
１８２‐３ Ｇ１０ 須 有台� － － １ 良 密 暗灰
１８２‐４ Ｈ１ 須 無台坏 １４．８ ３．１ ４ 不 粗 灰白
１８２‐５ Ｇ１０ 須 無台坏 １４．６ ２．９ ４ 不 密 白色
１８２‐６ Ｇ１０ 須 無台坏 １３．９ ２．５ １ 良 粗 暗灰
１８２‐７ Ｇ１０ 須 無台坏 １４．０ ２．５ １ 不 粗 黄灰
１８２‐８ Ｈ１０ 須 無台坏 １４．０ ２．７ １ 良 密 灰
１８２‐９ ２４５ 須 無台坏 １３．０ ２．７ １ 良 密 灰 転用硯？
１８２‐１０ Ｇ１０ 須 無台坏 １３．０ ２．６ １ 良 粗 青灰
１８２‐１１ Ｇ１０ 須 無台坏 １３．０ － １ 良 粗 青灰
１８２‐１２ ２２９ 須 無台坏 １４．０ ２．５ １ 良 密 淡灰
１８２‐１３ ０７５ 須 無台坏 １４．２ ２．３ １ 良 密 淡灰

図版
番号

出土
地点 器種 口径 器高 調整 焼成 胎土 色調 備考

１８２‐１４ ２２９・２３１ 須 無台皿 １４．７ ２．３ ４ 良 密 灰白 煤付着
１８２‐１５ ２４６ 須 無台皿 １４．０ ２．４ ４ 良 密 淡灰 煤付着
１８２‐１６ Ｇ１ 須 無台皿 １３．９ ２．３ ４ 良 密 淡灰
１８２‐１７ Ｇ１０ 須 無台皿 （１５） １．８ ４ 良 粗 青灰
１８２‐１８ Ｇ１０ 須 無台坏 ７．１ ２．９ ４ 良 粗 青灰
１８２‐１９ ２２９・２３０ 須 瓶口縁 １０．９ － ６ 良 粗 青灰
１８２‐２０ ２４５ 須 瓶底部 － － ７ 良 粗 灰色
１８２‐２１ １６０ 須 大平鉢 ２７．４ － ６ 良 粗 青灰
１８２‐２２ Ｈ１０ 土 甕口縁 ２５．０ － ６ 不 密 黄橙
１８２‐２３ １４５ 土 甕口縁 （２６） － ６ 不 粗 黄褐
１８２‐２４ Ｈ１ 土 甕口縁 １３．４ － ７ 不 粗 淡褐
１８２‐２５ Ｈ１０ 土 甕口縁 １６．８ － ６ 良 粗 暗褐

第１８２図 古代の遺物⑤（FKJ０６‐４）（Ｓ＝１／４）

第３０表 古代の遺物観察表②

第５章 古代の遺構と遺物
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第３節 FKJ０６‐２・３地点と４号線地点に展開する遺跡の性格
今回の調査区（FKJ０６‐２・３）と４号線地点の調査区は同じ遺跡であり、合成したものが第１８３図であ

る。この遺跡の性格を検討する。

１ 遺構の様相

古代の遺構の変遷を出土遺物と層序から考えると、以下のように分けられる。

１）古墳時代前期前葉頃 東西軸の大溝１が掘削される。西端の溝底の直上から一括的に古墳時代前

期前葉の遺物が出土している。古墳時代前期前葉以降に時期の分かる遺物は無い。この大溝の規模から

は短期的なものとも思えないが、いつまで存続していたものであるかは分からない。その他の遺構の存

在についても同様に分からない。

２）７世紀中葉～８世紀中葉頃 包含層中からは７世紀中葉～後葉頃の須恵器が出土しており、８世

紀中葉頃までの量は少ない。この７世紀中葉～８世紀中葉の時期が、律令期の遺跡の開発初期段階と考

えたい。溝３・溝４からは、律令期の土器片が出土している。古墳面で検出された南北軸の溝１と溝２

は、古墳面ではほとんど遺構の深さが無い状態で検出されており、遺物も出土しなかったため、本来は

上面で検出されるべき溝であった可能性が高い。方位は異なるが溝３と幅・底面の標高が同様であるた

め、この溝と同時期に掘削された可能性を考えたい。溝３は遺物量や覆土の状況から水路として機能し

ていたとは考えにくく、一定の間隔を空けていることからも開発段階の地割り的な役割を果たした溝と

考えたい。この時期には、古墳時代の大溝１と同一地点に、大溝２が再掘削される。古墳時代前期前葉

の溝は大型の水路と考えられるため、少なからず遺存していた水路を再利用したのではないかと考える。

この溝は９世紀頃まで存続したと考えられる。

３）８世紀後葉～９世紀中葉頃 前段階の溝と若干方位は異なるが、南北を軸とした建物群が形成さ

れる。建物は同一地点に重複して建てられており、空白地を利用していない。建物の配置や塀の存在か

ら、建物の建設場所は区画的に規定されていたと考える。また、建物が重複する場所において建物の方

位が統一されていることは、建て替えに際しても前段階の建物と同一の方位にする必要性があったため

と考える。建物の建設場所と方位の同一性は、建物に関する計画が一定期間存続していたことを示す。

この状況により建物を１棟ずつ抽出することは困難であるが、柱穴の規模（一辺約１ｍの方形）や間隔

から建物規模を推定すると、５０㎡を超える大型のものと考えられる。

建物１は周辺から９世紀中葉の遺物が出土しているため、この時期の建物と考える。井戸は８世紀後

葉頃に掘削され、１０世紀初頭まで存在したと考えられる（１）。井戸と方位が同じ北側の建物群も、８世紀

後葉頃に建てられ始めたと考える。

４）１０世紀中葉以降 この時期の遺構である大溝３は井戸を切っているため、１０世紀中葉以降～１２世

紀頃までに掘削されたと考える。溝６と溝７と共に時期を特定できる遺物が出土しているわけではない

ため、同時期の溝群である確証はないが、これらは区画的に配置されたようにみえる。

２ 遺物の様相

各器種のおおよその比率は、須恵器食膳具が７割、その他の貯蔵具・煮炊具・特殊品（特殊器形須恵

器・灰釉陶器・緑釉陶器・土師器食具）が１割ずつとなる。須恵器食膳具のなかでは、無台の坏・皿が

６割強を占め、次いで坏蓋、有台の坏・皿は１割ほどである。貯蔵具と煮炊具は、甕類が極めて多い。
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土器の時期的な傾向は、７世紀のものが僅かに存在し、８世紀中葉頃から増加し始め、９世紀代から１０

世紀初頭の須恵器消滅までが器種・数量とも最も多く、それ以降も僅かに存在する。

土師器食膳具は８世紀前半のものが数点存在するが、８世紀前半の須恵器も少ないため食膳具の数量

を相互補完する状況であったと考える。８世紀中葉頃以降は須恵器生産の増加に伴って、須恵器のみで

賄えるようになっていった状況が分かる。

９世紀の土器をみると、須恵器の個体数が多いことと共に、緑釉陶器と灰釉陶器が存在する。緑釉陶

器（素地を含む）は９世紀中葉頃の山城産、灰釉陶器は９世紀中葉頃の猿投産（黒笹１４－２号窯式～黒

笹９０－１号窯式）である。器種・個体数ともに豊富な９世紀中葉頃が本遺跡の全盛期と推定する。それ

以降の須恵器の消滅する１０世紀初頭まで、須恵器は豊富な数量を維持する。

緑釉陶器の素地は、都周辺限定で流通するものであるため（２）、当該地域での出土は特殊といえる。有

台盤・脚部径が大きい高坏は、胎土から周辺の在地窯生産とは思うが、周辺遺跡では確認できなかった。

文字関連遺物として、円面硯と転用硯がある。

３ 遺跡の性格

本遺跡は、７世紀中葉～後葉頃の蓋が最も古く、７世紀中葉頃に開発されたと考えられる。これ以前

の古墳時代の遺構との連続性は認めにくく、この空白期間に、集落が存在していたとも思えない。蓋・

有台坏・無台坏といった食膳具が揃うのは、８世紀初頭～前葉にかけての頃である。８世紀中葉までは

それ以降と比べて緩やかな発展といえる。本格的に開発が進むのは、井戸や建物が造られた８世紀後葉

頃である。建物は１０世紀初頭まで存在する。出土土器をみると、８世紀中葉以降は増加し、９世紀中葉

をピークに９世紀代は一定量を確保している。ただし、土器の生産量は８世紀の後半から増加し、９世

紀の後半にもさらに増加する傾向がある。ここでは９世紀中葉の建物１やそれに関連する緑釉陶器・灰

釉陶器などの複数の建物と高級品が存在した状況を、遺跡の最盛期と考えたい。その盛行は１０世紀初頭

までで、それ以後は須恵器の消滅と連動するように衰退する。１０世紀前葉～１１世紀代の土器は極めて少

ない。おそらく当該期に大溝が掘削されるが、生活の痕跡は認めにくい。

律令期における本遺跡の開発は、区画を重視している。それが少なくとも１０世紀初頭まで継続され、

その後も区画的な大溝が掘削されている。そのため、この区域は律令期において区画的な開発が行われ

たといえる。このような開発に有力者が関わっていると想定できるが、継続的な区画規定から私的な開

発というよりは公的な性格を有する開発と考えたい。

９世紀中葉の緑釉陶器と灰釉陶器は、緑釉陶器の素地があることからも都との往来により入手したも

のであろう。８世紀前半の赤彩土師器の生産場所は分からないが、畿内産のものなら緑釉陶器の入手法

と同様であろう。在地産なら都と同様に土器の必要量を満たすためか、都の土器様式を模倣する必要が

あったためと考えられる。

円面硯や転用硯の存在や墨書土器の丁寧な文字からは、識字層が存在したことが分かる。硯の量から

それが常駐的であったかは分からないが、本遺跡の様相を考えると、識字層が常駐する施設は存在した

はずである。

本遺跡は、交通の要衝と考えられる福井市街地域に位置する（３）。この立地環境を踏まえて、区画的な

配置・建物の規格、豊富な器種・都周辺にのみ流通する土器といった特徴は、現状における足羽郡内で

調査された遺跡のなかでも最も官衙的様相を備えていると評価できるのである。
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註

１ 井戸の内部からは８世紀初頭～１０世紀初頭までの土器が出土している。井戸の掘りかたは８世紀中葉～後葉の土器が中心で

ある。井戸内部は９世紀後半が中心である。９世紀中葉と１０世紀初頭の土器片が１点ずつ掘りかたから出土し、９世紀中葉の

ものは井戸内のものと接合する。この井戸の井戸枠は、井戸枠は横板の井形組の内外に立板を組み、さらに内側の四隅に柱を

立てて横桟で固定している。この内側の柱等は井戸枠の補強とも考えられ、およそ１世紀半の存続の間にたびたび修復してい

た可能性がある。その場合には、掘りかたに存在する９世紀中葉以降の土器は、わずか２点ということからも修復の際に掘り

かたに混入した可能性がある。

２ 巽淳一郎 ２００４「Ⅱ－２古代後期の土器」『古代の官衙遺跡』Ⅱ遺物・遺跡編 独立行政法人 文化財研究所 奈良文化財

研究所

３ 釘谷紀 ２００８「古代足羽郡における本遺跡の位置づけ」第Ⅶ章総括『福井城跡』福井県教育庁埋蔵文化財調査センター参照

引用・参考文献
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この章は、自然科学分析の成果報告である「福井城跡出土漆製品の塗膜構造調査」、「福井城跡出土木

製品の樹種調査結果」、「福井城跡（ＦＫＪ０５・０６次調査）から出土した動物遺存体」を掲載する。

木製品の樹種同定・漆器の塗膜分析は、保存処理と共に、平成２０年度に（株）吉田生物研究所に委託

し、その成果について報告文を得た。漆器は、塗膜構造および使用顔料の分析と、樹種同定を行った。

特に漆器の研究において、塗膜分析は、形態からだけでは分からない製作技法などを明らかにする上で、

欠かす事の出来ないものであり、蛍光Ｘ線分析装置および光学顕微鏡を使用し実施している。

今回塗膜分析を行った漆器は、椀類が１２点、箸と櫛が１点ずつである。１７世紀初頭から１９世紀中葉に

かけての時期のもので、１７世紀初頭が５点、１９世紀代が４点、１７～１９世紀が５点である。

漆器の上塗色は、椀類では、外黒色内赤色が７点、内外黒色が４点、内外赤色が１点である。漆絵は、

赤・黄・銀などを使用し扇などを描く。器種は、椀類では椀が８点、蓋が１点、豆子１点、腰高１点、

平椀１点である。

使用顔料の分析は、漆絵の使用色を目視で赤、黒、黄、金、銀とした資料の実態を明かにする目的で

実施した。

漆器以外の木製品は、樹種同定のみを実施した。特に木簡などの文字資料と、将棋の駒などの特殊品

を中心に実施した。これらはすべて江戸時代のもので、１７世紀代を中心とする。ゴミ廃棄土坑からの出

土である。

動物遺存体の分析は、木村茉莉（当センター嘱託職員）の伝により、丸山真史氏（京都大学大学院

人間・環境学研究科）にお願いした。分析・執筆は氏の御好意による。

資料は、今回の北陸新幹線福井駅建設事業に伴う福井城跡の調査により検出したものである。主に福

井城期の廃棄土坑（ゴミ穴）から出土した獣骨・魚骨などであり、被熱痕や切断された痕跡の認められ

るものがあることから、加工後や食後の生活ゴミとして廃棄されたことが考えられる。これらの内容を

確認することは、当時の食生活の一端を窺うための一助となる。

また、６点の焼けた人骨が確認されており、そのうちの２点は１７世紀前葉～中葉の遺物を含む整地土

層中から検出されたものである。寛文九（１６６９）年、福井城下は本丸天守をはじめとする城下３，５７９戸

を焼失する未曾有の大火災（寛文の大火）の被害を受けている。２点の焼骨は、大火の際の犠牲者の遺

骨である可能性が考えられる。
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第１節 福井城跡出土漆製品の塗膜構造調査
㈱吉田生物研究所

１ はじめに

福井城跡から出土した漆製品１４点について、その製作技法を明らかにする目的で塗膜構造調査を行っ

たので、以下にその結果を報告する。

２ 調査資料

調査した資料は、表１に示す近世の漆製品１４点である。

３ 調査方法

漆器表面の加飾部に使用された顔料や箔の材質を蛍光Ｘ線分析により調査した。

分析装置は、セイコーインスツルメンツ 蛍光Ｘ線膜厚計 SFT８０００を用いた。調査に際しては、数

㎜四方の小破片を使用した。その結果はスペクトル表で表現されている。

次に表１の資料本体の内外面から数㎜四方の破片を採取してエポキシ樹脂に包埋し、塗膜断面の薄片

を作製した。これを落射光ならびに透過光の下で検鏡した。

No.
挿図
番号

図版
番号

種類 時期 樹 種＊ 概 要

１ １４５‐２８ ２０ 箸 １７c後～１８c後 ヒノキ属 全体の約１／３が赤で、残りの２／３が黒地に黄で文様。

２ １４４‐１６ １９ 豆子 １７c前 ケヤキ
内外両面とも赤で、高台内のみ黒。体部外面には一条の突帯（かつら）
がめぐる。

３ １４４‐１３ ― 蓋 １９c中 トチノキ 内面赤、外面は黒地に銀？の漆絵で植物文。

４ １４４‐１５ １９ 腰高 １７c～１９c ブナ属 内面赤、外面黒地に黄の漆絵で二重丸に植物文。

５ １４４‐２１ ― 平椀 １９c中 トチノキ 内面赤、外面黒。

６ １４３‐２４ １９ 椀 １９c中～近代 トチノキ 内面赤、外面黒地に銀？の漆絵で宝珠や俵などの吉祥文。

７ １４２‐２２ １８ 椀 １６c末～１７c初 ケヤキ 内外両面とも黒。

８ １４１‐４ １８ 椀 １６c末～１７c初 トチノキ 内面赤、外面黒地に赤の漆絵で三箇所に亀甲文。

９ １４１‐９ １８ 椀 １９c前 トチノキ 内面は赤地に黒の漆絵で海老を、外面は黒地に赤などの漆絵で俵。

１０ １４３‐１３ １９ 椀 １６c末～１７c初 ブナ属 内面赤、外面は黒地に赤の漆絵で扇。

１１ １４２‐２３ １８ 椀 １６c末～１７c初 ブナ属 内面黒、外面は黒地に赤の漆絵で扇。

１２ １４２‐７ ― 椀 １６c末～１７c初 ブナ属 内外両面とも黒地に赤の漆絵で扇。

１３ １４４‐１８ １９ 椀 １８c後～１９c トチノキ 内外面とも黒。

２４ １５０‐２７ ２１ 櫛 １８c中～１９c中 イスノキ 黒地に金の蒔絵で文様。

表１ 調査資料

※：樹種については別稿の樹種同定報告書を参照のこと
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４ 調査結果

４－１）機器分析結果 以下に蛍光Ｘ線分析結果を付し、検出した元素を表２に示す。

図１ No.１赤色部 図２ No.１黄色部

図３ No.２内面赤色部 図４ No.２外面赤色部

図５ No.３内面赤色部 図６ No.３外面銀色？部

図７ No.４内面赤色部 図８ No.４外面黄色部
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図９ No.５内面赤色部 図１０ No.６内面赤色部

図１１ No.６外面黄色部 図１２ No.８内面赤色部

図１３ No.８外面赤色部 図１４ No.９内面赤色部

図１５ No.９外面赤色部 図１６ No.９外面銀色部
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図１７ No.１０内面赤色部 図１８ No.１０外面赤色部

図１９ No.１１外面赤色部 図２０ No.１２内面赤色部

図２１ No.１２外面赤色部 図２２ No.２４金色部
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赤色部からは（Hg）あるいは（Fe）が、黄色部からは（As）あるいは（Sn）が、金色部からは（Au）

が検出された。Hgからは硫化水銀（朱）、Feからは酸化第２鉄（ベンガラ）、As（砒素）からは石黄

が Snからは錫が、Auからは金が、それぞれ含まれていたと判断できる。

No.３外面、No.４外面、No.９外面の銀色？部や黄色部からは特記する金属元素は検出されなかった。

資料 No. 種類 部位 検出元素

１ 箸
赤色部 Fe

黄色部 Fe，Zn，As

２ 豆子
内面 赤色部 Fe，Hg

外面 赤色部 Fe，Hg

３ 蓋
内面 赤色部 Fe

外面（文様部） 銀色？部 Fe

４ 腰高
内面 赤色部 Fe

外面（文様部） 黄色部 Fe

５ 平椀 内面 赤色部 Fe

６ 椀
内面 赤色部 Fe

外面（文様部） 黄色部 Fe，Sn

８ 椀
内面 赤色部 Fe

外面（文様部） 赤色部 Fe，Hg

９ 椀

内面 赤色部 Fe，Hg

外面（文様部） 銀色？部 Fe，Hg

外面（文様部） 赤色部 Fe，Hg

１０ 椀
内面 赤色部 Fe，Hg

外面（文様部） 赤色部 Fe，Hg

１１ 椀 外面（文様部） 赤色部 Fe，Hg

１２ 椀
内面（文様部） 赤色部 Fe，Hg

外面（文様部） 赤色部 Fe，Hg

２４ 櫛 外面（文様部） 金色部 Fe，Au

表２ 蛍光Ｘ線分析の結果一覧表
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